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　――宇津木うつぎ百合ゆりは今、追い詰められている。

「あ……っ」

　腕をつかまれ、ベッドの上に放られる。

　倒れ込んだ身体が、適度なスプリングで数センチ跳ねた。思わず息を詰まらせた百合はすぐに上体を起こし、相手の顔を見つめて言う。

「ねえ……冗談でしょう？　まさか本気じゃ」

「冗談でここまですると思うのか？」

　淡々とそう言い放った男が、自身のネクタイを緩める。

　百合はひどく混乱していた。目の前の男の素性はよく知っているが、これまで言葉を交わした回数はそれほどない。

　話した内容もどちらかといえば事務的なことばかりで、彼はこちらに対していつも愛想がなかった。

（それなのに――）

　それなのに今、自分は彼と二人きりでベッドの上にいる。百合は心臓がドクドクと速い鼓動を刻むのを感じた。

（どうしよう……どうしたら）

　答えはただひとつ、逃げるしかない。男の目的は明らかだが、自分はそれに応じるつもりがないからだ。

　焦りに駆り立てられる百合の目の前で、男がスーツのジャケットを脱ぎ、手近な椅子に放る。そしてベッドを軋ませ、上に覆い被さってきた。

「……っ」

　逃げようとした腕をつかまれ、たやすくベッドの上に縫い留められる。

　圧倒的な力の差に怯えを感じつつも、百合はぐっと眦まなじりを強くし、精一杯毅然として言った。

「こ、これ以上わたしに触れると、大声を出すから！」

「いいさ。好きにしろ」

　あっさりと答えた男は片方の手で百合の両腕を抑え込み、残った手で掛けていた眼鏡をはずす。

　ベッドサイドの棚にそれを置いた彼がこちらに視線を向けたが、初めて素の顔を目にした百合はドキリとした。

　高い鼻梁、すっきりとした輪郭と切れ長の目を持つ男の顔は、ひどく整っている。普段眼鏡を掛けているときは理知的な印象であるものの、それを取り去った今は雰囲気がだいぶ違った。こちらを見る眼差しは押し殺した情欲を帯びていて、野性的に見える。

「……っ」

　その瞬間、ゾクリとした感覚が背すじを走って、百合は唇を引き結ぶ。自分の中に渦巻く感情が怯えなのか、それとも別のものなのか、わからなかった。

　だがこのまま易々と男に好きにされるつもりはなく、目まぐるしく考えながら口を開く。

「大声を出されて困るのは……あなたのはずよ。わたしに対して、こんな……っ」

「通いの家政婦たちは、既に帰宅している。父は接待で帰りが遅く、母は観劇のあと友人宅に泊まるそうだ。だからこの家には今、俺と君しかいない」

　男の言葉を聞いた百合は、静かに青ざめていく。

　確かに二人いる通いの家政婦は、夜九時には帰宅してしまう。他の家人はいつもスケジュールがバラバラで、帰りが遅い日も多い。

　つまり彼の言うことは嘘でも何でもなく、今この家には本当に自分たちしかいないのだ。そう気づいた百合は、焦りをおぼえた。

「で……でも、雅人まさとさんが帰ってくるかもしれないわ。だってここは、あの人の家なんだから」

「――そう思うか？」

　男が薄く笑い、揶揄する口調で質問してくる。

「本当にそう思っているのか？　彼が帰ってくると。あの写真を見たばかりなのに？」

「……っ」

　百合の胸に、ズキリと痛みが走る。

　彼の言うとおり、自分の「夫」である雅人は、この家に寄り付かない。入籍してわずか三ヵ月、世間では新婚と呼ばれる時期なのに――。

（理由は……わかってる。あの人は……）

　夫は自分を、愛してはいない。

　その揺るぎない証拠を、百合は先ほど「興信所の報告書」という形で見せられたばかりだ。最初は信じられず、誰かの悪戯だと思おうとした。だが数枚の写真が同封されており、彼の気持ちが自分にないことを信じざるを得ない状況になっている。

　百合はかすかに顔を歪め、目の前の男を見つめて口を開いた。

「確かに雅人さんは……今日も帰ってこないかもしれない。でも、だからといってあなたとこんなことをする理由にはならないでしょう？　だってあなたは……っ」

「説明したはずだ、当家は君との縁を切るわけにはいかないのだと。そんな事態になればうちの会社は、君の実家から受けた資本参加を解消されてしまうかもしれない」

　その言葉に反発心をおぼえた百合は、押し殺した声で答える。

「もしそうなったとしても――わたしには関係ないわ」

「そうかな。嫁入りしてわずか三ヵ月で離婚なんていうことになったら、君は社交の場で噂の的になるんじゃないか？　〝財界屈指の名家である八嶋やしま家の令嬢が、一体どんな理由で格下の宇津木家から離縁されたのか〟と」

　百合の脳裏に、三ヵ月前の華やかな結婚式の記憶がよみがえる。

　あのときは何の不安もなく、キラキラとした希望に満ちていた。大勢の人々に祝福され、愛する男性と結婚できた自分は、世界一幸せな花嫁なのだと思っていた。

（それなのに……）

　思い描いていた結婚生活は虚像に過ぎず、今の自分はこの上なく惨めだ。

　黙り込んだ百合を見てどう思ったのか、男がおもむろに顎をつかんでくる。そして間近で視線を合わせて言った。

「よく見ろ。これから君を抱く男は、兄じゃない。――この俺だ」

「……っ」

　鋭い眼差しに射抜かれ、百合は息をのむ。身じろぎすらできずにただ見つめ返すと、彼――宇津木悠馬ゆうまが、冷徹な口調で告げた。

「君には宇津木家と八嶋家の関係を盤石にするため、子を産んでもらう。……さて、一体何回抱けば、君は孕むかな」
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　――時は、一年前に遡る。




　六月上旬のその日、都内のホテルでは八嶋物産の創立六十周年を祝う記念式典が開催されていた。

　戦前の財閥の流れを汲む総合商社の八嶋物産は、金融と化学、機械の分野に強く、経営が安定している。創業者は明治期に男爵に叙爵じょしゃくされており、一族からは実業家の他、政治家や官僚、外交官も多く輩出していて、財界屈指の名家といわれていた。

　式典の最初に会長である八嶋幸吉こうきち、そして社長の吉行よしゆきが講演し、その後のパネルディスカッションでは各部署の社員たちがパネリストとなって、これから企業として目指すべき展望や社会的使命などについて語る。

　それが終了したあとは、祝賀パーティーだ。政財界からの祝辞が読み上げられ、会長の乾杯で始まったパーティーは、和やかな雰囲気で進行した。

　華やかに着飾った招待客、そして給仕のホテルスタッフたちが忙しく立ち動く大広間には、二〇〇〇人以上の人々が集まっている。あちこちで談笑する声が聞こえる中、百合は会長である祖父の隣にいた。

「会長ご自慢のお孫さんは大学を卒業されたあと、現在花嫁修業中とか。品があって美しく、さすがは八嶋家のご令嬢ですね」

「本当、おきれいなお嬢さまですこと」

　周囲の追従に、孫娘を溺愛する祖父はすっかり上機嫌だ。清楚なワンピース姿の百合は、余計なことは喋らずに微笑むだけに留めていた。

（すごい人の数。わたしが今日ここに連れて来られたのって、やっぱり結婚相手を探すためなんだろうな……）

　大学を卒業して一年余り、花嫁修業中の百合は、こうした華やかな場に連れ回されることが多くなった。

　八嶋家は代々極端な男系で、女子の誕生は少ないという。事実、祖父の子どもは父を含めた息子三人で、父の第一子も男児だった。従兄弟も揃って男ばかりだ。

　そうした中で誕生した百合は、蝶よ花よと溺愛されて育った。家族の愛情を一身に受けながら、名家の令嬢らしく数々の習い事をこなし、一方で「何かをしたい」という意思はそれなりに尊重されてきた。

　現在はあちこちから縁談が舞い込んでいるというが、祖父や父は焦っておらず、「お前の気持ちが最優先だ。意に染まぬ結婚をさせるつもりはないから、安心しなさい」と言われている。

（でも――）

　そうは言いつつも、自分に認められた自由は「祖父や父、そして兄の許容する範囲」なのだと百合にはわかっていた。例えばどこの馬の骨とも知れぬチンピラのような男と結婚したいと言っても、それは絶対に認めてもらえないだろう。

　だからこのような政財界の人間が多く集まる場所で、なるべく自分の好みに合う相手を探すべきなのだ。同年代の良家の子女たちはそれなりに自由を謳歌しているが、これまで百合に恋愛の経験はない。今どきかなり珍しいタイプだと自覚しつつ、百合は祖父の横に控え、さりげなく男性招待客を観察していた。

（なかなかピンとくる人には巡り会えないものね。何しろ本人より、そのご両親のほうが押せ押せで来るから……）

　そのとき祖父が隣で咳き込み、百合は彼に声をかけた。

「お祖父さま、大丈夫？」

「ああ。百合、悪いが何か飲み物を持ってきてくれるかな。空気が乾燥しているせいか、先ほどから喉が少しつらくて」

「待ってて。今持ってきます」

　人混みを縫ってドリンクカウンターに向かった百合は、ウーロン茶のグラスを手に戻ろうとする。

　しかし振り向いた瞬間、後ろにいた人物にぶつかりそうになり、思わず声を上げた。

「あっ……！」

「失礼。大丈夫ですか？」

　グラスの中でウーロン茶が大きく波打ち、縁から零れそうになったものの、男の大きな手が咄嗟にそれをガードする。

　かろうじてワンピースには掛からずに済んだが、相手の手が少し濡れてしまった。百合は慌てて男性に謝罪した。

「申し訳ありません。今、何か拭くものを……」

「いえ。どうかお気になさらず」

　彼が自分のスーツのポケットからハンカチを取り出し、濡れた手を拭う。

　百合は顔を上げ、相手を見つめた。スラリと背が高く細身の男は、三十歳前後だろうか。顔立ちは優しげに整っており、左の目元にある泣きぼくろが甘さを漂わせている。

　きちんと整えられた髪や仕立ての良いスーツ、ぴんと伸びた背すじが、清潔感を醸し出していた。

　話し方や物腰がひどく柔和で、目が合った瞬間に微笑みかけられ、百合の頬がじんわりと頬が熱くなっていく。

（……素敵な人）

　異性と言葉を交わして、こんなふうに思うのは初めてだ。そんな百合に対し、彼が問いかけてきた。

「失礼ですが、あなたは八嶋会長の……？」

「はい、孫です」

「隣にいらっしゃるのをお見かけしたのですが、やはりそうなのですね。僕は宇津木商事の、宇津木と申します。会長にご挨拶させていただいてもよろしいでしょうか」

　頷いた百合は給仕のスタッフにウーロン茶のグラスを交換してもらい、宇津木に対して「こちらへ」と促す。

　彼は連れらしいスーツ姿の男性を一人伴い、あとをついて来た。百合は祖父にグラスを手渡し、彼が喉を潤したタイミングでささやく。

「お祖父さま、こちらの方がご挨拶をしたいとおっしゃっていて」

「うん？」

「本日は創立六十周年、誠におめでとうございます。宇津木商事の副社長をしております、宇津木雅人と申します」

　男が丁寧に挨拶し、名刺を手渡す。祖父はそれを一瞥し、笑顔で答えた。

「社長はお元気かな。ここ最近はお目にかかれていないが」

「お陰さまで、元気にしております。現在商談でアメリカに出掛けておりまして、僕と弟が名代として参りました」

「初めまして。常務の宇津木悠馬と申します」

　百合がぶつかった彼――宇津木雅人は、若くして副社長の地位にいるらしい。

　弟だという連れの男性の肩書きは常務で、おそらく典型的な同族経営の会社なのだろう。彼は雅人にあまり似ておらず、シャープな顔立ちと眼鏡が理知的な雰囲気を漂わせていた。

　祖父と彼らの話を聞きながら、百合はそっと雅人の様子を窺う。先ほどの会話や祖父と話している姿を見るにつけ、彼はとても物腰の穏やかな人物だ。育ちの良さがにじむ口調や整った顔立ちは、幼い頃に憧れた物語の中の王子を彷彿とさせる。

（左手に、指輪がない……。独身の方なんだわ）

　やがて祝賀パーティーが終わり、百合は帰りの車の中で父親の吉行に問いかけられた。

「どうだ百合、今日の招待客の中に、気になる男性はいたかな」

「…………」

　いつもなら「いいえ、特に」と答えるところだが、今日は違った。

　百合は少し考えたあと、一人の人物の面影を思い浮かべながら父に向かって言った。

「ええ、……一人だけ」

「ほう、誰だ？」

「宇津木商事の――宇津木雅人さんです」







　百合が初めて興味を持った男性に、祖父や兄も色めき立った。

　すぐに調査の手が入れられ、宇津木商事の経営状況、副社長の雅人が三十三歳になったばかりで独身であること、社内的に次期社長の地位にいることが報告される。

　それを精査した祖父と父は、及第点を出したらしい。やがて百合を呼び出した父は、報告書を眺めながら言った。

「うちより家格は劣るが、次期社長ならそこそこの条件といったところかな。お前が望むならこちらから縁談を持っていくのは可能だが、百合、どうする？」

　父の問いかけに、百合は胸が高鳴るのを感じた。

　向こうが話を受ける前提であるのは、おそらく財界における八嶋家の力の大きさに自信があるからだ。大きな会社の子女の結婚には政略的な思惑が付き纏うが、八嶋家からの申し出を断るところはまず考えられない。

　百合は高揚する気持ちを抑えて答えた。

「あちらのご都合もおありでしょうし、もしかしたらご迷惑かもしれないけれど……わたし、宇津木さんと一度お話ししてみたい」

「そうか。では話を進めよう」

　――それから見合いの席が設けられ、百合は改めて雅人と顔を合わせた。

　彼は初めて会ったときと同じく王子めいた雰囲気で、端正なその姿に百合はときめきをおぼえた。

　六十代前半とおぼしき雅人の父親はロマンスグレーで知的さと穏やかさをにじませ、五十代の母親はエレガントで美しく、若かりし頃は美男美女ともてはやされたであろう容姿の二人だ。

　彼らはにこやかに言った。

「八嶋さまから突然このようなお話をいただき、驚きました。誠に光栄です」

「本当に。お嬢さまはとても清楚でお美しく、息子には勿体ないくらいのご縁ですわ」

　品の良い両親から微笑みかけられ、百合は彼らに好感を抱いた。雅人の持つ優雅さは、きっとこのような両親に育てられたからに違いない。

　その後、二人で日本庭園を散策した際、雅人は終始にこやかで優しかった。百合は緊張していて始めはあまり上手く話せなかったが、「これだけは聞いておかなくては」と思い、口を開いた。

「宇津木さん、急にこのような縁談を持ちかけてしまって……お気を悪くされておりませんか？」

「なぜです？」

「宇津木さんは素敵な方なので、もしかしたら他に良い方がいらっしゃるのではないかと思って……」

　もし家の力関係で見合いを断れなかったのなら、悪いことをした。そんなふうに考える百合に対し、雅人は微笑んで答えた。

「僕は光栄に思っていますよ。あなたの可憐さは、先日のパーティーのときに強く印象に残っていましたし」

「本当ですか？」

「ええ。着飾った女性が多くいる中で、百合さんは際立って清楚で注目を集めていました。〝八嶋会長が掌中の珠と慈しまれるのも、納得の美しさだ〟と、周囲で評判でしたよ。今回の申し出はとても驚きましたが、一度お会いしてお話ししてみたいと思い、お受けしたのです」　

　雅人が縁談に乗り気だと知った百合は、安堵と共に淡い期待を抱いた。彼との会話は弾み、二人だけの時間はあっという間に終わってしまう。

　初めての見合いを終えた百合は、夢心地だった。すっかり雅人にのぼせ上がってしまい、「またお会いしたい、そちらさえよければ、話を進めたい」という意向を伝えてもらったところ、向こうからは「謹んでお受けいたします」という答えが返ってきたという。

｢本当なの？　お父さま。じゃあ……｣

｢ああ。吉日を選んで、正式に婚約をする。お前もついに嫁ぐ日がくるんだな。きっとお母さまも喜んでいるよ｣

　母親の史佳ふみかは百合が小学校の頃に病死しており、父は周囲に再婚を勧められながらも、これまで後添えを娶らなかったという経緯がある。

　それが母への愛情ゆえと知っている百合は、｢自分もそんな唯一の相手と巡り会いたい」という夢を抱いていた。

（お父さまとお母さまみたいに、想い合う夫婦になれるかしら。……雅人さんと）

　やがて一ヵ月後の吉日、百合は雅人と婚約した。

　その後婚礼の準備に入ったが、張り切った祖父の意向で最高級の嫁入り道具を揃えることになり、婚約期間は実に七ヵ月に及んだ。

　そのあいだ、百合は雅人と逢瀬を重ね、少しずつ心を通わせた。彼は仕事が忙しく、週に一度くらいしか会えなかったものの、百合は充分幸せだった。

　式場やドレス選びの際も雅人は嫌がらずにつきあってくれ、一緒に食事をしたり美術館に出掛けたりと、婚約期間中のデートはスマートにエスコートしてくれた。

　そして年が明けた二月中旬、百合は雅人と結婚式を挙げた。

　都内のラグジュアリーホテルで催された式には多くの人々が招待され、非常に華やかなものになった。友人や親族に祝福された百合は、「素敵な旦那さま」「お似合いの二人」と褒めそやされて、幸せの絶頂にいた。

　その後新婚生活がスタートし、百合は宇津木家の広大な屋敷で、雅人の両親、そして彼の弟である悠馬と同居することになった。

　雅人の両親は優しく、長男の嫁である百合を歓迎してくれた。しかし彼らは多忙で、ほとんど家にいない。義父の明人あきひとは仕事や接待で帰宅が遅いのが当たり前であり、義母の玲子れいこは友人との社交が多く、ミュージカルや観劇、歌舞伎に旅行と外出してばかりだ。

　悠馬に至ってはまったく顔を合わせる機会がなく、一体いつ帰ってきているのかすらわからない。

　結果、同居の家族とはときおり朝食を一緒にするだけなのが日常になり、百合は肩透かしを食っていた。家事は通いの家政婦が行い、料理は専属のシェフがいるため、雅人の妻である自分には何もすることがない。ただ「好きなように過ごせばいい」と言われ、料理教室やエステ、生け花や友人とのランチなどに出掛けているものの、実質放置されている。

（同居するからにはご家族と密に顔を合わせるのだと考えていたのだけど、この家は人間関係が希薄なのね。それに……）

　百合にとってもっとも重要なのは、夫である雅人の動向だった。

　新婚であることに気を使ったのか、彼はどんなに忙しくとも午後九時には仕事を切り上げ、帰宅してくる。食事は一緒にできないが、話をする時間を多少なりとも作ってくれていた。

　結婚後の生活に、百合は夢を抱いていた。優しい夫と仲睦まじい夫婦となり、いつか彼の子どもを産めたら――そう当たり前に考えていたが、雅人は入籍したあと、一切百合に触れてこなかった。

（……どうしてかしら。婚約期間中も、手を握るくらいしかなかったし）

　結婚前は、節度を守ってくれているのだと思っていた。

　彼にしてみれば、家格が上の八嶋家から嫁をもらう身だ。万が一婚前に手を出したことを知られれば、心証が悪くなると考えてもおかしくない。

　だが結婚後も夫婦生活がないのは、一体なぜなのだろう。入籍してひと月が経った頃、百合は思い切って彼に質問してみた。

「――雅人さん。雅人さんがわたしに触れないのはどうして？　何か理由があるの？」

　それを聞いた雅人はかすかに目を瞠みはり、百合の髪を撫でて言った。

「君は会長やお義父さんに大切に育てられた、箱入り娘だろう？　男性に免疫がないんだし、急にそういう行為をするのはどうかと思って、様子を見ていたんだよ」

　彼は百合の気持ちを慮おもんばかり、あえて触れずにいたらしい。

　そんな夫の心遣いがうれしくなったものの、百合の中には「触れてほしい」という気持ちが強くあった。遠回しにそうした考えを伝えたところ、雅人は百合と同じベッドで寝てくれるようになった。

　だが、それだけだ。髪にキスをして「おやすみ」と言ってくれるが、彼は性的な意味でこちらに触れようとしない。しつこく閨ねやの話題を出すのははしたなく思え、百合は悶々とした。

（雅人さんは、妻となったわたしを大切にしてくれている。……ちゃんといろいろ考えてくれているんだし、求めすぎたらきっと罰が当たるわ）

　夫のペースに合わせよう――そう考えていた百合だったが、それから雅人の帰りが次第に遅くなっていった。

「先に休んでいていい」と言われることが多くなり、帰宅しない日もポツポツ出てきたが、その理由を彼は「仕事が忙しいから」と説明した。

　宇津木商事の副社長である彼は、きっと義父に負けず劣らず多忙に違いない。頭ではわかっていながらも、百合は寂しさを感じずにはいられなかった。

（こんな生活で、結婚した意味はあるの？　わたしは一体何のためにこの屋敷にいるの……？）

　入籍して三ヵ月が経つ頃には、百合は薄々察しがついていた。

　おそらく雅人の関心は、自分にない。彼にとってこの結婚は愛のないものであり、八嶋家と繋がりを持つことだけが重要だったのだろうと。

（馬鹿みたい、わたし。一人で舞い上がって、夢を見て。……ううん、雅人さんだけじゃない。もしかしたらご両親も――）

　雅人の妻である自分を、彼らは大事にしてくれる。

　会えば優しく声をかけ、笑顔で話をしてくれるが、それは百合の背後に八嶋家がいるからだ。事業に有利な条件となる嫁なのだから、決しておろそかにはしないだろう。

　自分は結婚を、焦りすぎたのかもしれない――そんな思いがよぎりつつも、百合は雅人と顔を合わせた際、その気持ちを正直に口に出すことができずにいた。

　彼は相変わらず優しく、会えばなかなか家に帰れないことを詫びてくる。髪を撫でる大きな手、端正な顔と穏やかな微笑みは見ているだけで胸を強く締めつけられて、百合は自分が夫に恋している事実を嫌というほど思い知らされていた。

　いっそ自分から雅人を襲ってしまえば、彼と本当の夫婦になれるのだろうか。この身体を投げ出せば、妻として愛してもらえるきっかけになるのだろうか。

（でも……）

　これまで男性とつきあったことのない百合にとって、「自分から襲う」というのはあまりにもハードルの高い行動だ。もしそれで雅人に軽蔑されでもしたら、目も当てられない。

（わたしは……雅人さんと別れるのは嫌。せっかく結婚できたのだから、あの人と幸せな家庭を築きたい）

　たとえ時間がかかっても、夫の気持ちを自分に向けたい――その願望は自分の中の恋心からきているが、理由はもうひとつある。

　それは祖父の幸吉だ。百合を溺愛し、幸せを何より願ってくれた祖父だったが、彼は結婚式の直後に病に倒れた。

　七十六歳という年齢を考えれば、体調を崩すのも無理はないのかもしれない。現在は入院しており、百合が見舞いに訪れると、彼はいつも喜んでくれた。

「宇津木家では可愛がってもらっているか？　お前が産む曾孫を抱くまで、どうにか頑張らなければならんなあ……」

　祖父は心臓が弱っているため、「なるべく興奮させないように」と主治医から厳命されている。

　もし百合が夫に放置されていることを知れば、彼が激怒するのは目に見えていて、身体に障るような事態は絶対に避けなければならなかった。

（お祖父さまに心配をかけるわけにはいかない。……だからわたしは、自分の力で雅人さんを振り向かせないと）

　だが顔を合わせること自体が少ないのに、一体どうしたらいいのだろう。

　そんなある日、一人きりの夕食後に書庫で時間を潰していた百合は、部屋を出て自室に戻ろうとしていた。そこでたまたま帰宅した悠馬が廊下の向こうから歩いてくるのを目撃し、彼に声をかける。

「悠馬さん、おかえりなさい」

「……ただいま」

　スーツ姿の悠馬は、いつ見ても隙のない佇まいだ。

　雅人と二歳違いの弟である彼は、容姿は兄とまったく似ていなかった。優しげで柔和な雰囲気の雅人とは違い、悠馬は感情をあまり表に出さず怜悧な印象だ。これまで彼とは親しく言葉を交わしたことがなく、無表情で淡々とした様子も相まって、百合は何となく苦手意識を持っていた。

（こんな時間に帰れることがあるのね。……雅人さんやお義父さまは、まだみたいだけど）

　百合はそのまま階段を上がり、自室に戻ろうとした。しかしそのとき突然、背後から声をかけられる。

「――君に話があるんだが」

「えっ？」

「午後十時に、俺の部屋に来てもらえるかな」

　百合は戸惑い、彼を見つめる。

　こんなふうに話しかけられたのは初めてで、しかも理由が何も思いつかない。

（……何だろう）

　だが断る理由もなく、百合は「わかりました」と答える。

　悠馬は家政婦に夕食を食べるか問いかけられ、そのままダイニングルームのほうに行ってしまった。

　それから約一時間、百合は入浴もできず、何となく落ち着かない気持ちで過ごす。やがて午後十時になる五分前、二階の南側にある悠馬の部屋を訪れてドアをノックした。

「悠馬さん、百合です」

「――どうぞ」

　中は広く、書斎と寝室を兼ねているらしい。

　デスクの上にはパソコンが置かれ、壁面の本棚は本やファイルで埋め尽くされている。オフィスを彷彿とさせるインテリアに百合は驚き、思わずまじまじと見入ってしまった。

　ソファの向こうにはクイーンサイズのベッドがあり、グレーのリネンや個性的な形のライト、大きな鉢植えの観葉植物がスタイリッシュな雰囲気を醸し出している。

　ロマンチックな内装で女性的な雰囲気の自分の部屋とは、対照的だ。

「わざわざ来てもらってすまない。座ってもらえるかな」

「……はい」

　勧められるまま、百合はソファに腰を下ろす。

　帰ってきたときと同じスーツ姿の彼は、どうやらデスクで仕事をしていたらしい。悠馬は立ち上がり、壁側にあるミニキッチンに歩み寄ると、こちらを向いて言った。

「何か飲むか？　コーヒーでも」

「あの、どうぞお構いなく」

　悠馬は百合の義弟に当たるが、年齢は彼のほうが八歳年上だ。そのため距離感をつかむのが難しく、初めて会ったときからずっと敬語を使っている。

　悠馬に呼ばれた理由がわからない百合は、とにかく落ち着かなくて仕方がなかった。彼は大判の封筒を手に戻ってくると、テーブルを挟んで向かい側の一人掛けソファに腰を下ろす。

「急にこんなふうに呼び出されて、困惑しているだろうな。実は君に、見てもらいたいものがある」

「見てもらいたいもの……？」

「これだ」

　悠馬が差し出してきたのは、Ａ４サイズの封筒だ。差出人の記載がないそれには、宛名シールに「宇津木百合さま」とだけ印字されている。

「わたし宛て、ですか？」

「消印がないため、直接ここに投函されていたようだ。怪しんだ家政婦が俺に渡してきて、悪いがこちらで開封させてもらった」

　百合は困惑しつつ、封筒の中身を確認した。

　中には興信所による報告書と、写真が数枚入っている。それに目を通した百合は驚き、自分の顔色がみるみる変わっていくのを感じた。

　悠馬が言った。

「――中に入っていた報告書によると、兄には不貞の事実がある。君と結婚する前から関係していた相手だ」

「……そんな」

「しかも彼女は、一ヵ月前に子どもを出産したらしい。写真があるだろう？」

　報告書には、雅人が一年前からある女性と親密なつきあいをしていたこと、百合と婚約し、結婚したあとも関係が途切れず続いていたこと、そして彼女が一ヵ月前に出産した事実が詳細に記されていた。

　複数の写真が同封されており、百合より少し年上の女性が雅人と一緒にいる様子や、赤ん坊を抱っこして外を歩く姿が映っている。百合は混乱し、写真を食い入るように見つめた。

（この赤ちゃんって――雅人さんの子ども？　この人とつきあっていたのに、雅人さんはわたしと結婚した……？）

　心臓がドクドクと速い鼓動を刻む。一方で百合は、雅人の不自然な態度の理由がわかった気がしていた。

　この女性がいたから、彼は自分に触れなかった。彼女が大事だから、最近は自宅に寄り付かなくなったに違いない。

「……っ」

　こみ上げた涙が目から溢れ、頬を伝ってポツリと落ちた。百合は押し殺した声で悠馬に問いかけた。

「雅人さんは本当にこの人とつきあっていて、子どもまで……？　だったらなぜ、わたしと結婚したの」

　テーブルを挟んで真向かいに座った悠馬が、眼鏡越しの視線をこちらに向けてくる。彼は感情の読めない平坦な口調で答えた。

「兄が君と結婚した理由なら、至極単純だ。君が財界屈指の名家である八嶋家の令嬢で、かつ見合いに際して、八嶋物産側からこちらに有利な条件での資本参加を申し出られた。兄個人ではなく、宇津木商事として考えたとき、縁談を断るという選択肢はなかった」

｢資本参加……？｣

｢ああ。知らなかったか？｣

　婚約が成立した裏に、政治的な取引があったなど初耳だ。

　悠馬は説明した。宇津木商事は天然資源の開発や採掘事業への出資、その関連企業の買収を行うことで収益を上げてきた会社だが、中国経済の成長鈍化、すなわち資源バブル崩壊の影響を受け、数年前に赤字決算に転落したという。

　以後、事業ポートフォリオの見直しを図って業績回復に努めてきた経緯があるが、八嶋物産は百合との縁談に伴い、宇津木商事への資本参加を申し出てきたらしい。

　資本参加とは、株式を取得する形で資金提供を実施する手法だ。資金提供側は、経営の支配権を手にしたり拒否権を発動したりできる割合の株式は取得しないため、買収や合併とは異なり、企業の独立性は失われない。

　つまり、宇津木商事側にとってはリスクなく資本を拠出してもらえ、かつ八嶋物産との関係を強化できるというおいしい話になる。

（じゃあ……雅人さんは、それがあったからわたしと……）

　雅人にとっての結婚は打算に満ちた決断で、最初から妻として愛するつもりがなかったということだ。

　悲しみと屈辱がない交ぜになった感情が胸に渦巻き、百合はぐっと拳を握りしめる。祖父や父、そして兄が資本参加について自分に黙っていたのは、金で宇津木家に言うことを聞かせたという側面があったからだろうか。

（わたしは何も知らず、雅人さんが自分に好意を持ってくれているのだと勘違いしていた。……本当は会社のために、仕方なく結婚を了承しただけだったのに）

　雅人を愛し、彼の妻になりたいと願った気持ちを、踏みにじられた気がする。

　百合は写真の中の夫と女性を見つめてつぶやいた。

「雅人さんと……別れます。他の女性と交際して子どもまで作っている人とは、婚姻を継続することはできませんから」

　惨めさに押し潰され、泣き崩れてしまいそうだったが、腹に力を込めてかろうじてこらえる。

　大声で彼を糾弾して責め立てたい気持ちはあるものの、当の雅人はここにはいない。だが彼に会うまでもなく、自分の中で結論は出ていた。

（離婚するという報告を聞いたら、お祖父さまは悲しむかもしれないけど……仕方がないわ。だって雅人さんはわたしではなく、この写真の人を愛してるんだもの）

　するとそんな百合を見つめた悠馬が、意外なことを言った。

「――君の気持ちはよくわかる。だが、その希望を受け入れることはできない」

「えっ？」

「当家としては、君に離縁されては困るんだ。八嶋家から不興を買えば仕事に差し支えるし、それに追随する取引先も現れるだろう。八嶋物産は戦前から続く大手総合商社で、日本有数の企業グループの中核を担う会社だ。事業の規模が違う宇津木商事うちは、到底太刀打ちできない」

　百合の心に、じわじわと怒りがこみ上げる。

　悠馬の言うことは、宇津木側の偽らざる本音なのだろう。百合がパーティーで雅人に一目惚れしたのを、宇津木家はチャンスと捉えた。彼に交際相手がいたにもかかわらず、その事実を伏せて結婚したのは、婚姻によって得られるメリットがあまりにも大きかったからだ。

　きっと雅人はこの先も百合を騙し続け、その旨味を享受するつもりだったに違いない。しかし何者かによって事実が密告されて、彼の不貞が明らかになってしまった。

　百合は押し殺した声で言った。

「……ふざけないで。ここまで虚仮こけにされて、なぜわたしが離婚を思い留まると思うの？　たとえ宇津木家が困っても、それは自業自得でしょう。もしかしてご両親もこの事実を知っていながら、雅人さんとわたしを結婚させたの？」

　だとすれば、それは大きな裏切りだ。百合の言葉を聞いた悠馬が、あっさり否定した。

「いや、二人は何も知らないだろう。というより、そこまで息子のプライベートに関心がないというほうが正しいかな。父は女の一人や二人いるのは当たり前だと考えている人間だし、母も外に若い愛人がいる。彼らにとって結婚は対外的なポーズのようなものだから、息子に対しても〝育ちの良い妻にばれないよう、せいぜい上手くやれ〟としか考えていないかもしれない」

「…………」

　百合は呆れて絶句する。

　表向きは仲睦まじく上品な義両親だが、実は互いに浮気をしているらしい。自宅に不在がちなのも、そうした事情があってのことだとすれば納得がいく。

（どうなってるの、この家は。モラルも何もないってこと……？）

　見た目が上品であるがゆえに、殺伐とした内情が信じられない。しかし自分が世間知らずなだけで、実際はよくある話なのだろうか。

　そんな百合を、悠馬がじっと見つめている。しばらく黙っていた彼が、口を開いた。

「兄の所業については、心から詫びる。本当に申し訳なかった。君は深窓の令嬢だし、嫁入り先で大事にされこそすれ、まさか夫が愛人を囲っているとは夢にも思わなかっただろう。ましてや相手の女は、子どもまで産んでいるんだからな。心痛は察して余りある」

「…………」

　淡々としていながらもこちらの心情を慮った謝罪をされ、百合は内心意外に思う。

　悠馬は鋭利な印象の外見のせいでどちらかといえば冷たい人間のように見えるが、実際はそうではないのかもしれない。

（そうよ。見た目が優しそうな雅人さんや、ご両親のほうが……陰で信じられないことをしているんだから）

　苦手だと思っていた悠馬のほうに優しい言葉をかけられるのは、何とも皮肉なものだ。

　彼は雅人の弟で同じ会社に勤めているものの、兄の行動をすべて把握しているはずはなく、今回の件は百合と同様に寝耳に水だったと考えられる。なのにわざわざ謝罪してくれるのは、兄や両親より良識ある人間ということなのかもしれない。

　しかし次の瞬間、悠馬がさらりと思わぬことを言った。

「――ところで提案なんだが、兄のことは諦めてもらって、俺が代わりになるのはどうだろう」

「えっ？」

　言われた意味がわからず、百合は悠馬に問い返す。彼は表情を変えずに答えた。

「この家に寄り付かず、夫の務めを果たそうとしない。そんな兄の、代役になろうと言ってるんだ」

「――……」

　百合は唖然として悠馬を見つめる。

　目の前の投書の内容、そして結婚して以降の態度からすると、雅人の不貞は事実に違いない。だが、一体なぜそれで「悠馬が雅人の代わりになる」方向に話が転がるのだろう。

　悠馬が言葉を続けた。

「説明が足りなかったかな。君と兄は表向き離婚せず、今後も現在の関係を維持してもらう。いわゆる仮面夫婦の状態だ。しかし実情は俺が影の夫になろうということなんだが、理解できたか？」

　冷静な口調でとんでもない提案をされ、その内容を理解するにつれて、百合の中に怒りがこみ上げる。百合は彼を睨んで言った。

「雅人さんが帰ってこないからといって……どうしてわたしが、あなたを〝夫〟にしなくちゃならないの。そんなのおかしいでしょ」

「簡単な話だ。うちと八嶋家の関係を盤石にするため、両家の血を引いた子どもが欲しい」

「子ども？」

「ああ。もちろん君と兄は離婚しないのだから、種は違えど表向きは二人の間にできた子になる」

　百合の頬に、じわりと朱が差す。

　要するに自分は、宇津木家にとって逃がすことのできない貴重な駒らしい。

　確かに宇津木商事が今以上に事業を発展させようとしたとき、財界に影響力がある八嶋家が後ろ盾になるのは大きな意味を持つ。会長と社長は百合を溺愛していて、彼らがその夫の実家をおろそかにするはずがなく、今後何かと便宜を図ってもらえるのは間違いない。もし子どもが生まれれば、余計にそうだろう。

（だから、わたしを逃がすわけにはいかないって……？　雅人さんの代わりに、この人がわたしに子どもを産ませて、宇津木家に縛りつけようってこと？）

　そう理解した百合は、ふつふつと怒りを滾たぎらせ、口を開いた。

「冗談じゃないわ、わたしを馬鹿にするのもいい加減にして。雅人さんとは離婚するし、あなたをあの人の代わりにするつもりもない。わたしはここを出て行きます」

　百合は立ち上がり、悠馬の横を通り過ぎて部屋を出ていこうとする。しかしその腕を、一人掛けソファに座ったままの彼がつかんだ。

「その希望は受け入れることができないと言ったのが、聞こえなかったのか？　ここを出て行くのはもちろん、実家と連絡を取るのももってのほかだ」

　腕をつかむ手の大きさ、低い声、自分を見つめる眼鏡越しの鋭い眼差しに、百合はにわかに緊張をおぼえる。

　一刻も早くこの部屋を出るべきだと、頭の中で警報が鳴っていた。その後は父か兄に連絡を取り、そして――。

「……あっ！」

　立ち上がった悠馬に強く腕を引かれ、百合はよろめく。

　図らずも彼の胸に倒れ込む形となり、ドキリと心臓が跳ねた。

「は、離して！」

「清楚な顔をして、意外に気が強いな。嫁入りするからには夫に従順にしろ、それが可愛がられる秘訣だと、実家で教わってこなかったのか？」

　カッと頭に血が上った百合は、悠馬を見上げて言った。

「あなたはわたしの〝夫〟じゃないんだから、わかったような口を利かないで。今すぐこの手を離さないと、大事おおごとになるけどいいの？」

「君の言う〝大事〟とは何だ。兄の不貞が公になることか？　それとも俺がこうして君に迫っているのを、実家に報告するということか」

「ど、……どちらもよ」

「馬鹿正直に手を離したところで、君がそういう行動に出るのは目に見えている。結局話が大きくなるのが避けられないなら、俺はどうにかして君の口を塞がなくてはならないな」

　悠馬が悠然と微笑み、それを見た百合は危機感を募らせる。

　百合は彼の胸を強く押し、その腕から逃れようとした。

「……っ」

　しかし悠馬とは体格差があり、びくともしない。

　それどころか彼に肩を抱き寄せられ、無理やり歩かされた百合は、その先にクイーンサイズのベッドがあるのを見て顔色を変えた。

（嘘……そんな、まさか）

　先ほど悠馬は、「雅人の代わりに、自分が影の夫になる」と発言していた。「八嶋家との関係を盤石にするために、両家の血を引いた子どもが欲しい」とも。

　心臓がドクドクと激しく脈を打ち、今にも胸を突き破って飛び出てきそうになる。手のひらに嫌な汗がにじむのを感じながら、百合は小さな声で問いかけた。

「な、……何をする気なの」

　するとそれを聞いた悠馬が、ふっと笑う。

　彼は百合を見下ろし、冷静な口調で答えた。

「――この家から出ていくことは、断じて受け入れられない。今日から俺が、君の〝夫〟だ」










第二章











　細い腕をつかみ、華奢な身体をベッドの上に放る。

　呆気なく倒れ込んだ彼女がすぐに上体を起こし、動揺した様子で言った。

「ねえ……冗談でしょう？　まさか本気じゃ」

「冗談でここまですると思うのか？」

　宇津木悠馬はそう淡々と答え、自身のネクタイを緩める。

　目の前にいるのは、兄の妻である百合だ。今日、屋敷に届いた無記名の投書には兄の不貞の事実が記されており、隠し子の存在までが明らかになった。

　興信所の調査は長期に亘るもので、報告書には相手の女性が宇津木商事の受付嬢をしていた中野なかの美冬みふゆという名前であること、雅人との交際は一年に及ぶこと、彼女が身ごもり、一ヵ月前に出産したことまでが詳細に綴られていた。

　美冬の妊娠中、そして出産後も雅人が継続して会い続けているという事実から、おそらく子どもは彼の子で間違いない。

　同封された写真には二人で連れ立って歩く姿、そして赤ん坊の一ヵ月検診に同行する雅人の姿もあり、ここまで証拠が揃っていれば「不貞の事実はない」と主張するのは難しいだろう。

　一方、夫に愛人がおり、さらには子どもまでいることを知った百合は、ひどくショックを受けていた。三ヵ月前に雅人と結婚したばかりの彼女は旧華族である八嶋家の娘で、生粋のお嬢さまだ。八嶋物産の創立記念パーティーで会長の傍に寄り添っていた百合は、その際立った容姿で周囲の注目を集めていた。

　ほっそりと華奢な体型、艶やかで真っすぐな髪は肩甲骨の下まであり、毛先だけ優雅にカールしている。可憐さと清潔な色香を併せ持ち、顔立ちは誰もが振り返るほどに整っていて、まさに「名は体を表す」というにふさわしい彼女は、由緒正しい血統も相まって白百合のごとき気品があった。

　そんな百合は、ふとしたきっかけで言葉を交わした雅人に一目惚れをしたらしい。八嶋家から縁談を持ち込まれたとき、雅人自身はひどく戸惑っていたようだった。しかし父の明人が、問答無用で受けることを決めた。

『八嶋家と姻戚関係になれば、業界内での宇津木商事うちの信用度は増す。しかも買収や拒否権確保まで至らない、こちらに有利な条件での資本参加まで申し出てくれているんだ。断る理由がない』

　父の鶴の一声で見合いをしたあと、トントン拍子に話が進んだ。

　やがて行われた二人の結婚式は盛大で、八嶋家に所縁ゆかりある政財界の人々が参列し、新たなコネクションを獲得した父は鼻高々だった。百合と結婚生活を始めた雅人は最初こそ真面目に自宅に帰っていたものの、最近は足が遠のき、外泊が目に付く。

　そんな様子を、悠馬は皮肉な気持ちで見つめていた。

（愛人の存在を隠し切れないなら、最初から結婚などしなければいいものを。……まあ、昔から肝心なところで優柔不断なタイプだったが）

　――兄・雅人の存在は、悠馬にとって長く目の上のたんこぶだった。

　宇津木家は代々家長の力が強く、長男は後継ぎとして大事にされる。母親の玲子は父の後妻で、その彼女が産んだ悠馬は幼少時は父にあまり顧みられず、優遇される兄を常に意識しながら育った。

　兄がいるかぎり、自分が重要視されることはない。そういう存在になりたいのなら、努力して頭角を現すしかない――そう悟った悠馬は、学業で雅人を凌駕する成績を収め、宇津木商事に入社した。

　最初から幹部待遇だった兄とは反対に、平社員からスタートした悠馬は、金属鉄鋼部門、事業投資部門など部署変えをしながら海外駐在も経験し、着実に昇格した。

　そして資源化学品部門に移り、数年前の赤字決算後には「資源安を逆手に取り、新たな権益確保のチャンスとする」事業案を打ち出し、安価なガスを原料にした化学品メタノールを増産して、見事業績の回復を成し遂げた。

　その手腕が父に認められ、常務に就任して今に至る。今日の朝、自宅に届いた百合宛ての不審な投書、そしてその中に記されていた雅人の不貞について父に報告すると、彼は渋い顔をした。

『一体何をやっているんだ、あの馬鹿は。ただの愛人ならまだしも、妊娠させて子どもまで産ませるとは、脇が甘すぎるだろう』

『…………』

『この件について、雅人に連絡は？』

『まだです。兄さんは今日から、商談でメルボルンなので』

　父は苦々しい表情で言った。

『結婚前に八嶋家にこの件が知られなかったのは、奇跡に近いな。見合いをする段階で、あちらも身辺調査を入れていただろうに。差出人は誰なんだ？』

『わかりません。ただ、同じものを八嶋家に送っている可能性も否定できないかと』

　すると父は初めてその可能性に気づいた顔で、にわかに落ち着きを失くした。

『八嶋家には……何としても知られるわけにはいかない。確かに同じものを送付されていればもう打つ手はないが、まだならばできるだけ時間を稼がなければ。悠馬、お前は百合の身柄を押さえろ。実家に連絡させてはならん』

『どのような手段で？』

『任せる。もし八嶋家を怒らせて雅人と彼女が離婚する話にでもなったら、うちの会社は潰されかねない。とにかく百合を説得し、何とか雅人との婚姻を継続させるんだ。頼んだぞ』

　父に命じられたのは、雅人と百合の離婚を阻止することだ。

　考えた結果、悠馬はあえて彼女に真実を知らせることにした。結婚後、自宅に寄り付かない雅人に対して百合は不信感を募らせているはずで、遅かれ早かれ夫の不貞に気づく。

　ならば本当のことを話し、その上で彼女を籠絡ろうらくする。しばらく自宅に軟禁して子どもを作ってしまえば、短絡的に離婚を考えられなくなるだろうという算段だ。しかも彼女のほうには現在大きな懸念材料があるのを、悠馬は知っている。

（……入院中の八嶋会長は、相当体調が悪いと聞いている。そんな祖父に心配をかけるようなことは、彼女も極力したくないはずだ。あれだけ盛大な結婚式を挙げた直後に離婚するのは、外聞が悪いしな）

　悠馬はスーツのジャケットを脱ぎ、手近な椅子に放る。そしてベッドを軋ませて上に覆い被さると、百合が逃げようとして身を起こしかけた。

　その腕をつかみ、悠馬はたやすく彼女の身体をベッドの上に押さえ込む。　

「こ、これ以上わたしに触れると、大声を出すから！」

　押し倒された姿勢で精一杯の虚勢を張る百合に、悠馬はあっさり答えた。

「いいさ。好きにしろ」

　通いの家政婦たちは既に帰宅し、父も母も不在だ。つまりこの家には、自分たち二人しかいない――そう説明すると、彼女は一瞬言葉に詰まり、「雅人さんが帰ってくるかもしれない」と言い募った。

　悠馬は思わず苦笑した。

（兄が帰ってくると、本気で信じているのか？　……これほど蔑ろにされているのに）

　この期に及んで兄の名前を出す百合を、悠馬はつくづく憐れに思う。

　興信所の報告書、そして十数枚に及ぶ写真で、雅人の不貞は決定的なはずだ。それなのに彼女はまだ夫を信じようとしているかに見え、悠馬の中で苛立ちが募った。

「よく見ろ。これから君を抱く男は、兄じゃない。――この俺だ」

「……っ」

　顎をつかまれた百合が、息をのんでこちらを見上げる。悠馬は冷徹な口調で告げた。

「君には宇津木家と八嶋家の関係を盤石ばんじゃくにするため、子を産んでもらう。……さて、一体何回抱けば、君は孕むかな」







「ぁ……っ」

　薄いシフォンのブラウスのボウタイを解くと、百合がビクリと身をすくませる。

　彼女の顔は蒼白だ。これ以上ないほど身体をこわばらせているのがわかって、悠馬は百合の緊張を和らげるべく口を開いた。

「手荒にするつもりは、まったくない。今日から俺が君の〝夫〟だと言ったろう？　何しろ由緒正しき旧華族の家系から迎え入れた、箱入りの令嬢だからな。うんと丁寧に扱ってやる」

「……っ」

　ブラウスのボタンをはずしつつ、細い首筋に唇を這わせる。彼女の手がきつく肩に食い込み、悠馬の身体を押しのけようとした。

「離して……こんなのは嫌。わたしは……っ」

　顔を上げた悠馬は、百合をじっと見下ろす。表情に怯えをにじませる彼女はそれでも美しく、悠馬は薄く笑みを浮かべて言った。

「もしかして君は、兄に抱かれたことがないのか？　彼はあの王子めいたご面相で学生時代から女に不自由したことがないんだが、さすがに八嶋家の娘には気軽に手を出せなかったらしい」

「……っ」

「あるいは相手の女に本気だからこそ、君を抱かなかったとも考えられるが」

　悠馬の言葉を聞いた百合が、傷ついた表情でぎゅっと唇を噛む。

　瞳にじわりと涙がにじんだが、彼女はこちらから目をそらさず、内に秘めた誇り高さを感じさせた。悠馬はそんな百合の頬を撫でて言った。

「そんな顔をするな。兄にとって君は、生半可な覚悟では手を出せないくらいの女だったと言いたかったんだ。妻にしたのが八嶋家の令嬢でなければ、彼は適当に抱いてご機嫌を取り、上手く立ち回ったに違いない」

「それを誉め言葉だと思えっていうの？　結局あなたも雅人さんも、わたしを家柄の良さしか取り柄がないと考えてるんでしょ」

「…………。中身も愛されたいか？」

　悠馬は笑って問いかける。

「確かに君という人間を語るとき、まずは家柄を挙げられるだろうが、容姿も極上だ。艶やかな髪、際立って整った顔立ち、清楚さ――それに育ちの良さからくる気品が加わって、おそらく高嶺の花とは君のためにある言葉だろうな」

「だから……っ」

「君の〝夫〟となるからには、家柄や見た目だけではない、中身も愛すると誓う。……だからどうか、拒否しないでくれないか」

　悠馬は百合の髪の一房を手に取り、柔らかな感触のそれを唇に押し当てる。

　すると彼女が、戸惑いの表情でつぶやいた。

「どうしてあなたは、そこまで――」

　悠馬は自嘲して目を伏せる。

　自分の真意を、今彼女に説明する気はない。まずは既成事実を作るのが先だ。そう気持ちを切り替えた悠馬は、百合に覆い被さって言った。

「さて、話はここまでだ。男に抱かれた経験がないなら、まずはキスから始めようか」

「えっ……？　ん、ぅ……っ」

　何か言いかけた口を、悠馬はキスで塞ぐ。

　口腔に押し入った途端、百合の舌がビクリと震え、顔を背けて逃げようとした。それを押さえ込み、より深く口腔を探る。ざらついた舌の表面を擦り合わせ、絡めて吸い上げる動きに、彼女が喉奥で呻いた。

「う……っ、ん……っ」

　百合の小さな口腔は悠馬の舌でいっぱいになり、蒸れた吐息と唾液を交ぜられた彼女が顔を歪める。

　舌先で歯列をなぞり、口蓋を舐めて、悠馬は何度か角度を変えながら百合の柔らかな舌を味わった。息継ぎが上手くできないのか、苦しげな表情の彼女が二の腕を強くつかんでくる。抵抗が弱まったところで、悠馬はようやくキスを解いた。

「はぁっ……」

　貪るように息を吸い込んだ百合の目尻から、涙がひとしずく零れ落ちる。

　唾液で濡れた彼女の唇に、悠馬は触れるだけのキスをした。何度かそれを繰り返しつつ胸のふくらみに触れると、百合が首を振って小さく懇願する。

「お願い、やめて……これ以上は……」

「悪いが聞けない」

　ブラウスのボタンをすべてはずし、素肌に直接手のひらを這わせる。

　ブラに包まれた胸は適度な大きさで、きれいな谷間が欲情をそそった。唇で触れた肌はかすかに花のような匂いを漂わせ、白くなめらかだ。

　握り込んだ胸のふくらみは弾力があり、手のひらにしっくりと収まる。揉みしだく動きに身をよじる百合を物ともせず、悠馬は彼女の背中に手を回してブラのホックをはずした。

「あ……っ」

　ずらしたカップからこぼれ出た丸みは形がきれいで、先端は初々しい色をしている。

　電気が皓々こうこうと点いた状態で肌を晒された百合が、カッと顔を赤らめた。悠馬は彼女の胸をつかみ、頂に舌を這わせる。緩やかな刺激を受けた先端はすぐに芯を持ち、硬く勃ち上がった。

　色の淡い乳暈を舌先でなぞり、軽く吸い上げる。百合が息を詰め、ベッドカバーに頬を擦りつける様子を、悠馬は胸を嬲りながら観察した。

　どうやら彼女は感じやすいらしく、押し殺した吐息が次第に熱を帯びていく。極力痛みを与えたくないと考えていた悠馬にとって、百合のそうした反応は安堵をもたらすものだった。

　舌で胸の尖りを押し潰しつつ、もう片方の先端に指で触れる。彼女の身体がビクッと震え、小さな呻きが鼓膜を揺らした。

「んっ……」

　胸を唇で愛撫しながら、悠馬は片方の手で百合の太ももを撫で上げる。スカートをめくり、ストッキング越しに腰に触れられた彼女が、怯えたように身じろぎした。

「や……っ」

　太ももはすんなりと細く、手触りが柔らかい。

　悠馬は百合のストッキングの中に手を入れた。繊細なレースでできた下着を撫で、クロッチの横から指を入れると、わずかに潤んでいるのがわかる。

　胸元にキスを落とし、肌を舐めながら、悠馬は指で花弁を探った。にじみ出た愛液を塗り広げるようにしつつ、花芯をやんわりと撫でる。その瞬間、彼女の腰が跳ね、太ももにぐっと力がこもった。

「ぁ……っ」

　肩口をつかんだ百合の手が強く身体を押しのけようとしてきて、悠馬はわずかに上体を起こす。そして彼女の脚の間を探る動きをやめないまま、その唇を塞いだ。

「んぅっ……う、っ」

　百合がくぐもった声を漏らし、抵抗しようとするが、体格で勝る悠馬はたやすくそれを押さえ込む。

　舌を絡めながら繰り返し花芯を押し潰すと、蜜口が潤みを増した。入り口をくすぐり、ゆっくりと中に指を埋めていく。途端に柔襞がきつく締めつけてきて、悠馬は彼女が処女であるのを確信した。

「狭いな。指一本でこの締めつけか」

「……っ」

「だが濡れやすい。ほら、音が聞こえるだろう？」

「やぁっ……！」

　隘路に挿入した指を、浅いところで動かす。

　粘度がある水音が立ち、蜜口から愛液が溢れ出て、内襞が指に絡みつく感触に悠馬はゾクリと欲情を煽られていた。じりじりと指を進め、根元まで埋め込む。内壁をなぞり、反応のいいところを探すと、触れるとビクッとする部分が奥にあった。

（……ここか）

　悠馬は指先でそこを刺激しつつ、百合の耳殻を舐めた。

「んっ、ぁ……っ」

　中がきゅうっと収縮し、愛液の分泌量が多くなる。隘路は温かくてひどく狭く、ぬるつく襞の感触が悠馬を愉しませた。

　指でこれほど心地いいなら、実際に挿入したらどれだけ悦いだろう。そう考えながら彼女のこめかみ、目元を唇で辿り、ささやきかける。

「君の身体は、素直で可愛い。俺の指を受け入れて、どんどん濡れてくる」

「や、違……っ」

「こんなに締めつけているのに？　……ああ、もう達きそうだな」

「あ……っ！」

　蜜壺を掻き回し、根元まで埋めた指で感じやすいところを押し上げる。同時に親指で敏感な花芯を押し潰すと、初心な身体はひとたまりもなかった。

「っ、あ……っ……！」

　百合の身体がビクリと跳ね、達したのがわかる。

　わななく隘路が悠馬の指をきつく締めつけ、溢れ出た愛液が手のひらを濡らした。絶頂の余韻に震える襞の感触を愉しんだ悠馬は、百合の体内から指を引き抜く。そしてぐったりと脱力した彼女の衣服を脱がせ、すべてを床に放った。

　皓々とした明かりの下、白い裸身をまじまじと見つめる。

（……よくあの兄が、手を出さなかったものだ）

　想像以上に、きれいな身体だ。華奢な体型なのに胸や腰に適度な丸みがあり、手足やウエストはほっそりしていて、肌が透き通るように白い。少女めいた清らかさを持つこの身体が、事実男を知らないのだと考えると、余計に興奮を煽る。

　ふつふつと劣情がこみ上げるのを自覚しつつ、悠馬は百合の脚を大きく開かせ、その間に屈み込んだ。涙で潤んだ瞳でこちらを見た彼女が、小さく言う。

「な、何……？」

「丁寧に抱くと言ったろう？　初めてなら完全に痛みを失くすのは難しいだろうが、できるだけ慣らしておいたほうがいいからな」

「あっ……！」

　白くすんなりとした太ももを押し広げ、悠馬は濡れそぼった花弁に舌を這わせる。

　割れ目に沿って舐め上げる動きに百合が身体をこわばらせ、悠馬の髪をつかんで言った。

「やめて、そんなの……っ」

「――じっとしてろ」

　秘所を舐められる行為は、彼女にひどい恥辱を与えているらしい。どうにかして逃れようと身をよじったり、足先を動かしたりしているが、男の力には敵わない。

　悠馬の髪をつかむ百合の手に、ぎゅっと力が入った。

「はぁっ……ぁっ……いや……っ」

　敏感な尖りを舌先で転がすと、百合の腰が跳ねる。

　押し潰し、ざらついた舌の表面で形をなぞり、ときおり吸い上げる動きに、彼女が切羽詰まった声を上げた。

　蒸れた吐息を吹きかける感触にすら百合は敏感に反応し、悠馬はひそやかに笑う。いつしか思いがけないほど彼女の身体にのめり込んでいる自分に、笑いがこみ上げていた。

　花芯への愛撫で蜜口は新たな愛液を溢れさせていて、悠馬はそれをくまなく舐め取る。そして尖らせた舌先を、隘路の中にこじ入れた。

「ぁっ……中、舐めないで……っ」

　舌が届く範囲はわずかなものだが、身体の内側を舐められる感覚は強烈らしい。

　わざと音を立てながら隘路の入り口で舌を動かすと、百合が啜り泣きに似た声を漏らした。

「いやっ……ぁっ、あ……っ」

　抵抗が徐々に弱まり、彼女はされるがままになる。

　わざと音を立てて愛液を啜ったり、くすぐるように舐めたり、思うさま声を上げさせた悠馬はやがて顔を上げる。そしてすっかり汗ばんだ百合の額にキスをして、ささやいた。

「だいぶ慣れてきたな。そろそろ挿れても大丈夫そうか」

「……っ」

　悠馬の言葉を聞いた彼女が、かすかに肩を揺らす。そしてその顔に怯えの色をにじませつつ、意を決したように口を開いた。

「わたしの夫は……雅人さんよ。あなたじゃない」

「…………」

「こうして無理やりわたしの身体を奪っても、絶対にあなたのものにはならないから。心まで手に入れられると思わないで」

　さんざんこちらの手管に乱され、泣きそうな顔で声を震わせても、百合の言葉からは揺るがぬ矜持が垣間見える。その眼差しを正面から受け止めた悠馬は、ざらりと不快な気持ちが湧き起こるのを感じた。

（あくまでも、「夫」は兄だと言いたいわけか。……面白い）

　さすがは旧華族である、八嶋家の令嬢だ。高い矜持は由緒正しい家で育ったからに他ならず、庶民の女とは一線を画している。

　だがそうした態度はかえって男の「手折りたい」という欲求を煽るのだと、彼女は知らないのだろう。悠馬は薄く笑い、身体を起こす。そして自分のネクタイを抜き取り、ワイシャツのボタンをはずしながら言った。

「そうか。――ではその言葉が真実かどうか、試させてもらおうかな」





＊　＊　＊






　目の前で悠馬が、自身のワイシャツのボタンを外していく。

　その様子を、百合はなすすべもなく見つめた。

（どうしよう……どうしたら）

　自分は彼を、怒らせてしまったのだろうか。

　夫の雅人の不貞が明らかになり、離婚を決意した百合に対し、義弟の悠馬が「兄の代わりに、俺が君の〝夫〟になる」と言ったのはつい先ほどのことだ。

　性質の悪い冗談だと思ったその申し出は本気で、百合は彼の手でさんざん乱された。痛みこそなかったものの、与えられた恥辱は耐え難いもので、百合の心にはずっと悠馬への拒絶が渦巻いていた。

（たとえ雅人さんに顧みられなくても、わたしはあの人の妻だわ。……悠馬さんを代わりにするなんて、間違ってる）

　初心な身体はたやすく彼の手管に翻弄されたが、心まで譲り渡したわけでも、悠馬を仮初めの夫として認めたわけでもない。

　しかしそんな百合の発言は、彼の神経を逆撫でしたようだ。悠馬を取り巻く空気が冷ややかなものに変わり、百合はドクドクと鳴る心臓を持て余す。

　彼がワイシャツを脱ぎ捨てて、百合はビクッと身体を震わせた。悠馬の上半身は引き締まっていて、無駄な脂肪は一切ない。広い肩幅、太くゴツゴツとした鎖骨、適度に付いた筋肉がひどく男っぽく、普段のストイックな雰囲気とは違って色気がある。

「……っ」

　にわかに怯えの感情が強まり、百合はベッドの上をじりじりと後退する。

　力の差と体格の違いを見せつけられ、目の前の悠馬は「男」なのだと強く意識していた。

　そんな百合を尻目に、彼は焦りのない動作でスラックスのベルトを緩める。そのまま前をくつろげる様子から、百合は慌てて目をそらした。

　するとそれに気づいた悠馬が、笑って言う。

「そうか。経験のない君は、男の身体を見たことがないんだな。だったらちゃんと目に焼きつけたほうがいいんじゃないのか？　これから君の中に挿入るモノだ」

　揶揄する響きを帯びた彼の言葉に、頬がみるみる熱くなる。百合はリネンを引き寄せて身体を隠し、急いでベッドから降りようとした。

　だがその腕をつかまれ、再び押し倒される。

「往生際が悪いな。たとえ無理やり身体を奪われても、心まで渡すつもりはないんだろう？　だったらその意思を貫けばいい」

「……っ」

　悠馬の裸の上半身が間近に迫り、百合は圧倒的な雄オスの気配に息をのむ。

　自分が非力な存在であることを、痛切に思い知らされていた。どんなに虚勢を張り、矜持を振りかざしたところで、男の力の前には何の役にも立たない。意思も抵抗も抑え込まれ、ただ蹂躙されるだけだ。

　泣きたいくらいの心細さが募り、身体が小刻みに震え出す。するとそんな百合を見た彼が、ふと眦を緩めた。そしてこちらに腕を伸ばし、乱れた髪を撫でてくる。

「兄のことは、もう忘れろ。新妻を放置して外に子どもを作る男など、夫と呼ぶに値しない。――君の望みは、すべて俺が叶えてやるから」

　悠馬の瞳が思いがけず真摯な色を孕んでこちらを見下ろし、百合は驚きをおぼえる。打算で自分を抱くはずなのに、なぜ彼がこんな眼差しを向けてくるのかわからない。

　しかし次の瞬間、硬い屹立を花弁に這わされて、ドキリとした。

「あ……」

　張り詰めた欲望は熱く、驚くほどの重量感がある。

　先ほどの潤みを纏わせるように動かされ、百合は身をこわばらせた。怖くて逃げたいのに、身体が動かない。じりじりと危機感が募り、心臓の鼓動が速まって、呑まれたように悠馬を見つめた。

　涙がポロリと零れ落ち、それを見た彼が目を瞠る。悠馬は一瞬何ともいえない表情をすると、かすかに顔を歪めて言った。

「…………しょうがないな」

「えっ？　ぁ……っ」

　ふいに身体を裏返しにされ、うつ伏せの姿勢にさせられた百合は、焦りをおぼえる。背中に覆い被さった彼が脚の間に剛直を挟めてきて、思わずぎゅっと太ももに力を入れた。

「そうだ。――そのままずっと、力を入れていろ」

「あ……っ！」

　悠馬がゆっくりと腰を動かし、花弁に硬い肉棒が擦れる。

　その太さ、硬さをまざまざと感じた百合の体温が、じわりと上がった。幹に浮き出した血管、張り出した先端部分がときおり敏感な花芽に擦れ、甘ったるい愉悦がこみ上げる。

　しかしいつそれが自分の体内に挿入ってくるかと思うと気が気でなく、手元のベッドカバーをきつくつかんでいると、彼が熱を孕んだ声でささやいた。

「今日は挿れないから、心配するな。……君も心の準備ができていないだろうしな」

　その言葉に驚きをおぼえた瞬間、動きを激しくされて、百合は声を上げる。

　熱く硬い屹立で花弁を擦られる感触は、身の置き所のない気持ちを掻き立てた。触れ合った部分がどんどん熱くなり、愛液の量が増す。蜜口に雁の部分が引っかかるたびに身体の奥が疼き、首筋に触れる悠馬の唇と吐息にゾクッとした。

（やだ……こんな……っ……）

　つい先ほどまで、自分たちは「義姉」と「義弟」という関係だったはずだ。それなのにこんな淫らな行為をしている事実を、百合は受け止め切れない。

　ベッドカバーをつかむ百合の拳に、悠馬が手を重ねてくる。背中に覆い被さる身体の大きさ、体温に惑乱するうち、花弁を擦られる感覚がじりじりと百合を追い詰めつつあった。

「はぁっ……ぁっ……」

　何も感じたくないと思うのに、淫靡な気持ちが高まっていく。動いてほしくなくて太ももに力を入れるものの、それはかえって彼の快感を増すらしい。

「は……」

　悠馬が熱っぽい息を吐き、それが鼓膜をくすぐる。ひときわ強く花芽を擦られた瞬間、頭が真っ白になるような快感が突き抜けて、百合は身体をのけぞらせた。

「あ……っ！」

　それと同時に背後の彼がぐっと息を詰め、ベッドカバーの上に吐精する。

　パタパタと白濁した体液が吐き出され、百合はぐったりとベッドの上に沈み込んだ。息が荒くなり、肌がすっかり汗ばんで、倦怠感で指を動かすのも億劫に感じる。

　悠馬がティッシュを引き寄せて後始末をしたあと、ベッドに転がりながら抱き寄せてきた。百合は彼の身体を押しのけようと腕を突っ張った。

「は、離して……っ」

「余韻ぐらい感じさせろ。せっかく挿れるのは我慢してやったのに」

　恩着せがましい悠馬の発言に、反発心がこみ上げる。どうにかして押しのけようとするが、彼の腕の力はまったく緩まない。

　抵抗を物ともしない悠馬は百合の頭を引き寄せ、汗ばんだ髪に顔を埋めながら言った。

「――君の行動は、しばらく制限させてもらう。スマートフォンはこちらで預かり、家の固定電話の使用も禁止だ。当分は外出も許可できない。窓からこっそり出ようとしても、塀を越える時点でセキュリティに引っかかるから、やめたほうがいい」

「……っ」

　百合は驚き、顔を上げて彼を見る。

　それではまるで、監禁だ。あまりに理不尽な言葉に反論しようとしたが、それより早く悠馬が言葉を続けた。

「この家の中なら、自由に動き回っていい。ただし二人いる家政婦に、君の監視をするよう申し付けてある。隠れて実家に連絡を取ろうとしたり、外に出ようとしたりしても必ずばれるから、無駄なことはしないでくれ」

　百合はぎゅっと唇を引き結ぶ。

　悠馬は八嶋家との姻戚関係を維持し、何としても会社への資本参加を継続させたいらしいが、こんなやり方は間違っている。百合は押し殺した声で言った。

「わたしをこの家に閉じ込めて……どうするつもり？　いつまでも連絡が取れない状態が続くと、きっと父や兄が不審に思うわ。それに、あなたのご両親だって――」

　この家に同居する義両親は、悠馬が無理やり百合を抱いたことを知れば、さすがに眉をひそめるに違いない。それとも彼らに直談判し、実家に帰してくれるよう頼むべきだろうか。

　するとそれを聞いた彼が、ふっと鼻で笑う。そして百合の頬を撫で、憐れむような眼差しで答えた。

「君は本当に世間知らずで、温室育ちなんだな。どんな手段を使っても君をこの家に繋ぎ留めろと厳命したのは、他でもない父だ」

「えっ……？」

「八嶋家からの報復は、もちろん母も望んでいない。家政婦たちには特別手当を付けた上で、君の監視を命じてある。要は君の味方は、誰もいないということだ」

　百合は呆然と悠馬を見つめる。

　では自分は、一体いつまでこの家に囚われていなければならないのだろう。離婚したいという気持ちを無視され、行動を制限されて――。

（まさか、子どもができるまで……？）

　蒼白になった百合を見つめた彼がゆっくりと頬を撫で、唇を指でなぞりながら言った。

「何も永遠に外に出さないと言っているわけではない。君が俺を〝夫〟として受け入れ、従順になって子どもを産んでくれれば、望みは何でも叶えるつもりだ」

「望みって……」

　自分は平凡な望みしか抱いていなかったはずだと、百合は考える。

　――愛する雅人と結婚し、互いに想い合う夫婦になりたかった。彼の子どもを産み、二人で育てていくことが、当たり前に約束された未来だと信じていた。

（たったそれだけのことが……どうして叶えられなかったの？　裏切るくらいなら、最初から結婚なんかしなければよかったのに）

　悲しみが心を満たし、涙がこみ上げる。そんな百合に対し、悠馬が告げた。

「君が望むなら、俺は他の女を見ない。ひたすら誠実な〝夫〟となり、君を大切にすると誓う。物理的にも気持ち的にも満たせるよう、力を尽くすつもりだ」

　彼の言葉は百合の耳を上滑りして、心の中まで届かない。

　今は自分の置かれた状況を受け止めるのに精一杯で、何かを考えるのは難しかった。そんな百合の身体を抱き寄せ、悠馬が腕に力を込めてささやいた。

「だから百合――どうか俺の子どもを産んでくれ」










第三章











　オーストラリアは、世界有数の資源産出国だ。

　中南米やアフリカ、アジア圏とは違って政治的にも経済的にも安定しており、カントリーリスクが低いという大きなメリットがある。

　オーストラリア国内では気候変動対策などの観点から、エネルギー生産性を二○三○年までに四十パーセント改善するという目標が掲げられている。そのため、近年関心が高まっているもののひとつに省エネルギーがあった。

　日本は先進国の中でも省エネの技術開発が進んでおり、世界各国が地球温暖化防止に取り組む中、その技術や製品が注目されている。

　今後は企業のみならず消費者からのニーズも高まることが予想され、宇津木商事はオーストラリアの大手ガス会社との新規事業を計画していた。

　飛行機でメルボルンに降り立ち、相手先との顔合わせを終えたあとに自社の系列会社に立ち寄った宇津木雅人は、ホテルの部屋に戻る。東京から約十時間半の距離を飛行機で移動し、あちこち動き回った身体は、ひどく疲れていた。

（こっちの気候は秋のはずなのに、日中は気温が高かったな……。明日はあまり暑くないといいけど）

　スーツの上着を脱ぎ、ネクタイを抜く。

　こちらの人間は飲み会をする習慣がなく、早くに退社する者が多い。だが日本から出向している支社の駐在員は、商社マンらしく飲み会好きばかりだ。

　雅人は支社で仕事をしたあと、日本人社員と親睦を兼ねた食事をしてきた。数ヵ月ぶりに会った彼らとは話が弾み、時刻は既に午後十一時を過ぎている。

　ノートパソコンを起動した雅人は、ミネラルウォーターのキャップを開けながらメールフォルダを確認した。いくつもきている仕事のメールの中にふと弟の悠馬からのものがあるのに気づき、クリックして開いてみる。

　内容は短く、「火急の用件につき、何時でもいいので電話がほしい」と書かれていた。

（……何だろう。海外にいるときに、わざわざこんなメールを寄越すなんて）

　日本とメルボルンの時差は一時間で、こちらのほうが早い。つまり、東京の時刻は現在深夜〇時ということだ。

　スマートフォンを操作した雅人は、悠馬に電話をかける。数コールの呼び出し音のあと、聞き慣れた低い声が出た。

『――はい、宇津木です』

「悠馬？　僕だ」

　雅人は他のメールの内容をチェックしながら、電話の向こうの弟に呼びかける。

「一体どうしたんだ？　火急の用件なんて書いてあるから、何事かと思ったよ。メールに詳細を書いてくれればよかったのに」

『メールで話す内容ではないから、直接話そうと思ったんだ』

　そう言いつつも、彼はまず今日の現地法人との話し合いの進捗について聞いてきて、雅人はしばらく彼と仕事の話をする。そしてようやく本題に入った。

『――実は今日、自宅のほうに不審な投書が届いた』

「投書？」

『ああ。差出人の名前がなく、どうやらうちに直接投函されたものらしい。中身は興信所による報告書と、十数枚に及ぶ写真だった』

　興信所――というフレーズに、雅人の心臓がドクリと跳ねる。

　感情の読めない悠馬の冷静な声が、電話越しに響いた。

『報告書には、兄さんが一年前から宇津木商事うちの元受付嬢と関係していること、そして彼女がひと月前に出産したことが書かれている。事実か？』

「……それは」

　雅人は目まぐるしく考える。

　なぜばれたのだろう――という思いが、胸に渦巻いていた。これまで彼女と会うときは細心の注意を払い、会社や自宅の近辺は避けて、周囲の目を常に警戒していた。

　それなのに一年前から興信所によって秘密裏に調査され、交際の事実がばれていたという。信じられない気持ちと共に、「一体誰が依頼主なのか」という疑問が雅人の中に浮かんだ。

（まさか、八嶋家か……？　いや、それならそもそも、見合いの時点で破談になっていたはず）

　もし八嶋家が雅人の周囲に女の影があることに気づいていたのなら、彼女と別れるよう圧力をかけてくるなり、「百合の結婚相手としては不適格だ」として破談にしていたに違いない。

　そんな考えを遮り、悠馬が言葉を続けた。

『報告書は詳細なもので、隠し撮りした写真が何枚も添付されていた。あれを見た父さんは、かなり立腹している。万が一、八嶋家に同じものが届いていたらという可能性について考え、動揺していた』

「えっ、届いているのか？」

　雅人が慌てて問いかけると、悠馬がそれを否定する。

『いや。向こうから連絡がないから、今のところその心配はなさそうだ。だが、いつ送付されてもおかしくないし、送り主の素性もわからない。状況はかなり悪いといっていい』

「…………」

　父にまで浮気の事実がばれているのを知った雅人は、ひどく動揺する。

　こうした状況になる可能性を、まったく想像しなかったわけではない。「早く何とかしなければ」と考えながら時間だけが過ぎ、気づけばにっちもさっちもいかない状況に追い込まれていた。

　雅人は抑えた声で問いかけた。

「百合は……今、どうしてる？　彼女は報告書の内容を」

『ああ、知ってる』

　――妻に、自分の不貞の事実を知られている。

　そう考えた雅人は、ドクドクと鳴る心臓の音を意識しつつ、スマートフォンを握る手に力を込めた。

（……何てことだ。百合が僕に対して怒り、離婚を決意してすべてを実家に話してしまったら、会社への資本参加を解消されてしまう）

　それとももう、彼女は祖父や父親に連絡を取ってしまったのだろうか。

　そう考える雅人の耳元で、悠馬の声が響いた。

『父さんは兄さんと義姉ねえさんが離婚し、八嶋物産との関係悪化が事業に支障をきたすことを、一番に恐れている。俺の意見も同様だ。向こうを怒らせて資本参加を解消された場合、それに追随する取引先も出てくるだろうからな』

「…………」

『もし八嶋家に報告書を送られてしまったらどうしようもないが、もしまだなら、なるべく時間を稼げと言われた。義姉さんの身柄を押さえ、外出を制限して、外部との連絡を絶てと』

「待ってくれ。それじゃあ監禁じゃないか」

　慌てて抗議すると、悠馬が冷ややかに答えた。

『だったらどうしろと？　そもそも兄さんが軽はずみな行動をしなければ、こんなことにはなっていないはずだ。八嶋家と繋がりを持つのは当家にとって大きなメリットだが、向こうはこちらの会社の存続を危うくするだけの力を持っている。義姉さんの実家が怒らせたら困る相手だと、わかった上で結婚したんじゃないのか？』

　正論で返された雅人は、ぐうの音も出ない。

　そこまで詳細な報告書が存在し、写真まで撮られているなら、「不貞はない」と主張するのは難しいだろう。

　自分の取るべき対応を考えて押し黙っていると、悠馬が小さく息をついて言った。

『メルボルンから戻り次第、すぐ社に来て申し開きをしろというのが父さんからの伝言だ。それと自宅のほうには、しばらく戻らないでほしい』

「えっ？」

『義姉さんと直接会って、離婚の話などをされては困るんだ。とりあえずほとぼりが冷めるまで彼女とは会わず、俺たちで対応を考えるべきだと思う』

「で、でも、それじゃあ百合は……」

『彼女のことなら、心配しなくていい。俺が話をして、どうにか穏便に事態を収められるよう力を尽くすから』

　これまで悠馬は百合とほとんど接点がなく、そんな彼が離婚を思い留まらせることができるかどうかは、懐疑的だ。

　しかし帰国後すぐに妻と顔を合わせ、彼女の怒りを直接受け止める勇気は、雅人にはなかった。雅人は目を伏せて言った。

「……わかった。ひとまず百合については、お前に任せる。だが悪いのは僕なんだから、彼女にはなるべくストレスをかけないようにしてやってもらえないか」

『――……』

　雅人の言葉を聞いた悠馬が、小さく笑ったような気配がした。

　それを不思議に思った瞬間、彼が平坦な声で答える。

『詳しくは、会って話をしよう。――気をつけて帰ってきてくれ』







　弟との通話を切った雅人は、スマートフォンをデスクに置く。

　そして顔を歪め、肘をついて片方の手で髪を掻き乱した。

（どうする……美冬のこと、それに小春こはるのこともばれているなら、何も言い訳はできない）

　一体誰が、どんな目的で自分の身辺を嗅ぎ回り、そしてその結果を自宅に投函したのか、見当がつかない。

　やはり百合との結婚を壊すのが目的なのかと考え、雅人はぐっと奥歯を噛んだ。

（だったら八嶋家に同じ報告書が届けられるのも、時間の問題だ。百合を軟禁し、離婚を思い留まるように説得したところで、まったく意味がない……）

　むしろ軟禁の事実まで発覚すれば、八嶋家からますます怒りを買うことになり、事態は泥沼化しかねない。

　そもそもなぜこんなことになったのかといえば、それは雅人自身の優柔不断さが原因だ。百合との婚約が成立した際に美冬を何とかできなかった時点で、結婚は諦めるべきだった。

　それなのに父の強い意向と会社への資本参加に目が眩み、百合と結婚してしまった自分に、忸怩じくじたる思いがこみ上げる。

　彼女――中野美冬との出会いは、約一年半前に遡る。宇津木商事の受付嬢をしていた女性社員が寿退社することになり、その後任として中途採用されたのが美冬だった。

　当時二十六歳だった彼女は、サラリとした黒髪と細身の体型が印象的な、大人っぽい美貌の持ち主だった。

　毎日受付にいるために顔を合わせる機会が多く、雅人はその存在を知っていたものの、具体的に言葉を交わしたのは一年前だ。

　社内の社会インフラ事業部の飲み会に誘われた雅人は、同じく誘われて出席していた受付嬢の美冬の隣の席になった。

『副社長は何を飲まれますか？』

『じゃあ、ビールで』

　男性社員の中で評判のきれいどころを隣にしてくれたのは、課の人間の配慮らしい。

　美冬はしっとりと落ち着きがあり、匂い立つような色香のある女性だった。自分からうるさく喋るほうではなく、聞き上手なのが好印象で、話し方やしぐさがおっとりしている。だがグラスが開けばすぐに追加をオーダーしたり、汚れた皿をさりげなく片づけたりと、目端が利いていた。

　飲みの席に上役がいれば羽目をはずしづらいだろうと考えた雅人は、頃合いを見て幹事に全員分の飲み代を渡し、店を出た。

　その後向かったのは、行きつけのバーだ。馴染みの店員と話しながら飲んでいたところ、ふいに背後から「副社長」と呼ばれ、振り向くとそこに美冬がいた。

『中野さん……どうしてここに』

『私、たまにこのお店に来て飲んでいるんです。一次会が終わったあとに来てみたら、カウンターに副社長がいらっしゃったので、びっくりしました』

　思わぬ偶然に驚きながらも、雅人は彼女に隣の席を勧め、一緒に飲むことにした。

　ワインが好きだという美冬にボトルを入れてやり、自分はウイスキーの水割りを頼む。話題が豊富な彼女と話すのは思いのほか楽しく、気がつけばつい酒が進んでいた。

　やがて外に出てタクシー代を渡そうとした瞬間、ふいに彼女がぎゅっと抱きついてきて、小さく言った。

『――まだ帰りたくありません』

『…………』

『私、副社長が好きです。入社したときから素敵な人だと思っていて、でも個人的にお話しする機会がまったくなくて、半ば諦めていました。でも、今日は社会インフラ事業部の飲み会に副社長がいらっしゃると聞いたので、参加させてもらったんです。初めてお話しした副社長はやっぱり素敵で、優しい話し方や笑顔にずっと――胸がときめいていました』

　抱きつく腕に力を込め、美冬が切実な眼差しで言った。

『駄目ですか？　私、絶対に周りに言いふらしたりはしません。今夜だけでも構いませんから』

　雅人の心には、困惑と躊躇いがあった。

　社内の人間に手を出すのは、副社長という立場からすると好ましくない。折しも自分は八嶋家の令嬢である百合と見合いをしたばかりで、上手くすれば婚約へと発展しそうな時期だ。ならばここは流されることなく、きちんと断るべきだろう。

（……でも）

　こちらを見つめる美貌とほっそりとした肢体を前に、雅人の気持ちは揺らぎつつあった。それでもなけなしの理性を総動員し、彼女の腕をやんわりと解いて言った。

『そうやって自分を安売りするのは、感心しないな。冗談として受け取っておくから、もうタクシーに乗って帰りなさい』

『嫌です』

　何度かの押し問答の末、ついに雅人は陥落し、美冬と一緒にホテルに行った。

　ベッドでの彼女は恥じらいながらも素直な反応を見せ、雅人は美冬の身体に夢中になった。それからなし崩しに会うようになったものの、ちょうどその頃に百合との婚約が成立し、雅人の中には焦りがあった。

　百合と結婚するなら、美冬との関係を断ち切らなければならない。しかし彼女の身体は魅力的で、捨てるのに惜しかった。「次こそは別れを切り出さなければ」と考えつつ、気づけば雅人は勤務先や自宅から離れたところで逢瀬を重ねていた。

『雅人さん……好き』

　美冬は美しく従順で、男を虜にする術すべに長けていた。

　彼女は会えばいつも上手に甘えて雅人を気分よくさせ、それでいて何か物をねだるわけではない。ただ純粋に「好き」という気持ちを向けられるのは男としての自尊心をくすぐられ、雅人はとても心地よかった。

　しかしつきあい始めて二ヵ月半ほどが経った八月の下旬、雅人は美冬に思いもよらないことを告げられた。

『……子ども？』

『ええ。私、雅人さんの子どもを妊娠したの』

　突然そんなことを言われた雅人は、内心ひどくパニックになった。

　彼女と行為をするときは、必ず避妊していたはずだ。するとそれを聞いた美冬が、傷ついた表情で言った。

『避妊は一〇〇パーセントじゃないっていうのは、世間の常識でしょう？　それともまさか私が浮気していて、他の人の子どもを雅人さんのだって言い張っているとでも？』

『い、いや、そんなことは考えていないよ』

　ポロポロと涙を零し始めた彼女を、雅人は必死で落ち着かせようとした。やがて美冬は、泣き濡れた瞳で雅人を見つめて言った。

『どうしてもこの子を産みたいの。雅人さん、もちろん責任を取ってくれるわよね？』

『責任って……』

　彼女の言葉は、雅人にとって青天の霹靂だった。

　美冬には言っていないが、自分は八嶋百合との婚約が成立し、結婚準備の真っ最中だ。八嶋会長が「孫娘のため、最高級の嫁入り道具を揃える」と意気込んだため、準備にはもう少し時間がかかりそうだが、遅くとも来年の春までには式を挙げて入籍する予定になっている。

　そんな状況で美冬に結婚を迫られても、応えることはできない。雅人は彼女に向き直り、意を決して言った。

『僕は君と……結婚できない。すまないが、子どものことは諦めてくれないか』

『結婚できないって、どうして？』

『事情があるんだ。堕胎費用は僕が持つし、慰謝料も支払う。だから頼む』

　雅人の言葉を聞いた美冬は顔をこわばらせ、まだ膨らんでいない腹部を押さえて答えた。

『絶対に嫌。雅人さんにどんな都合があろうと、私が同意しない以上、無理やり堕胎させることなんてできないわ』

『美冬、でも……』

　それから雅人は何度も彼女の説得を試みたが、美冬は決して首を縦に振らなかった。

　やがて堕胎できるぎりぎりの時期に差しかかったとき、雅人はついに彼女に事情を話した。財界で大きな力を持つ八嶋家から縁談が舞い込み、父の意向でそれを受けたこと。見合いに伴い、宇津木商事と八嶋物産の間に資本参加の話が持ち上がり、断れる状況ではなかったこと。

　そして八嶋家の令嬢である百合と既に婚約関係にあり、年が明けたら挙式する予定であること――。

　その話を聞いた美冬は、しばし言葉を失くしていた。雅人は彼女に対し、深く頭を下げた。

『美冬には……本当に悪いことをしたと思っている。僕がきっぱりと君の告白を断っていれば、こんなことにはならなかった。だが八嶋家の令嬢と結婚する話は、もう覆せないんだ。君の気が済むように償いをするから、どうか子どものことは諦めて、身を引いてもらえないだろうか』

『…………』

『頼むよ』

　雅人は彼女に対し、破格の慰謝料を提示した。

　美冬はしばらく押し黙っていたものの、やがてポツリと言った。

『……そうだったの。雅人さんには、そんな事情があったのね』

『今まで言えなくてすまない。でも……』

『きっと、ものすごく悩んでいたんでしょう？　気づいてあげられなくて、ごめんなさい』

　悔恨がにじむ彼女の声を聞いた雅人は、目を見開く。

『美冬、じゃあ――』

　ようやく美冬が納得してくれたのだと考えた雅人は、安堵しながら顔を上げた。すると彼女は、目の前でニッコリ笑って言った。

『私、日陰の身で充分よ。雅人さんのおうちはもちろん、相手の方のご実家にも何も言うつもりはない。会社を辞めて、私生児として子どもを産むわ』

『……えっ？』

『このお腹の子を、絶対に堕ろしたくないの。だって大好きな雅人さんの子どもなんだもの。許してくれるわよね？』

　雅人は混乱し、美冬の顔を見つめた。

　先ほど慰謝料として提示したのは自分が用意できるぎりぎりの金額で、いくら何でもこれで納得してくれると思っていた。それなのに彼女は、子どもを堕ろす気はないという。

（……駄目だ。もし子どもを産ませて、それが結婚後に明るみに出てしまったら、僕は身の破滅だ）

　しかしこれ以上、何をどう言って説得すればいいのかわからない。

　蒼白になった雅人を見て、美冬が笑う。彼女は微笑みを保ったまま、雅人に顔を寄せて言った。

『どうしてそんな顔をしているの？　日陰の身で構わない、周囲の人にも事実をばらさないのなら、私が子どもを産むのに何の不都合もないでしょう？　雅人さんはおうちのために、予定どおり婚約者の方と結婚すればいいわ』

『…………』

『でも、一人では心細いから、定期的に会いに来てくれるとすごくうれしい。今までばれなかったんですもの、これからだってきっと大丈夫よ。ね？』

　子どもを産むのは自分と別れてからかと思いきや、美冬は今後も継続して会うことを要求してきている。

　そう気づいた雅人は、言葉もなく彼女の顔を見つめた。もしそれすらも拒否したら、美冬は妻となる百合とその実家の八嶋家に必ず事実をばらす。そんな確信があった。

（……もう、どうしようもないのか？　このまま美冬に子どもを産ませるなんて、時限爆弾を抱えているのと同じだ）

　だが彼女の言うとおり、本人の意思を無視して強制的に堕胎はできない。

　それから雅人は、以前にも増して周囲の視線に気を配り、美冬に会い続けた。本音をいえば、こんな綱渡りのような状況から逃げ出したくてたまらなかったが、彼女の機嫌を損ねてすべてをばらされる事態だけは避けなければならなかった。

　美冬はお腹が大きくなる前に宇津木商事を退職し、会社からだいぶ離れたところに転居した。雅人の挙式の前日の二月半ばには妊娠八ヵ月になっていて、彼女は悲しそうな顔をしながらも「頑張ってね」と言って送り出してきた。

　やがて四月の上旬、彼女は女の子を出産した。小春と名付けた赤ん坊を抱いた美冬は幸せそうに微笑み、「雅人さんにそっくり」と満足げに言った。

『ほら、目元とか、指が長いところがよく似てるわ。将来は美人さんになると思わない？』

『…………』

　上機嫌の彼女とは対照的に、雅人は戦々恐々としていた。

　ついに自分の血を引いた子が、産まれてしまった。一体いつこの事実が明るみに出るかと思うと、胃がキリキリと痛む。

　せめて美冬が子どもと一緒にどこか遠くに行ってくれればいいが、彼女は雅人と離れるつもりはないらしい。つまり、ずっと傍で自分を脅かし続けることに他ならず、雅人はどうしたらいいのかわからなくなっていた。

　その後、子どもと一緒に暮らし始めた美冬は、当然のように雅人を自宅に呼びつけて育児に参加させるようになった。一ヵ月検診にも同行させ、細切れの授乳で身体がつらいときには「私の代わりに、夜中にこの子にミルクをあげてくれる？」と頼み、雅人は自分の家に帰れないこともたびたびあった。

　そして家のために百合と結婚するのを了承したにもかかわらず、雅人に対して「奥さまを抱かないで」と懇願してきた。

『私、雅人さんが好き。だからこそあなたの子どもを産みたいと思ったし、日陰の身でも構わないって納得したつもりだった』

『…………』

『でも、あなたが私以外の人を抱くなんて耐えられない。我が儘を言ってるのはわかっているわ。だけど理屈じゃないの。……どうしても嫌なの』

　美冬はハラハラと涙を零して言った。

『だからお願い、奥さまには手を触れないで。表向きの配偶者にはなれないけど、私こそが雅人さんにとって一番大切な存在なんだって思いたいの。ね、いいでしょう？』

　彼女の願いは分不相応なもので、雅人がそれに従う謂われはない。美冬に黙って百合を抱くことはもちろん可能だったが、雅人はそれができずにいた。

　理由は自分の中の、罪悪感だ。百合が純粋に夫である自分を慕ってくれているのはその態度から明らかで、彼女を前にするたび、雅人の中には妻を欺いているという後ろめたさがあった。

　他の女に子どもを産ませるような男は、百合にふさわしくない。彼女を抱く資格は自分にはない――という思いが、自宅から足を遠ざけていた。

（……罰が当たったのかな。百合と見合いをした身でありながら美冬の誘いを拒めず、その後もズルズルと関係を続けていたんだから）

　今日、報告書によって自分の不貞を知った百合がどう思っているのかと想像し、雅人は目を伏せる。

　彼女のことは決して嫌いではなく、初めてパーティーで言葉を交わしたとき、その初々しさに好感を抱いた。そんな百合を傷つけてしまった自分は、どうやって彼女に詫びればいいかわからない。

　一方で、美冬が産んだ娘の小春には情があり、きちんと認知してやれていない自分に不甲斐なさがこみ上げた。百合と美冬、そして小春も、すべて手に入れようと欲を掻いた結果がこれだ。雅人は八方塞がりな気持ちで、顔を歪める。

（帰国したら、まずは父さんに説明か。……それから百合にも）

　悠馬は「事態を穏便に収められるよう、力を尽くす」と言っていたが、彼女と直接会えば離婚話に発展することは容易に想像ができる。

　一体どう話すべきか――そう考え、雅人は重苦しい気持ちをじっと押し殺した。





＊　＊　＊






　朝七時、朝陽が差し込む宇津木家のダイニングルームには家長である明人がいて、新聞を読んでいる。母は前日「友人」という名の愛人の元に泊まったため、不在だ。

　遅れて入ってきた悠馬は、席に着く。家政婦が朝食を運んでくる中、父に挨拶をした。

「おはようございます、父さん」

「……ああ」

　彼は新聞から視線を上げ、チラリと左側の末席を見つめる。そこは雅人の妻である百合がいつも座っている席だが、今は姿がない。彼はこちらを向いて言った。

「百合さんの姿がないが、悠馬、心当たりは？」

「おそらく食欲がなく、自室にいるのだと思います。昨夜はかなりショックを受けていたようなので」

　それを聞いた明人が目を見開き、バサリと新聞をテーブルに置いて険しい表情になる。

「……まさかお前、彼女に例の件を話したのか？」

「はい」

「なぜそんなことをした。できるだけ発覚を遅らせるようにと言っただろう」

　悠馬は湯気の立つコーヒーカップを手に取り、淡々とした口調で答える。

「彼女は結婚後の兄さんの態度や度重なる外泊で、元々不信感を抱いていました。何も伝えずにいるより、事情を説明したほうが、素直に状況に納得してくれると思ったんです」

「馬鹿な、逆だろう。真実を知れば、すぐに気持ちが離婚へと傾くに決まっている」

　父の言葉に、悠馬は薄く笑みを浮かべて言った。

「――そうならないように、上手く懐柔するつもりでいます。とにかく兄さんとは離婚させず、彼女をこの家に留めておくというのが父さんの希望のはずだ。手段は任せると言われたので、俺なりに最善のやり方で結果を出そうと考えているのですが、何か？」

　明人がこちらの真意を探るように、じっと見つめてくる。

　悠馬は有言実行を信条とし、これまで口に出したことは必ずやり遂げてきた。それを知っている父は目をそらし、再び新聞を手に取りながら答えた。

「……お前がそう言うなら、深くは聞くまい。ただ、最終的に八嶋家と揉めるようなことになっては困る。匙加減を間違えるなよ」

「心得ています」

　その後、朝食を終えた悠馬は、出勤準備をする。

　そして玄関まで見送りにきた家政婦の井上いのうえ真由美まゆみに、低く告げた。

「――義姉さんの件は、昨日頼んだとおりだ。実家に連絡されたりしないよう、よく監視してくれ」

「わかりました」

　三十代半ばの井上は、いつもポーカーフェイスの優秀な家政婦だ。

　宇津木家で働くようになって五年、スタッフとしてはキャリアが長く、出過ぎた真似は一切せず仕事に徹するので、両親からも信頼されている。

　悠馬は彼女に対し、「実は現在、雅人と百合の間に離婚話が持ち上がっているが、当家としては事業の絡みで離縁されては困る。百合が実家に不満などを漏らしては不利益が生じるため、しばらく彼女が電話をしたり外出したりしないよう監視してほしい」と要請した。

　それは雅人の妻である百合を著しく抑圧するものであり、ともすれば人権に関わる行為だ。悠馬が口封じを兼ねて特別手当を付ける旨を説明すると、井上は「金持ちにはいろいろあるのだろう」と考え、割り切ったらしい。

　彼女はそれ以上は聞かずに頷き、こちらの頼みを承諾した。もう一人の家政婦である四十代の斉藤さいとう博子ひろこも、手当の額を聞いて了承している。

　井上が手にした服ブラシで悠馬のスーツの埃を払い、「いってらっしゃいませ」と頭を下げた。自分で車を運転して会社に向かいながら、悠馬は昨夜のことを思い出す。

　あらかじめ兄の雅人に連絡がほしいというメールを送っておいたところ、彼からは深夜〇時を過ぎた頃に電話がきた。悠馬が自宅に興信所の報告書が届いたことを告げると、雅人はひどく狼狽していた。彼からは不貞を認める明確な言葉はなかったが、あの動揺ぶりでは間違いない。

　雅人は百合の反応をしきりに気にしており、しばらく自宅に留めておくという話を聞いた途端、「それでは監禁だ」と抗議してきた。悠馬にやり込められて反論できなくなった彼は、最後に「ひとまず百合についてはお前に任せる、だが彼女にはなるべくストレスをかけないよう、配慮してやってほしい」と頼んできた。

　それを聞いた悠馬は、思わず笑ってしまった。

（自分が気にかけている「妻」に、弟である俺がもう手を出したと知ったら――あんたは一体どうするんだろうな）

　兄との電話の直前、悠馬は両親や家政婦がいない自宅で、彼の妻である百合を押し倒した。

　夫の不貞の事実を知った彼女はショックを受け、離婚する意思を伝えてきていた。そんな百合に悠馬は自分が雅人の代わりに「夫」になることを申し出、抵抗を強引にねじ伏せた。

　誰にも抱かれたことのない無垢な身体は、それでもひどく感度が良かった。これ以上ないほど丁寧に慣らして中に押し入ろうとしたが、あまりに怯えた様子を見せる彼女を前に、悠馬は最後までするのを断念した。

（……我ながら甘いな。さっさと既成事実を作ろうと考えていたのに）

　強硬に行為を押し進めるつもりだったにもかかわらず、それができなかったのは、百合に対して秘めた想いがあるからだ。

　なるべくなら、傷つけたくない。一〇〇パーセントは無理でも、できるだけつらい思いはさせたくない。

　そんな気持ちが、悠馬の行動にブレーキをかけていた。

（馬鹿か、俺は。結局は、彼女を傷つけてしまうことに変わりはない。……それが早いか遅いかの話だ）

　自嘲して苦く笑った悠馬は、信号が青に変わったタイミングでゆっくりとアクセルを踏み込む。

　出社すると、社員たちが次々に挨拶してきた。

「常務、おはようございます」

「おはよう」

　悠馬は返事をしつつ、資源化学品事業部のオフィスに入る。

　資源化学品事業部は宇津木商事の中核をなす部署のひとつで、エタノールなどの基礎原料や合成樹脂、農薬や医薬品の他、先端電子材料や半導体の材料分野において、トレーディングや製造事業によるバリューチェーンの拡大に努めている。

　悠馬は目に付いた営業社員の一人に声をかけた。

「篠原しのはら、カナダのＣ社と商談中の高崎たかさき部長から何か連絡はきたか？」

「はい。医薬品添加物のゲル化炭化水素について、宇津木商事うちが総輸入代理店として無事契約が締結できそうとのことです。あとは細かい条件のすり合わせだと」

「そうか。一安心だな」

　自分のデスクでパソコンを起動しながら返事をすると、別の女子社員が話しかけてくる。

「常務、今日の午後三時の定例会議には出席されますか？」

「いや。午後から外出の予定があるから、あとで議事録を提出してほしい」

「わかりました」

　午前中にオフィスで精力的に仕事をこなし、午後からは関係先を訪問したり、海外にいる社員と電話で打ち合わせをしたりと忙しく過ごす。

　やがて午後十時に差しかかる頃、悠馬は帰宅した。

「おかえりなさいませ」

　普段は午後九時に帰る井上が、玄関で出迎えてくる。悠馬は彼女に問いかけた。

「遅くまですまない。今日、義姉さんの様子はどうだった？」

「一日を通して、自室に閉じこもっておいででした。食事の時間になってもダイニングに降りていらっしゃられないため、お部屋のほうにお持ちしましたが、あまり食べておられないようです」

　百合が家の固定電話を使ったり、外出しようとしたりした形跡はないと聞き、悠馬は内心安堵する。井上が言った。

「ご夕食はいかがされますか？　もしよろしければ、ご用意しますが」

「いや。君はもう帰ってくれていい」

「そうですか。では、失礼いたします」

　台所で冷蔵庫から取り出した水を飲んでいると、井上が帰っていく気配がし、家の中はしんと静まり返る。

　階段で二階へ上がった悠馬は、東側にある部屋の扉をノックした。

「俺だ。起きているか？」

　中からの応えはなく、ドアノブを回してみると、鍵がかかっている。それを予想していた悠馬は、ポケットからマスターキーを取り出し、鍵を開けた。

　室内にいた百合が顔をこわばらせ、こちらを見ている。

「どうして……あなたが鍵を」

「マスターキーくらい、容易に持ち出せる。俺はこの家の息子だからな」

「……っ」

　彼女は立ち上がり、後ろに下がって悠馬との距離を取った。壁際のチェストに背中を付けた百合が、押し殺した声で言う。

「入ってこないで。あなたの顔なんか、二度と見たくないんだから」

「ずいぶんと嫌われたものだ。昨夜はあれほど優しくしてやったのに」

「優しく？　無理やりの間違いでしょう」

　屈辱をにじませてこちらを睨む彼女の様子を、悠馬は愛でるように眺める。そしてゆっくりと歩み寄りながら笑った。

「極力痛みを与えないよう、うんと慣らしたはずだが。俺の指で達ったし、舐めたときも感じてたな。それから、俺のもので脚の間を擦られたときも」

「……っ」

　百合の頬に朱が差し、ぎゅっと唇を引き結ぶ。彼女が小さく言った。

「恥知らず。……あなたなんか大っ嫌い」

　その瞳にうっすら涙をにじませ、百合が後ろ手にチェストの縁を強く握りしめる。彼女が小刻みに震えているのに気づいた悠馬は、目の前に立って問いかけた。

「……俺が怖いか？」

「こ、怖くなんか」

「でも震えてる」

　腕を伸ばして白い頬を撫でると、百合がビクッと身を震わせる。

　明らかに怯えた様子の彼女を見下ろし、悠馬は淡々と言った。

「俺は君を、傷つけるつもりはない。〝夫〟になるからには君を大切にすると、昨日言ったはずだ」

「あんなことをしておいて――何を言っているの？　わたしの気持ちを無視して、さんざん好きにしたくせに」

「まずは既成事実を作るのが先だと思ったからだ。この身体が誰のものなのかを、君自身に教え込まなくてはならなかった。まあ、最後まではしなかったが」

　百合が顔を背け、悠馬の手からわずかに離れる。そして振り絞るような声で答えた。

「わたしは……雅人さんの妻よ」

「一度も抱かれたことがないのにか？　しかも他の女にうつつを抜かし、子どもまで産ませている男だ。夫と呼ぶ価値などない」

　揶揄するような悠馬の言葉に、彼女が押し黙る。やがて顔を上げ、こちらを見て言った。

「わたし……今回の件について、雅人さんの口からまだ何も聞いていない。あの人に会わせて、ちゃんと話をさせて」

「兄は今、オーストラリアに出張中で、日本にはいない」

「いつ帰ってくるの？」

「さあ、商談の相手次第だな。今のところは未定だ」

　本当は明日の夜には帰ってくるが、悠馬はあえてわからないふりをする。

　帰国したところで、雅人には「しばらく自宅には戻ってくるな」と根回し済みだ。要は百合を籠絡するために、時間を稼いだ形になる。

　しかしそれを知らない彼女は、「……そう」とうつむいた。

「昨夜からずっと、考えていたの。興信所の報告書や写真を見るかぎり、雅人さんが浮気をしているのは間違いない。でも……わたしはあの人の口から、直接話を聞いていない」

「…………」

「ちゃんとあの人の顔を見て、これまでの経緯や、今後どうするつもりなのかを聞きたいの。もしかしたら、わたしは雅人さんに無理をさせていたのかもしれない。本当は写真の女性のことが好きだったのに、やむを得ず結婚したのなら――こちらにも落ち度はないとはいえないから」

　百合の顔を見下ろした悠馬は、内心「お人好しだな」と考える。

（他に女がいながら打算に満ちた結婚をして子どもを作っている男のほうが、圧倒的に悪いに決まってるだろう。それを「自分にも落ち度がないとはいえない」なんて、どれだけお人好しなんだ）

　まるで彼女は、この期に及んでも「夫」に心を残しているように見える。悠馬はざらりとした不快感を押し殺した。

（……気に食わない）

　冷静に考えれば、百合の態度は当然だとわかる。

　当事者である雅人から何も事情を聞いていない状況なのだから、報告書の内容を鵜呑みにできないと判断するのは、何らおかしくない。

　だが彼女の口ぶりでは、こちらは完全に蚊帳の外だ。自身の考えが独り善がりであるのを自覚しつつも、悠馬はそこに割って入りたくて仕方なかった。

　しかしそんなこちらの気持ちにはまったく気づかず、百合が言葉を続ける。

「あなたはわたしが真っ先に実家に連絡を取るんじゃないかって危惧していたけど、まずは雅人さんの話を聞いてから、自分の身の振り方を決めたいと思ってる。実家に話すのは、結論を出したあとにするわ」

「……賢明な判断だ」

「でも昨日のあなたの申し出は、どうしても受け入れられない。そちら側にどんな思惑があるにせよ、わたしの人生はわたしのもので、他人に生き方を強制される謂われはないはずよ。あなたを雅人さんの代わりにするのも、子どもを産むのも、どちらもはっきりお断りします」

　極度に緊張しながら、それでも真っすぐに目を見て話す彼女を、悠馬はじっと見下ろす。やがて薄く笑いを浮かべ、問いかけた。

「非常に明朗な考えだが、もしこの家を出て行く段階で君の腹に子どもができていたらどうするつもりだ？」

　目の前の百合の腰を抱いて強引に引き寄せ、悠馬は彼女の身体を自分とチェストの間に閉じ込める。息をのんだ百合が、動揺した表情で答えた。

「……っ、何言ってるの。できるわけないでしょう？　わたしは雅人さんともあなたとも、そういったことをする気はないんだから」

「昨夜のあれで終わりだと思ったか？　最初に言っただろう、両家の血を引いた子どもを作ると。君があまりに怯えているために最後まではしなかったが、俺の気が変わったわけではない」

　彼女の顔が、みるみるこわばっていく。悠馬は言葉を続けた。

「君のような出自の人間が一人で出産するのは、非常に外聞が悪い。実家の体面に泥を塗ることになるのだから、離婚は思い留まったほうがいいと思うが」

「もしわたしが妊娠した場合――あなたはその子どもを、わたしと雅人さんの間にできた子にするって言ったけど。それは本気？」

「ああ。厳密にいえば、〝宇津木家の子ども〟ということになるな。もちろん、俺は仕込みっ放しにする気はないし、君が望むなら子育ての支援をするのはやぶさかではないが。表向きは兄の子になる」

　それを聞いた百合が、ぐっと眦を強くする。そして頑なな表情で言った。

「こんな歪な家に……わたしは自分の子を捧げる気はない。そもそもまだ妊娠しているわけでもないのに、こんな議論をするのは不毛でしょう」

「今の時点でできていないなら、すぐに仕込めばいい。――君が孕むまで、何度でも」

「な……っ」

　何か言いかけた彼女の身体を引き寄せ、悠馬は覆い被さるようにキスをする。

　柔らかな唇を舐め、強引に中に押し入ると、百合が小さく声を漏らした。咄嗟に肩をつかんで強く押してくるが、男である悠馬に彼女の力を封じ込めるのは容易だ。

　百合の後頭部を引き寄せた悠馬は、より噛み合わせを深くする。歯列を割り、舌を絡めて口腔を舐め尽くす動きに、彼女が喉奥で呻いた。

　ぬるぬると表面を擦り合わせるうち、交じり合った唾液が音を立てる。角度を変えながら口づけると、息継ぎが上手くできない百合が苦しそうに喘いだ。

　ようやく唇を離した瞬間、彼女は貪るように息を吸い込む。そしてこちらを睨み、強く頬を引っ叩いてきた。

　甘んじてそれを受けた悠馬は、ゆっくりと百合に視線を戻す。そして自分の濡れた口元を指先で拭いながら、彼女に問いかけた。

「君はしとやかな見た目に反して、本当に気が強い。その気位の高さは、名家の生まれゆえなのか？」

「……っ……同意もなしにこんなことをされて、黙って受け入れろっていうほうがおかしいわ。とことんわたしを、使える駒としか考えていないのね」

「とんでもない誤解だ。君は当家にとってかけがえのない存在なんだから、この上なく大事にするつもりでいるさ。……ただちょっと、躾が必要なようだな」

　悠馬は笑い、彼女の身体をクルリと後ろ向きにする。チェストに向かい合う形で押しつけられた百合が、戸惑った声を出した。

「な、何……？」

「前を見ろ」

　チェストの上の壁面には横長の大きな鏡が設置されていて、百合と悠馬、そして背後の部屋の様子が映っている。

　悠馬は彼女の細い首をつかみ、背後から身体を寄せてささやいた。

「どうやら君は、いまだに自分の置かれた状況を理解していないらしい。だったら昨日どんなふうにされたのかを、思い出させてやるまでだ」

「何言って――……ぁ、っ」

　耳朶に唇を這わせると、百合がビクッと身体を震わせる。

　甘い髪の匂いを鼻先に感じながら、悠馬は彼女の胸元に服越しに触れた。適度な大きさのふくらみは手の中にすっぽりと収まり、揉むと跳ね返してくる弾力がある。

「や……っ」

　ブラウスのボタンをひとつずつ外していく動きに、百合が動揺した声を出す。

　胸の谷間が垣間見え、繊細なレースでできたブラがあらわになった。悠馬は鏡越しに彼女と視線を合わせ、笑みを浮かべて言う。

「ここは最初から感じやすかったな。舐めても触ってもビクビクして」

「……っ」

　ブラ越しにふくらみを揉みしだくと、百合が顔を歪める。悠馬はカップを引き下ろし、零れ出た色の淡い先端に触れた。

「色も清楚できれいだ。知っているか？　昨日はいじられるうち、硬く尖らせて色を濃くしていた」

「そ、そんなこと……、んっ」

　左の胸の先端を摘み上げる動きに、彼女は息を詰める。外気に晒されたせいか、それとも刺激を受けたせいか、そこはすぐに硬く勃ち上がった。

「ぁ……っ……は……っ」

　鏡の前であることが恥ずかしさを助長しているのか、百合は目をそらして前を見ようとしない。

　悠馬は彼女の身体を抑え込みつつ、右の耳に舌をねじ込んだ。

「んぁっ……！」

　小さな耳の中に舌をこじ入れ、わざと水音を立てる。

　百合がビクリと上体をのけぞらせて逃れようとするが、それは叶わない。鏡越しに悠馬と目が合った彼女は、じわりと顔を赤らめた。

「あ……っ」

　服を乱され、あらわになった胸の先をいじられているのを目の当たりにするのは、強く羞恥を掻き立てるらしい。百合が震える声で言った。

「お願い……こんなの、やめて……っ」

「この身体を傷つけるようなことは、一切していない。この上なく優しく扱っているのに、一体何が不満だ？」

　話しながら胸の先端を摘まみ、指先で捏ね回す。軽く引っ張るとふくらみも一緒に揺れ、視覚的に悠馬を煽った。

　首筋を唇で辿り、百合の顎を上向ける。そして後ろから覆い被さるように口づけた。

「んうっ……」

　口腔を深く犯しながら、残った手で彼女の胸をいじり続ける。

　清楚な色をしていた先端は赤く色づき、触れるたびに疼痛が走るらしい。ビクビクとした断続的なわななきを感じつつ、悠馬は唇を離す。互いの間を、透明な唾液が糸を引いた。

「はぁっ……」

　潤んだ瞳、荒い息遣い、上気した顔が、悠馬の欲情を掻き立てる。

　百合の上体をチェストの上に軽く倒し、彼女の腰を後ろに引き寄せる。悠馬はそのスカートをまくり上げ、ストッキングの中に手を入れた。

「ここもさんざん可愛がってやったな。指で慣らして、達ったあとで舐めてやるといい声を出していたが。もう忘れたか？」

「や……っ、あっ」

　下着の中に入れた手で花弁を開き、秘所を探る。

　そこはじんわりと熱を持っており、胸を嬲られた影響か愛液をにじませていた。悠馬は割れ目で緩やかに指を動かしながらささやく。

「少し腫れて、熱を持っている気がするが。痛むか？」

　百合がぐっと顔を歪め、小さく言う。

「あなたが、何度も擦るから……っ……」

「そうか、悪かった。中はどうだ」

「あ……っ！」

　ゆっくりと指を埋め込んでいくと、熱を持った内襞がきつく締めつけてくる。処女特有の抵抗を感じつつ、悠馬は隘路でゆるゆると指を行き来させた。

「……っ、ぁ……っ」

　内壁をなぞり、埋め込んだ指でときおり深くを探る。

　にじみ出た愛液で、指の動きが徐々にスムーズになった。動かすたびに粘度のある水音が立ち、一旦出口付近まで戻った悠馬は中に入れる指を一本増やす。ぬるついた襞がみっちりと指に絡みつき、ビクビクと震える様は、悠馬をひどく愉しませた。

「やっ……ぁっ……ん……っ……」

　ぐるりと円を描くように動いたり、奥を探ったりする指の動きに、彼女が切れ切れの声を上げる。

　やがてどのくらいの時間が経ったのか、ひときわ奥を抉った瞬間、百合がビクッと身体を震わせた。

「あ……っ！」

　隘路がぎゅっと強く収縮し、彼女が達したのがわかる。

　目の前の鏡には、チェストにしがみついて息を乱す百合の姿と、彼女とは反対に一切乱れのないスーツ姿の悠馬が映っていた。

　百合の体内から指を引き抜いた途端、彼女は膝から崩れ落ちそうになる。その身体を押さえ、悠馬は百合のストッキングに手をかけると、下着と一緒に引き下ろした。

　白く小ぶりな尻があらわになり、溢れ出た蜜が糸を引いている。ストッキングと下着を脱がせて床に放った悠馬は、彼女の身体をこちらに振り向かせた。百合が泣きそうな顔で首を横に振る。

「嫌……これ以上はもう――……ん、っ」

　抗う彼女の顎をつかみ、唇を塞ぐ。

　ぬめる舌を絡め、表面を擦り合わせ、喉奥まで探る動きに、百合が小さく呻いた。さんざん貪ってキスを解いた悠馬は、涙をポロリと零す彼女の頬を撫でてささやく。

「泣くな。ひどいことはしない、君を〝夫〟として可愛がりたいだけだ」

「……っ……」

　百合がもう一度首を横に振り、悠馬はもどかしさをおぼえる。

　彼女の態度は頑なで、相変わらず自分を受け入れてはいない。昨日の今日で納得するのは確かに難しいと思いつつも、悠馬の心には雅人への対抗心がふつふつとこみ上げていた。

　片方の手をチェストについて百合の動きを封じつつ、残る手でベルトを緩める。取り出した肉杭を押しつけると、彼女が身を固くした。

「あ……」

「昨日もこうされたことを、忘れてはいないだろう？　……ほら」

　そのまま百合の脚の間に屹立を挟め、ゆっくりと前後に動かす。

　先ほど達したときの潤みを残したそこは、熱く湿っていた。太ももの弾力が幹に刺激を与え、より硬度が増す。ぬめる花弁に擦れるのが心地よく、素股の要領で動かし続ける悠馬を、彼女は何とか押しのけようと二の腕をつかんできた。

「っ……やめて……っ、ぁっ！」

　ふいに亀頭の部分が敏感な尖りをかすめたらしく、百合が小さく声を漏らす。

　それに気づいた悠馬は、わざと花弁の上のほうを擦るように腰を動かした。張り詰めて血管を浮かせる幹の部分で、花芯を押し潰す。蜜口から溢れる愛液の量が多くなり、スーツの生地をつかむ百合の手に力がこもった。

「や……動かさないで……っ」

「君のここは、擦られるのが好きなようだが。ああ、どんどん溢れてくる……」

「んぁっ！」

　彼女は逃れようともがくが、悠馬の身体とチェストに挟まれてそれは叶わない。

　ひとしきり百合を啼かせた悠馬は、彼女の右脚を抱え上げる。そして昂ぶりの先端で割れ目をなぞり、蜜口を捉えた。

「や、待っ……」

「――待てない」

　丸い切っ先をぬかるみにめり込ませると、百合が小さく呻く。入り口がぎゅっと締まり、異物の侵入を拒んでいた。悠馬はそのまま腰を押しつけ、彼女の体内にじわじわと自身を挿入していく。

「んん……っ」

　抵抗する媚肉を押し広げ、隘路を進む。

　痛いほどの締めつけに、悠馬は熱い息を吐いた。密着する柔襞の感触は得も言われぬ快感をもたらし、気を抜けばすぐに達ってしまいそうだ。

　半ばまで進んだところで、一旦動きを止める。圧迫感が強いのか、百合が痛いほどの力でこちらの二の腕をつかんでいた。

「っ……んっ、ぁ……っ」

「――力を抜いて呼吸しろ。痛いのは嫌だろう？」

「できない」と言うように、百合が無言で首を横に振る。

　途端に目尻から涙が零れ落ちて、それを見た悠馬は一瞬何ともいえない気持ちになった。

（……立ったまましたのは、失敗だったか）

　そんな考えが頭をかすめたが、もう後の祭りだ。時間をかければ余計に痛むに違いないと考えた悠馬は、彼女の右脚を抱え直し、体重をかけて一気に腰を進めた。

「あ……っ！」

　剛直が内壁を擦りながら最奥に到達して、百合が痛みと圧迫感に呻く。ずっしりとした質感のものに身体の中心を貫かれた彼女は、涙を零した。

　根元まで屹立を埋めた悠馬は、熱い息を吐く。そして苦しそうに喘ぐ百合の目元に口づけてささやいた。

「狭いな。そんなに締めつけられると、あまり保もたない」

「……っ……なら、もう抜いて……っ……」

「冗談だろう。ようやく俺のものにしたのに、そんな簡単に終わらせられるか」

　――そう、ようやくだ。

　パーティーでその姿を目にしたときから、悠馬はずっと彼女を手に入れるチャンスを窺っていた。百合が兄の雅人に一度も抱かれたことがないと知ったときにどれほど歓喜したか、きっと彼女にはわからないだろう。

　痛みに気を取られている百合は、こちらの独白に気づかない。思考を断ち切った悠馬は、彼女に向かって告げた。

「――動くぞ」

　ゆっくりと腰を引き、再度突き上げる。

　始めひどく抵抗していた隘路は、内壁を擦る動きにじわじわと愛液をにじませた。律動のたびにかすかな水音が立ち、次第に動きがなめらかになる。狭い中はいっぱいになりながらも、悠馬のものを根元まで受け入れていた。

「うっ……んっ、ぁ……っ」

　立ったまま片方の脚を抱え上げられる姿勢が怖いのか、百合が二の腕にしがみついてくる。顔を紅潮させ、目を潤ませながら喘ぐその姿はひどく征服感を煽り、悠馬は彼女に言った。

「顔を上げろ、百合」

「ん、ぅっ……」

　唇を塞いだ途端、百合がくぐもった声を上げる。

　柔らかく小さな舌を舐め、蒸れた吐息を交ぜると、じわじわと性感が高まった。悠馬は彼女のもう片方の脚も抱え上げ、その身体をチェストに押しつけて自身で深く貫く。

「あ……っ」

　最奥に突き刺すように剛直を打ちつけた瞬間、百合が高い声を上げる。

　亀頭で奥を抉ると締めつけがきつくなり、一分の隙もないほど密着した内襞がゾロリと蠢いた。急激にこみ上げる射精感に、悠馬はぐっと奥歯を噛む。

　力強い律動で、何度も彼女の中を穿った。身体が汗ばみ、スーツの上着を着たままなのを後悔したが、脱ぐ余裕がない。

　そのとき百合が、小さく何かを言った。

「…………。何だ？」

　律動を緩めないまま悠馬が問いかけると、彼女は切れ切れに答える。

「背中が……擦れて痛いの。だから……っ」

　どうやら突き上げるたびに、百合の腰がチェストに強く擦れていたらしい。

　悠馬は動きを止め、彼女に謝罪した。

「気づかずに悪かった。じゃあ、場所を変えようか」

「えっ、ぁ……っ」

　百合を抱えた悠馬は、ベッドに移動する。

　彼女の身体を横たえてやり、自身を挿入したままスーツの上着を脱いで床に放った。そしてネクタイを緩めていると、百合がこちらを見つめて言う。

「もう、抜いて……っ」

　どうやら彼女は、痛みを訴えれば行為を途中でやめてもらえると考えていたらしい。

　悠馬は笑い、ネクタイを抜き去りながら答えた。

「冗談だろう。まだ終わっていない」

「でも……っ」

　眼鏡を外し、ベッドサイドの棚に置いて向き直った悠馬を見た百合が、ドキリとした様子でふと口をつぐむ。その表情を見た悠馬は、かすかに眉を上げた。

（俺の素顔を、見慣れていないせいか？　……可愛い反応をするな）

　箱入りのお嬢さまである彼女は、これまで恋愛をしてこなかったせいか、とても初心だ。

　悠馬は腕を伸ばし、百合のブラウスとブラを取り去る。スカートを穿いている状態だが、挿入したまま脱がせるのは無理だ。諦めた悠馬は身を屈め、彼女の胸のふくらみをつかんで舌を這わせた。

「ん……っ」

　張りのある丸みは適度な柔らかさも兼ね備え、手に愉しい。

　先端を吸い上げ、軽く歯を立てると、屹立を受け入れた隘路がヒクリとわななく。左右の胸を交互に可愛がりながら、悠馬は軽く腰を揺すり上げた。

「はぁっ……」

　緩やかに律動を再開し、次第に動きを大きくしていく。

　片方の脚を肩に抱え上げて深く腰を入れた瞬間、百合が一段と高い声を上げた。意識してそこばかりを穿ちつつ、悠馬は彼女の反応を観察する。

「うっ……はっ、……あっ……ん……っ」

　にじみ出た愛液でいつしか動きがスムーズになり、肉杭が繰り返し百合の中を行き来していた。

　先端が最奥を押し上げるたびに彼女の喉奥から呻きが漏れ、わななく柔襞が屹立に絡みつく。悠馬は熱い息を吐いて言った。

「ここが指で触れると反応がよかったところだ。感じるか？」

「……っ……知らな……」

「そうか？　だったらわかるまで突いてみようか」

「んぁっ……！」

　膝の裏をつかみ、悠馬は体重をかけて剛直をねじ込む。

　切っ先が最奥を抉って、百合が高い声を上げた。根元まで受け入れた隘路が、ビクビクと締めつけてくる。彼女はこちらの腕に爪を立て、何とか動きを押し留めようとしているものの、まったく効果はない。

　律動のたびに喉奥から「ひっ」「ぅっ」と切れ切れの声が漏れ、内襞が熱を持っていた。艶やかな髪が乱れ、頬に掛かっているのを見つめながら、悠馬は彼女に向かってささやく。

「たとえ納得していなくても、理不尽でも、俺は何度でも君を抱く。……君が俺の子を孕んで、この家を出る気を失くすまで」

「……っ……」

「兄に少しでも気持ちを残しているなら、さっさと見切りをつけることだ。彼は君のことを、会社のために手に入れた都合のいい手駒としか思っていない」

　百合の瞳にみるみる涙が浮かび、ポロリと零れ落ちる。

　自分の言葉で彼女が傷ついているのを感じながら、悠馬は「でも」と言葉を続けた。

「俺は兄とは違う。確かに会社のために君を束縛しようとしているが、よそ見をするつもりはない。こうして抱く女は、君だけだ」

　悠馬は熱を孕んだ眼差しで百合を見つめる。それに気づいた彼女が、戸惑ったように瞳を揺らしてつぶやいた。

「……あなたは、どうしてそんな……」

　彼女の顔を見た悠馬は、「話しすぎたな」と考えて目を伏せる。

　そして上体を倒し、より深く自身を百合の体内にねじ込んで言った。

「――そろそろ出すぞ」

「えっ、……ぁ……っ」

　張り詰めた剛直で、狭い内部を何度も穿つ。

　彼女が切羽詰まった声を上げ、痛いほどにこちらの二の腕をつかんだ。

「待って……嫌、中は……っ」

　悠馬は無言で抽送を速める。

　果てを目指す荒っぽい動きに翻弄された百合が、腕にきつく爪を立ててきた。その瞬間、ひときわ奥に屹立をねじ込んだ悠馬は、衝動のままに熱を放つ。

「あ……っ」

　ぬめる柔襞に締めつけられながら射精するのは頭が真っ白になるほどの快感で、二度、三度と吐き出した悠馬は、充足の息をつく。

　一方の彼女はなすすべもなく悠馬を受け入れながら、ポロリと涙を零した。

「……っ……ひどい……」

　掻き消えそうに小さなつぶやきを耳にした悠馬は、ふと百合が憐れになる。

　ろくに夫と話せないまま義弟に強引に抱かれた彼女は、きっと混乱を極めているだろう。百合の中の憤りも悲しみも当然のものだが、自分はこんな手段しか取れない。――せめてよそ見をしないことでしか、なけなしの誠意を示せない。

（……馬鹿だな）

　身を屈めた悠馬は、百合の身体を抱きしめる。そして華奢な骨格を腕に感じながら、乱れた黒髪にじっと顔を埋めた。










第四章











　今日の東京の予想最高気温は二十九度となっており、夏を思わせる陽気となっている。

　外は眩しい日の光が降り注ぎ、きちんとケアをしないと日焼けをしてしまいそうだ。窓辺に立って外の様子を眺めていた中野美冬は、小さく息をついてソファに戻る。そしてテーブルの上に置かれていたスマートフォンを開き、新着メールを確認した。

（……やっぱり、きてない）

　一昨日から何度かメールを送っているのに、相手からは一向に返事がこない。

　その理由がわからず、美冬はイライラとした気持ちを持て余した。

（どういうことなの？　海外だし、商談が立て込んでいるとか……？）

　メールを送った相手は、恋人の宇津木雅人だ。

　宇津木商事の副社長である彼は、一昨日からオーストラリアのメルボルンに出張している。確かに気軽に電話はできない距離だが、メールのやり取りは今まで普通にできていた。それなのに二日前からは、返信が途絶えている。

（出張に行く前は、雅人さんにおかしなところはなかった。何かトラブルでもあったのかしら）

　連絡が途絶えてこんなにもやきもきしてしまうのは、自分と彼の関係がひどく不安定だからだ。

　雅人には三ヵ月前に結婚したばかりの、新妻がいる。それは旧華族の家系だという八嶋家の令嬢で、美冬とは面識がない人物だ。

　きっかけはとあるパーティーで彼女が雅人を見染め、その後八嶋家から正式に縁談が舞い込んで、話が進んだらしい。しかも相手方は縁談に伴って宇津木商事への資本参加を申し出ており、「会社として断るという選択肢がなかった」というのが彼の弁だ。

　美冬と雅人が知り合ったのは、彼がちょうど令嬢と見合いをしていたのと同時期になる。社内の飲み会で一緒になった雅人を、美冬は色仕掛けで落とした。

　宇津木商事に中途採用された美冬は、受付に配属されたために当然彼の顔をよく知っていた。端正で優しげな顔立ちに左の目元にある泣きぼくろが甘さを添え、育ちの良さがにじみ出る物腰はどこか王子めいていて、彼が独身であるのを聞いた美冬は心の中で真っ先にロックオンした。

（いずれ社長の地位が約束されているなんて、社内で一番の有望株だわ。……どうにかして、彼に近づきたい）

　美冬はしっとりと落ち着いた見た目に反し、貪欲なまでの上昇志向を持っている。少しでも条件のいい男に巡り会い、誰よりも幸せな結婚をするのを目標に、常にアンテナを張り巡らせて生きてきた。

　その理由は、美冬自身の生い立ちにあるのかもしれない。父はろくに働かず、飲んでは妻子に暴力を振るう人間で、三歳の美冬に大怪我をさせたのがきっかけで両親は離婚した。

　その後、美冬は母親と二人で暮らし始めたが、生活はひどく貧しかった。母は仕事を掛け持ちして働いていたものの収入は少なく、幼少期の美冬はいつも擦り切れて襟が伸びた服を着て、学校でからかわれていた。

　同級生たちが当たり前に持っているものに手が届かず、貧しさを恥じながら成長した美冬だったが、中学に入ると風向きが徐々に変わり始めた。

　同級生や上の学年の男子たちに告白されるようになり、美冬は自分の容姿が異性の目に魅力的に映っているのに気づいた。

　中学は制服で、学校にいるかぎり貧乏だと気づかれることはない。異性に「きれいだ」と言われるのは卑屈に生きてきた美冬に優越感をもたらし、いかにして多くの男子に好かれるかを考えるようになった。

　そうした態度は同性からはあざといと思われ、次第に強い反感を買うようになっていったが、美冬はまったく構わなかった。高校に入ってからはアルバイトを始め、髪型やメイクでますますもてるようになって、自分が「選べる」立場になったことを実感していた。

　自分の美貌には価値があり、同年代の女性よりいい条件の男を手に入れる力がある。問題は、どのレベルで満足して結婚というゴールに辿り着くかだ。

　高校を卒業後、派遣社員としていくつかの会社で働いてきた美冬は、何人かの相手をピックアップしながらも決め手に欠ける気がしていた。そんな折、中途採用で入社した宇津木商事で副社長の雅人を見かけた美冬は、自分の中で強いフラグが立ったのを感じた。

　彼は端正な顔立ちとスラリとした体型が目を引き、物腰が優しい。そして裕福な家で生まれ育ったのがわかる、余裕と鷹揚さがあった。どうにかして近づきたいと思い、さまざまな部署の人間と繋がりを持ってチャンスを窺っていたが、入社して半年後、ついに社会インフラ事業部の飲み会で雅人と一緒になった。

　話してみると、彼は気さくでとても優しかった。地位に奢ることなく誰にでも公平に接し、社員たちに好かれている。「副社長の自分がいれば、周りも気を使うだろうから」と、全員分の飲み代を幹事に渡して途中で帰る気遣いもあり、美冬はそんな雅人に対して好感を抱いた。

（決めた、この人にしよう。……どんなことをしても、絶対に手に入れてみせる）

　二十六歳の美冬は、どんなふうに振る舞えば男を落とせるかを熟知していた。

　髪や肌、爪は常に手入れを怠らず、メイクと服装は清楚系にまとめる。控えめな態度ながら相手の話を熱心に聞き、微笑みを絶やさない。飲み会の席で世話を焼くときは主張しすぎず、ごくさりげなく実行する。ボディタッチは肩が触れるか触れないかくらいに留め、会話するときはできるだけ顔を寄せて、相手から絶対に目をそらさない。

　雅人と二人きりで飲む機会に恵まれた美冬は、「今夜だけでも構いませんから」とアプローチし、彼をホテルに連れ込むことに成功した。それでもギリギリまで躊躇っていた様子の雅人を、美冬は自らベッドに押し倒した。

『中野さん、僕は――……』

　何か言いかけた彼の唇を塞ぎ、舌を絡める。そして酒に酔っているふうを装い、熱っぽく息を吐いて言った。

『……触ってください』

　雅人の手をつかんで自分の胸に持っていくと、彼はドキリとしたように視線を揺らした。美冬は雅人に覆い被さり、彼の目元や頬、耳から首筋にかけてついばむようなキスをする。そして耳元で甘くささやきかけた。

『私――いつもはこんなことしません。今はお酒に酔ってるから、こんなに大胆なことができるのかも』

『…………』

『今夜だけなんですから、どうか副社長のお好きなようになさってください。ご満足してもらえるかどうかはわかりませんけど……』

　ようやく腹をくくった様子で、雅人が美冬を押し倒してくる。

　元々優しい性格なのか、彼の触れ方には粗暴なところがなく、美冬は適度に恥じらいつつ切れ切れに声を上げた。手入れを欠かさず磨き上げた肌、柳のように細い肢体、濡れやすい秘所に雅人は夢中になり、やがて自身に避妊具を被せると中に押し入ってきた。

『ぁっ……副社長……』

　屹立を意図して締めつけると、彼がぐっと奥歯を噛む。

　律動は始め優しく、物足りなさをおぼえたものの、それは雅人なりの気遣いだったらしい。次第に心得た動きで美冬の弱いところを刺激し、翻弄してきた。

『はぁっ……ぁっ、待っ……』

『可愛いな、君は。恥じらっているのに、とても感じやすくて』

『あっ、あっ』

　いつしか演技ではなく喘ぎながら、美冬は頭の片隅で彼を再評価していた。

　優しいだけのお坊ちゃんかと思いきや、意外にも女慣れしていてテクニックがある。確かにこの顔で企業の御曹司ともなれば、異性に不自由せず手慣れていても当然だろう。

（要するに、ライバルが多いってことよね。……絶対に負けたくない）

　本音を言えば、条件のいい男と結婚できるなら身体の相性は妥協すべきだと考えていた。しかし雅人の顔は好みで、ベッドでのテクニックにも文句はなく、美冬の中でじわじわと独占欲が募る。

　何としても、この男を手に入れたい。優しくて顔が良く、経済力のある彼こそが、自分の結婚相手としてふさわしい。

　幸いこちらの身体は気に入ってもらえたようで、雅人はその後の誘いにすんなりと応じた。美冬は彼に会えば素直に甘え、それでいて物は一切ねだらず、ひたすらいじらしく庇護欲をそそる女を演じた。

　一方で、雅人を囲い込むための準備も怠らなかった。彼がシャワーを浴びているときに避妊具に針で穴を開け、精液が漏れるように細工をした他、飲み物に睡眠薬を混ぜて雅人を眠り込ませ、危険日に生で行為をしたこともあった。

　そうしてつきあい始めて二ヵ月半ほどが経った八月の下旬、美冬はついに求めていた反応を確認し、にんまりと笑った。

（よかった。これでようやく、あの人を私のものにできる）

　雅人との関係を誰にも言わず、社の人間の目から逃れるように逢瀬を重ねてきた甲斐があったというものだ。

　美冬は病院に行って診断書をもらい、彼を呼び出して言った。

『今日は報告があるの。……私、雅人さんの子どもを妊娠したわ』

　美冬の言葉を聞いた雅人は呆然とし、しばし言葉を失っていた。やがて狼狽した彼は「ちゃんと避妊をしていたはずなのに」とつぶやいたが、そこは泣き落としで納得させた。

　たとえＤＮＡ鑑定をされても、美冬はまったく構わない。お腹の子の父親が雅人なのは確実だからだ。

　彼は何とか出産を思い留まらせようと説得してきたが、美冬は一切応じなかった。やがて堕胎するギリギリの時期に差しかかった頃、雅人は思い詰めた顔で告白してきた。

　――美冬と出会う直前に財界で大きな力を持つ八嶋家から縁談が舞い込み、既に婚約していること。見合いに伴い、宇津木商事と八嶋物産の間に資本参加の話が持ち上がり、断れる状況ではなかったこと。そして年が明けたら、彼女と挙式する予定であること――。

　彼は「八嶋家の令嬢と結婚する話は、もう覆せない。君の気が済むように償いをするから、どうか子どものことは諦めて身を引いてもらえないか」と言って、頭を下げてきた。

　さらには破格の慰謝料を提示してきたが、美冬はしばらく考えたあと、ニッコリ笑って答えた。

『私、日陰の身で充分よ。雅人さんのおうちはもちろん、相手の方のご実家にも何も言うつもりはない。会社を辞めて、私生児として子どもを産むわ』

『……えっ？』

『このお腹の子を、絶対に堕ろしたくないの。だって大好きな雅人さんの子どもなんだもの。許してくれるわよね？』

　その答えは予想外だったらしく、雅人は呆然としていた。

　だがたとえ彼に出産を反対されても、美冬の気持ちは微塵も揺らがない。なぜならお腹の子こそが、雅人を手に入れるための「切り札」だからだ。

（家のしがらみで令嬢と結婚しなきゃならないなら、すればいいわ。……子どもさえいれば、私は雅人さんを取り戻すことができる）

　美冬の中の雅人はあくまでも「宇津木商事の社長になる男」であり、家と揉めて縁を切ることはありえない。

　ならばとりあえず彼の結婚を容認し、自分は私生児として子どもを産む。そして雅人が社長になったタイミングで妻に存在をばらせば、間違いなく離婚に至るはずだ。

　そのためには彼の気持ちを自分に惹きつけておき、子どもにも愛情を抱かせなくてはならない。ゴールに至るまで回り道をするのが難だが、それでも最終的に雅人の妻になれるのなら、何の問題もなかった。

　彼は優しく穏やかであるものの、言い換えれば優柔不断で、ここぞというときの決断力に欠ける。そんな本質を見抜いていた美冬は、雅人が自分に堕胎を強制できないことも、妻となる女性に真実を話せないだろうことも、よくわかっていた。

　心を鬼にして美冬を捨てようにも、妻となる女性やその実家に事実が明らかになるのを恐れ、行動できないに違いない。だからまずは「あなたに捨てられたら、自分は何をするかわからない」という危うさをちらつかせつつ、無事に出産にこぎつけるのを目標にした。

　彼が産まれた我が子に愛情を抱いてくれたら、万々歳だ。愛らしい子どもと従順な「妻」がいる温かい家庭の印象を刷り込んでいけば、いずれ雅人の妻の地位は自分の手に転がり込んでくる。美冬の中には、そんな確信があった。

（でも――）

　覚悟していたつもりでも、実際に彼が八嶋家の令嬢と結婚したときは、平静ではいられなかった。

　結婚してしまった以上、公に妻として認められるのはその女性で、自分ではない。むしろ美冬は「子どもまで作った卑怯な不倫女」だと、世間から後ろ指を指される立場だ。

（わかってるわ……それでもいいって、腹をくくったんだから）

　ラグジュアリーホテルで彼らが大勢の人に祝福されている姿を想像すると、胃がキリキリと痛む。妊娠八ヵ月の腹は大きく膨らんでいて、ウェディングドレスは到底似合いそうもない。そう考えた美冬の心を、惨めさが満たした。

　そのときふいに大きな胎動を感じて、美冬は目を見開いた。どんどん大きくなる腹のせいで、最近は脚が浮腫んだり、腰が痛くなったりと憂鬱なことばかりだが、子どもは元気に育っている。

　胎動はそのバロメーターで、生きている証しだ。美冬は自分のお腹を撫でて微笑んだ。

（そうよ、私にはこの子がいる。――雅人さんとの揺るぎない絆となってくれる、大切な子が）

　とはいえ雅人の妻への嫉妬の感情は抑えられず、美冬は彼に「奥さまを抱かないで」と我が儘を言った。

『あなたが私以外の人を抱くなんて、耐えられない。我が儘を言ってるのはわかっているわ。だけど理屈じゃないの。……どうしても嫌なの』

　美冬は困惑顔の雅人の手を握り、ポロポロと涙を零して懇願した。

『だからお願い、奥さまには手を触れないで。表向きの配偶者にはなれないけど、私こそが雅人さんにとって一番大切な存在なんだって思いたいの。ね、いいでしょう？』

　彼はとりあえず「わかった」と頷いてくれたものの、それは実現性の低い約束だ。

　雅人が自宅で妻とどんなふうに過ごしているかは美冬にはわからず、彼女と性行為をしているかどうかを確かめるすべもない。

　あまりしつこく言っては逆効果だと思い、美冬はそれきりその話題を出していなかった。だが娘の小春を出産したあとは事あるごとに彼を呼びつけ、自宅から遠ざけるようにしている。

（こんなに頻繁に呼びつけてしまったら、雅人さんは浮気を疑われるかもしれない。……でも）

　これほどまでに束縛したくなってしまうのは、自分と彼の関係がひどく不安定だからだ。

　美冬の立場は雅人の愛人に過ぎず、娘の小春は認知もされていない。ある日突然捨てられ、彼の妻から慰謝料を請求されてもおかしくないのだ。

　そうならないよう、今の美冬は雅人の気持ちを縛りつけておくしかない。当初は彼を上手く操るのに自信があった美冬だが、ここにきて強い不安にかられるときがしばしばあった。

（大丈夫よ……きっと忙しくて、連絡ができないだけ。あの人はちゃんと私のところに帰ってくる）

　美冬は立ち上がり、隣の寝室にあるベビーベッドに歩み寄る。

　そこでは産まれて間もない小さな我が子が、健やかな寝息を立てていた。小春は平均より若干小柄ではあるものの健康で、色白でとても可愛らしい。最近の雅人は我が子に対して愛情を抱き始めたようで、この家に来たときは抱っこしてあやしてくれたり、入浴を手伝ってくれていた。

　この子がいるかぎり、彼は絶対に離れていかないはずだと美冬は自分に言い聞かせる。それは切実な願いだったが、小春の可愛らしさを見るにつけ、徐々に確信になりつつあった。

（雅人さんがいつ帰ってきてもいいように、何か食事を用意しておかなくちゃ。小春が起きたら、買い物に出掛けよう）

　午後の時間帯、美冬は買い物や小春の世話、食事の支度をして過ごす。

　やがて午後六時、玄関の鍵が開く音がして、驚いて顔を上げた。急いで玄関に向かうと、そこにはキャリーバッグを引いたスーツ姿の雅人がいる。

「おかえりなさい、雅人さん。今日来るとは思わなかったから、びっくりしちゃった」

「…………」

　彼の表情が冴えず、美冬は不思議に思う。だがそれは海外出張の疲れだと考え、明るく言った。

「お夕飯食べる？　それとも先にシャワーのほうがいい？」

「……美冬、ちょっと座ってくれないか」

　ソファに腰掛けた雅人がそう言ってきて、美冬は心臓がドクリと跳ねるのを感じる。こちらを見ようとしない彼の態度に、不穏なものを感じていた。

　しかしあえて普段どおりを装い、隣に座って微笑んで問いかける。

「なあに？」

「――僕の自宅に、興信所から報告書が届いたらしい。君と一年前からつきあっていることが詳細に記載されて、小春を出産した事実も書かれてる」

「――……」

　美冬は驚き、言葉を失くす。雅人が顔を上げ、余裕のない表情で言った。

「どうやら妻に、君と小春のことが知られてしまったようなんだ。確認しておきたいんだけど、その報告書を送ったのはまさか君じゃないよな？」

　どうやら彼は、美冬がわざと自分たちの関係をばらしたのだと疑っているらしい。美冬は雅人の目を見つめ、落ち着いた口調で答えた。

「どうして私が、そんなことをしなきゃならないの？　私は雅人さんとの関係を他人にばらしたことは、一度もないわ。こうして会社から離れたところで暮らして、外でもなるべく一緒に歩かないようにしているのに、それでも私を疑うの？」

　彼は真意を探るように美冬を凝視していたが、やがて視線をそらす。そして顔を歪めてつぶやいた。

「……ごめん、君を疑ったりして。だが、妻の百合にばれてしまったというのは、非常に厄介なんだ。何しろ彼女の実家とは仕事の繋がりがあるし、向こうは宇津木商事うちとは比べ物にならないくらい大きな会社だから、怒らせると大変なことになる。父もカンカンだ」

　雅人はここに来る前に会社に寄り、父である社長に事情を説明して大目玉を食らったらしい。美冬は彼に問いかけた。

「その報告書の差出人は誰なの？　奥さまは何て？」

「誰が嗅ぎ回っているのかは、わからない。妻とはまだ話をしていないんだ。今、弟の悠馬が彼女の説得に当たっていて、何とか離婚を思い留まってくれるよう話をしてる。僕と直接会えば、百合は離婚という結論にすぐ達してしまうかもしれないから、しばらく自宅には戻るなと言われた」

　雅人は父親に叱責されたのが相当堪えたようで、意気消沈している。美冬は目まぐるしく考えた。

（もしかしたら私、奥さまに慰謝料を請求されるの？　……ううん、そんな心配より、今は雅人さんの気持ちが離れないようにするのが先だわ）

　彼が妻の元に戻る事態だけは、何としても避けなくてはならない。

　美冬は隣に座る雅人の手を握り、弱々しく言った。

「……ごめんなさい。私の存在が、雅人さんの足を引っ張っているのね」

「美冬、それは」

「でも、小春には罪はないわ。私と雅人さんが愛し合って生まれた子よ、絶対に守ってくれるでしょう？」

「も、もちろんだよ。小春のことは、ちゃんと責任を持つ。僕の子なんだから」

「――私は？」

　美冬は彼の顔を覗き込み、目を見て問いかける。

「私については、責任を取ってくれないの？　これから奥さまに訴えられるかもしれないのに」

「……それは」

　雅人がひどく狼狽し、うつむいて言った。

「君のことも――僕のせいだ。僕が優柔不断で、きちんとけじめをつけられなかったから」

「後悔してるの？　奥さまとの縁談が進んでいたのに私とホテルに行ったのは、雅人さんの意思よね。妊娠させておいて〝堕ろしてほしい〟って言ってきたの、私まだ忘れてないわ。やることやっておきながらそんなこと言うなんて、すごく身勝手でおかしな話じゃない？」

「美冬……」

　いつもどおり柔らかな雰囲気のまま、美冬は言葉を続ける。

「堕胎して傷つくのは、女のほうなのよ。男の人は挿れて出してすっきりするでしょうけど、女は自分の身体を傷つけて、子どもを殺した罪悪感をずっと抱えて生きていかなきゃいけない。何もなかったことになんてならないの。そういうのをちゃんとわかった上で、私に〝堕ろせ〟って言った？　そうじゃないわよね？」

　至って穏やかに畳みかける美冬を、蒼白な顔の雅人が呑まれたように凝視している。美冬は重ね合わせた手に、じんわりと力を込めて言った。

「でも私が諦めずに産んだから、小春に会えた。あの子がどれだけ可愛いか、雅人さんはもうわかってるわよね？　出産は正しかったんだって思うでしょう」

「あ、ああ」

「じゃあ、もう結論は出てるんじゃない？」

　彼が「結論？」とつぶやき、美冬は微笑んで頷く。

「そうよ。奥さまと別れて、私をお嫁さんにして。そして小春を、ちゃんと認知して」

「……美冬」

「そうするのが、一番自然だって思うの。だって雅人さんが愛しているのは私で、小春という可愛い娘もいる。妻とは名ばかりの人と歪な結婚生活を続けるより、そっちのほうがよっぽど理に適ってるわ。それに奥さまだって、もう別れるほうに気持ちが傾いてるんじゃないかしら。事実を知ってしまった以上、元になんて戻れないでしょう？」

「それは……」

　何か言いかけた雅人だったが、結局言葉が続かず、口をつぐむ。それを見つめながら、美冬は頭の中で思考を巡らせていた。

（雅人さんの家族に不貞がばれてしまった以上、私は開き直るしかない。何としてもこの人を懐柔して、妻の座を手に入れないと）

　娘の小春の存在は、美冬にとって大きな武器だ。子どもに対する責任を盾にすれば、雅人の両親を味方につけるのは可能かもしれない。

　だが女児だと、手駒として若干弱くも感じる。自分の立場を確固たるものにするため、もっと大きな切り札が必要だと美冬は考えた。

（そう、跡取りよ。子どもをもう一人、できれば男の子を出産すれば、宇津木家は私を無視できなくなる。今、雅人さんの妻の座に納まっている女も、そうなれば惨めになって離婚したい思いが強くなるはずだわ）

　目の前の雅人は現実を受け止めきれておらず、「自分はどうすべきか」という芯が定まってないように見える。それは逆にチャンスだと美冬は思った。

　現在、妻の説得には弟の悠馬が当たっており、雅人は自宅に戻らないよう言い含められているという。この機会に便乗して、自分は彼に離婚の意思を固めさせる。そしていち早く次の子を妊娠しようと、美冬は心に決めた。

　腕を伸ばし、雅人の頭を抱き寄せる。美冬は彼の耳元で、優しく言った。

「あなたがご家族にどれだけ責められても、大丈夫。私はずっと傍にいるわ。だって誰よりも雅人さんを愛しているのは、私なんだもの」

「…………」

「私はあなたに、安らぎをあげられる。この家はいつだって雅人さんがくつろげる場所で、可愛い小春もいるのよ。私はあなたが一緒にいてくれる以外に、何も望んでない。今までだって、物をねだったりしたことは一度もなかったでしょう？」

「……ああ」

　美冬は雅人の顔を両手で包み込み、潤んだ瞳で見つめる。

「それより雅人さんの体調がすごく心配だわ。目の下に隈ができてるし、すっかりやつれてしまって。あなたはとても優しい人だから、きっと事が発覚して以降、神経を擦り減らしていたのね。……可哀そうに」

　労いの言葉を聞いた彼が、縋るような表情になる。求めていたとおりの反応に内心ほくそ笑みながら、美冬は雅人の唇をキスで塞いだ。

　口腔に押し入り、舌を絡める。ぬめる表面を擦り合わせ、執拗に絡ませてわざと性感を高める動きをすると、彼の瞳が次第に情欲を帯びた。

　一度唇を離した美冬は、雅人のネクタイに手をかける。しゅるりと音を立てて抜き取り、シャツのボタンを外して前をはだけさせて、彼の胸に手のひらを這わせた。そして素肌に唇を落とし、甘くささやく。

「……雅人さんも、触って」

「でも君はまだ、身体が――」

「出産して一ヵ月ちょっと経つから、もう平気よ」

　授乳中のため、胸が張って痛いのが難だが、セックスはできる。

　雅人はまだ躊躇っているようだった。家族や妻に不倫がばれたばかりという状況なら、無理もないだろう。だが彼に考える余地を与えたくない美冬は、身体で彼を籠絡しようとしていた。

　雅人のベルトを外し、スラックスと下着を引き下ろす。そして彼の欲望に、ゆっくりと舌を這わせた。

　鈴口をチロチロとくすぐり、亀頭の丸みを舐めて口に含むと、雅人が熱い息を吐く。技巧を凝らして口淫を続けるうち、彼の欲望は今にも達してしまいそうに張り詰めた。しかしすんでのところでかわす動きに、雅人が焦れた様子で美冬の髪に手を触れてくる。

「……っ……美冬、もう……」

「達きたい？」

　彼が頷き、口元を拭った美冬は微笑むと、スカートの下のストッキングと下着を脱ぎ捨てる。

　そのまま雅人の腰に跨がろうとした瞬間、彼がぎょっとした様子で押し留めてきた。

「待て、避妊具ゴムを着けないと――」

「授乳中は排卵されないから、大丈夫よ」

　屹立を蜜口に当てがった美冬は、ゆっくりと腰を下ろす。

　出産を経て久しぶりのセックスは痛みを伴い、かすかに顔を歪めるほどだったものの、雅人には快感を与えているようだった。

「……っ……きつい……」

「ぁっ……雅人、さん……っ」

　色っぽく喘いで彼を受け入れながら、美冬は「この程度の痛みは、たいしたことない」と考える。

　この男を手に入れるためなら、何でもする。誰に後ろ指を指されようと、どんな手段だろうと、最後に欲しいものが手に入ればいいのだ。

（今夜で、もう……小春への授乳を、ミルクに切り替えなくちゃ）

　いち早く身体に排卵を促し、再び雅人の子どもを妊娠する。そして彼の両親を味方につけ、現在妻の座に座っている女を追い出さなくてはならない。

　美冬は熱を孕んだ息を吐き、緩やかに腰を動かし始める。そしていつまでもなくならない疼痛をごまかすように、雅人の上で甘い声を上げ続けた。
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　窓の外は薄曇りの天気で、うっすらと朝日が降り注いでいる。

　朝の六時半、カーテンを開けた窓辺からそれを見つめた百合は、小さく息をついた。

（……わたしは一体いつまで、こんな生活をしなくてはならないんだろう）

　夫である雅人の不貞が判明し、百合がこの家に軟禁されてから、五日が過ぎようとしている。

「八嶋家の令嬢」を逃したくないと画策した悠馬によって、百合は身体を奪われ、外部との連絡を遮断した生活を余儀なくされていた。

　スマートフォンは取り上げられてしまい、自宅の固定電話も使えない。パソコンも使用を許可されておらず、父や兄に連絡できない状況が続いている。

　料理教室やワイン講座を無断で休むのは困ると訴えると、家政婦が「奥さまは多忙につき、しばらくお休みさせていただきたい」と連絡をしたらしい。家の中では自由に動けるものの、二人いる家政婦に常に監視されており、百合は息苦しさを感じていた。

（人権侵害もいいところだわ。どうして夫に浮気された被害者であるわたしが、こんな目に遭わなきゃいけないの）

　理不尽な扱いに、ふつふつと怒りがこみ上げる。

　離婚を思い留まるよう説得されるまでは許容範囲だが、なぜそこで身体を奪われるのかがわからない。悠馬いわく、「宇津木家と八嶋家の関係を強固にするため、両家の血を引く子どもがほしい」のだという。

（この家は異常だわ。自分たちの利益さえ守れるなら、わたしを犠牲にしてもいいだなんて）

　――初めて悠馬に犯された四日前、百合はひどくショックを受けた。

　結婚したのは約三ヵ月前であるものの、夫である雅人と枕を交わしたことはない。つまり正真正銘の処女だったわけだが、悠馬は躊躇わず百合の操を奪った。

　無垢な身体を強引に拓かれた百合は、理不尽な行為に苦痛を感じた。悠馬の言い分はまったく理解できず、受け入れるつもりはない。しかし彼は、あれから毎晩百合を抱きに部屋を訪れる。

（どうしよう……妊娠していたら）

　百合は暗い面持ちで、自分の腹部に触れる。

「子どもを作る」という宣言のとおり、悠馬は行為の際に一切避妊しない。彼に中に出されるたび、百合は妊娠するかもしれない可能性にヒヤリとしていた。

　本来ならすぐ病院に駆け込んで、緊急避妊薬などを処方してもらうべきなのだろう。だが百合は外に出られないよう、常に監視されている。

（お父さまかお兄さまに連絡が取れれば、この家まで迎えに来てもらえる。……二人が直接わたしに会いに来たら、悠馬さんだって引き渡さざるを得ないはずだわ）

　そう思い、こっそり固定電話を使う機会を窺っていたものの、常に家政婦の目があってなかなか近づけない。

　しかも寝室には外鍵が設置され、夜は施錠されて出られなくなっていた。シャワーやトイレは部屋専用のものが隣接しているため、恰好の監禁場所だ。

　百合は窓辺から離れ、ソファに座る。そして深いため息をついた。

（どうしてこんなことになっちゃったの？　雅人さんが不倫しているだけでも……ショックだったのに）

　自分が妻として愛されていないのは、薄々わかっていた。

　彼に必要だったのは八嶋家との繋がりだけで、だからこそ百合との結婚を了承したに違いない。そうでなければ、新婚なのに三ヵ月も妻を放置したりはしないだろう。

　一方、百合が雅人に抱かれたことがないと知りながら手を出した悠馬も、人として間違っている。彼ら兄弟の仕打ちはあまりにもひどく、百合の心を深く傷つけていた。

（でも……）

　意に染まぬ行為ではあったものの、悠馬には粗暴なところが微塵もない。

　それどころか、自身を雅人の代わりだと称し、「兄のことは忘れろ」と諭すように告げてきた。

『新妻を放置して外に子どもを作る男など、夫と呼ぶに値しない。――君の望みは、すべて俺が叶えてやるから』

　悠馬はときおり思いがけない発言をしてきて、百合は虚を衝かれる。

　彼の目的は、自分をこの家に縛りつけることだ。それなのにこちらを気遣うような発言をしたり、「他の女は見ない」と言ったり、行為の最中に熱を孕んだ眼差しを向けてくる瞬間があり、百合はそれに引っかかりをおぼえていた。

（あの人はわたしを……どう思ってるんだろう。たまに口にする意味深な言葉は、ただわたしを懐柔するために発しているものなの？）

　いくら会社の存続がかかっているとはいえ、兄の妻を抱く気になる神経が、百合には理解できない。

　そもそも離婚されて困るのならば、夫の雅人こそが自分に向き合い、ちゃんと話をするべきではないのか。そんな思いが、百合の中に渦巻いていた。

（わたしが悠馬さんに抱かれたのを、雅人さんは知ってるのかしら。もしこれが、雅人さんも納得していることなら――）

　こんなにひどい話はないと、百合は思う。他の女性と交際している事実がある以上、見合いの段階で断るべきだ。あるいはその際、代替えとして弟の悠馬との縁談を提案すれば、こんなに拗れることもなかったに違いない。

（でも……わたしが好きになったのは、雅人さんだわ。悠馬さんとの縁談を勧められても、たぶん頷きはしなかった）

　百合が当初悠馬に抱いていたイメージは、冷静で感情の動きに乏しい。怜悧な印象の見た目や淡々とした話し方が、余計にそんなふうに思わせるのかもしれない。

　彼は王子めいた雰囲気の雅人とは真逆のタイプであり、同じ家で暮らし始めて以降もほとんど話す機会がなく、どちらかというと苦手意識を持っていた。だからこそ悠馬の提案は想定外のもので、今もその真意はまったく伝わってこない。

　彼の触れ方、こちらを見つめる眼差しを思い出した百合は、いたたまれず目を伏せる。冷徹な印象の悠馬だが、意外にも細やかな気遣いを見せるところが不可解だ。彼のことなど何ひとつわかりたくないと思う一方、見た目と行動のギャップが気になり、百合は落ち着かない気持ちになっている。

（どちらにせよ、わたしは早くこの家を出るべきだわ。悠馬さんの思いどおりに、子どもを産む気なんてないんだから。……でも）

　当事者である雅人と、まだ話ができていない。

　不貞が発覚した当初、彼はオーストラリアに出張していて日本にはいなかった。しかしあれから五日が経過しており、百合は「そろそろ帰ってきているのでは」と考える。

（もしかしてとっくに日本に帰ってきているのに、わたしとの話し合いを避けてるの？　……先延ばしにしたって、事態が改善するわけないのに）

　だが弁護士を挟めば、おそらく雅人は話し合いに応じざるを得ない。そのためには、自分がこの家から脱出するのが先決だ。

　黙って外に出るのが無理なら、いっそ家政婦を説得するのはどうだろう――そう考えた百合は、まずは四十代の斉藤博子に声をかけた。

「斉藤さん、ちょっといい？」

「はい」

　斉藤はこの家で働き出して一年ほどの家政婦で、どこか気が弱そうな印象の小太りの女性だ。ちょうど周囲に誰もいない隙に声をかけた百合は、彼女を廊下の奥に誘導する。そして早口で切り出した。

「手短に言うわ。――わたしをこの家から出して」

「えっ」

「わたしは自分の意思に反して、この家に閉じ込められているの。雅人さんとの離婚話が持ち上がっているせいなのだけど、こんな理不尽な扱いをされるのは冗談じゃないのよ。だから」

　百合の言葉を聞いた斉藤は、あからさまに動揺し、おどおどしている。

　悠馬から監視を命じられた彼女は、百合を不当に閉じ込めている自覚があったらしい。斉藤が「あの……」と口を開きかけた瞬間、背後から明朗な声が響いた。

「――奥さま、どうなさいました？　斉藤が何か」

　ビクリとして振り返ると、そこにはもう一人の家政婦である井上真由美が立っている。

　彼女は細身で背が高く、いつもポーカーフェイスで何を考えているかわからない。三十代だが斉藤より立場が上となり、義両親からも信頼されているらしい。

　井上の出現に、百合は内心「しまった」と考えたものの、意を決して口を開いた。

「斉藤さんにも話していたんだけど……わたしをこの家から、出してほしいの」

「…………」

「あなたたちの雇い主は宇津木家で、だからこそ理不尽な命令を聞いているのはわかってる。でも、わたしに対する扱いは軟禁と同じよ。不当な人権侵害なんだから、加担したら後々面倒になるのはわかるでしょう。もしここから出してくれるならあなたたちの関連は不問にするし、謝礼も払うつもりでいるわ。一体いくら出せば、わたしに従ってくれる？」

　百合の言葉を聞いた井上が、じっとこちらを見つめてくる。彼女は顔色ひとつ変えずに答えた。

「大変申し訳ありませんが、奥さまのご希望には沿いかねます。わたくし共の仕事は、雇い主からの信頼で成り立っているもの。それを裏切ることはできません」

「……っ、それ以上のお金を支払うと言ったら？　要は金銭的な問題でしょう？」

「これまで培った実績と雇い主からの信頼は、何にも代えがたい私個人のプライドです。心配なさらなくても、今の措置はあくまでも一時的なもの、奥さまと雅人さまとのお話し合いさえ済めば、すぐに解除されるものと伺っております。それをお待ちになったほうがよろしいのでは？」

　淡々と意見を述べた井上は、「それから」と付け加える。

「今後は斉藤に話しかけられても、何もお話しできないと思います。ご用がおありのときは、どうぞ私をお呼びください」

「――――」

　にべもない対応に、百合はぐっと拳を握る。

　斉藤に視線を向けると、彼女は気まずそうに目を泳がせた。これ以上言っても埒が明かないと感じた百合は、踵を返して自室に戻る。

（失敗した。……二人を買収できなかった以上、今までより監視の目が厳しくなる）

　井上と斉藤が進んで宇津木家に協力しているのは、大きな誤算だった。次の手として義母の玲子に直談判することも考えていたものの、ここ数日彼女は自宅に戻っていない上、おそらく家政婦たちと同様に百合の味方にはならない気がする。

（どうしよう。本当にこの家から出る手立てはないの？）

　夫である雅人が帰宅し、話し合った上で開放してもらうのが一番だが、一体いつ帰ってくるのだろう。焦りばかりが募り、百合はまんじりともせずに午後の時間を過ごす。

　やがて午後九時半、階下で物音がして、誰かが帰宅したのがわかった。ドアに耳を押し当てて様子を窺った百合は、かすかな話し声からそれが悠馬であるのに気づき、慌ててドアから離れる。

　彼はきっとこの部屋を訪れるが、自分は今の状況を受け入れたつもりはない。周囲を見回した百合は、バスルームに駆け込む。そして内側から折り戸にロックをかけた。

（あまり頑丈ではない鍵だけど……ここなら扉を壊さないかぎり外から開けられないし、きっと悠馬さんと顔を合わせずに済む）

　些細な抵抗かもしれないが、何もしないよりましだ。

　それから十分ほど経った頃、部屋のドアがノックされ、「百合？」という声が聞こえる。バスルームにいる百合は、ドキリとして息をひそめた。

　悠馬が部屋を歩く気配がし、こちらにやってくる。彼は折り戸の前で小さく息をついて言った。

「ここか。風呂に入っている気配はないが、ひょっとして立てこもりか？」

　百合はぐっと眦を強くし、扉越しに告げる。

「あなたに聞きたいことがあるの。――雅人さんが、一体いつ帰ってくるのか」

「…………」

「出張にしても長すぎでしょう。あの人と、直接話をさせて。そしてわたしをこの家から出して」

　曇り仕様の折り戸は脱衣所をぼんやりと透かしていて、スーツ姿の悠馬が見える。彼は百合の質問に答えず、別の話題を出した。

「今日の昼間、謝礼をちらつかせて家政婦たちを買収しようとしたらしいな。幸い二人には、断る分別があったようだが」

「そもそもこんな扱いをされているほうがおかしいのよ。あなたに文句を言われる筋合いなんてない」

　やはり昼間の出来事は、既に悠馬に筒抜けだった。家政婦たちが自分の味方ではないのを改めて自覚し、百合は忸怩たる思いを噛みしめる。

（だったらお義父さまとお義母さまも、きっと当てにはできない。……わたしは本当に、孤立無援なんだわ）

　バスルーム内は換気扇が作動しているせいか、ひんやりとしていた。床が水で濡れており、十分以上前からここにいる百合はじわじわと寒さを感じる。

（扉をロックできるからいいと思ったけど、ここに立てこもったのは失敗だったかも……。トイレにしたほうがよかった？）

　そんな百合の様子を知らない悠馬が、扉越しに答える。

「兄はもう、日本に帰ってきている。だが君と会わせるわけにはいかない」

「……っ、どうして？　元々は、雅人さんが不倫をしているという報告書が事の発端でしょう。わたしはあの人の妻なんだから、直接会って事情を聞く権利があるわ」

「さんざん言ったのに、まだわからないか？　君と兄が会い、離婚の話をされては困るんだ。今の段階で実家に連絡を取られるのもな」　

　まさに今日、家政婦たちを利用して実家に連絡を取ろうとしていた百合は、ぐっと言葉に詰まる。

　だがこんな理不尽な扱いをされ続けるのは、納得がいかない。宇津木家に有利に事を運ぶためだけに利用されるのは、まっぴらだ。

　だが逆らうだけでは、彼も態度を硬化させるだけだろう。百合は足元に視線を落とし、小さく言った。

「こんな生活は……本当に息が詰まるの。お祖父さまの容態も気になるから、病院にお見舞いに行きたいのよ。だからお願い、この家から出して」

　雅人の件が明るみに出るまで、百合は一日おきに祖父が入院する病院に見舞いに行っていた。

　だがこの五日間は、軟禁されていたせいで顔を出せていない。おそらく祖父はこちらが忙しいのだと考えているだろうが、今後も顔を見せない日が続けば、携帯に電話をかけてくるのは容易に想像ができる。

　その際にいつまでも折り返さなければ、「何かあったのか」と不審に思うに違いない――そんな百合の言葉を聞いた悠馬が、考え込む口調でつぶやいた。

「なるほど。連絡を取れない期間が長くなると、君の実家側に不審に思われるわけか」

「そ、そうよ」

　悠馬がふいにバスルームの折り戸を開けようとし、ガタッと音がする。ドキリとして身をすくませる百合に向かって、彼が言った。

「そろそろここを開けろ。いつまで立てこもっている気だ」

「こ、今夜はここから出ない。だからあなたは、自分の部屋に戻って」

　本当は身体が冷えていてすぐにでも出たかったが、悠馬と会ってまた抱かれる事態だけは避けたい。

　しかし彼は扉を開けようとする動きを緩めず、舌打ちした。

「今すぐ開けなかったら、この扉を壊す。直接顔を見て、君に建設的な提案をしてやろうというんだ。悪い話じゃないだろう」

「建設的な提案？」

「ああ。家の外に出たいんじゃなかったのか？」

　悠馬の言葉に、百合の心が揺れる。

　彼の顔は見たくないが、外出を許可してくれるなら話を聞く価値はありそうだ。そう考え、急いで折り戸の向こうに声をかけた。

「あ、開けるわ。今開けるから、壊すのはやめて」

「…………」

　悠馬が扉から手を離すのが見え、百合はロックを外す。

　その瞬間、勢いよく折り戸が開き、彼に身体を強く引き寄せられた。

「まったく手間がかかる。育ちが良いくせに、君はとんだじゃじゃ馬だな」

「あ……っ！」

　スーツ姿の悠馬の肩に身体を担ぎ上げられ、百合は動揺して声を上げる。

「は、離して！」

「暴れるな、落ちるぞ」

　脱衣所を出た彼は、寝室内に戻る。

　てっきりベッドに連れていかれると思い、百合は抵抗しようと身をよじるが、意外にも下ろされたのはソファの上だった。

「……っ」

　それでもまだ、油断はできない。しようと思えば、どこでだって行為はできるのだ。そう考え、百合は警戒心を強くする。

　怯えを押し殺して悠馬を見上げると、その表情を見た彼が軽く噴き出した。そして揶揄する口調で言う。

「何だ。もしかしてベッドに連れ込まれるかと、期待していたか？」

「……っ、そんなこと」

「話をすると言っただろう。その前に手を出せ」

「えっ？」

　強引に百合の両手をつかんできた彼は、「やっぱり」とつぶやく。そして呆れたような視線を向けてきた。

「身体が冷えてる。どれくらいあそこにいた？」

「あ、あの……十五分、くらい」

「風邪でも引いたらどうするんだ。ああ、足も冷えてるな」

　しゃがみ込んだ悠馬がおもむろに足に触れてきて、百合はビクリとする。

　ストッキングは水で濡れていて、足先まで冷え切っていた。すると彼が労わるようにさすってきて、百合は戸惑いをおぼえる。

「――……」

　悠馬の手は大きくて温かく、冷えた足にじんとぬくもりが伝わってきた。

　彼のしぐさは気遣いに溢れていて、本当にこちらの体調を心配しているのがわかり、百合はかすかに顔を歪める。

（もしかして、わたしが妊娠してるかもしれないから？　……だからこんなふうに気遣ったりするの）

　道具として扱うなら、中途半端に優しくしないでほしい。自分の気持ちを平気で無視するくせに、なぜ大事なもののように接するのかが、百合にはわからない。

　足をさする手を止めないまま、悠馬が口を開いた。

「先ほどの話だが。――条件付きなら、八嶋会長の見舞いを許可してもいい」

「ほ、ほんと？」

「ああ。君と連絡が取れないことで八嶋家に怪しまれては、元も子もないからな。条件としては、一人ではなく俺と一緒に行動してもらう。そして兄の不貞の件やこの家での出来事を話すのは、一切禁止だ」

　百合は心臓の鼓動が速まるのを感じながら、彼の顔を凝視する。

　入院中の祖父を見舞えることに安堵するのと同時に、「祖父に現状を訴えれば、この家から助け出してもらえるに違いない」という計算があった。

　たとえ悠馬が一緒にいたとしても、話し始めてしまえばこっちのものだ。八嶋物産の会長である祖父の手前、彼は百合との間に割り込んで話を制止したりはできない。

　そんなことを考える百合を尻目に、悠馬が言葉を続けた。

「八嶋会長はあまり体調がよろしくないと聞くし、確かに君も心配だろう。俺としては、君の自由を何もかも奪うつもりはない。この家に留まる意思さえ示してくれれば、閉じ込めておく必要はなくなる」

「この家に留まる」という決断はできそうにないが、今は下手したてに出るべきだ。百合は高鳴る胸の鼓動を抑えて言った。

「条件は……よくわかったわ。お祖父さまに会っても、何も喋らないって約束する」

「…………」

「だからお願い、お見舞いに行かせて」

　彼は百合の真意を探るように、じっとこちらを見つめてくる。百合が目をそらさずにいると、悠馬がふっと気配を緩めて答えた。

「わかった。ただ、俺のほうでスケジュールの調整をしなくてはならないから、詳しい時間は明日まで待ってほしい」

　外出の許可が下り、百合は大いに安堵する。

　思わずホッと胸を撫で下ろすと、ふいに彼がつぶやいた。

「駄目だ。――全然温まらないな」

「えっ？」

「君の足だ。これならお湯で温めたほうが早い。風呂に入ろう」

　そう言って悠馬が立ち上がり、手を引いてくる。百合は慌てて言った。

「だ、大丈夫だから、気にしないで」

「そんなに冷え切っているのに？」

　彼は眼鏡越しに百合を見つめ、小さく笑う。

「無駄な抵抗はやめて、俺に従ったほうがいいんじゃないのか。会長の見舞いに行きたいんだろう？」

「……っ」

　そう言われると何も返せず、百合は悠馬に連れられて再び脱衣所に向かった。

　先に浴室に入ってバスタブにお湯を溜め始めた彼が、こちらの衣服に手をかけてくる。

「ま、待って、わたし……」

　手慣れた様子で服を脱がされ始め、百合は頬が熱くなるのを感じる。ここで悠馬の機嫌を損ねれば外出の件がなくなるかと思うと、うかうか抵抗もできない。

　しかし明るい場所で肌を晒すのがどうしても嫌で、必死に訴えた。

「お願い、電気を消して」

「……しょうがないな」

　彼がため息をつき、脱衣所と浴室の電気を消す。

　暗くなって少しだけ羞恥が薄らいだ百合の衣服を、悠馬がすべて剥ぎ取った。彼がタオルを渡してきて、百合はそれで身体の前を隠す。所在なく立っていると、手早くスーツを脱いで眼鏡を外した彼が、こちらの手を引いて浴室に入った。

　中はお湯を溜めている浴槽からもうもうと湯気が立ち、暗くて物の位置がわかりづらい。シャワーヘッドを手に取ってコックを捻った悠馬が、温度調節をした湯を百合にかけてくる。

「……っ」

　湯は熱めで、冷えた身体に心地いい。

　しかし目の前に彼の裸体があると思うと恥ずかしくてたまらず、百合はうつむいて視線をそらした。するとふいに身体を引き寄せられ、背中にも湯をかけられる。

「あ……っ」

　その拍子に身体を隠していたタオルが足元に落ちてしまい、百合は焦りをおぼえた。

　素肌が触れ合い、悠馬の裸の胸に顔を押しつける形になって、慌てて離れようとする。彼の肩から二の腕にかけてはきれいな筋肉がつき、胸板もしっかりしていた。肩幅が広く長身なため、その身体はかなり大きく感じる。

　悠馬は百合をすっぽりと抱きすくめ、シャワーで湯をかける。そして残った手で、尻の丸みを握り込んできた。

「君の身体は、本当に細いな。でもどこを触っても柔らかくて、抱き心地がいい」

「や……っ」

　やわやわと揉まれ、思わず息が乱れる。

　四日間抱かれ続けた身体は、彼の匂いや体温、肌の感触にすっかり慣らされていた。当初感じていた痛みはなくなり、嵐のような激しさに翻弄されるのは、百合を別の意味で苦しめている。

（わたしは……この人に抱かれることに、納得したわけじゃない。だってわたしは、雅人さんの妻なんだから）

　悠馬に抱かれるたびにこみ上げる感情は、「夫以外と性行為をしている自分」への嫌悪だ。夫の雅人には結婚前から続いている相手がおり、その女性に子どもまで産ませているが、今の自分に彼を責める権利はあるだろうか。

（そうよ。わたしは義弟であるこの人と――何度も）

　世間から後ろ指を指される関係なのは、自分だって同じだ。いかに不可抗力だったとはいえ、この身は何度も汚されてしまっている。

　そう思うと惨めさが募り、百合はぎゅっと唇を噛んだ。こちらの意に反して好き勝手に振る舞う悠馬に対し、怒りの感情がある。しかし先ほどのように気遣う言動を見せられると、「悪い人ではないのかもしれない」と思う自分もいて、いたたまれなさがこみ上げた。

（絆されちゃ駄目。閉じ込めておきながらときおり優しくするなんて、この人はきっとわたしの気持ちをコントロールしようとしてる……）

　無理やり身体を奪われたとき、百合の矜持は深く傷ついた。

　由緒正しい家に生まれ育ち、周囲から大切にされるのが当たり前だった自分に対して、こんな扱いをした人間は一人もいない。だからこそ悠馬には強い反発と恨みの感情を持っているが、ときおり向けられる優しさに揺れる自分の弱さが、百合は嫌になる。

「……っ……もう、やめて」

　悠馬の胸を押してわずかに身体を離し、百合は小さな声で懇願する。

「これ以上、わたしに触れないで。……早く解放して」

　祖父の見舞いに行くためには、今は彼に逆らわないほうがいいとわかっている。

　しかし連日繰り返される行為は百合の心をひどく疲弊させていて、今にも崩れ落ちてしまいそうだった。百合は悠馬の顔を見ず、言葉を続けた。

「さんざんわたしの身体を好きにして、もう気が済んだでしょう？　確かに宇津木家にとって、八嶋家から迎えた嫁を手放すのは大きな痛手かもしれない。でも、わたしにだって感情はあるの。夫でもないあなたに抱かれるのは――嫌なの」

　目からポロリと涙が零れ、百合は顔を歪める。

　三ヵ月前は、幸せな結婚をしたはずだった。それなのに今は想像していなかった事態に巻き込まれ、なすすべもなく翻弄されている。

　百合の言葉を聞いた悠馬が、ふいに手に持っていたシャワーヘッドを床に放る。ゴトンと大きな音が響き、勢いよく辺りに湯を撒き散らした。

　彼は百合の二の腕をつかみ、強く身体を引き寄せて言った。

「俺の気がもう済んだだと？　――そんなわけないだろう」

「……っ」

「兄に代わって君の〝夫〟になったのは俺なんだから、この身体を好きにする権利がある。そして解放する気もない」

　こちらを見つめる悠馬の眼差しには押し殺した熱情があり、百合は混乱する。その言葉には断固とした決意がにじんでいて、「彼がここまで自分に執着する理由は何なのだろう」という疑問がこみ上げた。

　互いの間に、息詰まるような沈黙が満ちる。やがて悠馬が微笑んで言った。

「君は夫でもない俺に抱かれるのが苦痛だと言ったな。では、俺が君を物だとは思っていない、愛してると言ったらどうだ」

「えっ……」

　百合はドキリとして彼を見る。

　彼が自分を一人の女性として見て、尊重する――そんな想像をし、頬が熱くなった。

　悠馬は百合の目元にキスをし、髪に鼻先を埋める。そして柔らかく身体を抱き込み、耳元でささやいた。

「――可愛い百合。俺がこんなにも心を砕き、大切に扱うのは君だけだ。決してよそ見はしない、兄とは違うと、どれだけ言ったら信じてくれる？」

「あ、あの……」

　かつてないほど甘い睦言に、百合はひどく動揺する。

　彼の真意が、まったく読めない。反発を抑え込むために聞こえのいい言葉を並べ立て、こちらを懐柔しようとしているのだろうか。

　無理やり抱かれて傷ついたのは、自分の気持ちを無視して好き勝手されたからだ。だが、「もし悠馬と、きちんと意思疎通ができたら」と考え、百合はふと我に返る。

（何考えてるの、わたし。……こんな上辺だけの言葉に、たやすく騙されそうになるなんて）

　百合は悠馬の腕から逃れようとしながら、精一杯毅然として言った。

「何言ってるの。そんな言葉で、騙されるわけ――」

「嘘だと思われるのは、俺の不徳の致すところだな。だったらわかってもらえるよう、誠意を尽くすとするか」

　まさかまた、無体を働かれるのか。

　そう身構える百合を離し、彼が床に落ちたシャワーヘッドを取り上げる。そしてスポンジを濡らしたあと、コックを捻って一旦湯を止めた。

「一体何を……、ぁっ」

　スポンジにボディソープを付けた悠馬が、おもむろに百合の身体を洗い始める。腕から肩、胸を泡立てたスポンジで擦られ、百合は焦って言った。

「じ、自分でできるから……っ」

「いいから、じっとしてろ」

　彼の洗い方は細やかで、肌を傷つけないように力を加減しているのがわかる。

　百合の全身を泡だらけにしたあと、悠馬はシャワーでそれを洗い流す。そして髪に触れながら言った。

「髪も洗おうか？」

「け、結構よ」

「そうか。じゃあ、こっちだ」

　浴槽にはだいぶ湯が溜まっており、先に彼がそこに入る。手を引いて誘導され、百合は渋々同じ浴槽に浸かった。

「…………」

　背後から抱え込むように座らされ、背中に感じる悠馬の大きな身体を強烈に意識する。いつ先ほどのように触られるかと思うと、何ともいえない居心地の悪さを感じていた。

　百合の緊張を悟った悠馬が、背後で笑う。

「そんなに緊張するな。肩が凝るぞ」

「……っ、だって、こんな……」

「今日は何もしない。考えてみれば、毎晩抱くのは俺の配慮が欠けていた。君はあまり体力がなさそうだし」

　彼の言葉が意外で、百合は半信半疑な気持ちになる。

　これまで悠馬は、「家のために子どもを作る」という大義名分を振りかざし、毎晩この部屋を訪れていた。そこにあるのは家の都合を最優先するという利己的な都合で、彼としてはいち早く結果を出したいはずだ。

　しかし先ほどの思わせぶりな言葉といい、今の「今日は何もしない」という発言といい、その真意が読めない。複雑な気持ちで黙り込む百合に、悠馬が言った。

「明日はちゃんと八嶋会長の見舞いに連れていってやるから、安心しろ。たぶん午後になるだろうが、スケジュールの空きが出来次第、迎えに来る」

「…………」

「しかし君は会長を始め、家族に本当に大切にされているんだな。先日会合で、君の兄の吉裕よしひろ氏に会ったが、開口一番〝百合は元気でやっていますか〟と聞かれた」

「お兄さまが？」

　兄の吉裕は百合の七つ年上で、八嶋物産の系列会社で働いている。

　彼は歳の離れた妹を溺愛し、昔から少々過保護なところがあった。兄自身、一昨年に結婚して現在一歳になる息子がいるが、百合への気持ちはまた別物らしい。

　百合は蛇口から音を立てて浴槽に注がれる湯を見ながら答えた。

「たぶん、わたしが小学校のときに母が亡くなったから……家族は皆、わたしを不憫に思ってるんだと思う。一族に滅多に女の子が生まれないこともあって、可愛がられた部分もあるし」

「仲が良くて、うちとは大違いだ」

「あなたと雅人さんは、仲が良くないの？　それにお義父さまも、同じ会社で働いてるのに」

　悠馬が鼻で笑って言った。

「一緒に仕事をしている関係上、言葉を交わす機会は多いが、君の家のように仲が良いかというとまったくそんなことはない。実は俺は、後妻の子なんだ。宇津木家うちは代々長子が優遇されてきた家で、俺と兄の扱いには昔から歴然とした差があった」

　雅人の母親と明人が離婚したあと、後妻としてこの家に入った玲子は程なくして悠馬を出産したものの、明人はほとんど関心を示さなかったという。

　一方で雅人はいつも父に気にかけられ、欲しがるものは何でも与えられて、宇津木家の跡取りとして大切にされていたらしい。

「俺が今、会社で常務の地位にあるのは、自分で努力した結果だ。兄は最初から幹部候補として入社したが、俺はそうじゃなかったし」

　宇津木商事は典型的な同族経営の会社だと思っていたため、悠馬のそうした境遇を百合は意外に思う。

（そこまで差をつけられていたのに、自力で常務になるなんて……すごい）

　だが百合の目から見た雅人は穏やかな気質で、とても優しそうな人間だ。弟である悠馬のことも当然気遣う印象を持っていたが、それを聞いた彼が淡々と答える。

「兄が優しくないとは言わないが、彼は生まれながらに俺を格下だと考えているからな。――実力を伴わない人間にそんな態度を取られても、仲良くはできない」

　ふいに悠馬の声音が冷たいものを孕んだ気がして、百合はドキリとする。

　思わずそっと背後を振り返ると、彼と目が合った。悠馬がチラリと笑い、取り繕うように言葉を続ける。

「まあ、この歳で同じ会社にいれば、仕事の話しかしなくなるものだ。たとえ家族でも」

「……そう」

　彼が雅人を「実力が伴わない」と評したのが気になったが、詳細を聞くのは気が引ける。ただ、二人がさほど仲が良くない兄弟だというのは、口調から何となくわかった。

（わたし、雅人さんのこと……何も知らないんだわ。悠馬さんとの兄弟仲についても、全然聞いたことがなかった）

　パーティーで出会い、王子めいた容貌の彼に一目惚れをして、そのままトントン拍子に結婚まで話が進んだ。

　婚約していた七ヵ月のあいだ、彼は百合に対してとても優しかったが、いつも会話は無難な話題に終始し、深い話をしたことがなかったように思う。

（そんな状況で結婚したのが……そもそもの間違いだった？　わたしはあの人を愛してると思っていたけど、結局上辺だけしか見ていなかったのかもしれない……）

　考え込む百合を、後ろから悠馬がじっと見ている。彼は腕を伸ばして浴槽の湯を止めて言った。

「――ところで、明日の見舞いについてだが。君にまだ礼を言われていない」

「えっ？」

「これでもいろいろと忙しいんだ。予定をやりくりして時間を空ける俺に、感謝の気持ちはないのか？」

「……っ」

　あまりに不遜な言葉に、百合の中で反発心が募る。

　そもそも祖父の見舞いに行くのに、悠馬の許可を得る必要はない。本来は何をするのも自由なはずなのに、こうして恩着せがましく言われるのは不愉快だ。

（……でも）

　確かに今の自分は、悠馬の許可がなければ外には出られない。祖父の体調が心配なのも本当で、会いに行けることになって心底ホッとしていた。

　百合は渋々口を開いた。

「……ありがとう。お祖父さまに会いにいくのを許可してくれて、感謝してる」

　百合の言葉を聞いた彼が、ふっと笑う。そして思わぬことを要求してきた。

「感謝してるなら、態度で示してもらおうか」

「態度？」

「ああ。君からキスしてくれ」

　百合の頬に、パッと朱が差す。怒りがじわじわとこみ上げて、悠馬の顔を見ずに言った。

「〝今日は何もしない〟って言ったくせに、舌の根も乾かないうちにそれ？　大の男が自分の発言に責任を持てないのって、すごく恥ずかしいことだと思うわ」

「しないさ。まさか君は、キス程度が〝何か〟に入ると思ってるのか？　さすがは初心な箱入り娘だな」

　煽るようにせせら笑われ、頭に血が上る。百合はむきになって反論した。

「そんなことない。……キスくらい、別に」

「じゃあ、できるだろ」

　本当は、嫌で仕方ない。百合が望んでしたキスは結婚式で雅人としたときのみで、悠馬とは無理やりされたものばかりだ。

　しかし子ども扱いして馬鹿にされるのは、面白くない。後ろを振り仰いだ百合は、ぎゅっと目を瞑り、彼に唇を押しつける。そしてすぐに離れて元の姿勢に戻った。

「こ、これでいいんでしょ」

「ふざけてるのか？　今のは中学生レベルだろう」

「……っ」

　ディープなキスをしろと要求されているのに気づいた百合は、にわかに落ち着かない気持ちになる。

　熱くなった頬を悠馬の大きな手が撫でてきて、ますます羞恥が募った。背後から耳元に顔を寄せ、彼が言う。

「やるならちゃんとやれ。大人なんだろ」

「…………」

「――百合」

　いつのまにか自然に名前を呼び捨てにされ、低い声を直接耳にささやかれて、ゾクリとした感覚が背すじを走る。

　意を決した百合はモソモソと姿勢を変え、悠馬に向き直った。バスルーム内は電気が点いておらず暗かったが、互いの輪郭はぼんやりと見える。

　悠馬の体型はすっきりとしていながら適度な筋肉がつき、色気があった。首から広い肩にかけてのライン、しなやかな二の腕が男らしく、百合は目のやり場に困る。

　一方の百合もやはり裸で、胸があらわなのが恥ずかしい。彼にも自分の身体を見られているのだと思うと、早くこの時間を切り上げたくてたまらなくなった。

（仕方ない。……お祖父さまに会うためなんだから）

　そう自分に言い聞かせ、百合は彼の首に両腕を回す。

　そしてドキドキとうるさく鳴る心臓の鼓動を意識しつつ、悠馬に口づけた。

「――……」

　薄い唇は意外に柔らかく、百合は内心驚きをおぼえる。

　ぎゅっと押しつけたあと、舌先で表面をそうっとなぞった。彼がかすかに唇を開いてきて、百合は思い切って中に舌を差し込む。

「……っ」

　歯列を割って触れた悠馬の舌の感触に、体温が上がった。

　ここまですればいいだろうと考えた百合は、唇を離す。その瞬間、彼の手が後頭部をつかんできて、深く口づけられた。

「んぅっ……」

　少し荒っぽく押し入ってきた舌が、百合のそれに絡んでくる。

　先ほどのキスの稚拙さを嘲笑うがごとく、喉奥まで探りながら中を舐め尽くす動きに、百合はただ息を乱した。

「ふっ……ぅっ、ん……っ」

　角度を変えて何度も口づけられ、呼吸が苦しくなる。ようやく離されたときは目が潤んでいて、悠馬が笑った。

「このくらいしてくれないと、礼にはならないな」

「……っ……」

　まるで性行為を連想するキスに、乱された百合は悔しさをおぼえる。彼はそんな表情を愛でるように眺め、百合の濡れた唇を指で拭いながら言った。

「まあ、今日はこの程度にしておこう。――明日はいつでも出られるよう、身支度をしておいてくれ」










第五章











　今日は朝からすっきりと晴れ、初夏らしい陽気になっている。

　日中は気温がぐんぐん上がり、陽光にきらめく街路樹の緑が目に眩しい。風はなく、街中を歩く人々は一様に暑そうにしていて、日傘を差す女性やスーツの上着を脱いでシャツの袖を折るサラリーマンたちが目立っていた。

　それを横目に冷房の効いた車を運転する悠馬は、自宅のある品川の方角へ向かう。今日は朝から精力的に仕事をこなし、スケジュールを調整して、何とか午後三時過ぎに会社を出ることができた。

　わざわざ時間を作ったのは、昨日百合とした約束のせいだ。今日で丸六日間、自宅に軟禁されている彼女は、昨夜「外に出してほしい」と直談判してきた。

（俺がいないあいだに、家政婦たちを買収しようとするとはな。……おとなしそうな見かけに反して、意外に行動力がある）

　いかにも令嬢然として楚々とした雰囲気の百合だが、話してみると存外気が強く、ポンポン言い返してくる。

　それは当初のイメージからだいぶ乖離しているものの、まるで血統書付きの猫が毛を逆立てて威嚇しているかのように見え、悠馬の中では「可愛い」と思える範囲だった。

　昨夜の出来事を反芻し、悠馬の顔に笑みが浮かぶ。バスルームに立てこもられたときは厄介だと思ったが、その後「自分と一緒なら、八嶋会長の見舞いに連れていってやってもいい」と提案したところ、彼女はすぐ飛びついてきた。

　そして謝礼を要求すると、百合は渋々ながら悠馬にキスしてきた。それは中学生レベルの初々しいものだったが、彼女から自発的にされたことに、悠馬は大いに満足していた。

（……百合が人を信じやすいのは、きっと家族に大切に育てられたからなんだろうな）

　悠馬がささやいた睦言に、彼女は明らかに動揺していた。

　こちらに対する警戒心を依然として隠さないものの、甘い言葉にはわかりやすく心を揺らす。そんな百合の心情が手に取るように伝わってきて、悠馬は彼女の純粋さを微笑ましく思った。

（愛情のある家庭で育てば、あんなふうになるんだろうか。……俺とは違って）

　悠馬にとっての「家族」とは、それほど温かいものではない。

　物心ついたときから父は兄一人を特別扱いしていて、こちらにはろくに興味を示さなかった。母は外出ばかりして家にはおらず、兄はときおり気まぐれのような優しさを見せたものの、父の自分たちに対する扱いの差に何の疑問も抱いていなかった。

　そんな家で育った自分が、どこか歪だという自覚が悠馬にはある。

　会社を出て約十五分、車を停めた悠馬は自宅に入る。家政婦の斉藤が「おかえりなさいませ」と頭を下げてきて、悠馬は彼女に向かって言った。

「義姉さんの出掛ける準備はできているか？」

「はい、お呼びしてまいります」

　程なくして二階から現れた百合は、首元にリボンが付いたフェミニンなトップスにプリーツスカートを合わせ、編み込んだ髪をハーフアップにした、清楚なお出掛けスタイルだった。

　品良く優雅な姿をじっと見つめると、彼女が落ち着かない様子で言う。

「あの……どこかおかしい？」

「いや、何でもない。行こうか」

　外に出た悠馬は、車の助手席のドアを開けてやる。

　あとからついて来た百合は、自分が座るのが後部座席ではないことにかすかに表情を曇らせたものの、無言で車に乗り込んだ。そのドアを閉めてやり、悠馬は運転席に座ると、シートベルトをして車を発進させる。

「Ｋ病院でよかったか？」

「ええ」

　助手席に座った彼女は、居心地の悪そうな顔でシートに収まっている。

　隣で運転する悠馬を、百合はかなり意識しているようだ。前の座席で二人きり、しかも外出を「許されて」行動するのに、心の中で葛藤があるのだろう。

　だがしばらくすると彼女は車窓から外を眺め始め、徐々に明るい表情になる。その様子を見た悠馬は、内心「素直だな」と考えた。

（まあ、こうして何日間も自宅に閉じ込められれば、気が滅入って当たり前か。……会長のことも気になっていただろうし）

　本当はこうして百合を家族に会わせるのは、大きなリスクだ。

　もし彼女が祖父に会い、雅人の不貞の件や悠馬からの仕打ちについてすべて話してしまえば、間違いなく大事になる。しかし悠馬には、そうならないだろうという計算があった。

　自宅がある池田山から首都高を使って約十五分、目的のＫ病院に到着する。八嶋会長が入院する特別室は、いわゆるＶＩＰ個室だ。

　広さ八十平米を超える室内はさながら高級ホテルのスイートルームで、キッチンやユニットバス、大型テレビやラグジュアリーな応接家具が備え付けられており、家族を呼ぶことも歓迎されているという。一日当たりの費用は二十万円ほどかかるらしく、大企業の会長にふさわしい個室だといえる。

　停車した車の中で、百合は上流階級の娘らしくドアが開けられるのを待っていた。悠馬がドアを開けてやると、その腕の下をくぐって出た彼女は、慣れた様子で最上階の特別病棟に向かう。

　インターフォンで見舞客であることを告げ、ガラス扉をくぐった。そして高級感のある木製のドアをノックし、中に入る。

「失礼いたします、百合です」

「まあ、お嬢さま。普段はもっと早い時間にいらっしゃっておりますのに、今日はずいぶん遅うございますね」

　声を上げてベッドサイドの椅子から立ち上がったのは、五十代後半の小柄な女性だ。百合が微笑んで挨拶した。

「付き添いご苦労さま、好子よしこさん。お祖父さまのお加減はいかがかしら」

「少し前から、おやすみになっていたんです。大旦那さま、お嬢さまがいらっしゃいましたよ」

　好子が声をかけると、ベッドに横たわっていた老人が目を開ける。そしてこちらを見て微笑んだ。

「おお、百合か」

　ベッドにいるのは、八嶋物産の会長である幸吉だ。彼の腕には点滴が繋がっており、以前見たときよりだいぶやつれて見えた。

（……短期間で、かなり体重が落ちている。相当悪いのか）

　そう考える悠馬を尻目に、八嶋会長が百合に向かって言う。

「ここ何日か姿を見せなかったから、どうしたのかと思っていたんだ。何かあったのか？」

「いいえ、その……いろいろと忙しくて」

　そこで八嶋会長が悠馬の存在に気づき、驚いたように目を瞠る。百合が慌てて説明した。

「あの、今日は悠馬さんに送っていただいたの。わたしがお祖父さまのところに行くと話したら、同行したいって申し出てくださって」

「ご無沙汰しております、八嶋会長。お加減はいかがでしょうか」

　持参してきた果物の籠を差し出すと、彼はわずかに身を起こしながら答える。

「ありがとう。この歳で一度体調を崩すと、あちこち不具合が出てきてね。日によって調子が良かったり、悪かったりというところかな」

　百合がベッドのリモコンを操作し、会長が身体を起こすのを手伝う。好子はお茶を淹れるため、ミニキッチンにある電気ケトルで湯を沸かしていた。会長が微笑んで言う。

「しかし、わざわざ君が百合に同行してくれるとはな。雅人くんは忙しいのかね」

「兄は今、オーストラリアの会社との新規事業の件で忙しくしておりまして」

「ほう」

　それからしばらく、悠馬は八嶋会長と業界話に花を咲かせる。

　さすがにまだ現役で会長職にいるだけあって、彼は打てば響くように反応を返してきた。しかしときおり苦しげな息遣いで咳き込むことがあり、そのたびに百合が心配そうに背中をさする。

　やがて会長が、彼女に向かって言った。

「しかしお前は、宇津木家の皆さんといい関係を築けているんだな。義弟である悠馬くんとも仲良くしているとは、安心したよ」

「……あの」

　百合がチラリとこちらに視線を向け、何か言いよどむ。

　悠馬が素知らぬ顔でいると、彼女はしばし躊躇うようなそぶりを見せ、小さく答えた。

「ええ、……本当に良くしていただいているわ」

「これでお前の産む曾孫を抱けたら、私は何も思い残すことはない。早くに母親を亡くして不憫な子だと思っていたお前が、自ら望んだ相手と幸せな結婚をしたんだ。それだけでもう、肩の荷が下りたよ」

「お祖父さま、そんな」

　八嶋会長の発言を聞いた百合が身を乗り出し、祖父の皺深い手をぎゅっと握る。

「そんな気弱なことを言っては駄目。病は気からって言うでしょう？　この先うんと長生きして、わたしが産む子どもを可愛がってくれなきゃ嫌よ。今はとにかく病気の治療に専念して、早く退院できるように頑張って。ね？」

　それから彼女は精一杯明るい話題に終始し、近いうちに八嶋会長が好きな甘いものを持ってくると約束した。

　そして約一時間後、好子に見送られて病院を出る。

「…………」

　車に乗り込んだあと、助手席に座る百合は浮かない顔で黙り込んでいた。

　運転席に座った悠馬は、車のエンジンをかける。やがて彼女が、外を見つめながらポツリと言った。

「あなたは、きっと……わかっていたのね」

「何がだ」

「わたしが今日、お祖父さまに全部話すつもりでいたこと。――でも、結局何も言えないことまで、事前に予想していたんでしょう？」

「…………」

　ハンドルを切り、緩やかな速度で病院の駐車場から出ながら、悠馬は無言で百合の言葉を肯定する。

　先ほど会った会長は傍から見てもわかるほどに病み衰え、かなり体調が悪そうに見えた。

　話しているときも何度も咳き込み、声も嗄れていて、風の噂でだいぶ加減が悪いのを知っていた悠馬は、百合が祖父に心配をかけないために何も言えないだろうことを事前に予測して見舞いに連れていった。

　百合は沈痛な面持ちで外を見ていたが、「だけど」と言葉を続ける。

「今日は会いに来られてよかった。〝年齢的に、入院が長引いたら覚悟しなければならない〟って父から言われていて、今までは一番時間のあるわたしがまめに病院に通っていたの。……許可してくれて、本当にありがとう」

「――……」

　まさか礼を言われると思っていなかった悠馬は、虚を衝かれて黙り込む。

　今どき珍しいくらいに純粋培養の彼女は、考え方がとても素直だ。前を向いて運転しながら、悠馬は口を開いた。

「……時間があるときなら、こうしてまた見舞いに連れていってやる。さすがに毎日とはいかないが」

「いいの？」

「ああ。会長のことが心配なんだろう？」

　自宅に軟禁されていたこの六日間、百合は祖父の体調をずっと気にかけていたはずだ。先ほどの様子を見たら、ますます不安が募ったに違いない。

　悠馬の言葉を聞いた百合が、安堵と感謝がない交ぜになった表情を浮かべる。そしてかすかに微笑んで言った。

「……ありがとう」

「…………」

　車内には西日が燦々と差し込み、明るかった。チラリと時刻を確かめた悠馬は、彼女に問いかけた。

「――ところで君は、普段買い物をする際、百貨店を使っているのか？」

「お買い物？　服ならショップから送られてくるカタログを吟味して、百貨店のお帳場にお願いしているけど」

　ならば百貨店に行けば、百合の顔を知っている係の者が即座に駆けつけてくるのは目に見えている。

　名家の令嬢なら当然だと思いつつも、それを煩わしく感じた悠馬は、青山通りから銀座へと向かった。十分余り車を走らせ、駐車場に停車して向かったのは、有名アパレルショップだ。百合が戸惑った顔で言った。

「悠馬さん、どうしてここに……」

「気晴らしだ。君もずっと家にいて、ストレスが溜まっているだろうし」

　元は高級毛皮の専門店であるこのブランドは日本で誕生し、エレガントなデザインの服が幅広い年代の女性から大きな支持を得ている。

　困惑する百合を尻目に店内に入った悠馬は、彼女に似合いそうなものをいくつか見繕った。ちょっとしたパーティーなどに着ていけそうなベージュのノースリーブワンピースは、ウエスト部分に細いレザーベルトが付いていて、シンプルなデザインながら上品さを醸し出している。

　一方、黒い膝丈のドレスは裾のカッティングとレースの透け感が優雅で、その二着の購入を決めた。店員に会計を頼む悠馬の横で、百合が慌てた顔で言う。

「悠馬さん、いいわ。わたし、自分で買うから――」

「男が金を出すときは、黙って受け取れ。別にこの程度、たいしたことはない」

　店を出た悠馬は近隣の他のショップを梯子し、先ほど買ったドレスに合いそうなアクセサリーや靴などを次々に購入する。百合は上品で体型がほっそりしているため、何を試着させてもよく似合った。

（……なかなか楽しいな）

　きれいな女にあれこれ選んでやるのは、普段はまったくやらないことだが、意外に楽しい。最初尻込みしていた彼女は、次第に控えめながら自分の意見を述べてきて、思いつきで始まった買い物は充実した内容になった。

　やがて午後六時になり、電話で席の空きを確認した悠馬は、近場にある割烹に向かう。数寄屋造りの店内は落ち着いた和の雰囲気で、海外の人間に受けが良く、仕事でたまに使っているところだ。食材が持つ繊細さを引き出しつつ旬を大切にした料理は、華美ではないものの凛として端正であり、名店といわれるのも頷ける。

「……もう、自宅に帰ると思ってたのに」

　隣に座った百合がそうつぶやき、悠馬は酒のメニューを見ながら答える。

「うちの料理人の専門は洋食だから、たまには和食もいいかと思ったんだ。両親や俺は外での食事が多いが、君はそうじゃないからな」

「……じゃあ、わたしのために？」

「ああ」

　彼女が何ともいえない表情で黙り込み、それを見た悠馬はかすかに微笑む。

　突然こうした店に来ても臆した様子がないのは、きっと百合にとって特別ではないからに違いない。由緒正しい家に生まれ育った彼女は立ち居振る舞いやマナーが完璧で、どんなところにいても背すじがピンと伸び、堂々としている。

　悠馬がカウンター越しに板前と話していると、百合は興味深そうにそれを聞いていた。以前ここに連れてきた海外の客の話をしていた流れで、悠馬は隣に座る彼女に問いかける。

「君は、海外には？」

「小学校のときにドイツのサマーキャンプに参加したり、中学高校はスイスやフランスにホームステイをしたりして……。大学時代は、ロンドンに留学をしたわ」

「じゃあ、語学が堪能なのか」

　旅行で行ったのかと思いきや、どうやら語学の勉強のために渡航していたのだとわかり、悠馬は意外に思う。

　百合にどの言語が話せるのか聞くと、彼女は「英語、フランス語と、ドイツ語を少し」と答えた。それだけの教養があるのにすぐ結婚してしまったのを勿体なく感じるが、上流階級の人間なら珍しくないのかもしれない。

　食前酒と共に出てきた先付けは炙り鱧と煎り酒、カラスミとルッコラで、前菜は蕗味噌の胡麻豆腐と筍の土佐煮、とり貝浸しやアスパラの麹焼きとなっており、食欲をそそる美しい盛りつけだった。

　きれいな箸遣いで口に運んだ百合が、目を輝かせる。そしてしばし料理の味を堪能し、ふと思いついた顔で悠馬に問いかけてきた。

「宇津木商事は総合商社で、海外との取引が多いんでしょう？　あなたもどこかの国に駐在した経験があるの？」

　最初に比べるとだいぶ打ち解け、こちらに興味があるそぶりを見せ始めた彼女に、悠馬は思わず微笑む。彼女との時間を楽しんでいる自分を感じながら、お猪口の酒を一口飲んで答えた。

「――ああ。アメリカの、シリコンバレーにな」
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　数寄屋造りの店内は落ち着いた雰囲気で、ゆったりとした空間と白木のカウンターが印象的だ。

　目の前で板前が料理を仕上げていくのを眺めながら、百合はフルーティーな口当たりの発泡にごり酒を飲む。悠馬の言うとおり、和食は久しぶりだった。先付けは鱧の食感に煎り酒の梅干しの風味が、よく合っている。蕗味噌の春らしい香りや筍の歯ごたえなど、どれも五月にふさわしいメニューで、このあと何が出てくるか楽しみになった。

　鼻先にふんわりとした酒の香気を感じながら、百合は小さく息をつく。

（何だか不思議。悠馬さんと……こんなお店に来ているなんて）

　――彼には昨日から、調子を狂わされっ放しだ。

　昨夜、百合の部屋を訪れた悠馬は、一緒に風呂に入ったもののキス以外は何もしなかった。そして「自分と一緒なら、祖父の見舞いに行くのを許可してもいい」と言い、今日の午後にＫ病院まで連れていってくれた。

　てっきりそのまま帰るのかと思いきや、彼は車で銀座まで出ると、女性向けのアパレルショップに向かった。そして数点の服を見繕い、それに合うアクセサリーや靴まで次々と購入して、百合は終始困惑していた。

（この人は……どうしてこんなことをするの？　わたしの機嫌を取るため？）

　悠馬が買い物に使った金額は、結構な額だ。

「自分で払う」と申し出たものの、彼は断固として聞かず、百合は何ともいえない居心地の悪さを味わった。しかも最後には雰囲気のいい割烹にまで連れてこられて、これではまるでデートだ。

　悠馬いわく、今日の外出は、これまで自宅に軟禁されていた百合のストレスを和らげるためらしい。祖父の病院を出てからの彼はひどく楽しそうに見え、百合はどんな顔をしていいかわからなかった。

「どこかの国に駐在経験があるのか」と問いかけたのは、ほんの気まぐれだ。百合は学生時代に何度か語学留学していた経験があり、悠馬がどんな国にいたのか少しだけ興味があった。

　彼はお猪口の日本酒を傾けつつ答える。

「ああ。アメリカの、シリコンバレーにな」

「どういう仕事をしていたの？」

「自社の商圏拡大が目的だが、業務の幅は広かった。自分のところの製品を売り込んだり、展示会に出展してコネクションを広げたり。あとは情報の収集や交換、それを分析した考察をまとめたりだとか、アジア圏や日本側に展開するためのすり合わせを本社としたり……。他にグローバルチームリーディング、全米の顧客からの問い合わせ対応もある上、カナダやメキシコもカバー範囲に入っていたから、目の回るような忙しさだった」

　出張も多く、シアトルやロサンゼルス、サンディエゴを始め、フロリダ、ダラス、シカゴやアトランタなど、あちこちに行ったという。

「デトロイトなど東海岸への出張になると、時間が最大で三時間進むから、移動だけで一日潰れるんだ。夜中の十二時半くらいまでメール対応をするのが当たり前だったし、朝方の三時とかに本社と遠隔会議テレカンをしていたから、かなりブラックだったといえるかもしれない」

　悠馬の話はとても興味深く、気づけば百合は彼の話に聞き入っていた。

　こちらの留学先での暮らしについても聞かれ、思いがけず会話が弾む。そうするうち、料理は碗からお造り、焼き物に進み、鰆のきび明太子焼きや太刀魚の八幡巻き、ノビルの雲丹揚げや山独活やまうどなどに舌鼓を打った。

（……美味しい）

　料理は多すぎず少なすぎずの丁度いい量で、煮物や揚げ物、ご飯や水菓子まで食べ終えると、大満足の内容だった。

　店の外に出た途端、ひんやりとした夜風が吹き抜け、酔いで火照った頬に心地いい。振り返った百合は、悠馬に向かって礼を述べた。

「悠馬さん、ご馳走さまでした」

「ああ」

　当然のように金を出されてしまい、百合はいたたまれなさをおぼえる。

　酒気を孕んだ息をつくと、彼が車を停めた場所とは逆の方向に歩き出しながら言った。

「――こっちだ」

「えっ、車は？」

「俺も飲んでしまったから、置いていくしかない」

　ならばタクシーで帰るのかと思ったが、悠馬が足を向けたのはとあるホテルだった。びっくりしてエントランスで足を止める百合に、彼がこちらを向いて言う。

「どうした？」

「どうしたって……わたし、もう帰りたいのだけど」

「せっかくここまで来たんだ、もう少し飲んでいってもいいだろう」

　どうやらホテル内のバーに行くのだと気づき、百合は別のことを考えていた自分を恥ずかしく思う。しかし既に酔っているのだから、酒はもう充分だ。

　そう伝えたものの、悠馬は足を止めることなくホテル内に入ってしまい、百合は慌てて彼のあとを追った。

（一杯だけ飲んだら、帰ろう。……わたし、そんなにお酒に強くないし）

　ロビーからエレベーターに向かうところで、ふいに電話の着信音が響き、悠馬が懐からスマートフォンを取り出す。彼はディスプレイをチラリと確認すると、百合に向かって言った。

「悪いが、ちょっと座って待っててくれるか？」

「……ええ」

　悠馬が電話に出て、何やら話しながら離れていく。それを見送った百合は、ロビーのソファに腰を下ろした。

　元々そんなに酒が強くないのに、先ほどの食事の際に結構な量の日本酒を飲んでしまい、だいぶ酔いが回ってきている。見回したロビーは都会的で洗練されており、宿泊のみならず飲食の利用者が多いのか、行き交う人々でにぎわっていた。

（そういえば、雅人さんとも一度バーに行ったことがあったわ。……食事をしたあとに）

　気づけばもう、一週間以上彼には会っていない。

　雅人はどこで何をしているのだろう。既にオーストラリアから帰ってきているらしいが、彼は自宅に一切寄り付いていなかった。

（雅人さんはわたしと話をしたくなくて、自宅に帰ってこないの？　……悠馬さんに会わせてくれるように言っても、一向に埒が明かないし）

　興信所による報告書が届いて以来、百合を取り巻く人間関係はひどく歪になってしまった。

　義弟である悠馬に無理やり抱かれたことは、今も自分の中で整理がついていない。義両親や家政婦たちは軟禁されている状況に見て見ぬふりで、頼みの綱の雅人が帰ってこないため、八方塞がりだ。

　ならばと祖父にすべてを打ち明けようとしたものの、彼はほんの数日会わないだけで目に見えて病み衰えていて、そんな祖父に心配をかけるようなことは口に出せなかった。

（何やってるんだろう、わたし。悠馬さんにされたことは許せないのに、彼にいろいろプレゼントされて……食事まで一緒にしているなんて）

　ふと、彼が離れた今はチャンスではないかと百合は考える。

　ホテルを出てタクシーに乗り込み、実家に帰る。そうして父や兄に事情を説明すれば、彼らがしかるべき対処をしてくれ、二度と宇津木の家に戻らなくていいはずだ。

「……っ」

　百合は急いでソファから立ち上がる。そしてバッグをつかみ、エントランスの方向へ歩き出そうとした瞬間、背後から声が響いた。

「――どこへ行く？　まさか一人で帰ろうとしていたのか？」

　ビクリとして振り向くと、そこには悠馬が立っている。

　彼はまったく慌てた様子はなく、余裕の表情で言葉を続けた。

「うかうか目も離せないな。まあ、これまでの君の行動パターンを考えると、充分想定の範囲内だが」

「…………」

「さて、行こうか」

　落ち着き払った態度の悠馬が、百合の肩を抱き寄せて歩き出す。百合は抵抗できず、内心忸怩たる思いを噛みしめた。

（わたしの馬鹿。どうしてもっと早く行動しなかったの？　……上手くすれば、逃げられたかもしれないのに）

　いざというとき身がすくんでしまうのは、「彼には敵わない」という事実を繰り返し身体に教え込まれたせいだろうか。圧倒的な男の力にねじ伏せられたのは記憶に生々しく、悠馬に抱き寄せられた途端、百合はすっかり萎縮してしまっていた。

　エレベーターに乗り込み、ドアが閉まる。箱が上昇を始め、息詰まるような沈黙が満ちた。やがてエレベーターが二十三階で停止し、悠馬が百合を伴って廊下に出たが、そこはバーのある階ではない。

　百合は戸惑って声を上げた。

「悠馬さん、ここって――」

「君はもうかなり酔っているようだから、バーに行くのはやめだ」

　宿泊フロアの廊下を進み、奥の部屋の前に来た彼は、カードキーで解錠する。ドアを開けると、そこは広々としたラグジュアリーな客室だった。

　大きな一面の窓からは、きらびやかな夜景が見える。スタイリッシュな家具が並ぶ部屋の真ん中にはキングサイズのベッドがあり、百合はじんわりと頬が熱くなるのを感じた。

「飲むって言ったくせに――嘘つき」

「へえ、君は自宅で抱かれるほうが好みか。気づかずに悪かった」

「そ、そんなこと言ってないでしょ」

　突然直截的な言葉を出され、百合の心拍数が跳ね上がる。

　背後でドアが閉まり、焦りがこみ上げた。こちらを振り向いた悠馬が、百合の腰を抱き寄せて言う。

「しかし、ほんのわずか目を離した隙に逃げようとするとはな。八嶋会長の見舞いに連れていった上、プレゼントや食事をせっせと貢いでやっている俺に、ひどい仕打ちだと思わないか」

「……っ、それは……」

「まあ君の育ちからすれば、あの程度の品物はそう特別ではないかもしれないが」

「そんなことないわ。あなたにたくさんお金を使わせて、申し訳ないと思ってる」

　すると彼は微笑み、百合の髪に触れながら言った。

「別に申し訳なく思う必要はない。きれいな女に似合うものを見繕うのは、なかなかやりがいがあった。俺は君と出掛けて楽しかったから、気にするな」

「……楽しかったって」

　悠馬の言葉が意外で、百合は困惑する。

　彼は事業の存続のために自分を逃がしたくないだけで、むしろ打算で関わっているのだと思っていた。しかし確かに今日の悠馬は終始楽しそうに見え、百合は彼の気持ちがわからなくなる。

　そんなこちらの心の揺れを愉しむような顔で、彼は百合の頬を撫でる。そして言葉を続けた。

「部屋を取ったのは、君がもう充分酔っていたせいというのもあるが。――本当はずっと、触れたくて仕方なかった」

「えっ……？」

「昨夜は一緒に風呂に入っただけだったからな。今日は外に出て、改めて君の魅力に気づいた。沈んだ顔をしているより明るい表情のほうが可愛いし、話す内容も思いのほか落ち着いていて思慮深い。見た目だけじゃなく、中身もとても魅力的なんだということが、よくわかった」

　百合の顔が、じわじわと赤らんでいく。

　クールで冷徹な顔をしているくせにこんなにも雄弁なのは、それが演技だからだろうか。

（きっと……演技よ。この人はわたしを思うように操りたいだけで――子どもを産ませるのが目的なんだから）

　なのにこちらを見る眼差しが本当に熱を孕んでいるように見え、百合は落ち着かなさをおぼえる。

　おそらく悠馬は、誰にでもこんなことを言うタイプではない。これまでの言動からするとそんな気がするが、ならばその目的はやはり自分の懐柔だろうか。

　彼の真意を探るため、百合は目まぐるしく考えながら口を開いた。

「悠馬さんに……一度聞いておきたかったんだけど。あなたは本当は、嫌なんじゃない？　こんなおかしな状況になって」

「何がだ」

「会社の存続のために、種馬のような役割を買って出たんでしょう？　普通、プライドがあったらできないんじゃないかしら。そんなこと」

　わざと挑発的なフレーズを使った問いかけに、悠馬がふっと笑って答える。

「なぜ嫌がる必要がある？　君を抱けるのに」

「でも……」

「誰でもいいわけじゃない。俺は欲しいものがはっきりしていて、そのために努力している」

「欲しいもの？」

　強い意思を感じさせる言葉に、百合は思わず顔を上げて彼を見る。

　途端に悠馬と視線がかち合い、目をそらせなくなった。

（この人にとって、わたしを抱くのは楽しいってこと？　……どうしてそんな目で、わたしを見るの）

　――そもそもこんな関係になる前、彼は自分をどう思っていたのだろう。

　淡々としてまったくこちらに興味がないそぶりだった記憶しかないが、百合はにわかに悠馬の内面が気になり出す。しかしそんな思考を遮り、彼が言った。

「とりあえず今俺がしたいのは、君を抱くことだ。自宅だと両親が帰ってくるかもしれないリスクがあったが、ここなら遠慮せず声を出せるだろう」

「何言ってるの。声なんて……っ」

「なら、出さずにいられるか試してみようか？」

　眼差しににじむ甘さにドキリとした瞬間、抱き寄せられて唇を塞がれる。

　押しのけようとしたものの、腕に力を込めてより強く抱きすくめられ、百合はくぐもった声を漏らした。押し入ってきた舌が絡みつき、ザラリとしたその感触に肌が粟立つ。上手く呼吸ができず、酒の酔いも相まって、頭がクラクラした。

「は……っ」

　何度も角度を変えて口づけ、百合の抵抗が弱まった頃、悠馬がようやく唇を離す。

　互いの間を繋ぐ透明な唾液の糸が見えて、百合は恥ずかしさをおぼえた。そうするうちにひょいと膝をすくわれ、身体を抱え上げられる。

「あ……っ」

　いわゆる「お姫さま抱っこ」の形にされたのだと気づいた百合は、じわりと頬を赤らめた。彼のスーツの二の腕をつかみ、身をよじりながら訴える。

「お、下ろして……っ」

「まったく重くないから、遠慮しなくていい。デートの締めくくりにふさわしく、今日はうんと優しくしてやる」

「そんなの、別に求めて――……、ぁっ」

　キングサイズのベッドに百合を下ろし、悠馬が恭しく靴を脱がしてくる。

　そのままストッキングに包まれた足先に口づけられて、一気に頭に血が上った。

「や、やめて！」

「君には男が傅く価値が、充分にある。頭の天辺からつま先までもれなく愛してやるのに、何の抵抗もない」

「あなたにはなくても、わたしにはあるの！」

　シャワーも浴びていない状態で、外を歩き回った足に口づけられるなど、冗談ではない。

　必死な百合を見た彼が噴き出す。そして楽しそうな顔で言った。

「本当に君は、見ていて飽きない。黙っていれば飾っておきたくなるようなきれいな顔をしているくせに、キャンキャンとよく吠える。そんな気の強さも可愛いが」

　ベッドに仰向けの状態の百合の上に覆い被さりながら、悠馬が片方の手で自身のネクタイを緩める。いつも隙のない出で立ちの彼が見せる色香に百合がドキリとしていると、悠馬はそれを見下ろしつつ言葉を続けた。

「そんな君が俺しか見なくなったら、さぞ楽しいだろうな。――なあ、もし兄より先に俺に会っていたとしたら、君はどうする」

「えっ？」

　突然の質問に驚き、百合はまじまじと彼を見つめる。どんな意図で質問しているのかわからず、戸惑いがこみ上げた。

　悠馬は探るような目つきでしばらくこちらを見下ろしていたが、やがてふっと笑った。

「何でもない、気にするな」

「でも……」

　――今のは一体、どういう意味なのだろう。

　そのとき一瞬、百合の脳裏を何か遠い記憶がかすめたような気がしたが、彼の手が胸に触れてきたことですぐに消し飛んだ。

「ぁ……っ」

　胸のふくらみを手のひらで包みながら、悠馬が耳元にキスをする。

　ビクッと身体を震わせた瞬間、彼の舌先が耳朶をなぞってきて、ゾクゾクとした感覚が背すじを走った。

「や、悠馬さん、待っ……」

　服越しに胸のふくらみを揉みしだかれ、息が上がる。

　悠馬の手がトップスをまくり上げ、ブラを引き下ろしてきた。あらわになった先端に、彼が舌を這わせてくる。ぬめる舌先が乳暈をなぞり、押し潰してきて、敏感なそこはすぐに芯を持って硬くなった。

「んん……っ」

　繰り返し舐められるうち、淫靡な気持ちが高まってくる。しかし心には「流されてはいけない」という考えが依然としてあり、百合はぎゅっと唇を噛んだ。

（こんな関係は……やっぱり間違ってる。わたしは雅人さんの妻で、この人は義弟なんだから）

　その事実がある以上、自分は何度でも悠馬を拒むべきなのだろう。

　だが百合の中には、そうできない何かがある。それは意外にも優しい彼の触れ方だったり、こちらを気遣う言葉だったり、ときおり見せる熱っぽい眼差しのせいかもしれない。

（この人は最初からわたしを……丁寧に扱ってる。口では冷徹なことを言っても、実際にわたしを「モノ」のように扱ったことは、一度もないんだわ）

　だからだろうか。今自分が置かれた環境に納得しているわけではないのに、「悠馬はこちらに対し、本当にひどいことはしないはずだ」という妙な信頼のようなものがあった。

　でもそれは彼の計算に乗せられたと考えられなくもなく、百合は自分の立ち位置を決めかねている。

「あっ……」

　ブラのホックを外され、トップスと一緒に頭から取り去られる。

　無防備になった胸をつかんだ悠馬が先端に吸いついてきて、百合は息を詰めた。強く吸われた途端、ツキリとした疼痛が走る。そのあとなだめるように舐められると、むず痒い感覚が皮膚の下から湧き起こってきて、落ち着かず足先でベッドカバーを掻いた。

「――百合」

「ん、ぅっ……」

　身体を起こした彼に唇を塞がれ、口腔を舌で舐め尽くされる。

　唾液が交ざり合い、ぬるぬると絡ませられる感触に翻弄されていると、悠馬の手が太ももを這い上がった。

　スカートをまくり上げ、ストッキング越しに脚の間に触れられて、百合は身を固くする。必死に太ももに力を込めて拒もうとするものの、それは叶わず、彼の手が下着の中に侵入してきた。

「……っ」

　花弁を開いた指に触れられた瞬間、蜜口が既に濡れているのがわかり、百合は泣きたい気持ちになる。いつのまにか身体が彼に反応するようになっていて、身の置き所のなさをおぼえていた。

「ぅっ……ん……っ」

　深いキスをしながら蜜口を指でくすぐられ、百合は手元のベッドカバーを強く握りしめる。

　かすかに聞こえる粘度のある水音が、恥ずかしくてたまらない。やがて悠馬の長い指が隘路に押し入ってきて、思わず強く締めつけてしまった。

「んん……っ」

「――熱いな、中」

　吐息の触れる距離でそうささやかれ、百合は涙のにじんだ目を開ける。

　眼鏡越しに甘やかな視線を向けてきた彼が、体内に埋めた指を動かしながら言った。

「もうぬるぬるになってる。二本でも大丈夫か」

「んぁっ……！」

　二本に増やされた指が体内にねじ込まれ、百合は圧迫感に声を上げる。

　奥へと進んだ指は、内壁の上部にある感じやすいところを的確に探り当てた。繰り返しそこばかりを刺激され、にじみ出る愛液の量が増す。耳を塞ぎたくなるような淫らな水音に羞恥が募り、百合はベッドカバーに頬を擦りつけた。

　悠馬の指の動きがますます激しくなっていき、絶頂が近づく予感に心拍数が上がる。

（嫌……感じたくない、こんなの……っ）

　心とは裏腹に、隘路はビクビクとわななき、彼の指を絞めつける。やがてぐっと強く奥を押し上げられた瞬間、一気に快感が弾けた。

「あ……っ！」

　頭が真っ白になるような感覚と共に、じんとした甘い愉悦が広がっていく。

　心臓が早鐘のごとく鳴り、全身がかすかに汗ばんでいた。息を乱してぐったりとする百合の体内から、悠馬が指を引き抜く。そしてスカートとストッキング、下着を脱がせると、脚の間に顔を埋めてきた。

「んっ……や、ぁっ……！」

　溢れ出た愛液を舌で舐められ、ビクッと身体が震える。

　百合の脚を押し広げた彼は、わざと音を立てて蜜を啜り始めた。ときおり敏感な花芽を舌先で押し潰され、腰が跳ねる。何とか悠馬の動きを留めようと太ももに力を入れたり、彼の頭を押さえつけて髪を乱したりするものの、ほとんど意味がない。

　蜜口から舌をこじ入れられると、身体の内側を舐められる感触に肌が粟立った。太ももに触れる悠馬の髪、硬い眼鏡のフレーム、蒸れた吐息にゾクゾクし、百合は涙目で喘いだ。

「はぁっ……ぁっ……や……っ……」

　さんざん舌の感触に乱された百合が息も絶え絶えになった頃、彼がようやく身体を起こす。

　濡れた口元を拭った悠馬が、スーツのジャケットを脱ぎ、ネクタイを抜いて眼鏡を外した。わずかに乱れた髪と、シャツを脱ぎ捨てた筋肉質な上半身が色っぽく、百合はパッと目をそらす。すると身を屈めてきた彼が微笑み、百合の目元に口づけてささやいた。

「可愛いな、君は。初心で感じやすくて、心は納得していないくせに、たやすくグズグズになる。ひょっとして、誰にされてもこうなるのか」

　あまりの言い様に、百合の頭にじわりと血が上る。思わず悠馬の顔を見つめ、強い口調で答えた。

「そんなわけない。他の人間になんて――」

「じゃあ、俺だからか？」

「それは……」

　百合に性的な意味で触れたことのある人間は、悠馬だけだ。

　何度も抱かれるうちにすっかり慣らされ、不本意ながら身体が反応してしまっている。だがそれは、彼に心を許しているからでは断じてない。

　そんな気持ちが顔に出ていたのか、悠馬が楽しそうに喉奥で笑う。そして上体を起こし、自身のベルトを緩めながら言った。

「まあ、君が他の人間と試す機会はないから、確かめようはないが。感じやすいのはいいことだ」

「あ……」

　スラックスのファスナーを下げた彼が、昂ぶったものを取り出す。

　幹に血管を浮かせたそれは見るからに硬く張り詰めていて、百合は思わず身をすくませた。自身をつかんだ悠馬は先端部分を花弁にあてがい、ゆるゆると動かしてくる。

「……っ」

　張り出した亀頭のくびれが敏感な尖りに引っかかり、甘ったるい愉悦がこみ上げた。

　やがて先端が蜜口をとらえ、ぐぐっと中に押し入ってくる。

「んん……っ」

　隘路をこじ開ける圧迫感に、百合はきつく眉を寄せる。

　熱く硬い屹立が奥へと進む感覚は、灼熱の杭を埋められるのにも似ていて、強烈な異物感があった。

「力を入れるな。素直に受け入れたほうが楽だ」

「……っ」

　一旦彼が腰を引き、ズルリと内壁が擦られる。

　圧迫感が和らいで息をついたのも束の間、再び剛直が中に押し入ってきて、先ほどより深いところまで埋められた。

「うっ、ん……っ」

　何度かその動きを繰り返され、隘路が潤みを増す。

　やがて熱い肉杭が内壁を擦りながら行き来を始め、百合は律動に翻弄された。

「ぅっ……あっ、……はっ……」

　太い幹が狭い内部を擦り、亀頭の部分が奥を的確に抉る。

　痛みはなく、ずっしりとした質量に喘ぐ百合を見下ろし、悠馬が熱っぽい息を吐きながら言った。

「この狭い内部ナカも、俺しか知らない。もうこの大きさに慣れただろう？」

「……っ」

「声を出せ、百合。――ここは自宅じゃないんだから」

　ニヤリと笑ってそう言われ、先ほどの会話を思い出した百合は、絶対に声を出すまいと考えて唇を噛む。

　しかし反応を引き出すためにわざと激しく動かれ、堪えるのが難しくなった。

「あ……っ……や、待っ……」

「待たない。ほら、こっちだ」

「えっ？　あ……っ」

　身体を抱え上げられ、彼の膝の上に載せられる。

　向かい合う形に羞恥をおぼえる百合の後頭部を引き寄せ、悠馬が唇を塞いできた。ぬめる舌の感触に口腔を蹂躙される一方、自分の体重でより深く屹立が埋められて、百合はくぐもった声を漏らす。

「ん……っ、ふっ、ぅ……っ……」

　口腔と体内を、同時に深く犯される。

　根元まで埋めたもので下から突き上げられると、圧迫感で息が上がった。どこもかしこもいっぱいにされる感覚に、苦しくて涙目になる。

　唇を離された瞬間、ポロリと涙が零れ、それを見た彼がかすかに息を乱しながらささやいた。

「……可愛い、百合」

「ぁ……っ……」

「奥の感じるところに、グリグリ当たってるだろ。……俺もすごくいい」

　吐息交じりの言葉が本当に気持ちよさそうに聞こえ、百合の体温が上がる。

　蕩けきった内部は愛液でしとどに濡れて、入り込んだ悠馬をきつく締めつけて離さず、剛直の太さや硬さをつぶさに伝えてきていた。間近に眼鏡のない端正な顔があり、恥ずかしさに思わず目をそらした百合は、ふいに先ほどの彼の言葉を思い出す。

　――誰でもいいわけじゃない。欲しいものがはっきりしていて、そのために努力していると、悠馬は言った。ではその「欲しいもの」の範疇に、自分は入っているのだろうか。

（もし、そうだとしたら……）

　自分に対する悠馬の感情に、打算以上の何かが入っている可能性について考え、百合はにわかに落ち着きを失くす。

　これまでの言動、抱きしめる腕の強さ、細やかな気遣いに意味があるとしたら、彼を見る目が変わってしまう気がした。

（わたし……）

「――そろそろ出すぞ」

　ゾロリと蠢いた内襞に性感を刺激されたのか、かすかに顔を歪めた彼が百合の腰を抱え直す。

　そして突き上げを激しくしてきて、百合は高い声を上げた。

「あっ、ぁ……っ」

「百合……」

　悠馬の唇が耳朶に触れ、その荒い息遣いを感じて身体が熱くなる。

　振り落とされないように必死に彼の肩にしがみつきながら、百合は切れ切れに訴えた。

「……で……っ」

「ん？」

「お願い、中に出さないで……っ、ぁっ」

　百合の言葉を聞いた悠馬が目を瞠り、そして笑う。彼は律動を緩めないままささやいた。

「馬鹿だな、君は。このタイミングでその言葉は、男を煽るだけだ」

「……っ」

「悪いが君とのセックスで、俺は避妊する気はない。ほら、もう達く……っ」

「……っ、やぁっ……！」

　ひときわ深く屹立をねじ込まれ、ビクリと背をのけぞらせる。最奥に熱いものを注ぎ込まれるのを感じ、ゾクゾクと肌が粟立った。

「……ぁ……っ……」

「君も達ったな。奥に出されるのは、そんなに気持ちいいか」

「……っ」

　そんなことはない。こんな行為には、断じて納得していない。

　そう言いたいのに、快楽の余韻でビクビクとわななく隘路は、いまだ挿入ったままの悠馬をきつく締めつけていた。

　彼が胸のふくらみをつかみ、先端に舌を這わせてきて、柔襞が反応して蠢く。百合は息を乱しながら悠馬の肩を押さえ、弱々しく首を振った。

「もう、や……」

「君はただ、素直に喘いでろ。快楽しか与えず、何度でも気持ちよくしてやるから」

　背中を支えられて、ベッドに身体を横たえられる。その拍子に挿入ったままのものが最奥を抉り、吐き出された精液が中で掻き混ぜられたのがわかった。

　上に覆い被さった彼が、百合の頬を撫でる。そしてどこか切実な色をその目ににじませて言った。

「――だから百合、君は俺だけを見ていればいい」
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　午前中の社内は、どこの部署でも電話が鳴り響き、活気に満ちている。

　もう少しで十一時になる頃、資源化学品事業部のオフィスに来た雅人は、近場にいた女子社員に声をかけた。

「常務を探してるんだけど、今どこにいるかわかるかな」

「はい、第三会議室です」

「ありがとう」

　同じ階の東側にある会議室に向かうと、ちょうどミーティングが終わったらしく、数人の社員たちがゾロゾロと部屋から出てくる。彼らの「お疲れさまです」の挨拶に応えながら中を覗き込むと、社員の一人と何やら話し込んでいる悠馬がいた。

　視線に気づいた彼が顔を上げ、雅人は声をかける。

「ちょっといいかな」

「…………」

　悠馬が相手に「これで頼む」と言って書類を手渡し、頷いた男性社員が雅人に頭を下げて退室していく。それを見送り、悠馬が言った。

「何か用か？」

「ああ。お前に聞きたいことがあるのに、なかなか話す時間がないから、僕のほうから来たんだ」

　ここ数日、何度か社内で悠馬と話す機会があったものの、彼は用件が済むと「急ぎの仕事がある」と言って立ち去ってしまい、プライベートでは何も話せずにいた。

　確かに彼は社内のさまざまなプロジェクトに関わっており、多忙なのは知っている。現に今も会議だったという悠馬が、チラリと腕時計を見て答えた。

「十分後に社ここを出なきゃならないから、それまでなら大丈夫だが」

「聞きたいのは、百合のことだ。彼女はどうしてる？」

　――雅人の不貞が発覚してから、今日でもう二週間が経つ。

　自宅に届いたという興信所の報告書には、愛人の中野美冬との関係が詳細に綴られており、雅人は窮地に追い込まれていた。

　幸い、百合の実家である八嶋家にはまだ知られておらず、悠馬が「俺が義姉さんに話をして、どうにか穏便に事態を収められるよう力を尽くすから」と申し出てきたため、雅人は彼に任せてあえて自宅に帰らずにいた。

　しかしそれももう、二週間だ。始めは直接彼女に会うのは気が重いと感じていた雅人だったが、いつまでもそんなことは言っていられない。

　父の意向により、百合は外部との連絡を絶たれ、いわゆる軟禁状態に置かれているという。元はといえば自分の考えなしな行動のせいなのに、そんな状況に置かれている彼女が、雅人は心配でたまらなかった。

　それを聞いた悠馬が、雅人を見る。そして事務的な口調で言った。

「彼女なら、元気だ。食事も取れているし、病気もしていない」

「百合は僕と離婚したがっているのか？　お前は彼女に、一体どういう話をしたんだ」

　勢い込んで問いかける雅人とは逆に、彼には焦りの色は一切ない。窓辺に歩み寄った悠馬が、薄曇りの外を眺めながら答えた。

「確かに不貞の発覚直後は動揺がひどく、兄さんと離婚する意向を示してきたが、それは困ると話をした。八嶋物産からの資本参加の解消はもちろん、事が発覚すれば宇津木商事うちは向こうに潰されかねないと」

　思ったとおりの内容に、雅人は悄然とうつむく。

　百合が怒るのは、当然だ。本来なら彼女と婚約をした時点で美冬ときっぱり別れるか、結婚を諦めるという選択をするべきだった。

　そんな雅人を尻目に、悠馬が平坦な声で思わぬ発言をした。

「――だから俺は、ある提案をした。兄さんに代わって、俺が彼女の〝夫〟になる。そして八嶋家との関係を盤石にするため、両家の血を引いた子どもを作ると」

「…………は？」

　雅人は驚き、まじまじと弟を見つめる。

　目の前に立つ悠馬は、至っていつもどおりだ。冷静で感情の乱れのない、淡々とした顔の彼の発言の意味がわからず、雅人は問いかける。

「どういうことだ？　僕の代わりにって――お前」

「言ったとおりだ。八嶋家との繋がりは、絶対に切るわけにはいかない。だから兄さんとの婚姻を維持したまま、俺が彼女を繋ぎ止めて子どもを産ませる。表向きは何も変わらないんだから、結果オーライだろう」

　雅人の心臓が、ドクドクと速い鼓動を刻む。

　悠馬の発言を額面どおりに受け取ると、彼は百合を閉じ込めて無理やり妊娠させるということになる。あまりに常軌を逸した発言に雅人は「ありえない」と考え、引き攣った顔で言った。

「そんなことをしたら……余計に八嶋家と拗れるじゃないか。本当は冗談なんだろう？」

「別に暴力で支配しているわけじゃない。名家から迎え入れた彼女を、この上なく大切に扱っているさ。始めこそ反発してきたが、今はだいぶ棘が和らいできた」

「じゃあ、お前はもう百合を……」

「ああ。抱いた」

　あっさり肯定され、雅人は絶句する。

　旧華族の家に生まれ、箱入り娘として育てられた百合は男性とつきあった経験がなく、処女だったはずだ。

　だからこそ、そんな汚れのない彼女に自分はふさわしくないと考え、雅人は手を出せずにいた。それなのに悠馬は、百合を抱いたという。

　最初の衝撃が過ぎたあとでこみ上げたのは、猛烈な怒りだった。ぐっと奥歯を噛んだ雅人は大股で彼に近づき、その胸倉をつかむ。そして押し殺した声で言った。

「お前は……何てことを。なぜそんなひどい真似ができるんだ」

「俺がそうするのが一番だと考えたからだ。だって兄さんは、いまだに例の愛人と別れられていないんだろう？　そっちのことはどうするつもりだ」

「……っ」

　痛いところを突かれ、雅人はぐっと言葉に詰まる。確かに自分はまだ美冬と別れられておらず、彼女の存在が悩みの種だった。

　悠馬は乱れのない表情で、胸倉をつかむ雅人の手をゆっくりと解きながら言う。

「ちなみにこの件は、父さんも了解済みだ。あの人は八嶋家と揉めるのを何よりも恐れているから、俺なりのやり方で事を収めるのに了承してくれた。匙加減を間違えるなとは言っていたが」

「……そんな」

　雅人の腕が、力なく落ちる。

　悠馬がスーツの襟を引っ張って、首元を直した。彼は眼鏡越しに、こちらに冷徹な眼差しを向ける。

「今兄さんが百合に会っても、彼女がどんな反応をするかはわからない。俺としては、別に今のままで構わないと思ってる。兄さんに愛人がいようといまいと、どうでもいいしな」

「…………」

　さらりと妻の名を呼び捨てにした弟の顔を、雅人は言葉もなく見つめる。

　悠馬が腕時計で時刻を確認し、「時間だ」とつぶやいた。そしてデスクの上の書類をまとめて手に取り、かすかに笑みを浮かべて言う。

「とりあえず現状は、そんなところだ。――彼女のことは、安心して俺に任せてくれ」　







　人気のない室内はしんと静まり返り、ドア越しにかすかに廊下の話し声が聞こえる。

　悠馬が去っていった会議室の中で、雅人は一人呆然と立ち尽くしていた。

（まさか、悠馬が――百合に手を出すなんて）

　あまりに思いがけない展開に、雅人はまだ事実を消化しきれていない。

　先ほど弟に告げられた話は、にわかには信じがたい内容だった。自分との離婚を思い留まるよう、彼が百合を説得しているのは雅人も知っていたが、まさかその手段が彼女を無理やり妊娠させることだとは思っていなかった。

（なぜいきなりそんな話になるんだ？　確かに僕の不貞が明らかになることで、八嶋家を怒らせるのがまずいのはわかる。でも……百合の気持ちを無視して、そんな）

　彼女の可憐な面影を、雅人は脳裏に思い浮かべる。

　結婚するまで恋愛経験がなかった彼女は、今どき珍しいくらいに初心で純粋でまっさらだ。そんな百合を悠馬に奪われた事実に、ふつふつと怒りが湧いてくる。

　雅人の目から見た彼は冷静沈着で、昔から何を考えているかわからない存在だった。雅人の二年あとに宇津木商事に入社した悠馬はすぐに同期を引き離し、みるみる頭角を現した。

　元々地頭が良く勉強ができ、英語も堪能だったが、彼は三を言って十を理解するようなところがある。

　また、知識の幅が広く話術が巧みで、スマートでありながらウィットに富んだ会話ができた。

　時流を読む術にも長けていて、数年前の赤字決算の折には業績回復のための方針転換案をいくつも提示し、目に見える結果を出して自力で常務の座を手に入れた。そんな悠馬は弟でありながらときにプレッシャーを感じる存在で、雅人は複雑な思いを抱いていた。

　いつも冷静で淡々としている彼は、感情を表に出すことが滅多にない。二歳違いの兄弟であるものの、昔から微妙な距離感で接していて、雅人は悠馬とまともに喧嘩をした記憶がなかった。

　そうした関係のせいか、雅人は悠馬のパーソナルな部分をほとんど知らない。彼の女性関係もまったく感知しておらず、だからこそ悠馬が百合を抱いた事実に驚きをおぼえている。

（百合は一体……どんな反応をしたんだろう。あの子は正真正銘の処女だったのに）

　もし悠馬が彼女を乱暴に扱ったのなら、それは夫として許しがたい。

　だがその一方で、自分の行動も百合を深く傷つけたことを雅人は充分理解していた。結婚前からつきあっている女がいて、しかもその相手は子どもまで産んでいるのだ。

　先ほどの悠馬の発言は、雅人の痛いところを突いていた。オーストラリアから帰ってきた直後、雅人は美冬に不貞が発覚したことを伝えたものの、てっきり動揺するかと思った彼女は想像とは逆の反応をした。

『奥さまと別れて、私をお嫁さんにして。そして小春を、ちゃんと認知して』

　美冬の言葉に、雅人はどう答えていいかわからなかった。百合との結婚は宇津木家だけではなく、会社にも大いに利点がある。

　むしろそのメリットを重視して進められた結婚だったため、離婚することはまったく想定していなかった。不貞が発覚してしまった以上、百合の気持ちがそちらに傾いてしまうのは仕方がないが、できるなら離婚を回避し、八嶋家への発覚を遅らせたい――それが父や悠馬が出した方針だ。

　ならば当事者たる雅人が取るべき対応は、ひとつしかない。美冬に慰謝料を支払い、きっぱりと関係を清算する。子どもに関してはＤＮＡ鑑定をした上で認知し、養育費等を取り決めた書類を作って適切に対応する。　

　そして百合に誠心誠意謝罪し、何とか今後も婚姻を継続してもらえるよう頭を下げる。そう結論を出したものの、ここにきて美冬の雅人に対する執着がエスカレートしていた。

　彼女は不貞が発覚したのを逆手に取り、雅人と百合を離婚させようと画策している。自分と小春こそが雅人の「家族」にふさわしいと言い、連日こちらにプレッシャーをかけてきていた。

　話をした日、流されるままに美冬を抱いてしまった雅人だったが、あれ以来彼女は会えば必ず行為を求めてきて、雅人を悩ませていた。さらには毎日仕事が終わる頃にメッセージを送り、自分のマンションに帰ってくるよう要求してくる。

　そのしつこさに辟易した雅人は、わざと「忙しいので、今日は行けない」と言い、一人で常宿のホテルに泊まる日も多かった。しかしあまり冷たい態度を取り続ければ、彼女は逆上して何をするかわからない。

　百合の実家の八嶋家に接触する可能性もあるため、上手く別れ話に納得させる必要があった。

（美冬には、何としても別れ話に納得してもらうしかない。本当はこっちの問題を片づけてから、百合と話をするべきなんだろうけど……）

　彼女が自宅に軟禁され、悠馬によって意に染まぬ行為を強いられているなら、早急に対処するべきだ。

　たとえ一度も枕を交わしたことがなくとも、百合は自分の妻だという意識が雅人の中にはある。悠馬が触れる権利は一切なく、そこまでして家に縛ろうとする考えは、いくら何でもおかしい。

　これまで雅人は、兄である自分が彼の上に立つべきだと当たり前に思っていた。元々長男が優遇される家だったため、自然とそうした価値観を育まれていたというのが正しい。

　だからこそ、弟に妻を奪われた事実に、雅人は強い怒りを感じる。悠馬に対する感情を明確に意識した途端、雅人は彼に対して劣等感に似た気持ちを抱いている自分に気づいた。

（……そうか。僕は悠馬を、本当は疎ましく思っていたのか）

　中学と高校のときの悠馬は素行が悪く、親や教師に反抗的な態度を取っていて、父はいつも眉をひそめていた。そんな様子を見ていた雅人は、彼の行動が理解できなかった。

　資産家の家に生まれ、望めば大抵のものが手に入る生活をしているのに、わざわざ反抗する意味がわからない。自分から評価を下げるような行動をせずに上手く立ち回ったほうが、絶対に利口なはずだ。

　だが高校二年生の頃、一体どういった心境の変化があったのか、悠馬は突然真面目に勉強に打ち込み始めた。元々頭は悪くなかったために成績はぐんぐん上がっていき、最終的には難関といわれる大学にストレートで合格して、雅人は彼の変貌ぶりに驚いた。

　乱れた生活も鳴りを潜め、父に対して丁寧な口調で話すようになった悠馬は、思えばその頃から宇津木商事に入社することを考えていたのかもしれない。

　幹部候補として会社に入った雅人とは違い、彼は現場で叩き上げられて実績を積んだ。その結果、父を納得させて常務の地位を手に入れたのだから、実力は本物だ。社長の座はいずれ自分が継ぐことが決定しているものの、弟に急速に追い上げられている形の雅人は、じわじわと焦りの気持ちを抱いていた。

（これまでは……優秀な悠馬を、上手く使えばいいと考えていた。父が引退したあと、僕は社長になる。そのとき彼が側近として辣腕を振るってくれれば、宇津木商事は安泰だと）

　だが今になって雅人は、己の地位が脅かされるかもしれない可能性に思い至っていた。現に「離婚を思い留まるよう、自分が上手く説得する」という大義名分の元、妻の百合をまんまと悠馬に奪われている。自分の社内的地位もそうならないと、なぜ言い切れるだろう。

（今のままでは危険だ。父さんはそう簡単に考えを覆さないだろうが……まずは百合と悠馬を、引き離さなければ）

　悠馬の話ではもう彼女を抱いたということだったが、真偽はわからない。

　取り急ぎ百合に接触し、これまでの自分の行動を真摯に謝罪する。そして悠馬との関係について聞いてみなければと、雅人は考えた。

（さっきの話が、悠馬の嘘だったらそれでいい。……でも、もし本当だったら）

　そのとき自分は――どうするべきだろう。

　外は少しずつ雲が多くなり、次第にどんよりとした天気になりつつあった。雅人は端正な顔に険しさをにじませ、強く拳を握りしめた。










第六章











　空調の効いた建物内にいると、外の気温はまったくわからない。朝から薄曇りだった空は時間の経過と共にどんよりと重さを増し、正午には雨が降りそうな気配を漂わせていた。

　百合はため息をつき、窓辺から離れる。そしてソファに座り、背もたれに斜めに身体を預けた。

（……もう、二週間だわ）

　――夫の雅人の不貞が発覚し、その後自宅に軟禁状態に置かれてから、既に二週間が経つ。

　だが制限はされているものの、まったく外に出ていないわけではない。悠馬が一緒という条件でのみ、百合は外出を許されていた。

　祖父が入院中で体調があまり良くないという事情を汲み、彼は二日に一度ほどの頻度で見舞いに連れていってくれている。とはいえ悠馬が病室の中に入ったのは最初の一度だけで、その後は一階のエレベーターホールで待っていた。

　時間は極端に短かったり、百合を自宅に送り届けたあとで彼が仕事に戻ったりしたときもあったが、大抵は一緒に食事に行くことが定番になっている。

　悠馬の警戒が緩んだ今は、きっと逃げ出すチャンスに違いない。彼は祖父の病室の中に入らないため、自分の置かれた状況を訴える絶好の機会だ。しかし会うたびに少しずつ祖父の体調が悪化しているのがわかり、百合はそんな彼に心配をかけるようなことを口に出せずにいた。

　付き添いの好子を通じて父や兄に連絡を取る案も考えたものの、百合はなかなか実行に移せずにいる。理由は、話が大きくなってしまうのを避けられないからだ。事が発覚すれば父は間違いなく激怒し、宇津木家に報復するのは目に見えている。

それは家だけに留まらず、会社同士の話に発展するのは必至で、もし資本参加を解消する以上のことになれば、宇津木商事の経営が危うくなるかもしれない。

　その影響の大きさを考えると、百合の心は揺らいだ。宇津木商事には、たくさんの従業員がいる。もし会社が潰されるようなことになれば、彼らだけではなくその家族の生活も左右してしまうに違いない。

（でも……）

　雅人に子どもがいる以上、自分がこの先も彼の妻でいるのは難しい。一方で「悠馬の子どもを身ごもり、雅人との間にできた子とする」という案も受け入れがたく、ひどく歪に感じていた。

　ふいに悠馬の顔を思い浮かべた百合は、にわかに落ち着かない気持ちになる。彼は自分をこの家に閉じ込めた、張本人だ。義両親に根回しし、家政婦たちを監視につけて、今も外部に連絡が取れないようにしている。

　悠馬の目的は百合をこの家に繋ぎ止めることだというが、ここ最近の彼は蕩けるように優しかった。最初こそ無理やり身体を奪い、繰り返し「兄のことは諦めろ」と言って百合の心の傷を抉るような真似をしたものの、肉体的に傷つけることは一切ない。

　当初は怜悧な見た目から冷徹でとっつきにくいイメージを抱いていたが、話してみると彼は意外に饒舌だ。話題は豊富で、言葉の端々から深い知性が窺える。百合を車に乗せるときの動きや店でエスコートする様子も手慣れていて、極めてスマートだった。

　それなりに名の通った商社の常務のため、金銭的にも不自由はしていないのだろう。普段着ているスーツは派手さはないがどれも仕立てが良く、ときおり袖口から垣間見える腕時計はハッとするほどいいものを着けている。

　履いている靴は毎日きちんと磨かれており、高い身長と端正な顔立ちから察するに、悠馬はかなり女性にもてそうだ。

（冷たそうな顔が難点だけど、見た目と肩書きに釣られる女の人はたくさんいるかも。……実際、かなり女慣れしているし）

　外でエスコートするときの落ち着きぶり、そしてベッドの中での巧みさは、これまで何人もの女性とつきあって培われたものに違いない。

　最近の彼は百合に甘くなり、祖父の見舞いの帰りには食事のみならず、画廊の個展やクラシックのコンサートに連れていく。

　どうしても仕事の都合がつかずに見舞いに行けないときは、詫びとして有名なショコラティエのチョコレートや、香水などの小物を手渡してきた。そんな悠馬の細やかさに、百合は戸惑いを隠せないでいる。

（あの人は……本気でわたしの機嫌を取ろうとしているの？　それとも演技？）

　見た目のクールさとは真逆の気遣いを、百合はどう受け止めていいのかわからない。

　夜毎部屋を訪れる彼は当然のようにセックスもするが、ベッドでもひどく優しかった。丁寧に愛撫し、充分に性感を高めた上で押し入ってきて、「可愛い」と睦言をささやく。

　行為の最中に頬に触れたり、髪にキスをしたりするしぐさには情がこもっていて、百合はそのいちいちに動揺し、心を乱されていた。

（馬鹿みたい。あれは悠馬さんの計算なのに、まんまと釣られてどうするの）

　自分を道具のように手荒く扱う男なら、もっと話は簡単だったのかもしれない。

　ここ最近の彼の態度を前に、百合は最初に言われた「君の〝夫〟となるからには、家柄や見た目だけではない、中身も愛すると誓う」という言葉を思い出していた。一連の行動からすると、悠馬はまるでその言葉どおりに自分を大切に扱っているように見える。だが「会社のために、自分を手懐けるのが目的ではないか」という思いが消せず、百合は彼を信じ切れずにいた。

（そうよ。あっちは三十一歳の大人なんだし、わたしみたいな世間知らずを騙すくらいお手の物のはずだわ。無理やり身体を奪うような人を信用しては駄目）

　次第に鬱々としてきて、百合はクッションを抱えて顔を伏せる。

　何だかんだと考え込んでしまっているが、実際の話は至極単純だ。雅人に隠し子がいることが確かなら、彼と離婚する。そしてこの家を出て実家に戻れば、悠馬との接点もなくなる。

　その後の話は、もう百合の手には負えない。雅人の不貞、そして悠馬の自分に対する仕打ちが明らかになれば、父や兄は激怒して宇津木家に報復するだろう。だがそれは彼らの、自業自得だ。法的な手段も含め、しかるべき罰を受けるのはきっと避けられない。

（思い切らなきゃ。……いつまでも、こんなおかしな関係を続けるわけにはいかないんだから）

　百合の中には、不安がある。「もし自分のお腹に、悠馬の子どもができていたら」という可能性だ。

　初めて百合を抱いたとき以降、彼は一度も避妊していない。妊娠を望んでいない百合は、強い不安に苛まれていた。

　万が一子どもができていたら、事態は一層ややこしくなる。市販の検査薬で確認したいが、軟禁されている状態では手に入れるのが難しく、だとすればやはりこの家を出ることを具体的に考えなければならない。

（どうしよう。やっぱり好子さんに頼んで、うちの実家に連絡を取ってもらうしか……）

　そのとき階下で何やら話し声が聞こえ、百合は「宅配業者でも来たのだろうか」と耳を澄ませる。

　やがて階段を上がってくる荒い足音が聞こえ、何事かとソファに身を起こした瞬間、突然部屋の扉が開いた。

「――……百合」

「雅人さん……」

　スーツ姿で現れたのは、夫の雅人だ。

　彼に会うのは、約半月ぶりだった。この時間の雅人は普段仕事をしているはずで、百合は混乱しながら問いかける。

「こんな時間に、どうして……」

「君と話をするためだ」

　彼は部屋のドアを閉め、こちらに歩み寄ってくる。そして一人掛けソファの横に立ち、伺いを立ててきた。

「……座ってもいいかな」

「は、はい」

　互いに居住まいを正し、テーブルを挟んで向かい合って座る。

　心臓がドクドクと音を立てるのを感じながら、百合は自分の手元をじっと見つめた。雅人と顔を合わせるのは、不貞が明らかになって以来初めてだ。電話ですら話していなかったため、彼とはかなり長く会っていなかったような気がする。

　雅人が口を開いた。

「まずは謝らせてほしい。長いこと、君を放置してすまなかった。そして興信所の報告書の件だけど――これは何の言い訳もできない。すべて僕の身から出た錆さびだ」

　百合は膝の上で、ぎゅっと拳を握りしめる。

　雅人本人が認めたことで、「浮気と隠し子の件は、やはり本当だったのだ」と実感せざるを得なかった。

（やっぱり……そうなんだ。あの女の人は雅人さんの恋人で、子どもまで産ませて……）

　報告書や写真を目にしたときから、おそらく事実なのだろうと覚悟していた。だが実際に面と向かって言われると、惨めさで胸が締めつけられ、涙がこみ上げる。

　百合の目からポロリと涙が零れ落ち、それを見た彼が何ともいえない表情になった。そして深く頭を下げてくる。

「――本当に申し訳なかった。君を傷つける結果になってしまって、心から反省してる。どんな罰でも受けるつもりだ」

「報告書には……雅人さんはわたしとお見合いしたのと同時期に、お相手の方とおつきあいを開始したと書いていたわ。それは事実なの？」

「ああ」

「その方がいるなら、わたしとの縁談は断るべきだったんじゃない？　それとも宇津木商事の副社長の立場からしたら、八嶋物産の資本参加は捨てがたかった？」

　百合の言葉を聞いた雅人が、かすかに目を瞠る。まさか百合が、そこまで知っているとは思わなかったらしい。彼は動揺を顔ににじませつつ答えた。

「確かにそれもあったが――君の可憐さに、心惹かれたのも確かだ。まっすぐに僕を想ってくれているのを見たら、君となら幸せな結婚ができるかもしれないと考えて……それで」

「…………」

　しどろもどろの返答を聞いた百合は、眉を寄せる。

　その言葉が真実なら、雅人はなぜ美冬との交際を同時進行で続けたのだろう。結婚後も、彼女の存在を隠し通せると思ったのだろうか。

　百合は静かに口を開いた。

「矛盾してるわ。わたしと幸せな結婚をするつもりだったのなら、まず相手の方との関係を清算するべきでしょう。それなのに別れもせず、結果的に子どもまで産ませてる。いずれわたしにばれることは考えなかったの？」

「……っ、聞いてくれ。妊娠は完全にイレギュラーな出来事で、僕自身が望んだことじゃない。彼女には再三諦めてくれるように頼んだんだけど、聞く耳を持ってくれなくて……。そうするうちに堕ろせない時期になり、出産してしまったんだ」

　――雅人は説明した。

　愛人の美冬は堕胎にどうしても納得せず、放っておけば何をするかわからない状態だったため、出産を容認せざるを得なかったこと。

　子どもが生まれてからも事あるごとに呼び出され、育児に関わらざるを得なかったこと。そして自分の中に、美冬への愛情はないこと――。

　それを聞いた百合は驚き、小さく言った。

「愛情は、ない……？」

「ああ。実は今回のことが発覚して以降、彼女は僕に君と離婚しろと迫ってくるようになった。これまでは控えめな女だと思っていたが、きっと虎視眈々とこの機会を窺っていたに違いない。要は金目当てだよ」

　吐き捨てる口調の雅人を、百合は信じられない気持ちで見つめる。

　妻である自分に隠れてつきあい、子どもまで産ませた女性に対して、彼は「愛情はない」という。それはあまりにも冷酷な言葉で、百合の中の雅人のイメージとはかけ離れていた。

　しかしそんな百合の困惑には気づかず、彼が言葉を続ける。

「僕の行動は、不誠実で許されないことだとよくわかっている。世間から後ろ指指される行為だし、君を大切に育ててきた会長やお義父さんにも、申し訳ない気持ちでいっぱいだ。結婚後に君に触れなかったのは、僕なりの罪悪感の現れだよ。まっさらで純粋な君に触れる権利は、僕のような男にはないと思った」

　これまで抱かなかった理由をそう説明され、百合は複雑な思いにかられる。雅人の考えはどこか微妙にずれていて、どうにも理解しがたい。

（罪悪感で抱かなかったっていうけど、だったら最初から二股なんてかけなきゃいい話だわ。　……やっぱりこの人にとって、わたしとの結婚は打算だったのかもしれない）

　百合の考える「結婚」は、一種の契約だ。

　相手を唯一無二の存在とし、決してよそ見はしない。死ぬまで互いを想い合いながら生きていくものだと考えていたのに、彼の価値観はそこから大きく乖離している。

　そのときふいに、悠馬に言われた言葉が脳裏によみがえった。彼は最初に触れたときから一貫して「自分は決して他の女を見ない。ひたすら誠実な〝夫〟となり、君を大切にすると誓う」と言い、それを体現しようとしているように見える。

（わたし……どうして今、悠馬さんのことを思い出しているの？　あの人はわたしを、無理やり自分のものにした人間なのに）

　狼狽し、視線を泳がせる百合を、雅人がどこか探るような目で見ている。彼は「ところで」と言った。

「今日会社で悠馬と会って、気になることを聞いた。……君をこの家に繋ぎ止めるために、あいつが僕の代わりの夫になるという話だ」

「……えっ」

　百合はドキリとして雅人を見る。彼はどこかぎこちない表情で言った。

「彼はあのとおりいつも淡々としてるし、滅多に無駄口を叩かない奴だから、一体何を言い出すのかと思ったんだが。やっぱり冗談なんだろう？」

　まさか悠馬がそんな話をしていたとは思わず、咄嗟に返す言葉が出てこない。

　顔から一気に血の気が引いていくのがわかった。言葉もなく雅人を見つめると、彼が驚いた様子で目を瞠る。そして呆然とつぶやいた。

「もしかして、本当なのか？　……あいつが、君を」

「……っ」

　その瞬間、雅人の顔に浮かんだのは、困惑と不快さが入り混じった複雑な色だった。

　百合はそれを直視できず、視線をそらす。雅人の驚きぶりからすると、彼はこれまで事実を知らなかったようだ。だからこそ向けられる眼差しがつらく、いたたまれなさが募る。

　室内に、重い沈黙が満ちた。やがて雅人が口を開いた。

「そうか。冗談であればいいと考えていたが……何だかもう、滅茶苦茶だな」

「…………」

　彼がこの計画に関わっていなかったのは、ある意味救いなのだろうか。

　しかしこうなった以上、雅人との結婚生活はもうどうしようもなく破綻したのだと百合は痛感する。彼には別に女性と子どもがおり、自分は義弟に無理やり抱かれてしまった。そんな二人が、この先一緒に生活をしていくのは無理だ。

　しかし次の瞬間、雅人が耳を疑うような発言をした。

「まあ、起きてしまったことは仕方がない。――むしろ僕らがやり直す、いいきっかけになったんじゃないか？」

「えっ？」

「美冬と子どもについては、金で解決するつもりでいる。親子鑑定をしたのちに認知し、養育費を支払うが、その後は二度と接触は持たない。だから君は、安心して僕のところに戻ってくればいい」

「……戻る、って」

　百合は静かに混乱する。

　自分の恋人や子どもを切り捨てる発言をしながら、なぜ彼はこんなにも平然としているのだろう。雅人が言葉を続けた。

「君と悠馬の過ちを、許すと言ってるんだ。もちろん僕が一番悪いのは大前提としてあるが、これでお互いさまっていうかな」

「……っ」

　彼の言葉を理解した途端、百合の中で怒りの感情が湧き起こる。

　お互いさまなわけがない。婚前から二股をかけ続け、相手に子どもまで産ませた雅人と、何の落ち度もないのに不当な扱いを受けている自分には、歴然とした差があるはずだ。

　百合は目の前の彼を見つめ、押し殺した声で言った。

「……ふざけないで。雅人さんは、自分の不貞とわたしが同じだって言いたいの？　わたしが自ら望んで、悠馬さんと関係を持ったとでも？」

「えっ？　いや、それは」

「あなたのしたことはわたしやわたしの家族を欺く、卑怯な行動よ。それだけじゃない、自分の都合で恋人や子どもも切り捨てようとするなんて、どこまで身勝手なの」

　百合の剣幕を前に、雅人は息をのんで言葉を失くしている。

　心に悲しみと憤りが渦巻き、目にじわりと涙がにじんだ。百合は震える声で言った。

「わたしは雅人さんと――幸せな家庭を築きたかった。初めて会ったときから心惹かれて、たくさんの人の祝福を受けながら結婚できて……とても幸せだった。でもそれは、他の人を押しのけてまで欲しかったものじゃない。婚約の段階で相手の方が妊娠したのを知ったら、わたしはその時点で身を引いていたわ。だってそうするのが一番自然でしょう？　その人のお腹にいる子は、雅人さんの子どもなんだもの」

　目からポロリと涙が零れ落ち、百合はぎゅっと拳を握りしめる。そして言葉を続けた。

「あなたはさっきわたしと悠馬さんの関係を〝過ち〟だって言ったけど、そんなのおかしいわ。だってわたしは問答無用で身体を奪われて、外部との連絡を遮断されていたのに。夫でもない人に好き勝手されるのを、わたしが望むと思う？　あなたたちなりの都合や思惑があるにせよ、どうして被害者であるわたしがそんな扱いを受けなきゃいけないの」

　雅人が慌てて立ち上がり、百合の隣に座る。彼はこちらの手に触れて言った。

「ごめん。誤解を招く表現だった、謝るよ。君が自ら望んで悠馬と関係を持ったとは、僕も考えてない。ただ、その件があったからといって、君の価値は何も変わってないってことを言いたかったんだ。僕はどんな君でも受け入れるし、悠馬との関係を責めるつもりはまったくない」

「…………」

「美冬と子どもに対しては、もちろん申し訳ない気持ちが強くある。でもそうした心情をあからさまに出してしまうのは、妻である君に失礼かと思ったんだ。二人には真摯に謝罪し、ちゃんと納得してもらえるよう、言葉を尽くすつもりだよ」

　雅人の言葉や表情は誠実そのもので、優しげな顔立ちも相まって信じてしまいそうになる。

　だが百合は、先ほど美冬への不満を吐露したときの言葉こそが彼の本音なのだと確信していた。雅人は穏やかな容姿を最大限に生かし、自身を優しい人間に見せるのが上手いが、言葉の端々から自己中心的な考えが窺える。

　これまでの結婚生活では、そうした部分はわからなかった。わかるほど一緒にいなかったというのもあるが、きっと自分は彼の王子めいた外見ばかりに気を取られて、深くを見ていなかったのだろう。　

　虚しさが心を満たすのを感じながら、百合はじっとうつむく。その様子を見てどう思ったのか、雅人が重ねた手に力を込めて言った。

「事実を知った以上、僕は悠馬の好きにさせるつもりはない。百合、君をこの家から出してあげるよ。大手町に僕が常宿にしているホテルがあるから、とりあえずそっちに移ろう」

　突然の提案に、百合はにわかに落ち着きを失くす。

　――彼がこうして現れ、自分をこの家から連れ出してくれる日を、ずっと心待ちにしていた。今ようやくそのときがきたというのに、戸惑いがこみ上げてすぐに返事をすることができない。

（そうよ……わたし、雅人さんと話し合ってからここを出るつもりでいたんだから）

　ならばもう、目的は達成されたはずだ。

　彼と一緒にこの家を出て、実家に連絡を取る。あとは弁護士を挟んで離婚協議をすれば、宇津木家との縁は切れる。

（でも――）

　なぜか悠馬の顔が頭にちらついて、離れない。

　百合はぎゅっと唇を引き結んだ。ここを出たら、もう二度と彼に会うことはない。それで構わないはずなのに、なぜ今自分は後ろ髪引かれる思いにかられているのだろう。

「――百合」

　そのときふいに雅人が身体を抱き寄せてきて、百合はドキリとして息をのむ。

　彼は腕の中に百合を抱きしめながら、耳元でささやいた。

「もしやり直す機会を与えてくれるなら、僕は君とちゃんと向き合って、誠実な夫になると誓う。僕らはきっと、いい夫婦になれると思うんだ。だから……」

「……っ」

　一気に怖気が立ち、百合は雅人の胸を強く押し返す。

　驚く彼を前に、自分自身もひどく狼狽しながら、百合はしどろもどろに告げた。

「わたし――今は雅人さんとは、行けない」

「えっ」

「あなたとこの先どうするか、まだちゃんと考えられていない。今まで他の女性とつきあっていて、しかも子どもまでいるんだから、そんな簡単な話じゃないでしょう？　だから今日のところは、帰って」

「…………」

　雅人は百合の顔をまじまじと見つめる。やがて彼は、苦笑いしてつぶやいた。

「〝帰れ〟っていうけど、ここは僕の家でもあるはずなんだがな」

「……っ」

　確かにそのとおりだが、百合の中では雅人がこの家にいるイメージは乏しい。彼は小さく息をつき、百合を見下ろして言った。

「まあ、確かに君の心の整理がついていないのはわかるよ。僕もちゃんと向こうと話をしなきゃいけないし、現段階では何も解決してないと言われるのも当然だ」

　雅人は一旦言葉を区切り、探る目つきでこちらを見た。

「――ひとつ確認しておきたいんだが、君がこの家を出ないのは、悠馬がいるからじゃないよな？」

「え、ええ」

「それを聞いて安心した。あいつにはもう君に手を出さないよう、釘を刺しておく。僕は君と新たに信頼関係を構築したいと考えているし、そのためには努力を惜しまないつもりだ。だからまた日を改めて、話をしに来る」

　雅人が腕を伸ばし、百合の髪を撫でる。そしてかつて好きでたまらなかった、優しい微笑みを浮かべてささやいた。

「――百合、君とやり直せるって、僕は信じてるよ」







　雅人が去っていったあとの部屋で、百合はソファから動けずにいる。

　この家から連れ出すという彼の提案を拒んだ自分の気持ちが、わからなかった。

（とりあえずこの家を出て、雅人さんとは別のホテルを取ってもらえばよかったのに……わたし、何をやってるんだろう）

　彼との対話は、百合にとって無力感を味わう結果となった。

　これまで夫である雅人を優しい人間だと思っていたが、愛人と子どもについて話す彼は自分勝手さが目に余り、百合をひどく困惑させた。

　指摘するとすぐに前言を撤回し、オブラートに包んだ表現に言い変えて煙に巻くものの、言葉の端々に利己的な部分が垣間見える。それは今まで知らなかった雅人の本質に他ならず、興信所の報告書を読んだあとも残っていたわずかな信頼を、粉々に打ち砕くものだった。

（でもあの人は、まぎれもなくわたしと結婚した「夫」だわ。家族を始め、たくさんの人たちに祝福されて結婚して、会社同士にも繋がりがある……）

　自分たちは、純粋な恋愛感情で結婚に至ったわけではない。

　百合は雅人の上辺の部分を愛し、彼は百合の実家の持つ財力と業界における影響力を欲した。一度もベッドを共にしたことがないが、そんな歪な二人でも対外的には「夫婦」だ。気分次第ですぐに別れられるものではない。

（雅人さんが、報告書にあった女性と別れてくれるなら……わたしはあの人とやり直すべき？　もう一度あの人を信じられる……？）

　先ほど彼は「これからは君と向き合って、誠実な夫になると誓う」と言ってくれた。

　その発言をしたときの雅人の顔は真剣そのものに見えたが、やはり相手の女性が産んだばかりだという赤ん坊の存在が引っかかる。

　子どもは片親で育つより、きちんと両親が揃っている家庭のほうが望ましいのは当然のことだ。それなのに「養育費だけを払って、二度と会わない」というのは、いくら何でも薄情すぎる。

　親の責任は、金だけではない。いつか両親が揃っていないことで子どもがつらい思いをしないとも限らず、それを考えると自分が彼とやり直すのは現実的でない気がした。

（それに……）

　雅人と話していたときから、百合の脳裏には繰り返し悠馬の面影がよぎっていた。

　どこか軽薄な印象の兄とは反対に、彼は最初から百合に対して「よそ見はしない」と宣言している。

　確かに一歩外に出てしまえば、何をしているかはわからない。こちらを意のままに操るために睦言をささやいているとも考えられるが、百合の目から見た彼の気遣いは本物のように見えた。

（わたし――）

　先ほどの会話の最中、少しずつ夫に幻滅していた百合は、頭の中で無意識に悠馬と比べていた。

　結婚前から不貞を続けてきた雅人と、始まりこそ無理やりだったがこちらを大切に扱う悠馬、一体どちらがより自分を思ってくれているのだろう。そう考え、百合はぎゅっと顔を歪めた。

（わたし、どうして悠馬さんのことばかり考えてるの？　あの人はわたしの身体を……無理やり奪った人なのに）

　複雑な思いを抱くようになったきっかけは、彼が冷たいだけの男ではないからだろうか。

　見た目は怜悧で言葉も淡々としているが、悠馬が百合を手荒に扱ったことは一度もない。こちらの体調を気にかけたり、忙しい仕事の合間を縫って祖父の見舞いに対応してくれたり、たくさんのプレゼントを寄越すなど、彼の行動にはこちらに対する配慮が窺える。

　何より百合を戸惑わせているのは、悠馬の眼差しだ。行為の最中、ときおり熱を孕んだ視線でこちらを見つめる彼の目には、嘘がなかった。まるで強い執着を示すかのようで、だからこそ彼を憎みきれないのかもしれない。

　もちろんそれが演技であるのは、充分に考えられる。悠馬は年上である分、人生経験が豊富で、一方の百合は世間知らずの箱入り娘だ。恋愛の駆け引きができる男なら、騙すのはたやすいことだろう。

（あの人は、わたしを……どう思ってるんだろう。会社のために手放せない駒？　それなのにあんなに優しくするの……？）

　こんなふうに考える自分が愚かだということは、百合にはよくわかっている。

　悠馬に対しての感情は、いわゆるストックホルム症候群に近いのかもしれない。監禁された被害者が、非日常の中で犯人に対して次第に連帯感や好意を抱くというものだ。

　それが彼の作戦だったのならば、確かに効果はあった。現に百合は、悠馬のことを心底憎めなくなっている。

（でもたとえ雅人さんと別れることになっても、悠馬さんを「夫」になんてできない。……だってこんな関係、おかしいもの）

　雅人はまた日を改めて、話をしに来ると言っていた。その前に悠馬の真意を確かめたいと百合は思う。

（あの人の本心を、わたしは知りたい。騙すつもりで優しくしたのか――そうじゃないのか）

　なぜこんなにも悠馬の気持ちを知りたいと思ってしまうのかと考え、百合はいたたまれず目を伏せた。

　自分はただ、不可解なことを解き明かしたいだけだ。どちらにせよ雅人とは離婚し、その時点で悠馬との繋がりも切れる。実体のなかった夫との結婚生活も、義弟との歪な関係も、すべてなかったことになる。

（今日……悠馬さんと、話をしよう）

　ふと視線を向けると、降り出した雨がポツポツと窓を叩き始めていた。

　ガラス越しに鈍色の空を見つめ、百合は物憂いため息をついた。





＊　＊　＊






　外は昼から小雨が降り出し、街中を歩く人々は傘を差して交差点を渡っている。

　午後七時半、悠馬は南青山にあるバーにいた。青山通りを一本入ったところにある店内は仄暗く、落ち着いたインテリアや間接照明が静かな空気を醸し出していて、抑えた音量でジャズがかかっている。

　カウンターで飲んでいると、入り口からスーツ姿の若い男性が慌てて入ってきた。

「常務、お待たせして申し訳ありません」

「いや。俺もさっき来たところだ」

　男性は二十代半ばと若く、どこか落ち着かない様子を見せている。悠馬は席から立ち上がり、彼に向かって言った。

「――テーブル席に移ろうか」

　席に着いた悠馬は新しいウイスキーのロックを、男性社員はギムレット・ハイボールを頼む。

　やがて悠馬は、話を切り出した。

「今日ここに呼ばれた理由はわかっているか？　長谷川はせがわ」

「はい……あの、……いえ」

　しどろもどろの長谷川が要領の得ない答えを返してきて、悠馬は彼をじっと見つめる。

　長谷川は目を合わせることができず、うつむいていた。なかなか口を開かない彼に対し、悠馬は淡々とした口調で告げる。

「わざわざこうして外に呼び出したのは、社内の人間の目につかないようにするためだ。君が知ってることを、すべて話してほしい。俺に協力してくれれば、悪いようにはしない。内容的に君が率先してやったとは思えないからな」

「…………」

　長谷川は押し黙って何も答えない。

　彼は入社三年目の社員で、これといって目立つところのないおとなしい人物だ。しかしスーツの袖口から垣間見える時計は、年齢に似合わずいいものを着けている。それを眺めながら、悠馬は小さく息をついて言った。

「じゃあ、これを見てもらえるか」

　テーブルに出したのは、大判の封筒だ。

　中に入っているのは、数枚の写真だった。そこには古びた一軒の家に入っていくスーツ姿の長谷川が、鮮明に写っている。

　それを見た彼が、みるみる顔をこわばらせた。悠馬は長谷川から目をそらさず口を開く。

「この一年ほど、君は複数回に亘って雑司が谷にあるこの家を訪れている。理由は一体何だ」

「……あの」

「調査会社の報告によると、この家に住んでいる人間の名前は山内やまうち裕美子ゆみこ。年齢は六十三歳で、三年前に夫を亡くしてから独り暮らしをしている」

　――悠馬は彼に説明した。

　山内裕美子は長年の夫の闘病により生活に困窮していた様子だったが、この一年ほどは羽振りが良くなっていること。それは長谷川が彼女の家を訪れるようになった時期と、ちょうど符合すること――。

「だが君と彼女の、接点が見えない。親戚でもなければ、仕事などで一緒になったこともなく、本当に赤の他人だからな。それはさておき、近所の住人に聞き込みをしたところ、山内裕美子は〝最近、株で儲けている〟と話していたらしい」

「……っ」

　かすかに肩を揺らした彼は、動揺を押し隠すように目の前のハイボールを飲んだ。しかしグラスを持つその手が、かすかに震えている。

（……すぐに話すかと思ったが、存外口が固いな。もう一押しか）

　悠馬は冷静に長谷川の様子を観察しながら、言葉を続けた。

「どこの株かと思いきや、それは宇津木商事うちの株だ。去年の七月、うちは自動車部品製造会社のＴ社を子会社化したが、彼女はそれが公表される前日までに、当社の株六〇〇〇株を一ヵ月かけて購入している」

「…………」

「君はその後も何度か彼女の自宅を訪れているが、同時期に何かニュースがないか調べてみたら、やはりあった。うちの関連会社二つが業務提携する話だったり、ＴＯＢだったりだ」

　気づけば長谷川は、すっかり顔色を失くしていた。語るに落ちるその様子を見つめつつ、悠馬は彼に問いかけた。

「子会社化、業務提携、ＴＯＢ――そうした情報を事前に知って株を買い付け、公表直後に売却することができれば、大儲けができる。いわゆるインサイダーだ。長谷川、君は山内裕美子の自宅を訪れ、彼女に情報を教えていたんじゃないのか？　――俺の兄である、副社長に頼まれて」

　悠馬が問い質しているのは、兄の雅人によるインサイダー取引の実態だ。

　雅人は宇津木商事社員の長谷川を仲介役とし、山内裕美子に事前情報を渡して株の売買をさせ、巨額の金を得ていた。二人には手数料としてそれなりの金額を支払い、情報提供者である自身が大部分を手に入れるという仕組みだ。

　長谷川が狼狽しながら口を開いた。

「……ぼ、僕は何も」

「そこで先ほどの話に戻るが、最初はなぜ山内裕美子を実行役にしているかがよくわからなかった。しかし彼女の素性を洗ったところ、実は兄の母方の伯母であることが判明したんだ」

　雅人の実母の奈央子なおこは、彼が二歳のときに父と離婚し、宇津木家を出ている。

　彼女の旧姓は田沼たぬまというが、姉が一人いた。姉は結婚して苗字が山内になっていたため、パッと見は雅人との関係がわからなかった。

「俺の母親は、父の後妻だ。その関係上、俺は兄の母方の親族を一切知らず、山内裕美子の名前を見てもピンとこなかった。ここからは俺の想像になるが、自分が知りえる業務上の情報で金儲けをしようと考えた兄は、繋がりがばれにくい親族である山内裕美子に話を持ちかけたんじゃないか？　生活に困窮していた彼女は、実の甥からの話に二つ返事でＯＫした。そして兄は、自分の直属の部下ではない君を選んで仲介役にした」

　社内のあらゆる部署の飲み会にまめに顔を出している雅人は、あえてあまり目立たない長谷川を仲間に引き込んだ。

　そして株価が動きそうなネタが出るたびに長谷川に情報を書いた紙を手渡し、山内裕美子の元に届けさせていた。メールでは証拠が残るため、わざとアナログな方法にしていたに違いない。

　すると長谷川は観念したように顔を歪め、頭を下げてきた。

「……っ、申し訳ありません。副社長に〝謝礼はするから〟と言われ、悪いことだと知りつつ協力してしまいました」

「兄は最初から君に、詳細を話していたのか？」

「いいえ。始めは飲み会で少し世間話をした翌日に呼び出され、〝知り合いの家に、ちょっと届け物をしてほしい〟と封筒を渡されました。しかし郵便を使わず、わざわざ届けに行かされるのを、僕は不思議に思っていたんです。すると二度目のときに事情を説明され、謝礼金を手渡されました」

　思いのほか大きな額の謝礼に、長谷川は驚きながらも受け取ってしまった。

　それから約一年、回を重ねるごとに感覚が麻痺していき、いつしか雅人からの連絡を心待ちにするようになっていったという。

　彼が顔を上げ、不審そうに悠馬を見た。

「でも――この写真は、僕が山内さんの家に通い出した当初から撮られています。ということは、常務はかなり前から知ってらっしゃったんですか？　副社長のインサイダーの件を」

「…………。まあ、そういうことだな」

　悠馬は不敵に微笑み、改めて長谷川に向き直る。

「インサイダー取引は、金融商品取引法違反だ。最高で懲役五年、罰金五〇〇万円の両方が科されるかもしれない。それに加担した君も罪に問われるかもしれないんだが、その自覚はあるか」

「……それは」

「万が一この件が公になってみろ、会社は大きなダメージを受けることになる。何しろ首謀者が一社員ではなく、創業者一族出身の副社長だ。マスコミは大喜びで飛びつくだろう」

　長谷川が落ち着きなく視線をさまよわせる。悠馬は追い打ちをかけるように、言葉を続けた。

「そうなる前に、内々で処理しなくてはならない。君のしたことは重大な社のコンプライアンス違反になるが、実際はただの仲介役であり、副社長から直々に頼まれれば断れないだろうという事情もある。俺としては、どうにか穏便に収めるつもりだ」

「ほ、本当ですか？」

「ああ。しかしそれは、俺が求めたときに嘘偽りなく証言をするならばという条件付きだ。どうする？」

　長谷川が迷ったのは、一瞬だった。彼は顔を上げ、悠馬の目を見て答える。

「常務の……おっしゃるとおりにします。インサイダーの件に関して、僕が知っていることを、嘘偽りなく証言すると約束します」

　勝利を確信した悠馬は、薄く笑みを浮かべる。そして椅子の背もたれに身体を預け、悠然と言った。

「そうか。――じゃあ俺と君は、これから協力関係だ。よろしく頼む」







　長谷川が頭を下げて帰っていき、テーブル席には悠馬一人になる。

　まだ手を付けていなかったウイスキーのロックは、溶けた氷でだいぶ薄まっていた。それを一口飲んだ悠馬は、スーツの胸ポケットから起動中のＩＣレコーダーを取り出す。

（上手く音声が取れた。……あとはこれを、どう使うかだ）

　長谷川との会話は、最初からすべて録音していた。今後彼が証言を覆したとしても、この音声データが重大な証拠となる。

　彼が言っていたとおり、悠馬は雅人が秘密裏に行っていた不正をだいぶ前から察知していた。このタイミングで長谷川に確認を取ったのは、そろそろ証券取引等監視委員会の目が気になったことに加え、切り札を作るのに最適な時期だと思ったからだ。

　今日の昼間、百合の様子を聞きに来た雅人と交わした会話を、悠馬は思い出す。彼は悠馬が彼女を抱いた事実に、ショックを受けていた。そしてこれまで味方だと思っていた弟の暴挙に、信じられないような顔をしていた。

（弟である俺が逆らうことは、一生ないと考えていたんだろうな。……つくづくおめでたい人間だ）

　ただ長男に生まれたというだけで、家庭内における特権を当たり前に享受してきた彼と自分は違う。

「自ら動かなければ、何も手に入らない」と学んだ悠馬は、表向きは兄を立てつつも、虎視眈々と下剋上の機会を窺って生きてきた。

（彼にとっての百合は絶対に離婚するわけにいかない相手だが、愛人と子どもの存在がネックになる。一体どう立ち回るつもりだろう）

　昔から優柔不断な男であるものの、今回の件についてはそうも言っていられない。だがたとえ百合を取ったとしても、彼女が雅人を拒めばもう終わりだ。

（……百合はどうするだろうな）

　ここ最近の彼女は、だいぶ気持ちが揺らいできている。

　八嶋会長の見舞いを許可してから態度が目に見えて軟化し、悠馬が外出に連れ出したりプレゼントを贈ったりするたび、どんな顔をしていいのかわからないという表情をする。

　そんな百合の素直さが可愛く、悠馬は微笑ましい気持ちになっていた。

（あとどれくらい誠意を尽くせば、彼女は俺の手の中に落ちてくるだろう。……あるいは、永遠に落ちてこない可能性もあるのか）

　悠馬は自嘲して目を伏せる。

　温室育ちの百合は気持ちが素直な反面、その生まれゆえにとても誇り高い。いくらこちらが真心を尽くしても、最初に無理やり奪った事実を許さないのは、充分に考えられる。

（だとしても、仕方がない。……そうなる可能性は、初めから予想していた）

　強引に自分のものにした瞬間から、憎まれるのは覚悟していた。それでも手に入れたくて実行に移したのだから、後悔はまったくない。

　外はしとしとと小雨が降り続いていた。バーを出た悠馬は、建物の前に停まっていたタクシーに乗り込み、帰宅する。

　十五分ほど走ってタクシーから降り立つと、自宅の前に何かの業者らしい車が停まっていた。不思議に思いながら中に入った悠馬に、玄関で出迎えた家政婦の井上が思いもよらぬことを告げた。

「――兄が、ここに来た？」

「はい、今日のお昼過ぎに」

　昼過ぎなら、会社で自分と話をした直後だ。

　彼は午後から重要な会議が入っていたため、まさかそのタイミングで百合と接触するとは思わなかった。

（会議そっちのけで、彼女に会いにくるとはな。……もう、なりふり構っていられないということか）

　どうやら雅人は、相当の焦りをおぼえているらしい。彼がここに来たのなら、目的はやはり百合を連れ出すことに違いない。

「彼は、義姉さんを連れていったか？」

　悠馬の問いかけに、井上が首を横に振る。

「いいえ。しばらくお話しされておりましたが、そのままお一人で仕事に戻られて」

「…………。そうか」

　意外に思う悠馬に、彼女が言葉を続けた。

「実は一階リビングのエアコンの調子が悪く、ただ今設備業者が来て修理しております。私は業者の作業に立ち会い、終わり次第退勤いたします」

「ああ、よろしく頼む」

　悠馬は二階の百合の部屋に向かう。ノックをしてドアを開けると、本を読んでいたらしい彼女が顔を上げた。

「悠馬さん……」

「今日、兄がここに来たと聞いたが」

　悠馬の言葉に、百合が目を伏せて頷く。

「……ええ」

「てっきり君は、彼と一緒にここを出ていったかと思っていた。そういう話にはならなかったのか？」

　彼女は一瞬言葉に詰まり、やがて口を開く。

「あなたはそれで――構わなかったの？　わたしが雅人さんと一緒に行っても」

「そうなっても、仕方がないという気持ちはある。何しろ君の正式な夫は、俺ではなく兄だからな」

　すると百合はどこかムッとした表情になり、食い下がってきた。

「……自分がわたしの、影の〝夫〟になるって言ったくせに。いざ雅人さんが出てきたら、あっさりその座を譲り渡しても構わないのね」

「そんなことはない。ただ、君はこの家を出るチャンスがあれば、それを逃さないだろうと思っただけだ」

　悠馬の言葉を聞いた百合が、動揺した顔で視線をさまよわせる。そして躊躇いがちに言った。

「雅人さんは、〝やり直したい〟と言ったけど……わたしはあの人とは行けないって思った。あの人が一方的に恋人を悪者にして、子どもと一緒に切り捨てようとしているのを聞くと、どうしても納得ができなかったから」

　――雅人は彼女に対し、愛人と子どもを切り捨てる旨の発言をしたらしい。

　だが二人の存在が結婚生活のネックになると知っていながら、今日に至るまで何も解決できなかったのは、他ならぬ彼自身だ。その場しのぎの苦しい言い訳をした可能性は、充分に考えられる。

　百合が言葉を続けた。

「話をしているうちに、わたし、あの人のことを全然知らなかったのがわかった。見た目や上辺の穏やかさにばかり心惹かれて……雅人さんの自分本位な部分や、優しさのオブラートに包まれた無神経なところに、まったく気づいていなかった」

　彼女が意を決した様子で顔を上げ、「それに」と付け足す。

「この家を出る前に、わたしにはどうしても確かめたいことがあったの。――あなたのこと」

「俺の何だ」

「あなたは雅人さんの代わりになると宣言して、わたしを無理やりこの家に閉じ込めた。でも、お祖父さまのお見舞いに連れていってくれたり、いろいろプレゼントをしてきたり……体調を気遣う発言をするのはどうして？　わたしを意のままにするための演技なの？」

　悠馬は百合の顔を、じっと見つめる。

　直球で疑問をぶつけてくるのは、やはり彼女が素直な性分だからだろうか。

（君がそんなだから、俺は……）

　悠馬は考えを中断して薄く笑い、百合に問いかけた。

「君はどう思う？　これまでの俺の態度が、演技だと思うか」

「……それは」

「俺がいくら言葉で〝演技じゃない〟と言ったところで、結局判断するのは君自身だ。だったらこうして聞くのはナンセンスだろう」

「……っ」

　百合が悔しそうな顔になり、小さく言う。

「ずるいわ、そんな言い方。……言葉で煙に巻いて、わたしの判断に委ねるなんて」

「人間関係は、概ねそうじゃないか？　普段の行動の積み重ねが客観的な評価を決めるものだし、上辺だけ取り繕っていてもいずれメッキが剥がれる。俺の兄がいい例だ」

　話しながら、悠馬は考える。――彼女はわかっていないだろう。雅人と一緒にここを出ていかなかったことに、自分がどれだけ安堵しているかを。

（……言わないけどな）

　自分の気持ちを、悠馬は百合に説明するつもりはない。始まりがあんな形である以上、今さら何を言っても信じてもらえないとわかっているからだ。

「あ……っ」

　悠馬は百合を引き寄せ、その身体を強く抱きしめる。華奢な骨格を腕に感じながら、悠馬は彼女の耳元にささやいた。

「俺の行動を見て、君が自分で判断すればいい。――俺が本心から君に優しくしているか、そうじゃないのか」







　百合の身体を抱え上げ、ベッドに押し倒す。彼女がこちらの二の腕をつかみ、何か言いかけた。

「待って……雅人さんと、話をしてないの？　わたしはあなたとこういうことをするのは、もう……っ」

「兄が何を言おうと、関係ない。俺は自分がしたいことをするまでだ」

　百合に覆い被さった悠馬は、彼女の唇を塞ぐ。

　小さな口腔に舌をねじ込み、柔らかな舌の感触と蒸れた吐息を堪能したあと、百合の着衣を脱がせにかかった。

「あ……っ」

　ほっそりした体型、すべすべとしてなめらかな肌、弾力があって形のきれいな胸など、彼女の身体はいつだって悠馬の劣情をそそる。

　百合の二の腕の内側に唇を這わせながら、悠馬は彼女に問いかけた。

「久しぶりに兄に会って、どうだった？　――やはり情が残っているか」

「え……っ」

「俺が君を抱いたと告げたら、彼は胸倉をつかんできた。〝なぜそんなひどいことができるんだ〟ってな」

　百合がぎゅっと顔を歪める。それを見下ろし、悠馬は笑って言った。

「だが俺は、君を手荒く扱ったことは一度もない。結婚前から二股をかけ続け、君を蔑ろにして傷つけていた兄とは違う」

「んっ……」

　胸のふくらみをつかみ、先端を舌先で押し潰す。

　敏感なそこはすぐに芯を持ち、硬く勃ち上がった。乳暈を舐め、尖りを吸い上げながら、悠馬は言葉を続ける。

「この身体は、俺しか知らない。うんと丁寧に扱って、快楽だけを与えて……感じるようにしてやった。それでも君は、俺をひどい男だと思うか？」

　きれいな胸のふくらみの先端が唾液で濡れ光っている様子が、ひどく淫靡だ。

　上気した顔の百合が、震える吐息を押し殺す。左右に施される愛撫に、彼女は身体を震わせた。

「……っ、ぁ……っ」

「ここも最初から濡れやすかったが、最近はもっと濡れるようになった。狭いのにぬるぬるとして、締めつけて――淫らで、可愛い」

　下着の中に手を入れて花弁を開くと、そこは既に熱く蜜を零している。

　触れた途端に指がぬるりと滑り、百合が太ももをきつく閉じようとした。それを物ともせず、悠馬は溢れ出た愛液を指で塗り広げるように動かす。熟れた果実を潰すような粘度のある水音が立ち、蜜口からゆっくり指を埋めていくと、彼女が押し殺した声を漏らした。

「……っ、あ……っ」

　愛液でぬめる柔襞が指を絞めつけ、内部の潤みが増す。

　しばらく隘路で行き来させ、百合を啼かせた悠馬は、一旦指を引き抜いた。そして彼女の下着を脱がせて脚を押し広げると、舌を這わせる。

「や、ぁっ……！」

　敏感な花芽は舌での刺激に弱く、いつもたやすく硬くなる。

　舌先で転がし、押し潰したあとに吸い上げた瞬間、白い太ももがビクッと震えた。百合が腕を伸ばして頭を押しのけようとしてきて、悠馬は彼女の指を握り込んでその動きを封じる。

　そして蜜口に舌をこじ入れ、内襞を舐めた。

「はぁっ……ぁっ……や……っ」

　音を立てて愛液を啜るのは強く羞恥を煽るらしく、彼女は身をよじって逃れようとする。それを抑え込み、さんざん声を上げさせた悠馬は、やがて身体を起こした。

「――……」

　目を潤ませ、乱れた髪でこちらを見る百合は、ひどく煽情的だった。

　それを眺めながら悠馬はスーツの上着を脱ぎ、ネクタイを抜き去る。シャツのボタンを外して脱ぎ捨てて眼鏡を外したあと、再び彼女の上に覆い被さってささやいた。

「君を初めて抱いて以降、俺は他の誰にも触れてない。極力痛みを与えないよう、毎度手間をかけて丁寧に抱くのも、君だけだ」

「……っ」

　百合の瞳が、戸惑いで揺れる。彼女はしばし躊躇う表情を見せ、小さく問いかけてきた。

「あなたは、わたしを……どう思ってるの」

「まだそれを聞くのか？」

「あなたの言葉で聞きたいの。別々の人間なんだから、何も言わずに考えていることがわかるわけないでしょ」

　悠馬はどう答えようか迷う。

　自分の気持ちを、はっきり口に出すつもりはない。嘘で塗り固めた言葉を発するのはたやすいことだが、百合に対してはしたくなかった。

　悠馬は彼女を見下ろし、ポツリと告げた。

「――囲い込んで、とことん甘やかしたい相手。それに、誰よりも大切にしたい相手、かな」

　百合が驚いたように目を見開く。

　そして顔を歪め、泣く寸前のような、溢れ出しそうなものを堪えるような、何ともいえない表情をした。

　悠馬はチラリと笑い、自身のベルトを緩める。スラックスのファスナーを下ろし、いきり立った昂ぶりを取り出すと、蜜口にあてがって言った。

「――挿れるぞ」

「あ……っ」

　ぬかるんだ蜜口に亀頭をめり込ませ、ゆっくりと腰を進める。

　中は温かく、愛液でぬめる柔襞がきつく屹立を絞めつけてきた。その狭さを味わいながら、悠馬はじわじわと幹の部分をのみ込ませていく。

「……ぅっ……ん、ぁ……っ」

　手元のベッドカバーをつかみながら、百合が切れ切れに声を漏らした。

　彼女の体内に根元まで自身を埋めた悠馬は、密着した襞のもたらす愉悦に目を細める。ビクビクとわななく内壁が得も言われぬ快感をもたらし、気を抜けばすぐ達してしまいそうだ。

　動きを止めた途端、浅い呼吸をしながらこちらを見る百合と目が合った。悠馬は上体を倒し、彼女の唇を塞いだ。

「ん、ぅっ……」

　舌を絡めた瞬間、昂ぶりを包み込んだ内襞がゾロリと蠢いて、あまりの心地よさに思わず熱い息を漏らす。すんなりと細い太ももを抱え込んだ悠馬は、より深く腰を入れた。

「んあっ……！」

　根元まで剛直を埋め込み、亀頭で最奥を抉るようにすると、中の締めつけがきつくなる。ビクッと身体をこわばらせた百合が、吐息交じりの声で訴えた。

「……っ……そこ、や……っ……」

「〝気持ちいい〟の間違いだろう？　中がビクビク震えて、ほら、どんどん濡れてくる……」

「あっ！」

　いつもなら最初からここまで深くしないが、今日の悠馬は彼女を喘がせたくてたまらない。

　律動の激しさについていけないのか、百合がぎゅっと顔を歪めた。そして腕を伸ばして悠馬の二の腕に触れ、何かをつぶやく。

「――……って」

「ん？」

「お願い、ぎゅってして……」

　今にも泣き出しそうな顔で懇願されて、悠馬は一瞬目を瞠る。

　しかし次の瞬間、ぐっと奥歯を噛みしめ、彼女の身体を左腕に強く抱き込んだ。

「……っ」

　抱きしめる力の強さに、彼女が吐息を漏らす。細く柔らかな身体を腕に感じつつ、悠馬は百合の乱れた髪に顔を埋めた。

「……可愛いな、君は」

　素直で純粋で、無理やり奪った自分にすらこうして縋りついてくるところが、悠馬はいとおしくてたまらない。

　そして思う。たとえ彼女の正式な夫だとしても、兄の雅人には絶対に渡したくない。兄のみならず、他の誰にも渡したくないくらい、百合に強く執着していた。

　密着した状態で腰を揺すり上げると、切っ先が最奥を的確に抉る。彼女が声を上げてしがみついてきて、悠馬はその目元にキスを落とした。

「百合……」

「はぁ……っ……深いの、や……っ……」

「君はここが弱いからな。達きたければ、達っていい。――ほら」

「んぁっ……！」

　何度かの律動のあと、百合が背をのけぞらせて隘路がきつく引き絞られる。

　一気にこみ上げた射精感を、悠馬はぐっと顔を歪めることでやり過ごした。そして彼女の左脚を抱え直し、律動を激しくする。

「ぁっ……はっ、待っ……」

「……っ……すごい、中がもうぐちゃぐちゃだ。奥で出すぞ……っ」

「あっ……！」

　ぬかるんだ隘路が剛直を根元までのみ込み、わななきながら締めつけてきた。思うさま突き上げ、掻き回し、果てを目指す動きで百合を啼かせた悠馬は、最奥まで自身をねじ込む。　

　そしてありったけの熱を、彼女の体内で吐き出した。

「……っ」

　内壁がきつく収縮し、百合もまた達したのがわかる。

　短時間で二度達するのはひどく体力を消耗するらしく、彼女はぐったりと身体を弛緩させた。その体内から自身を引き抜いた途端、蜜口から白濁した体液が溢れ出る。

「…………。百合」

　煽情的なその様子を、悠馬はじっと見つめる。

　こうして抱くようになって二週間以上が経つが、彼女はもう子を孕んだだろうか。中で出すのは悠馬の独占欲の現れに他ならなかったが、今百合が妊娠すれば、それは法律的に雅人の子どもになってしまう。当初はそれでいいと考えていたものの、面白くない気持ちは否めない。

（仕方ない。何もかもを手に入れるのは、到底無理な話だ）

　そもそも彼女の心を手に入れること自体、悠馬は最初から諦めている。百合が自分の手の内にあり、子どもを産んでくれれば、それだけで成果は上々だ。

　そのときふいに部屋のドアがノックされ、家政婦の井上の声が響いた。

「――悠馬さま、こちらにいらっしゃいますか？　井上です」

　悠馬は驚き、ドアのほうを見やる。とっくに退勤したと思っていた彼女は、まだいたらしい。

「もしかして、情事の声を聞かれたか」と考えながら、悠馬は床に落ちていたワイシャツを拾って羽織る。そしてベッドから立ち上がり、おざなりにスラックスを上げると、ドア越しに低く問いかけた。

「どうした？」

「お客さまがいらっしゃっております。悠馬さまにお会いしたいとのことで」

「誰だ」

　こんな時間に名指しで来る客に、心当たりはない。

　そう考える悠馬に、井上が答えた。

「――中野さまとおっしゃる、女性の方です」










第七章











　――時は、二時間前に遡る。




　昼過ぎから降り出した小雨は窓ガラスを無数の水滴で濡らし、憂鬱な気持ちを助長していた。午後七時、自宅マンションのリビングでソファに座る美冬は、イライラとスマートフォンを操作する。

（最近の雅人さん、この家から足が遠のいてる。……もしかして、私から逃げようとしてる？）

　商社マンは昔から激務だと言われているが、昨今はワークライフバランスが改善し、残業がかなり減っている。会議や接待がなければ午後七時には退勤するのを知っている美冬は、その時間に合わせてメッセージを送ったものの、雅人からの返信はない。

　以前は多少遅れても必ず返事がきていたが、ここ数日はそれも滞りがちだ。美冬はじりじりとした焦りをおぼえていた。

（どうしよう、携帯に電話する？　……ううん、あんまりしつこくすると、鬱陶しい女だと思われるだけだわ）　

「妻の百合に、自分たちの関係がばれた」――と彼が打ち明けてきたのは、二週間ほど前の話だ。

　政略結婚である妻の実家と拗れるのは宇津木家にとってかなりの痛手らしく、雅人は相当参っているようだった。そんな彼に、美冬は「奥さまと別れて、自分と結婚してほしい」と迫った。娘の小春を認知し、雅人と美冬と三人で家族になる。それが一番自然な形なのだと。

（でも……）

　あれ以来、彼は明らかに及び腰になった。

　自分の切り札である子どもが女児一人なのは弱いと考えた美冬は、もう一人男の子を産もうと考えていたが、雅人から「忙しくて帰りが遅くなるため、そちらには行けない」と言われることが多くなり、それもままならない。

　彼の足が遠のくと、美冬はネガティブなことばかり考えてしまう。もしかしたら、「授乳中で排卵がないから、避妊しなくても大丈夫だ」と言ったのがまずかったのだろうか。それとも、会うたびに求めたことで引かれてしまったのか。

（だって仕方ないじゃない。雅人さんを手に入れるには、宇津木家の跡取りになる男の子を産むのが一番なんだもの）

　いくら彼の妻が宇津木家にとって重要な人物だとしても、美冬はこれまで負けるつもりはなかった。

　これは自分の人生を賭けた、戦いなのだ。今まで数多くの男と出会い、その中でもっとも条件のいい雅人に狙いを定めた。子どもまで産んだ女を、彼は無下にはできまい――そう考えていたが、ここにきてその自信が揺らぎ始めている。

（どうにかして、雅人さんの気持ちを繋ぎ止めないと。あまりプレッシャーをかけると逃げたくなるかもしれないから、少し弱々しいところを見せたほうがいいのかも）

「早く次の子を妊娠しなければ」という考えを一旦引っ込め、庇護欲をそそるような弱い女を演じる。

　そうすれば元々優柔不断な彼は、自分を切り捨てることができなくなるに違いない。

（でもそのためには、彼にここに来てもらわなきゃ。会社まで迎えに行くのは、さすがにまずいかしら……）

　妻帯者である雅人は、自分たちの関係が人目に付くのを極度に恐れている。ならば彼が来てくれるまで、おとなしく待っていたほうがいいだろう。

　そう考えてソファから立ち上がった瞬間、玄関で鍵が開けられる音がする。美冬は急いでそちらに向かった。

「雅人さん、来てくれたのね」

　彼は片方の手に、雨の雫が落ちる傘を手に持っていた。美冬は雅人を見つめ、しおらしく謝る。

「何度もメッセージを送ってしまって、ごめんなさい。あなたが仕事で忙しくしているのは知ってるけど、どうしても心細くなって」

「――美冬、話がある」

　家の中に上がり込み、リビングに入ったところで振り向いた彼が、そう告げてくる。美冬は内心ドキリとしつつ、柔らかな微笑みを浮かべて言った。

「先にシャワーを浴びてからにしたら？　あ、そろそろ小春が起きる頃だし、抱っこしてあげて」

「――君と別れたい。慰謝料と養育費は払うから、同意してくれないか」

　いつになくはっきりとした口調で言われ、美冬は言葉を失くす。

　しかしどうにか表情を取り繕い、小首を傾げて雅人を見つめた。

「その話は、このあいだもしたでしょう？　小春という娘がいるんだから、私たちが家族になるのが一番自然よ。つい不安になって何度もメッセージを送ってしまったけど、これからは自重するわ。もっと雅人さんのことを考えて、ちゃんと支えられるように頑張るから――」

「美冬。もう無理なんだ。……僕は妻とやり直すことに決めた」

　美冬はじわじわと焦りをおぼえる。思わず真顔になって彼に歩み寄り、スーツの二の腕をつかみながら言った。

「奥さまとは、政略結婚だって言ってたわよね？　私のほうを愛してるって。だって私、あなたの子どもを産んだのよ。小春のことは、あなたも可愛がって……」

「君への慰謝料は、先日提示したとおりだ。養育費については小春と僕の親子鑑定をした上で、一括で支払う意思がある。でも支払いが済んだあとは、君たちとは二度と会わない」

　雅人は微妙に視線をそらし、美冬と目を合わせようとしない。その横顔には断固とした決意がにじんでいて、美冬はそれを見つめながらつぶやいた。

「……嫌」

「…………」

「納得できない。どうして？　私は雅人さんを愛してる。あなたとずっと一緒にいたいのに」

　彼はかすかに顔を歪めたものの、美冬の望むような答えを返さなかった。そして目を伏せ、やんわりと美冬の手を解きながら口を開く。

「もしどうしても納得できないというのなら、今後は弁護士と話してもらうことになる。あまりごねると、妻の百合が君に慰謝料を請求するかもしれない。よく考えたほうがいい」

「――――」

　にべもない雅人の態度に、美冬は呆然とする。

　そのとき奥の部屋で、目が覚めたらしい小春が泣く声がした。いかにも女の子らしい細い泣き声を聞きながら、美冬は再び雅人の腕をつかむ。

「ねえ……小春が泣いてるわ。雅人さん、抱っこしてあげて」

「…………」

「あの子、雅人さんが抱くと泣き止むの。きっとお父さんだってわかってるのよ。最近会ってないでしょ、だから」

「――君にも小春にも、申し訳ない気持ちでいっぱいだ。でも悪いが、これっきりにしてほしい。うかうかしてると、悠馬に百合を奪われてしまいそうだからな」

「…………」

「じゃあ」

　言うだけ言った雅人が美冬の手を振り解き、踵を返す。

　彼が靴を履いて玄関から出ていく気配を感じながら、美冬は呆然と立ち尽くしていた。

（嘘……これで終わり？　私、雅人さんに捨てられたの？）

　あまりのことに、思考がついていかない。

　話をしているあいだ中、彼はこちらの目を見ようとしなかった。優しくて押しに弱いはずの雅人が、今日は断固として美冬の言葉を拒絶した。いつもと違う頑なな態度は、彼が本気だということを如実に表している。

（何で……？　こんなのひどい。あんな一方的に別れるだなんて、わたしの気持ちは一体どうなるの？）

　目に涙が盛り上がり、ポツリと零れ落ちる。

　絶望で目の前が真っ暗になった。雅人が自分の元から去っていった事実が、いまだに信じられない。

　妊娠し、子どもを産んだことで、彼を確実に捕まえられたと思っていた。たとえ親の決めた相手と結婚したとしても、子どもさえいれば雅人を取り返すことができる――そう考えていたのに、自分のほうがあっさりと捨てられ、もしかすると彼の妻から慰謝料を請求されるかもしれない。

　衝撃が過ぎ去ったあと、美冬の中にこみ上げてきたのはふつふつとした怒りだった。こんな理不尽な話は、到底受け入れられない。子どもには父親が必要なはずだ。養育費の支払いで雅人の責任が消えるわけではなく、小春が成人するまで見守る義務が彼にはある。

（そうよ……話が違うじゃない。当初の予定では、雅人さんは自分の子どもを産んだ私を見捨てられず、お飾りの奥さんと別れることになるはずだった。それなのにこんな話になるなんて、計画倒れもいいところだわ）

　――美冬の脳裏に、一人の男の顔がよぎる。

「彼」はすべてのお膳立てをした人物だった。互いに望む結末になるよう動くはずだったのに、自分だけが貧乏くじを引くのは割に合わない。

　こうしてはいられなかった。美冬はスマートフォンを手に取り、ここから歩いて五分のアパートに住む母親に電話をかける。「今すぐ来て」と言うと、彼女はすぐにやって来た。

「どうしたの、こんな時間に呼びつけるなんて。電話でも聞こえていたけど、小春ちゃんが泣いてるじゃないの」

　先ほどから泣き続けている小春を、彼女がベビーベッドから抱き上げる。

　それを見つめ、美冬は母親に向かって言った。

「私、ちょっと出掛ける用事があるの。だから小春にミルクをやって、留守番をお願い」

「出掛けるって、どこへ？」

「雅人さんのおうちよ。どうしても話をしなきゃいけない人がいるから」

　それを聞いた母親が、顔をこわばらせる。そして美冬に咎める視線を向けてきた。

「雅人さんのおうちって――あんたまさか、奥さまと話をするつもり？　悪いことは言わないから、やめなさい。家庭のある男性の子どもを産んで、世間から後ろ指指される立場なのは、あんたのほうなのよ。奥さまに迷惑をかけるのは」

「話すのは奥さまじゃないわ。別の人よ」

　出掛ける支度をした美冬は、母親に向き直る。そして淡々と言った。

「さっき雅人さんから、〝別れたい〟って言われたの。あの人、奥さまとやり直すつもりなんですって。小春の養育費や私への慰謝料は支払うと言っていたけど、今まで雅人さんが出してくれていた私たちの生活費は、もうもらえなくなるわ。そうなったらお母さんも困るでしょ？　パートで足りない分の生活費を出してもらっていたのに」

　母親が虚を衝かれた顔で黙り込む。美冬はバッグを手に取り、玄関に向かいながら言葉を続けた。

「だから私は、自分の権利を守るために話をしてくるつもり。じゃあ、小春をお願いね」

　マンションを出ると、外はまだポツポツと雨が降っていた。

　ちょうど水溜まりを跳ね上げながら空車のタクシーが走ってきて、美冬は手を挙げてそれを停める。そして車に乗り込み、行き先を告げた。

「東五反田まで」

　目的地に着くまでのあいだ、美冬はずっと頭の中で雅人との会話を反芻していた。

　彼の妻は、不貞を許したのだろうか。もしそうなら理由は雅人への愛ゆえなのだろうか、それとも家同士のしがらみや世間体のためか。

（だったら許せない。私のほうが雅人さんを必要としてるのに、どうしてそんな女に負けなきゃいけないの？）

　雅人の妻への怒りがふつふつとこみ上げて、美冬は顔を歪める。

　子どもを産んだのは、いずれ宇津木商事の社長になる彼を手に入れるための、切り札になると考えたからだった。もし雅人が自分を捨てて妻の百合を取るというなら、彼のことは諦め、さっさと他の男を探すべきかもしれない。

（でも……）

　それはどうしても、気が進まない。あくまでも欲しいのは雅人で、他の男は嫌だ。

　そこまで考えた美冬は、唐突に気づいた。これまでは安定した結婚の相手として彼を見ていたが、自分の心には雅人への愛情が確かにある。彼の整った顔立ちや穏やかな声はいとおしさを掻き立て、小春をあやしている姿を見ると幸せな気持ちになった。

　彼に強く執着している理由は、愛しているからだ――そう考えた途端、美冬は自分の中ですとんと腑に落ちるのを感じた。

（馬鹿みたい、私。……こんなタイミングで、雅人さんへの想いを自覚するなんて）

　苦い笑みがこみ上げる。土壇場になって自分の本当の気持ちに気づくなど、惨めすぎて目も当てられない。

　だがまだ打つ手はある。いくら雅人が妻の元に戻りたがっても、彼女に拒絶されればそれは叶わないはずだ。

　ならばそういう方向に話を持っていけばいい。拒まれた雅人は、絶対に自分の元に戻ってくるに違いない。

　その可能性に賭けた美冬は事態を打開すべく、ある人物に会おうとしていた。

　やがてタクシーは目的地に到着し、美冬は料金を精算して降り立つ。雨の匂いのする夜気を吸い込みながら白亜の邸宅を見上げ、立派な門の横にあるインターフォンを押した。

『――はい。どちらさまでしょうか』

　やがて応答した女性は、この屋敷の家政婦だろうか。どこか硬質な響きの声にそう考えつつ、美冬は口を開いた。

「夜分に大変申し訳ありません、中野と申します。宇津木悠馬さんにお取り次ぎいただけますか」
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　素肌に触れるリネンの感触に、ふと百合の意識が戻る。どうやら束の間、眠っていたようだった。

（ああ、そっか。わたし……）

　悠馬に抱かれたあと、疲労で眠ってしまったのだ。身体の奥には快楽の余韻が色濃く残っていて、いたたまれなさがこみ上げる。それと同時に、情事の最中の悠馬の言葉が脳裏によみがえった。

（…………。あんなこと言うなんて）

　思い出すだけで、頬が熱くなる。

　昼間この家にやって来た雅人と話した際、夫である彼の身勝手さに失望する一方、百合は自分に優しくする悠馬の真意が気になって仕方がなかった。

　何度か問いかけたところ、彼は情時の最中にようやく答えた。

『――囲い込んで、とことん甘やかしたい相手。それに、誰よりも大切にしたい相手、かな』

　それを聞いた瞬間、百合の中にこみ上げたのは、形容しがたい気持ちだった。悠馬が聞こえのいい嘘を言っている可能性は、否めない。なぜなら宇津木家にとっての百合は、会社の発展のために欠かせない手駒だからだ。

　これまでも彼の行動の理由を、そうした下心のせいだと納得しようとしていた。だが繰り返される睦言や自分に向けられる熱を孕んだ眼差しに、百合の心は次第に揺らぎつつあった。

　極めつきが、あの発言だ。百合は一気に心臓をつかまれた気がした。

（悠馬さんの言葉が……本心とは限らない。でも――）　

　それでもいい、とあの瞬間の百合は思った。たとえ彼の思惑が別のところにあったとしても、もうそれで構わない。

　百合は悠馬に強く心惹かれていることを自覚していた。

（我ながらありえないとは思うわ。……よりによって、あの人を好きになるなんて）

　悠馬は百合の身体を、無理やり奪った相手だ。

　初めて抱かれたときは痛みと共に大きなショックを受け、二度と顔を見たくないと思った。だがその後も繰り返された行為の中で、自分に触れてくるときの優しさ、冷徹で淡々とした見た目とは裏腹の細やかさに、百合はいつしか彼を憎めなくなっていた。

　こんな自分が愚かなのは、充分自覚している。傍から見れば恋愛経験がないままに身体でたやすく籠絡された、世間知らずの小娘に過ぎないだろう。

（あの人はわたしを騙そうとしているのかもしれないけど、その可能性を考えたってきりがないわ。……人の気持ちは、目には見えないものだから）

　彼が言っていたとおり、人間の客観的な評価は普段の行動の積み重ねによって決まる。

　少なくとも百合は、悠馬の行動に嘘がないと感じた。たとえ本心が別にあったとしても、いつか嘘が誠になる可能性があるなら、それを信じたい。

　だが、問題は山積だ。現在の百合は、雅人の妻ということになっている。彼は恋人と子どもを捨ててやり直したい意思を伝えてきたが、百合にはそのつもりがない。

　だからといって雅人と離婚せずに悠馬との関係を続けるのは、ひどく歪に思えた。もしこのまま妊娠した場合、それは夫である雅人との間にできた子になってしまう。

（……やっぱり雅人さんと離婚して、一度この家を離れるべきだわ。悠馬さんとのことは、別にして考えないと）

　その悠馬は、既にこの部屋にはいない。

　彼が情事のあと自室に戻るのはいつもの話だったが、百合はふと先ほど夢うつつに話し声を聞いたのを思い出した。

（そうだ。部屋のドアがノックされて、井上さんの声が……）

　いつもなら悠馬の帰宅と同時に退勤している彼女だが、今日は「一階のリビングのエアコンの調子が悪いため、このあと修理業者が来る」と夕食時に話していた。

　おそらく業者の作業に同席していた際に、来客があったのだろう。それを告げに来た井上と悠馬は、ドア越しに話をしていた。確か彼女は、客について「中野さまとおっしゃる、女性の方です」と言っていたように思う。

（ちょっと待って。「中野」……？）

　――その名前には、聞き覚えがある。

　確か雅人と交際し、彼の子どもを産んだ女性が、中野美冬という名前だった。

（ただの偶然？　でも、夜の九時半に家を訪問してくるなんて、よほどの理由がない限りありえない）

　心臓がドクドクと速い鼓動を刻む。

　井上は、その客が悠馬を名指しで来ていると話していた。これは一体どういうことなのだろう。

（もしその来客が、わたしが思っているとおりの人物だとしたら――）

　雅人に会いに来たのなら納得できるが、わざわざ彼女が悠馬を名指しする理由がわからない。本来は接点がないはずの二人だ。

「……っ」

　百合はベッドを降り、慌ただしく身支度を始める。

　とにかくその中野という人物を確かめたくて、仕方がなかった。もしそれが雅人の恋人であるならば、妻である自分は彼女と話をする権利がある。

　部屋を出ようとした百合は、ふとこのドアが夜には外から施錠されているのを思い出した。試しにドアを押してみると、あっさり開く。どうやら急な来客のため、悠馬は施錠するのを忘れたらしい。

　廊下に出た百合は、足音を忍ばせて階段を下りた。おそらく客が通されたのは、一階の西側にある応接室だ。

　リビングにはまだ修理業者がいるらしく、物音がしている。階段の踊り場から階下の様子を窺うと、ちょうど応接室にお茶を出し終えたらしい井上がお盆を手に戻ってきたところだった。

　そこで業者らしい中年男性の声が響く。

「すみません、修理が終わりましたんで、ちょっと見てもらっていいですか」

「はい」

　業者に呼ばれた井上が、リビングに入っていく。百合は彼女に気づかれないよう素早く階段を下り、廊下の角を曲がって応接室に向かった。

　そっとドアに耳を押し当てると、中の会話が聞こえる。若い女性が、刺のある口調で話していた。

「さっき雅人さんに、別れを切り出されたわ。一体どういうことなの」

　突然夫の名前が飛び出し、百合はドキリとする。「やはり今来ている客は、雅人の恋人なのだ」と、確信が深まった。

　すると悠馬の低い声が答えた。

「俺のほうが聞きたい。なぜそんな話になったんだ？」

「興信所の報告書によって不貞がばれたあと、落ち込んでいたあの人に、私は離婚を勧めたわ。〝私と娘の小春があなたの家族になるのが、一番自然よ〟ってね。でも雅人さんは躊躇っていたから、もう一人子どもを作ろうと思ったの。この家の跡取りとなる男の子を産めば、きっと腹も決まるだろうって」

　だが雅人は及び腰になり、徐々に足が遠のいていったらしい。そしてつい先ほどマンションを訪れた彼は、突然別れを切り出してきたという。

「あの人、奥さまとやり直すつもりだって言ってたわ。子どもの養育費は払う、だけどその後は一切会わない。納得できないなら、今後は弁護士と話してもらうことになるって。あなたがさっさと二人を離婚させてくれればよかったのに、いつまでもモタモタしてるからこんなことになったんじゃない。どうしてくれるのよ」

「落ち着け。声が大きい」

　二人の会話を聞きながら、百合は信じられない気持ちでいっぱいだった。

　どうやら悠馬と美冬は、繋がっていたらしい。今の話から推測すると、彼は百合と雅人を離婚させると美冬に約束していたようだ。

（どうして……？　何のために、そんな）

　美冬が言葉を続けた。

「そもそもこれは、あなたが描いた絵図でしょ。私が雅人さんとつきあい始めたのもそう、あの人の子どもを妊娠するように唆したのもそう。そこまで追い詰められれば、彼は奥さまと結婚するのを諦めて私を選ぶだろうと踏んでいたのに、そうはならなかった。結局雅人さんは奥さまと結婚してしまって、全部が後手に回ってるじゃない」

「……っ」

　我慢できなくなった百合は、ドアを開けて部屋の中に踏み込む。

　二人は応接セットを挟んで、向かい合って座っていた。悠馬はネクタイのないワイシャツとスラックスという、ラフな格好だ。その向かいに座る美冬はほっそりした体型とセミロングの黒髪が印象的で、匂い立つようなしっとりとした色香の持ち主だった。

　悠馬が驚きの顔でつぶやいた。

「……百合」

　その名前を聞いた美冬は、雅人の妻だと気づいたらしい。

　彼女は猫脚のソファからゆっくりと立ち上がり、挑発的な眼差しで百合を見つめてきた。目の前まで歩み寄ってきた美冬は、こちらを見下ろして口を開く。

「……そう、あなたが雅人さんの奥さま。とっても若くて可愛らしいのね。初めまして、中野美冬です」

「…………」

「大層なおうちのご令嬢だと聞いたけれど、いきなりノックもせずにお部屋に入ってくるから、驚いてしまったわ。意外に庶民と大差ないのかしら？　それともご実家では甘やかされて、礼儀も教えていただかなかったの」

　美冬の言葉には、明らかに棘がある。彼女は揶揄する口調で続けた。

「うちの娘には、そんなことをしては駄目ってちゃんと教えなくちゃ。もうすぐ生後二ヵ月になる子で、小春っていうのよ。父親は雅人さんなの、報告書を読んでご存じでしょう？」

　おそらく美冬は、百合より優位に立ちたくて必死なのだろう。だからこそ、ことさらに子どもの存在をアピールし、こちらにダメージを与えようとしている。

　それを憐れに思いつつ、百合は目の前の彼女を見つめる。そして静かに口を開いた。

「あなたには……深く同情いたします。ご出産されたばかりであるにもかかわらず、雅人さんから一方的な別れを告げられたのなら、さぞ不安でいっぱいでしょう」

「…………」

「ですがわたしは、まだ状況をすべて把握できておりません。まずは事実関係をしっかりと確認し、その上で日を改めてお話しさせていただけたらと考えております。雅人さんの妻として無責任なことはいたしませんから、どうかご安心ください」

　百合の言葉を聞いた美冬が、その目に強い敵意を漲らせる。彼女は口元を歪めて言った。

「〝雅人さんの妻として〟って、それは私に対する皮肉？　あなたなんか家柄しか取り柄のない、ただの小娘じゃない。家の力で彼を手に入れたくせに、偉そうにしないで」

「それは否定いたしません。わたしが八嶋家の娘でなければ、きっとこんなことにはならなかった」

　――そう、すべてはそれが元凶だ。

　百合が八嶋家の娘でなければ雅人は結婚せず、こんなふうに人間関係が拗れていないに違いない。

　そう考えながら、百合は美冬に向き直った。

「後日、正式な話し合いの場を設けようと思います。その際は必ず雅人さんを同席させるとお約束しますから、今日のところはお引き取りいただけますか」

「一方的に何なの。私は……っ」

「お引き取りください」

　百合が毅然として繰り返すと、彼女がぐっと言葉をのみ込む。

　いくら虚勢を張っても、美冬の身分は愛人だ。妻である百合との立場の差は歴然としていて、夜分に自宅まで押しかけてきたのは彼女の非礼であり、明らかに分が悪い。

　その自覚があったらしい美冬は、悔しそうに目を伏せる。そしてソファに置かれていたバッグをつかみ、百合の横をすり抜けて応接室を出ていった。

「――……」

　室内には、百合と悠馬の二人きりになる。

　どうにか美冬を帰すことに成功したものの、百合はひどく動揺していた。先ほど聞いた二人の会話の内容が頭の中でグルグルし、離れない。

　百合は彼に問いかけた。

「さっき……あなたと中野さんの会話を聞いたわ。あれは真実なの？　雅人さんと彼女を引き合わせたのが、あなただって」

　悠馬はしばらく沈黙していた。だが言い逃れできないと考えたのか、嘆息しながら答える。

「ああ、事実だ」

「……っ、どうして……」

　思わず聞き返す百合を、彼がじっと見つめてくる。そして静かに口を開いた。

「――それが俺の、計画だったから」







　美冬が去り、エアコンの修理業者や井上も既にいない家の中は、静まり返っている。

　百合は一人掛けソファに座る悠馬の顔を、食い入るように見つめた。

「計画って……一体何？　中野さんが言っていたけど、全部あなたが描いた絵図だって本当なの」

「ああ。俺は兄と君を、結婚させるつもりはなかった。何とか阻止しようと企み、たまたま地位のある男を捕まえたいという野心を持った中野美冬に会って、彼女を利用しようと思いついたんだ」

　彼が何を言っているのか、わからない。百合はドクドクと鳴る心臓の音を意識しつつ、小さく言った。

「……ちゃんと説明して」

「――……」

　悠馬が立ち上がり、窓辺に歩み寄る。そしてカーテン越しに暗い外を眺めながら、口を開いた。

「端的に言うと、俺の目的は君らの結婚を邪魔し、さらには兄を追い落として宇津木商事の後継者の地位を手に入れることだった。そのために情報収集をしつつ、着々と準備してきたんだ」

「追い落とすって……どうして？　あなたは今、常務の地位にいるんでしょう？　なぜわざわざ兄である雅人さんを排除しなきゃならないの。それに、わたしたちの結婚を邪魔するって」

　次々に疑問が湧いてきて、止まらない。

　矢継ぎ早の問いかけに苦笑した悠馬が、こちらを見る。そして思いがけないことを告げた。

「実は俺と君は、過去に会ったことがある。記憶にあるか？」

「えっ？　あなたと初めて会ったのは、八嶋物産のパーティーのときじゃ……」

「いや、俺が高校二年のときだから、十四年前だ。君は九歳くらいだった」

　そんなのは、初耳だ。記憶を必死に探るものの、何も思い出せない。

　混乱する百合を見つめ、彼がチラリと笑って言った。

「――少し、昔話をしようか」
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　目の前にいる百合は、ひどく戸惑った顔をしている。

　先ほど中野美冬と悠馬の会話を聞いていたという彼女は、訳がわからずに混乱しているらしい。「当然だ」と考えながら、悠馬は話し出した。

「以前君に、チラッと話したことがあるが。この家は昔から、長子が優遇される家系なんだ。兄は何かと目を掛けてもらっていたが、次男である俺は父にまったく期待されておらず、はっきり言っていてもいなくても構わない存在だった」

　――かつての自分を、悠馬は思い出す。

　幼少期は、ひたすら親の関心が欲しかった。母親の玲子は当時から友人と遊び歩くのに夢中で、年配の家政婦に悠馬の世話を任せきりだった。父は仕事で忙しく、家にいることは少なかったが、それでも悠馬は両親が大好きだった。

「結果を出せば、きっと両親は褒めてくれる」――そう考えて勉強や運動を頑張ったものの、二人はおざなりな返事しかせず、特に父親はあからさまに雅人ばかりを贔屓にしたため、悠馬は次第に鬱屈したものを抱えるようになっていった。

　悠馬は言葉を続けた。

「親の関心が欲しかったのは小学校までで、中学に入学して以降の俺は、努力するのが馬鹿らしくなった。それでわかりやすい反抗として、性質の悪い仲間とつるむようになったんだ。遊ぶ金だけは潤沢にもらえていたから、それ目当ての奴らが周りにはいっぱいいた」

　ゲームや飲酒、仲間のバイクでのツーリングに加え、寄ってくる女とのセックスに明け暮れる日々は、怠惰で退廃的だった。

　学校から悠馬の生活態度を注意されるたび、父は眉をひそめていた。

「そんな生活をしているうちに高校生になっていて、たぶん自分はろくな人間にならないと思っていた。夢も希望もなく、父の会社に入る気もなかったしな」

「ご両親には……何か言われなかったの？　それに、雅人さんだって」

「言ったろう、両親は俺に無関心だったと。やさぐれた次男を厄介だとは思っていただろうが、金さえ与えておけばいいと放置していたんだ。兄はそんな俺を反面教師に、上手く立ち回っていた」

　雅人は「あまり父さんに心配をかけるなよ」などと年長らしく諭すときがあり、いつも穏やかに接してくれていたため、悠馬は悪い印象を抱いていなかった。

　普通の兄弟のように仲良くはなく、微妙な距離がある関係だったが、それは父の偏った接し方のせいで彼に責任はないと考えていた。

「だがある日街中で、女連れの兄と出くわしたことがあった。彼はあの顔を利用して女を取っかえ引っかえしていたが、つきあうのは選び抜いた女ばかりで、おそらく名門校に通う坊ちゃんとしてのプライドがあったんだろうな。俺が軽い気持ちで声をかけたら、あからさまに顔をしかめた」

　制服を着崩し、柄の悪い連中とつるんでいる悠馬が弟であるという事実は、交際相手の前ではどうしても認めたくないことだったらしい。悠馬は鼻で笑って言葉を続けた。

「〝外で僕に話しかけないでくれないか〟と言ったときの兄の顔は、今でも思い出せる。それまで彼は〝出来の悪い弟にも優しい兄〟をずっと演じていたが、心の中では蔑み、見下していたのが如実にわかる顔だった。あれを見た俺は、彼に兄弟らしい感情を抱くのをやめた」

　その後、雅人はこちらの機嫌を取るように何度か話しかけてきたが、悠馬は彼を完全に無視した。

　そうして高校二年の春、事件が起きた。

「あの頃の俺は決まった交際相手がおらず、寄ってくる女を適当に相手してたんだが、その中に半グレで有名な奴の彼女がいたらしい。一度寝たらしつこくされて、〝鬱陶しい〟とあしらったら、女はそれを逆恨みして自分の男に泣きついたんだ。俺から無理やり襲われたと嘘をついて」

　男は逆上し、女と仲間を引き連れて悠馬の元にやって来た。

　多勢に無勢で明らかに分が悪かったものの、当時は尖っていたこともあり、悠馬はつい相手を挑発してしまった。

『その女、俺につれなくされたのにムカついて〝ヤられた〟って嘘言ってるようだけど、そんな戯言たわごとマジで信じてんのか？　尻軽だわ、緩マンだわの女の尻拭いをするなんて、あんたもずいぶん物好きだな』

『うるせえ』

　結局、公園で五人がかりで襲われた悠馬は、力で敵わずボコボコにされた。

　ついでに財布に入っていた二十万ほどの金も「女への慰謝料だ」と言って奪われ、ボロ雑巾のようになって夕方の公園の片隅に転がった。

「正直あのときは、死ぬかもしれないと考えた。全身打撲だらけで、あとで病院に行ったら肋骨が折れていたし、顔もかなり腫れ上がって携帯も持ち去られていたからな。〝動けるようになるまで、じっとしていよう〟と考えて寝転がっていたら、そこに一人の小学生が現れた」

　小学校四学年くらいとおぼしきその少女は可愛らしい顔立ちをしていて、有名私立大付属の初等部の制服を着ていた。

　彼女は草むらに転がったままの悠馬の顔を覗き込み、「大丈夫？」と声をかけてきた。

「俺はそんな子どもに無様な姿を見られているのが嫌で、舌打ちして〝向こうに行け〟と言った。しかし彼女はビクッと怯えた顔をしたものの、鞄から絆創膏を取り出して、俺の手当てを始めた」

　少女は濡らしたハンカチで悠馬の血を拭い、絆創膏を貼ったものの、数枚で尽きてしまって途方に暮れていた。泣きそうな顔で、一生懸命に傷の具合を心配しているのが伝わってきて、悠馬はそれ以上彼女に冷たくすることができなくなった。

「〝お医者さまに手当してもらったほうがいいわ〟と言う彼女に、俺は〝動けるようになったら、自分で行く〟と答えた。どうにか起き上がると彼女はホッとした顔をして、何で怪我をしたのかと問いかけてきた」

　悠馬は「ちょっと下手打って、複数人にボコられたんだよ」と説明し、少女に問いかけた。

『それ、Ａ学院の初等部の制服だろ。金持ちの家のガキが、何でこんなところを一人でウロチョロしてるんだよ』

『あのね、少しだけ家出してきたの』

『家出？』

　少女いわく、家は息が詰まるらしい。

　母親を亡くしてからというもの、祖父や父、兄の干渉が増し、常に構い倒されていると語った。

『皆、わたしを心配してくれているのはわかっているの。でもときどき自分が、お人形になったような気持ちになることがあって』

『人形？』

　話を総合すると、家族は彼女を不憫に思うがゆえに溺愛が過ぎ、蝶よ花よと愛玩しているらしい。何もかも本人の意思を無視して先回りして決められていくため、まるで「自分たちの言うことを聞く人形でいろ」と言われている気になるのだと少女は語った。

『……構われるうちが花じゃないか？　無関心よりは、よっぽどいいと思うけどな』

　悠馬からすれば、うらやましい話だった。しかしそれを聞いた少女は愛らしい顔をずいっと寄せ、「そう思う？」と聞いてきた。

『本当にそう思う？　こっちの気持ちなんて関係ないように扱われて、お兄さんだったらうれしい？』

『…………』

　よくよく考えてみれば、意思を持たない人形扱いは、無関心と同じくらいに苦痛かもしれない。

　悠馬がそう答えると、彼女は頷き、「あのね」と言った。

『八嶋グループって知ってる？』

『ああ。ＣＭとかもバンバンやってる、有名な企業グループだろ』

『わたしのおうち、そこの一番大きい会社をやってるの。お祖父さまは会長って呼ばれてる』

　少女の言葉に悠馬は驚き、唖然としたあと、ため息をついて「……あのな」と言った。

『そういうことは外で言っちゃいけないって、家族に注意されなかったか？　下手したら誘拐されるぞ、お前』

『うん。でも、お兄さんなら平気でしょう？』

　あっさりそう答えた彼女は、言葉を続けた。

『わたしはそういうおうちに生まれたんだから、誘拐されるかもしれない危険が常にあって、他の人より自由がないのは仕方ないってよくわかってる。今日だってお迎えの家政婦さんの目をかいくぐって来たけど、本当はいけないことだって知ってるわ。きっと今頃、ものすごく心配されてるし』

　少女は「でもね」と言って悠馬を見た。

『そういう中でも、わたし、好きなことをするのを諦めたくない。だって挑戦する気持ちを失くしちゃったら、もうその時点で終わりでしょ？　そんな人生、すごくつまらないもの』

『――……』

　まだ小学生なのに、彼女の瞳には強い意思がきらめいていた。それを見た瞬間、悠馬は目から鱗が落ちた気がした。

　あのときの気持ちを思い出しながら、悠馬は言う。

「形は違えど、〝家〟という檻に囚われていたのは俺も同じだ。反発しながらも親の金に依存し、その名前に守られてぬくぬく生活していた。利益を当たり前のように享受する一方、与えてくれる人間に恨みがましい気持ちを抱いていたんだから、本当に器の小さいガキだったな」

　それを聞いた百合が、慌てた顔で言った。

「ちょ、ちょっと待って。確かにわたし、小学四年生の頃に初めて〝家出〟をしたけど、あの公園で会ったのは悠馬さんだったの？」

「ああ」

「だって、今とは全然……」

「当時の俺は、高校生だ。十四年も経ったら、そりゃ見た目も変わるだろう」

　あのとき話したのはほんの十五分くらいで、やがて彼女は「わたし、そろそろ戻らなくちゃ」と言った。

『わたしの奥歯に、誘拐防止のＧＰＳが入ってるらしいの。そろそろ迎えが来そうだし、お兄さんに迷惑がかかったら困るから、もう行くね』

　手を振って去っていく様子を見守っていたところ、すぐに往来から黒塗りの車が到着し、中から出てきた父親らしき男性が彼女に向かって何か言っていた。

　それを公園の片隅から眺めていた悠馬は、「本当に彼女は、八嶋グループの令嬢なのだ」と納得した。

「君と話して以降、俺は自分の将来について考えた。いつまでも怠惰な生活を続けていても、先はない。じゃあ何がやりたいのかと思案したとき、思いついたのが〝父と兄を見返す〟ことだった」

　これまでさんざん好き勝手やってきた自分は、まったく期待されていない。むしろ厄介者だと思われているに違いなく、そんな彼らの評価を覆してやりたくてたまらなくなった。

　それから悠馬は勉強に打ち込み、成績を上げた。生活態度も改め、父親に対して敬語で話すようになり、難関といわれる大学の経済学部に合格した。

　ちなみに自分を暴行した連中は、あのあともこちらを金づるにしようとして近づいてきたが、悠馬は即座に警察に通報してやった。彼らのうちの何人かはそれまでの行動が問題視されて少年院送りになったらしいが、知ったことではない。

　大学卒業後、悠馬は宇津木商事に入社した。

「それでも扱いは幹部候補ではなく平社員だったから、いかに父が長男至上主義かがわかるだろう。だが現場で長く経験が積めたのは、商社マンとしてありがたかった。実際に自分でやってみないとわからないことは、たくさんあるからな」

　入社後の悠馬は社内でさまざまな分野の仕事に携わり、海外駐在もこなしつつ、着実に実績を積み上げた。

　しかしそこですかさず弟を利用しにかかったのが、兄の雅人だった。彼は悠馬が頭角を現し始めたのを見るや、自分の商談に同席させるようになり、客との交渉を任せた。

　他社との競合や条件が難しい商談の場合も、彼は進んでその仕事を買って出ながら実際は悠馬に話を詰めさせ、いざ契約の段階になったところで自分が前に出てくる。つまり、傍から見た悠馬は単なる補佐に過ぎず、雅人が率先して難しい案件をこなしているかのようだった。

「もちろん商談相手は俺がメインで話しているとわかっているが、社内的には兄のほうが副社長としてふさわしい仕事をしているように見えていたに違いない。そんな姑息さを目にするうち、俺は単に見返すだけじゃ足りないと思うようになった。――実力に見合ってない彼の地位を、奪ってやりたいと」

　だが長子である雅人を副社長の座から引きずり下ろし、自分が宇津木商事の後継者になるためには、父と周囲を納得させられるだけの理由が必要になる。

　悠馬は興信所に彼の身辺を探るのを依頼し、それと同時に業務上で不審な点がないか秘密裏に調査を始めた。怪しまれないよう、あくまでも表面上は兄に協力的なふうを装ってだ。

　そんな矢先、悠馬は雅人と共に八嶋物産の創立記念パーティーに出席するよう父に要請された。八嶋物産といえば、かつて公園で会った少女の祖父が経営するという会社だ。もしかして本人が来ているかと思って探したところ、悠馬は八嶋会長の隣に佇む孫娘の姿を見つけた。

　あの日のことを思い出し、悠馬は目を伏せる。

「君の姿を見つけたときは……妙な感慨が湧いた。小学生だった頃のイメージしかなかったのに、すっかり大人の女性になっていたから」

　まるで蛹が蝶になるかのごとく、百合は美しく成長していた。

　背丈はスラリと伸びて姿勢が良く、元々愛らしかった顔立ちは年齢と共に磨かれ、清楚に整っている。艶やかな髪や透き通る白い肌、ほっそりした肢体と優雅な物腰は、八嶋会長の孫というのを差し引いても衆目を集めていて、気づけば悠馬は彼女に目を奪われていた。

（……思えば、一目惚れだったのかもしれないな）

　成長した百合の姿は意外性もあって鮮烈で、パーティーのあいだ中、いつまでも悠馬の目に焼きついて離れなかった。

　彼女は自分を、覚えているだろうか。十三年前に交わした言葉が自分が変わるきっかけだったと思うと、再会を運命的に感じる。

　折を見て言葉を交わせたら――そう考えていたものの、当の百合は悠馬をまったく眼中に入れていなかった。

「君が俺に気づかないのは、外見の変化からしても無理はない。……実際に君が見つめていたのは、俺ではなく八嶋会長と話している兄の姿だった」

　雅人は顔立ちが整っており、王子めいた雰囲気の持ち主のため、百合が見惚れるのもわからなくはない。

　そのときもシクリと心が疼くのを感じたが、やがて八嶋家から雅人と百合の縁談が持ち込まれたのを聞いたとき、悠馬の心に暗い炎が宿った。

「結局何もかも……あの兄が持っていくのかと思った。親の関心も会社も、そして君さえも。どれだけ努力しても、俺より先にこの家に生まれ、無能なくせに表面を取り繕うのにだけは長けている彼に、あっさり全部持っていかれるんだ。これ以上奪われることに納得がいかないと考えた俺は、すべてを手に入れてやろうと決心した」

　百合との婚約は父がもっとも乗り気であり、流される形で雅人も承諾した。悠馬はそれを破談にするべく計画を練った。その手段として白羽の矢を立てたのが、中野美冬だ。

「中野美冬は宇津木商事の受付嬢として中途採用された人間だったが、最初は俺に粉をかけてきたんだ。彼女は上昇志向が強く、とにかく地位のある男を手に入れたいと考えていて、話しているうちにそれを感じた俺は〝どうせ落とすなら、俺ではなく副社長である兄にしたらどうだ〟と水を向けた」

　美冬はすぐに乗り気になり、悠馬は彼女が雅人の参加する飲み会に出られるよう、社内的に根回しをした。彼の行きつけのバーの場所も教えたところ、美冬は首尾よく雅人と関係を結んだ。

　それを聞いた百合が眉をひそめ、小さく言った。

「じゃあ、やっぱりあなたが雅人さんと中野さんを……故意に引き合わせたの？」

「そうだ。彼女には〝兄の結婚に思うところがあり、破談にしたい。そのために協力してほしい〟と説明してな。もちろん、兄自身が中野を拒否すれば成立しない話だったが、彼はまんまと手を出した。でも兄は彼女を単なる遊び相手としか思っておらず、君との婚約を成立させてしまった。だから俺は中野に対し、〝兄と結婚したいなら、いっそ彼の子どもを妊娠しろ〟と唆したんだ」

　会社の利益のために百合と婚約した雅人だが、さすがに交際相手に子どもができれば無視できないはずだ。きっとやむを得ず、美冬を取るに違いない――そんな計算をする傍ら、悠馬は不貞の証拠とするため、二人が会っている姿を興信所の人間に撮影させていた。

「その過程で、面白いことがわかった。少し前から怪しい動きをしていたが、はっきりしたのは中野美冬が妊娠した直後だ」

「怪しい動き？」

「ああ。――兄の主導による、インサイダー取引だ」

　調査を開始してまもなく、興信所は「雅人が部下の長谷川を使い、山内裕美子に接触している」という情報をつかんだ。

　元々雅人は私腹を肥やす目的で伯母を使った小口のインサイダー取引をしていたが、美冬が妊娠して退職したあとは彼女の生活の面倒を見るため、多額の金が必要になったらしい。不正な取引をする回数が、目に見えて増えていた。

「兄の弱みを握れたのは俺にとって収穫だったが、中野美冬のほうは難航していた。優柔不断な兄は妊娠した彼女を選ぶことも、切り捨てることもできず、結局どっちつかずのまま君と結婚してしまったんだ。そうするうちに出産を迎え、彼女は子どもの存在を切り札に、いずれ兄を取り戻す方向にシフトした。強引な手段を取らなかったのは、〝宇津木商事の次期社長〟である彼に魅力を感じていたかららしい。兄を実家と断然させてしまっては、社長夫人になれないからな」

　雅人がいつまでも決断できなかったのは大きな誤算であるものの、美冬の出産は百合に彼を諦めさせるための大きなポイントになると悠馬は考えた。

　宇津木商事の存続のためには、雅人と百合を離婚させることはできない。ならば百合の中の夫への執着を断ち切り、自分が陰の〝夫〟になる。そうして彼女を手に入れようと悠馬は決断した。

「兄と結婚して三ヵ月、自宅に寄り付かない夫に君が不審を抱き始めたタイミングで、俺は興信所に報告書を作らせた。……そして自宅に届いたものだと言って、君に見せた」

　――その後悠馬は、嫌がる百合を強引に抱いた。

　一度手に入れたら、より執着が増した。子どもができれば諦めがつくと思い、避妊は一切しなかった。

「……っ」

　そのときのことを思い出したのか、百合がかすかに顔を歪める。悠馬は言葉を続けた。

「これまでは何だかんだと兄を上手くこの家から遠ざけていたが、今日こちらの様子を聞かれた流れで俺が君を抱いた話をしたところ、彼は相当焦ったらしい。中野美冬に会い、はっきりと別れを告げたようだ。彼女は動揺し、協力者である俺に〝何とかしろ〟と言いに来た。……それが先ほどの顛末だ」

　雅人が重要会議を放り出してまで百合と接触を持ったのには驚いたが、たとえ自分の不在時に彼女を連れ出していたとしても、次に打つ手の準備はできている。

　それを聞いた百合はしばらく押し黙っていたが、やがて口を開いた。

「じゃあ、本当にあなたが全部――裏で糸を引いていたのね」

「ああ」

「わたしは、あなたが雅人さんを見返すための道具？」

　彼女の問いかけに、悠馬はじっと視線を返す。

　始まりがあんな形である以上、自分が何を言っても真意は伝わりようがないのだと諦めていた。しかし一方通行な関係に、いささか疲れをおぼえる。――百合と接するうち、身体だけではなく、その心も欲しくてたまらなくなっている。

　悠馬は苦笑いして答えた。

「君を道具だと考えたことは、一度もない。むしろもっとも欲しいものが、君だったんだが――きっと信じてはもらえないんだろうな」





＊　＊　＊






　目の前に立つ悠馬の姿を、百合は食い入るように見つめる。

　彼の説明は驚くことばかりで、まだ頭の中が混乱していた。

（昔、公園で会ったあの人が……悠馬さんだったなんて）

　小学校四年のとき、過保護な家族に息が詰まった百合は、学校帰りに迎えの者を撒いて出奔した。　

　といっても、行き先は学校から徒歩で十分ほどのところにある公園だ。住宅街の中に位置し、いくつかの遊具がある典型的な造りで、ただ一人になりたくて向かった場所だった。

　百合が来たとき、ちょうど公園からよからぬ風体の若い男たちが出ていくところで、「何だろう」と思っていたら、片隅にボロボロになった男子高校生が一人倒れていた。

　彼の怪我はひどく、百合は放っておけずに手持ちのハンカチや絆創膏で傷の手当てをした。目つきが悪くまったく愛想のない男子高校生は正直言って怖かったが、話してみるとさほど冷たくはなく、気づけば十五分ほど一緒にいた。

　当時と今の悠馬は、見た目はまったく共通点がない。荒んだ雰囲気はすっかり鳴りを潜め、理知的で冷徹な印象になった彼を前に、百合は今も信じられない気持ちでいっぱいだった。

（でも……）

　話す内容を聞けば、確かに悠馬があの男子高校生だったのだとわかる。

　百合は彼との会話の中で、自分が八嶋物産の創業者一族の娘だと話しており、パーティーで見かけた悠馬がこちらに気づいたというのもすんなり納得できた。

（わたしと雅人さんの婚約をきっかけに、悠馬さんはすべてを手に入れるための計画を実行に移したって言ってた。でも――そのために中野さんを唆して、子どもまで作らせるなんて）

　たった今、悠馬は「君を道具だと考えたことは、一度もない」と言った。「もっとも欲しいものが、君だった」とも。

　そこまで執着される理由が、百合にはわからない。むしろ雅人に意趣返しするために寝取ったと言われるほうが、よほどしっくりくる気がする。

　百合は彼を見つめ、口を開いた。

「あなたがそこまでする理由が……わたしにはわからない。雅人さんに対する複雑な気持ちや、会社の後継者になりたいのは、さっきの説明で理解できる。でも過去に一度会っているとはいえ、わたしは当時小学生だったでしょう？　たったそれだけの相手を、〝一番欲しいもの〟って言われても」

「いくら何でも、小学生だった君に邪まな気持ちを抱いたりはしない。そんな趣味はないからな。一年前のパーティーで再会したとき、君があまりにもきれいになっていて思わず見惚れた。……そして恋する乙女の眼差しで兄を見つめている姿に、不快になった」

　悠馬いわく、雅人と婚約していた七ヵ月のあいだに何度か百合を見かける機会があったが、そのたびに執着が増していったという。

　結婚後、同じ家で暮らし始めてからはときおり挨拶するだけの関係だったものの、淡々とした顔の下で「一体いつ手を出してやろうか」と考えていたらしい。

　百合はじわりと頬を赤らめて言った。

「な、何それ。いつもクールな顔をして、わたしが挨拶をしてもすごく素っ気なかったくせに」

「これが地の顔だ。しょうがないだろう」

「どうせ見た目だけで判断したんでしょう？　さっきから容姿のことしか言ってないもの」

「いや。清楚な雰囲気のくせに意外に気が強いところや、育ちの良さゆえのプライドの高さを、可愛いと思ってる」

　面と向かって褒められ、百合はぐっと言葉に詰まる。それを見た悠馬がニヤリと笑い、言葉を続けた。

「男慣れしていなくて初心なところと、気持ちがすぐ顔に出る素直な性格もいいな。それから感じやすくて、たやすくグズグズになる身体も」

「……っ、な、何言ってるの」

　あからさまな言葉に羞恥をおぼえつつ、百合は心臓の鼓動が速まるのを感じる。

「あなたは……わたしがいくら気持ちを問い質しても、はぐらかして答えなかったでしょ。それなのにどうして今さら、そんなことを言うの」

「何を言っても、君には上手く伝わらないと考えていたからだ。ならばせめて身体だけでも、俺のものにしたいと思った。八嶋家を怒らせるわけにはいかないから、兄と離婚はさせられない。そんな大義名分の元、君をこの家に縛りつけるつもりだったが――今思えば、愚かだったな」

「えっ？」

「君を永遠に閉じ込めておくなんて無理な話だし、とことん俺を嫌って拒絶した場合、いずれ八嶋家にすべてがばれる。そうなれば俺と兄は、君の祖父や父親に徹底的に報復されるだろう。もちろん会社も例外ではない」

　そんな危ない橋を渡りながらも、悠馬は自分に手を出さずにいられなかったのだろうか。

　そう考え、百合は小さく問いかける。

「あなたはわたしや雅人さん、そして中野さんや二人の間にできた赤ちゃんの人生を歪めて――後悔はないの？　全部あなた自身の欲求が原因なのに」

「後悔はない。兄は依然として副社長の地位にいるが、追い落とす準備はできているし、君の身体に初めて触れた男が俺で満足してる。今のところ、希望の達成度は八割ほどかな」

　答える彼は、迷いのない表情をしている。それを見つめた百合は、複雑な思いで胸がいっぱいになった。

（勝手な人。……そこまではっきり言い切るほど、わたしを自分のものにしたかったの？）

　悠馬の行動は、身勝手極まりないものだ。

　彼に唆された美冬が、子どもまで産んだのにもかかわらず雅人に捨てられそうになっているのを思うと、その罪深さを感じずにはいられない。

　百合は自分の中の言葉を探しながらいった。

「本当に満足？　あなたはわたしを実際に手元に囲い込んでいるけど、心の通い合わない関係は、虚しくはならない？　さんざん周りを巻き込んで手に入れたものがそれで、この先もずっと後悔しないって言えるかしら。わたしはそうは思わない」

「――――」

　それを聞いた悠馬が、虚を衝かれた顔で口をつぐむ。しばらく沈黙して考え込んでいた様子の彼は、やがて苦く笑い、自嘲する口調で答えた。

「……そうだな。君の言うとおり、おそらく本当の意味では満足してない。初めは身体だけでも手に入れれば満たされるかと考えたが、君と話すようになり、徐々に内面も見えてきて……心も欲しくなった。でもそれはおこがましい願いだと、よくわかってる。君の心も身体も傷つけた人間なんだから、憎まれて当然だ」

　独白めいた彼の言葉に、百合の胸がぎゅっと強く締めつけられる。

　おそらく悠馬は仕事はできても、恋愛には向かない人間なのだろう。もしかすると複雑な家庭で育った分、人の愛し方がわからないのかもしれない。

（馬鹿だわ、この人。……初めにちゃんと言葉で伝えればよかったのに）

　気持ちを通わせることを最初から諦めながら、それでも自分に手を伸ばさずにいられなかった彼に、何ともいえない思いがこみ上げる。

　百合は窓辺に立つ悠馬に向かって言った。

「――ねえ、この際だから、ちゃんと言ったら？」

「何を？」

「あなたの気持ちを、わたしに。もしかしたら伝わるかもしれないでしょ」

「…………」

　途端に悠馬は、何ともいえない顔をする。

　それは普段冷静な彼には珍しく、狼狽しているのかもしれなかった。百合がじっと見つめていると、悠馬がゆっくりとこちらに歩み寄ってくる。

（……ああ、やっぱりこの人、背が高いんだわ）

　間近に迫った彼を前にそんなことを考えていると、悠馬が目の前で立ち止まり、百合を見下ろしてきた。そして熱を孕んだ眼差しで口を開く。

「――好きだ。ここまで強く欲しがった人間は、これまでの人生で君しかいない」

「……っ」

　思いのほか直球なフレーズに、百合の心臓がドキリと音を立てる。悠馬が言葉を続けた。

「君が望むことは何でも叶えてやりたいし、そのために金や時間を取られても、まったく構わない。たとえそれが我が儘でも煩わしいとは感じず、きっと可愛いと思うだろう。できるなら、かつて兄を見つめていたときのようなキラキラした目で俺を見て、笑った顔も見せてほしい。他の女には決してよそ見をしないと約束するから――どうか俺を、愛してくれないか」

　冷徹な男の真摯な愛の告白に、百合の胸がじんと震える。

　悠馬の行動はあまりにも身勝手で、批判されて当然だ。最初に同意なくこちらの身体を奪ったのを考えれば、拒絶するべき人間に違いない。少なくとも祖父や父は、その所業を知れば眉をひそめるだろう。

（……でも）

　悠馬が最初から一貫して自分を気遣ってくれていたことを、百合は知っている。

　想いを表には出さないまま、彼はできるかぎりの真心をこちらに差し出してくれていた。そんな悠馬を憎めない自分はきっと愚かだが、もうそれで構わない。

　百合は彼を見つめ、口を開いた。

「あなたが選んだ手段は……やっぱり賛成できない。いくら中野さん自身が望んで雅人さんと関係したとはいえ、そのきっかけを与えたのはあなたで、もし二人が別れてしまったら生まれた子どもにも影響がある。それってとても、不幸なことだわ」

「…………」

「でも、あなたがわたしに対する気持ちを言葉にしてくれてうれしい。理不尽な扱いをされたのは今でも許せないし、特にこちらの気持ちを無視して無理やり身体を奪ったのは、犯罪行為だっていう自覚を持つべきだと思う。でも――悠馬さんの気遣いが折に触れて伝わってきて、わたしはどうしてもあなたを憎み続けることができなかった。自分でも馬鹿だっていう自覚があるわ」

「百合、それは……」

　悠馬が驚いたように目を瞠る。百合は彼を見つめ、はっきり告げた。

「――わたし、悠馬さんが好き。普段は淡々としてるあなたがたまにチラッと笑う顔や、わたしを見る目にドキドキするし、話してみると意外に饒舌だったり、大人らしく落ち着きがあったりするところも、たぶん好きなんだと思う」

　実際に言葉にすると、じんわりとその意味が染みてくる。

　そう、自分は悠馬が好きなのだ。クールで淡々としていて、強引さと冷徹さを併せ持つ彼がときおり見せる優しさに、心をつかまれている。

　それが悠馬の策略であり、あくまでも家と会社のために百合を利用するために見せたポーズだという可能性は、今も捨て切れない。だが考えても仕方のないことはもういいのだと、百合は腹をくくった。

　どちらにせよ、自分の中には彼への恋情が確かにある。悠馬が先ほど向けてくれた言葉と、真摯な眼差しを信じたい――そう思った。

「……兄のことは、もういいのか？　そもそも縁談のきっかけは、君が彼に一目惚れをしたせいだと聞いている」

　彼が探るように問いかけてきて、百合は目を伏せる。

「雅人さんのことは……確かに好きだったわ。あの人と結婚できてうれしかったし、これから二人で幸せな家庭を築くんだって思ってた。でも、中野さんっていう恋人がいて、産まれたばかりの子どもまでいるのなら、彼はわたしと別れて二人の責任を取るのが筋だと思う」

「…………」

「今日、ここに来た雅人さんに〝やり直そう〟って言われたとき、わたし、頷くことができなかった。中野さんや子どもをあっさり切り捨てようとする彼の姿勢に、疑問を抱いたのもあるけど……そのときわたしの中にいたのは、悠馬さんだった。あなたの気持ちを知りたい一心で、〝この家から出してやる〟っていう雅人さんの誘いを断ったの」

　百合は「――でも」と言葉を続ける。

「今悠馬さんと話をして、きっぱり決心がついた。雅人さんとは、離婚するわ。でもそのことでこの家や宇津木商事が不利益を被らないよう、わたしがお祖父さまやお父さまに話をする。そうして身綺麗になった上で、あなたとの関係を新たに構築したいと考えてるんだけど――どうかしら」

　百合の提案を聞いた悠馬が、かすかに目を瞠る。

　やがて彼は、小さく噴き出して言った。

「何ていうか、君は……深窓の令嬢のくせに意思がはっきりしていて、男前なんだな」

「あら、昔からそうよ。何しろお人形扱いされるのが嫌で、何度も家出をしたくらいだし。あなたに初めて会ったあとも、二回ほどしたわ」

　度重なる百合の反発を受け、ようやく祖父と父はこちらの意思を尊重してくれるようになった。あくまでも「彼らの許す範囲」でだったが、進学先や留学など、できるかぎり自分のしたいことを主張し、全部を成し遂げてきた。

　それを聞いた悠馬が、納得した顔をする。

「確かに昔の君も、年齢のわりに自己主張の激しい子どもだったな。当時から変わりはないってことか」

「あなたはだいぶ変わったわ。あの頃は荒んだ雰囲気で、目つきも悪かったし」

　だが当時の彼も、ひどく顔立ちが整っていた。怪我をしてボロボロだったものの、その面影は「かっこいいお兄さん」として百合の記憶に残っている。

　すると悠馬が笑い、百合の腰を抱き寄せて言った。

「中身はたいして変わってない。表面を取り繕うのが上手くなっただけだ」

「ちょっ、あの……離れて」

　慌てて彼の胸を押して距離を取ろうとしたところ、悠馬が問い返してくる。

「何で」

「さっきも言ったけど、まずはわたしと雅人さんが離婚をするのが先だと思うの。それまでは、節度を保って――」

「今さらだろう。もう何度もヤったんだから、回数が増えたところで変わらない」

「そんな……っ」

　腕の中に抱きしめられ、ワイシャツ越しに彼の身体の硬さを生々しく感じて、体温が上がる。

　悠馬が腕の力を強くし、百合の髪に顔を埋めながらささやいた。

「俺に好きだと言っておいて我慢しろっていうのは、ずいぶん酷な話だと思わないか？　これまでだって触れたい気持ちを抑えて、だいぶ自制していたのに」　

「う、嘘つかないで。さんざん好き勝手してたくせに」

　この二週間、毎日のように抱かれたことを思い出し、百合は「どこが自制なのだ」と考える。すると彼が、何でもないことのようにさらりと答えた。

「あの程度が本気だと思ったか？　残念ながら違う」

「あ……っ」

　ひょいと身体を抱え上げられ、百合は息をのむ。

　下ろされた先はソファで、上に覆い被さった悠馬が、百合の頬を撫でながら言った。

「可愛い百合、君の言うことは何でも聞いてやるつもりだが、兄と離婚するまで節度を保つというのは同意できない。俺のものだと何度でも確かめたくて、たまらなくなる……」

「んっ、……ぅっ」

　唇を塞がれ、すぐに押し入ってきた舌の感触に、百合は喉奥からくぐもった声を漏らす。

　ざらりとした表面を擦り合わされ、絡められるのは、ひどく性感を煽った。今まではただされるがままのキスしかしたことがなかったが、百合は思い切って自分から彼の舌を舐めてみる。

　するとますます熱っぽく貪られ、すぐに息が上がった。

「はぁっ……」

　唇を離した途端、間近で悠馬の端正な顔を見てしまい、じんわりと頬が熱くなった。

　もう数え切れないほど彼に抱かれているのに、今は目を合わせるだけで恥ずかしい。そんな百合を見た悠馬が、からかうような笑いを浮かべて言った。

「そんな目をするな。誘ってるのか？」

「そ、そんなわけないでしょ。それに、さっきもしたんだから、今日はもう……」

「ああ、そうだったな。でも時間を置いたから、俺としてはまったく問題ない。ほら」

　ぐっと強く股間を押しつけられ、百合はそこが既に硬くなっているのを知る。

　一気に頭が煮えたようになり、彼の肩をつかんで押しのけようとした。

「ば、馬鹿……っ」

　スラックス越しに感じる屹立は硬く大きく、それが挿入ったときのことを思い出し、じんと身体の奥が疼く。

　百合の抵抗を物ともせず、あっさり腕をソファの座面に縫い留めた悠馬が、首筋に唇を這わせてきた。

「……っ」

　唇の柔らかな感触、そして肌に触れる眼鏡のフレームとかすかな吐息に、ビクッと身体が震える。

　大きな手のひらが胸のふくらみをつかみ、やんわりと揉みしだいた。いつもの寝室ではなく、電気が皓々と点いた応接間のソファでされている状況が、百合の羞恥を煽る。

　そのときふいに、井上の存在を思い出した。彼女がまだ家の中にいるなら、ここで何をしているか気づかれてしまうかもしれない。

「待って……ここでは嫌。まだ井上さんがいるかもしれないし」

「いや、もう帰ったはずだ。さっき彼女が茶を持ってきたとき、中野美冬との話を聞かれたくないのもあって、〝帰っていい〟と言ったから。……ああ、まだ濡れてるな」

「……っ」

　スカートをまくり上げ、下着越しに脚の間をなぞった彼がそんなつぶやきを漏らして、カッと頭に血が上る。

　そこは先ほど出された悠馬の精液で、じんわりと湿っていた。ここに来る前に拭き取ったはずだが、体内に残っていたものが出てきたらしい。

「んん……っ、や……っ」

　指でなぞられるうち、蜜口から溢れ出たものが粘度のある水音を立て始め、百合の羞恥が募る。

　ときおり敏感な花芽を押し潰されるとじんとした愉悦が走り、腰が跳ねた。布越しの愛撫はもどかしく、快感はあるのにどこか物足りない気がして、足先でソファの座面を掻く。

　それを見た悠馬が、ひそやかに笑った。

「下着の中がぬるぬるしてる。このぬめりは、俺が出したものだけじゃないだろう？」

「し、知らな……、ぁっ！」

　ふいに下着のクロッチの横から指を入れられ、秘裂に直に触れられる。

　彼の指が蜜口をくすぐり、ぬかるんだそこがかすかに音を立てた。しかし彼の指はすぐに中に入ってはこず、溢れ出たぬめりを広げるように動く。

「は……っ……ぁ、や……っ」

　愛液を纏った指で花芯をいじられると、甘ったるい快感がこみ上げて呼吸が乱れる。

　ついさっき抱かれたばかりのせいか熱が上がるのが早く、身体の奥が疼いて仕方がない。いつにないその反応は、悠馬への気持ちを自覚したせいかと百合は考える。

（この人の優しさが演技じゃないって思うだけで……これほど違うもの？　想いが通じ合った人と抱き合うのって、こんなふうなんだ）

　とはいえ自分はまだ雅人との離婚が成立しておらず、戸籍上は彼の妻だ。義弟である悠馬との関係は、世間から見れば眉を顰められるものに違いない。

　だが恋心を自覚した百合の中に、迷いはなかった。「囲い込んで、とことん甘やかしたい」という言葉は胸をときめかせ、彼の端正な顔立ち、引き締まった身体、その匂いを間近に感じるだけで、もっとくっつきたい気持ちでいっぱいになっている。

「……悠馬さん」

「ん？」

「ぁ、もっと……」

　悠馬の目がかすかに見開かれ、ふと破顔する。眦を緩めた彼は、百合の髪を撫でて言った。

「素直に甘えてくる君は、やばいくらいに可愛いな」

「……っ」

　わずかに砕けた口調に、胸が高鳴る。悠馬が身を屈めてきて、目元に口づけながらささやいた。

「――指を挿れるぞ」

「んん……っ」

　ぬかるんだ隘路に二本の指がねじ込まれ、百合は彼の腕を強くつかむ。

　内壁を擦る硬い感触に、肌が粟立った。狭いそこは、愛液のぬめりを借りて二本の指を難なくのみ込んでいく。

「すごいな。……いつもより熱くて、吸いついてくる」

「はぁっ……ぁ、そこ……っ」

　奥まで押し入った指に感じやすいところを抉られ、思わず中を絞めつけてしまう。

　愛液が奥からどんどん溢れ、悠馬の手のひらまで濡らしているのがわかった。隘路でゆっくりと指を行き来させながら、彼は百合の胸に服の上から噛みついてくる。

「あっ……！」

　先端部分を噛まれ、生地にじんわりと唾液が染みていく。痛みまではいかない刺激を服越しに感じ、敏感なそこが芯を持ってきゅっと尖った。

　理知的な容貌の悠馬がそんなことをしているのが淫靡で、百合の顔が思わず赤らむ。目が離せずにいると、彼が揶揄する口調で言った。

「中が締まった。君は噛まれても感じるのか？」

「……っ、違……」

　恥ずかしさをおぼえ、涙目で首を横に振る百合の体内から、悠馬が指を引き抜く。

　そして百合のカットソーをまくり上げ、ブラのホックを外すと、それらをまとめて脱がせた。

「何度見ても、君の胸はきれいだ。清楚で張りがあって、色が白い」

「んん……っ」

　ふくらみをつかみ、先端に舌を這わせられる。

　乳暈をなぞり、舌先で押し潰される動きに、そこはすぐに反応して硬くなった。きつく吸い上げられ、ツキリとした疼痛に百合は息を乱す。

「はぁっ……ぁ……」

　ふくらみを握り込まれるのは少し痛いのに、すっぽりと包む悠馬の手の大きさに、安堵のようなものがこみ上げる。

　左右の胸を交互に可愛がられ、唾液で濡れて尖る先端を見つめた百合は、熱っぽい息を吐いた。彼は上半身のあちこちに唇を落としながら、乾いた手のひらでくまなく肌を撫でてくる。それがひどく心地よく、気づけばうつ伏せにされていた百合は、悠馬にすっかり身を委ねていた。

　彼が肩甲骨の辺りに口づけながらささやく。

「撫でられるだけでこんなになるなんて、君は本当に感じやすいんだな」

「……っ、悠馬さんの手が大きくて、気持ちいいから……」

「男なら大抵、君より手が大きい。誰に触られてもこうなるのか？」

　意地の悪い質問をされ、うつ伏せの百合はむくれて背後にいる彼を見つめる。

（そんな意味で言ったんじゃない。……悠馬さんだから、気持ちいいって言いたかったのに）

　すると悠馬はこちらを見下ろし、笑って言った。

「冗談だ。――そろそろ挿れていいか」

「あ……」

　スラックスの前をくつろげ、彼が充実した昂ぶりを取り出す。

　慌てて視線をそらした百合は、悠馬に膝を立てた状態で腰を抱え上げられ、焦りをおぼえた。

「ゆ、悠馬さん、この恰好……」

「あまり動くな。ソファから落ちるぞ」

「ぁっ……！」

　後ろから蜜口にあてがわれた亀頭が、ぐぐっと中にめり込んでくる。

　ゆっくりと挿入され、内壁を擦りながら押し入ってくるものの大きさに、百合は小さく呻いた。腰だけを上げて受け入れる姿勢は、屹立の硬さや太さをつぶさに感じる。

　いつもと違う角度で挿入ってくるのが少し怖く、思わずぎゅうぎゅうに締めつけると、彼がぐっと奥歯を噛んで言った。

「……っ、百合、もう少し緩めてくれないと、奥まで入らない」

「ぁ、だって……っ」

「ちゃんと挿入るから、力を抜け。……ほら」

「んんっ……」

　何度か抜き差しを繰り返し、剛直が根元まで百合の体内に埋められる。

　みっしりと中を埋め尽くす質量に強い圧迫感をおぼえ、百合は涙目でソファの座面に頬を擦りつけた。

「……っ……ぁ……」

「……全部挿入った。きついか？」

「あっ……いつもより、深……っ……」

　屹立の先端が信じられないほど深くまで入り込んでいて、少し怖い。それを聞いた悠馬が、あっさり答えた。

「ああ、体勢的にそうだろうな。奥まで挿入りやすくて、俺はすごくいい」

「んぁっ……！」

　ずんと深く腰を打ちつけられ、百合はソファの座面に爪を立てる。

　あまりの質量に息が止まりそうになったのも束の間、そのまま律動に翻弄された。

「はっ……ぁっ、……う……っ……ぁっ……」

　悠馬が腰を引くたびに太い幹で柔襞が擦れ、奥まで貫かれると頭が痺れるような快感が突き抜ける。

　隘路を拡げる大きさが苦しいのに、ゾクゾクとした感覚が背すじを走り、隘路が潤みを増した。百合は混乱しつつ声を上げる。

「……っ、悠馬、さん……っ……」

「ん？」

「や、何か、変……っ」

　彼は律動を緩めずに答えた。

「〝気持ちいい〟の間違いだろう？　いつもより締めつけがきつくて、奥がビクビクしてる。……まるで達く寸前みたいに」

　彼は身を屈め、百合の背中に覆い被さると、両方の胸のふくらみを包み込んでくる。

　やわやわと揉みしだきながら首筋を舐められ、百合はビクッと身をすくませた。悠馬が熱い息を吐き、耳元でささやく。

「君が感じてるのが……中の動きで伝わってくる。素直になると、こうも反応が違うものなんだな」

「……っ、ぁ……っ」

　背中に感じる彼の重みや体温、身体の大きさに、胸がきゅうっとする。

　顔が見たくて後ろを向こうとすると、悠馬が百合の顎をすくい上げ、被さるように口づけてきた。

「んっ……ふっ、……は、ぁ……っ」

　ぬるぬると舌を絡まされ、そのあいだも止まない突き上げに、喉奥から声が漏れる。どこもかしこも埋め尽くされる感覚に眩暈がし、目にじんわりと涙がにじんだ。

　唇を離された瞬間、熱を孕んだ吐息が漏れる。上気した百合の顔を見た彼が、微笑んで言った。

「――可愛い。キスをすると余計に中を締めつけて、君の身体は顔に似合わず本当に淫らだ」

「……っ」

　言葉に煽られ、剛直に絡みつく柔襞がゾロリと蠢く。

　心地よさそうな息を吐いた悠馬が一旦屹立を引き抜き、百合の身体を仰向けにソファに横たえた。そして片方の脚を抱え上げ、再び体内に深く押し入ってくる。

「あ……っ」

「百合……」

「あっ、あっ」

　上体を倒し、覆い被さりながら突き上げてくる悠馬の顔に余裕はなく、その瞳が孕む獣めいた情欲に、百合の理性は灼かれそうになる。

　ワイシャツに包まれた彼の背中は、汗でわずかに湿っていた。それに強くしがみつき、百合は切れ切れに訴える。

「はぁっ……悠馬さん、もう……っ」

「……っ……まだだ。ほら、ここを突かれると気持ちいいだろう？」

「やっ、ぁ……っ」

　根元まで突き入れたものの先端で最奥を抉られ、頭が真っ白になるほどの快感に百合は背をのけぞらせる。

　自然と突き出す形になった胸の頂に吸いつかれて、悲鳴のような声を上げた。百合の腰を抱えて律動を送り込みながら、悠馬が吐息交じりの声でつぶやく。

「……っ……すごい、持っていかれそうだ」

「ぁっ、あっ」

　嵐のような快感に、百合はじりじりと追い詰められる。

　奥を抉られるたびに甘ったるい愉悦がわだかまっていき、今にも弾けてしまいそうだった。中の反応でそれがわかるのか、彼は繰り返しそこばかりを穿ってくる。百合は切羽詰まった声を上げ、やがて高い声を上げて達した。

「あ……っ！」

「っ……」

　ビクッと身体が跳ね、中にいる悠馬をきつく締めつけた瞬間、彼が一気に屹立を引き抜く。

　そして百合の腹の上に、熱い体液を吐き出した。

「……ぁ……」

　白濁した体液が二度、三度と腹部にかけられ、百合は呆然とそれを見つめる。すべてを出し切った悠馬が充足の息をつき、それを前にした百合はポツリとつぶやいた。

「どうして……？　今までは、ずっと中に出してたのに」

「今君が妊娠したら、兄の子になってしまうからな。孕ませたいのは山々だが、それは離婚が成立するまで待つ。もう無理に妊娠させて、君をこの家に縛る理由はないし」

　確かに離婚が成立して三〇〇日以内に出産した場合は、それは前夫の子になるという法律上の規定がある。

　親子関係を否定するためには裁判をしなければならず、その手続きの煩雑さを考えると、今妊娠をしないほうがいいという彼の言葉には頷けるものがあった。

（……でも）

　これまでさんざん「中で出さないでほしい」というお願いを無視してきたくせに、急に手のひらを返されるのは、何だか面白くない。

　するとそんな百合の表情を見た悠馬が、笑って言った。

「どうした、そんな顔して。中に出されたかったか？」

「そんなわけじゃ……」

「もし君が今妊娠してるなら、それはそれでうれしい。ちゃんと裁判をして俺の子として認知するから、安心しろ」

　ティッシュで後始末をした彼は、百合に服を着せかける。

　ソファに身体を起こした百合は、悠馬がじっとこちらを見ているのに気づき、彼に問いかけた。

「何……？」

　悠馬が腕を伸ばし、百合の頬を撫でてくる。

　親指の腹で優しく擦られ、ドキリとして見つめ返すと、彼はそのまま手を後頭部に滑らせ、自分の肩口に百合の頭を抱き寄せて言った。

「――好きだ」

「……っ」

　低い声が、じんわりと心に染みた。間近に悠馬の体温と匂いを感じた百合は、たまらなくなって彼の身体にしがみつく。

　たとえ自分たちの関係を面白おかしく噂され、眉を顰められようと、この先悠馬を選んだことを後悔はしない。どこまでも利己的に自分を求めてくる彼の愛情を、信じたい――そんな気持ちがこみ上げてたまらなかった。

「……わたしも好き」

　小さく応えた途端、彼が頭上で笑う気配がする。悠馬は百合の髪をいとおしげに撫でて言った。

「君は兄と離婚するつもりだと言ったが、それは少し待ってくれないか」

「えっ？」

「先に彼を、副社長の座から引きずり下ろしたい。その上で君に離婚を切り出されれば、兄は承諾せざるを得なくなるだろう」

「――……」

　彼が雅人を追い詰めると聞き、百合は複雑な思いにかられる。

　だが雅人はこれまで兄の立場を振りかざし、悠馬をいいように利用してきた人間だ。彼の気持ちを考えれば、実力のない者から副社長の地位を奪いたいと思うのは当然なのかもしれない。

　百合は顔を上げ、悠馬を見つめて言った。

「副社長の地位から下ろされたとしたら……雅人さんはどうなるの？」

「さあな。まずは兄本人に話をして、自発的に副社長の地位を降りるように言ってみるつもりだが、きっと彼は納得しないと思う。そうなったら、とことん追い詰める準備はできているんだ。結果的に兄は、会社を辞めることになるかもしれない」

「…………」

　生まれながらに長男として優遇され、労せずに副社長という地位に就いた雅人が、はたしてそんな状況に耐えられるのだろうか。

　何より会社を辞めてしまったら、美冬と子どもを養えなくなる可能性もある。百合のそんな言葉に、悠馬があっさり答えた。

「今までさんざん不正で私腹を肥やしてきたんだから、おそらくそれなりの金を溜め込んでるはずだ。君が兄の懐を心配するのは、お門違いだろう」

　確かにそのとおりで、百合は何も言えなくなる。

　彼は百合の頭を抱き寄せ、不敵な微笑みを浮かべてつぶやいた。

「――さて、他力本願な彼がどのくらい持ちこたえられるか。……楽しみだな」





＊　＊　＊






　宇津木商事の八階にある副社長室からは、丸の内の雑踏が見下ろせる。高いところから蟻のように蠢く人々の姿を眺めるのは、ある意味ステータスだ。

　デスクでパソコンに向かっていた雅人は、株価を見ながらあれこれ思案していた。

（美冬と手を切るためには、まとまった金を渡さなければならなくなる。やっぱり少し金策をしておくべきか）

　――昨夜雅人は、愛人の美冬の元を訪れ、別れを切り出した。

　理由は、弟の悠馬が百合に手を出したのを知ったからだ。性質の悪い冗談だと考えた雅人だったが、百合本人に直接確かめたところ、彼女はそれが事実だと認めた。

　以来雅人の中には、じりじりとした焦りがある。これまで悠馬は、兄である自分に逆らったりしなかった。一時期尖っている時期があったものの、高校の半ばから心を入れ替えてすっかり真面目になり、宇津木商事に入社して以降は弟として自分を支えてくれていた。

　雅人にとっての悠馬は、とても「使える」存在だ。彼の仕事に対する視点や交渉力は社員の中でも群を抜いていて、難しい案件も安心して任せることができる。悠馬の尽力で契約にこぎ着けた仕事は、これまで数えきれないほどだ。

　彼はこの先もずっと、自分を支えてくれるのだと思っていた。いずれ社長になる身には、彼のような有能な側近がいるのがふさわしい。それが肉親であるのは裏切りの可能性が低く、最適だ――そんなふうに考えていた。

（それなのに……）

「百合を抱いた」と言ったときの悠馬の様子を思い出し、雅人は不快な気持ちを押し殺す。

　彼の目は、かつて反抗的だった頃を彷彿とさせた。こちらを内心小馬鹿にしているような冷めた眼差しは昔よく見た覚えがあり、あの頃も雅人の神経に障って仕方がなかった。

　もし悠馬が自分に対して、対抗意識を持っているとしたら――と雅人は考える。

　だとすれば、かなりの脅威だ。彼は優秀な商社マンであり、雅人の能力を軽く凌駕している。これまでの自分の仕事の実績は彼なしではなかったと言っても過言ではなく、悠馬が本気でこちらに敵対しようとすれば、手強い相手になるに違いなかった。

（だが父さんは……僕の味方だ。専務も父さんの弟だから、こちら側のはず）

　たとえ悠馬が有能でも、長子相続を是とする父の明人がそれを変更するとは思えない。

　専務の宇津木浩二こうじは明人の弟で、雅人と悠馬の叔父に当たる人物だ。堅実な仕事ぶりと穏やかな人柄で人望があり、これまで雅人との関係は悪くなかった。

　宇津木商事は同族経営でやってきた会社で、序列がはっきりしている。叔父の浩二も世襲の意味がよくわかっているはずだが、一度酒でも飲んでこちら側についてくれるのを確認したほうがいいかもしれない。

（それより問題は、百合のほうだ。……もし彼女が離婚の意思を固めてしまったら、相当まずいことになる）

　彼女と離婚すれば、その理由が八嶋家に知られてしまう。

　八嶋一族の令嬢である百合は、会長から掌中の珠と呼ばれるほど可愛がられている孫娘だ。結婚後わずか三ヵ月余りで離婚に至り、しかも婚外子まで作った雅人を、きっと彼らは許さないだろう。それは仕事にも影響し、もし不利益を被ることになれば、雅人の社内的な立場も危うくなるかもしれない。

（ましてや不貞の慰謝料などを請求されては厄介だ。どうにか彼女を丸め込んで、離婚だけは回避しなければ）

　そのために雅人は、美冬に別れを切り出した。

　自分の誠意を百合に示すには、まずは愛人と子どもの件を何とかするのが先決だ。美冬に別れを納得させ、小春の養育費を支払って、今後一切接触を持たないという書面にサインをさせる。そうすれば百合の怒りを解けるかもしれないという、一縷の望みに賭けていた。

（そもそも百合は僕に惚れていたんだし、彼女が一番だという態度を示せば、きっとこちらに靡くはずだ。悠馬との件にもあえて触れないようにすれば、僕らがやり直すのはそう難しくない）

　一度美冬との別れを決めると、「なぜ今まで決断できなかったのか」と思うくらいにすっきりしていた。

　おそらく彼女と子どもの存在が、心の中でずっと重荷になっていたのだろう。何も二人を、無一文で放り出そうというわけではない。相応の金額を支払い、それを元手に遠く離れたところで幸せに暮らしてほしいと思っているだけだ。

（そうだ、百合との間に子どもを作ろう。そうすれば彼女も僕との生活に意義を見出し、八嶋家との繋がりも強固になって、一石二鳥だ）

　自分との間に子どもができれば、百合の気持ちも落ち着くに違いない。

　それに先立ってまずしなければならないのは、美冬に渡す金を用意することだ。彼女に対する慰謝料、そして小春が成人するまでの養育費を併せれば、かなりの金額になる。

　今まで雅人は二人の生活費、そして育児を手伝っている美冬の母親の家賃も負担していたが、その比ではない。なるべく自分の懐を痛めずに資金を捻出するには、公にできない方法を採るしかなかった。

（ネタならある。二ヵ月前に聞いて準備していたＭ社の株式分割が、そろそろ公表になる時期だ）

　雅人の友人は会社経営者や役員をやっている人間が多く、そういった人脈からオフレコで重要事実が流れてくる。

　情報を知りながら公表前に売買することはインサイダー取引に当たり、禁止されているものの、雅人は一年余り前からそれで巨額の金を稼いでいた。

　もちろん、明るみに出れば不正な取引で得た財産は没収され、課徴金の他に罰金を支払わなくてはならなくなる。悪質だと見なされれば懲役刑を科される場合があり、社会的信用も失墜するため、諸刃の剣だ。

　だが一度吸った蜜の味は、なかなか忘れられるものではない。雅人は話を聞いた二ヵ月前から、母方の伯母を通じてＭ社の株式の買い付けをしていた。

　株式分割が発表されたあと、株価は短期的には下がるものの、その後は回復して上がる傾向がある。雅人は手持ちの株式に信用取引を加え、それを売却することで利益を稼ごうとしていた。

（怪しまれないように、公表前の今時期から売り始めたほうがいいかもな。長谷川を使って、雑司が谷の伯母の元に連絡を入れよう）

　そうと決まれば、早いほうがいい。

　時刻を確認するとちょうど昼時で、雅人はメモ用紙に株式の売却を指示する内容を書き込み、封筒に入れる。そして椅子から立ち上がり、社内の食堂に向かった。

　連絡役に使っている長谷川は、昼は大抵食堂にいる。雅人は多くの社員でにぎわう中で彼の姿を見つけた雅人は、目が合った瞬間にさりげなく廊下のほうを示して食堂を出た。

　六階の西側の自動販売機付近は人気がなく、そこが落ち合う場所になっている。いつもならすぐに来るはずの長谷川だったが、今日はなかなか来ない。雅人はやきもきしながら窓の外を眺めた。

（遅いな。一体何をやってるんだ、もう昼休みが終わるぞ）

　結局長谷川が来たのは、昼休みが終わる五分前だった。雅人は苛立ちを押し隠し、穏やかに話しかける。

「毎回悪いな。昼休みに呼び出して」

「いえ、……」

　長谷川の表情は硬く、こちらと目を合わせようとしない。

　それに引っかかりをおぼえつつ、雅人はスーツの懐から封筒を取り出し、彼に向かって差し出した。

「いつものとおり、例の場所に届けてくれ。報酬はのちほど渡す」

「あ、あの！」

　長谷川が意を決したように顔を上げ、こちらを見る。そして早口で言った。

「申し訳ありませんが、もう副社長のお手伝いはできません。……僕を呼び出すのは、今後一切やめていただけませんか」

「えっ？」

　彼が何を言っているのかわからず、雅人はただ見つめ返す。長谷川はひどく狼狽しながら頭を下げた。

「本当に申し訳ありません。――失礼します」

　止める間もなく彼が身を翻し、足早に去っていく。その様子を、雅人は呆然と見送った。

（手伝えないって、どうして……。今さら怖気づいたのか？）

　長谷川はこれまでのインサイダー取引で、利益の中から報酬を受け取っており、共謀したと見なされる立場だ。しかしこれまでは喜んで協力していたはずなのに、なぜ突然手を引く気になったのだろう。

（口止めを兼ねて、長谷川に少し金をつかませておいたほうがいいかもしれない。……やれやれ、何かと物入りだな）

　彼が使えないなら、伯母に連絡を取るのは自分でやるしかない。それを煩わしく思い、舌打ちして封筒を懐にしまった雅人は、自分のオフィスに向かって歩き出す。

　しかしエレベーターホールで思わぬ人物を見つけ、足を止めた。

「――悠馬」

「兄さんがこんなところにいるなんて、珍しいな。何か用でもあったのか？」

　仕立てのいいスーツを着こなしている彼は、シャープな印象の眼鏡がよく似合い、今日も嫌になるほど男前だ。雅人は内心苛立ちを掻き立てられたものの、兄としてのプライドを総動員し、精一杯何食わぬ顔で答える。

「別に、ちょっと気分転換だよ。お前こそこんなところで何をしてる」

「俺は兄さんを探していたんだ。話したいことがあったからな」

　悠馬が会議室のほうを目線で示し、「あっちでいいか」と言ってくる。雅人は頷き、そちらに移動した。

　無人の会議室に踏み込みながら、雅人は頭の中で目まぐるしく考える。彼の用件とは、一体何だろう。わざわざ自分を探していたという言葉に、落ち着かない気持ちになる。

（まだ悠馬に対抗するための根回しができていないんだから、本人と直接話をするべきじゃない。……適当に切り上げよう）

　雅人は振り向き、悠馬に向かって言った。

「悪いが手短に頼む。このあと、外に出る用事があるから――」

「先ほど、市場取引管理部の長谷川が去っていくのが見えた。彼と何の話をしていたんだ？」

　突然切り込むように問いかけられ、雅人の心臓がドクリと跳ねる。

　しかし「慌てることはない」と己に言い聞かせ、表情を取り繕って答えた。

「僕がいるところにたまたま彼が通りかかって、挨拶をしただけだよ。何でそんなことを聞くんだ？」

「当ててみようか。長谷川に〝いつも頼んでいたこと〟を依頼したが、すげなく断られた。それどころか、今後一切呼び出さないでくれと言われた。違うか？」

「…………。何で」

　雅人は笑い飛ばそうとして、失敗した。こわばった表情のまま悠馬を見つめると、彼が淡々と続ける。

「ちょっと派手にやりすぎたな。証券取引等監視委員会の目に留まるのも、時間の問題だ。まあ愛人の生活の面倒を見るために、金が必要だったんだろうが」

「…………」

「ちなみに長谷川からは、既に裏を取ってある。証言の音声データ、それに彼本人もこちらに協力すると言っているから、もう兄さんの子飼いではない。ああ、雑司が谷の、山内裕美子の家に出入りする写真もある。それも最近じゃなく、一年以上前からだ」

「……っ」

　不正取引がばれていたのを悟り、雅人は束の間言葉を失う。

　写真まで撮られていたということは、悠馬は自分が不正な取引に手を染めだした頃から証拠集めをしていたのだろうか。雅人は彼を見つめて問いかけた。

「お前は一体……いつから知っていたんだ？　何のために、そんな」

「理由は明白だ。兄さんの身辺を探るべく、俺は一年以上前から興信所を付けていた。その過程で、インサイダー取引の実態をつかんだというわけだ」

　悠馬が冷静に話を続けた。

「ただの個人投資家なら課徴金だけで済むが、宇津木商事はそれなりに名の通った企業だ。その副社長が不正取引で荒稼ぎしていた事実をマスコミにリークされれば、株価にも影響しかねない」

　雅人が何も言えずにいると、悠馬は冷徹な眼差しを眼鏡越しに向けて告げた。

「――単刀直入に言う。副社長の地位を、降りてくれないか。今会社を辞めてくれるなら、退職金を支払ってもいいと考えている」

　その瞬間、頭の中ですべてが繋がり、雅人は悠馬の意図を理解した。

　腹の底から怒りがこみ上げ、じわりと頭に血が上る。雅人は目の前の弟を睨み、押し殺した声で言った。

「僕に……副社長から降りろだと？　読めたぞ。お前はそれが目的で僕の周囲を嗅ぎ回り、証拠集めをしていたんだな。自分がこの会社の後継者に成り代わるつもりで」

　話しながら、ふと雅人はあることに気づいて動きを止めた。

「もしかして自宅に届いた報告書の件も、お前の仕業か？　あれには美冬とつきあい始めた当初からの、写真が添付されていた……」

「ようやく気づいたのか？　兄さんにしては、察しがいい」

　悠馬が揶揄する口調で答え、スラックスのポケットに手を入れて窓の外を見やる。そして薄く笑みを浮かべながら言った。

「巨額のインサイダー取引に加え、不貞と婚外子の存在。これだけ揃うと、副社長としてふさわしい人物とはいえないだろうな。しかも妻に迎えたのは八嶋物産の令嬢で、彼女の実家は怒らせれば取引に影響しかねない相手だ。資本参加が兄さんのせいで解消になったら、その責任を負えるのか？　それだけじゃない、インサイダー取引が明るみに出た場合の、企業イメージの悪化についてもだ」

　じりじりと焦りを駆り立てられ、雅人はぐっと拳を握りしめる。

　彼が百合を抱いたと知ったときから、自分は危機感を抱いていた。「悠馬には、自分を追い落とすだけの力があるのだ」と気づき、自分の足元を固めようと考えていた矢先だった。

（遅かったのか。……こいつはずっと前から動いていたのに、僕は）

　だがそれでも、屈するわけにはいかない。宇津木家の長男は自分で、次期社長になるのも自分だ。たとえ能力的に優れているとしても、弟である悠馬に負けるのはプライドに関わる。

　雅人は目の前の彼を睨み、口を開いた。

「インサイダー取引に関しては……まだ証券取引等監視委員会にばれたわけじゃない。これを機に、すっぱりやめるつもりだ。美冬とは別れて子どもの養育費を払い、百合と夫婦としてやり直す。要は問題さえ片づいてしまえば、僕が副社長を降りる必要はないことになる」

「…………」

「結論として、僕は会社を辞める気はない。お前の言葉は、忠告として受け取っておくよ」

　雅人の視線を正面から受け止めた悠馬が無言で視線を返し、会議室内に息詰まるような沈黙が満ちる。

　やがて彼はふっと微笑むと、淡々とした口調でつぶやいた。

「そうか。では俺との交渉は、決裂ということだな」　

「…………」

「兄さんのお手並み拝見といこう。話は以上だ、仕事に戻る」

　あっさり話を終わらせた彼が会議室を出ていこうとして、雅人はその背中を呼び止める。

「待て。お前が何を考えてこの会社に入り、仕事をしていたのかはわかった。でも一つだけ、聞いておきたいことがある」

「何だ」

「なぜ、百合に手を出した？　お前の目的が副社長の地位なら、彼女を巻き込む必要はなかったはずだ」

「…………」

　悠馬が足を止めて、こちらを見る。そして明瞭な声で告げた。

「兄さんは誤解をしているようだが、俺が一番欲しかったものは宇津木商事の後継者の地位じゃない。――百合だ」

「えっ？」

　あまりにも意外な言葉に、雅人は驚き、言葉を失くす。悠馬が言葉を続けた。

「八嶋物産のパーティーで会ったときから、俺は彼女が欲しいと考え、そのために兄さんを追い落とす計画に着手した。会社の後継者の地位は、いわば副産物的なものだな」

「……っ、そんな」

　彼がそこまで百合に執着する理由が、雅人にはわからない。悠馬は普段表情に乏しい彼には珍しく、どこか楽しげな表情で言った。

「だから望んだものは、ほぼ手に入れたことになる。兄さんより先にまっさらな彼女を手に入れられて――俺は心から、満足してるよ」







　悠馬の宣戦布告の直後から、雅人は足場固めに奔走した。

　社内での自分の地位を安泰にするためには、有力な味方が必要になる。専務の宇津木浩二は海外に出張中で、「至急話がしたい」とメールを送ったものの、仕事中なのか返信がなかった。宇津木商事には社外取締役が四名おり、二名が宇津木家の親族、残りが違う人間だが、いずれも連絡がつかない。

（どういうことだ。まさか……）

　居ても立ってもいられなくなった雅人は、取締役の一人である父方の叔母の元を訪れた。

　電話をしても出なかった彼女は、自宅までやって来た雅人にひどく困惑したようだ。叔母はドアを開けず、インターフォン越しに応える。

『雅人さん、わざわざやって来てご苦労だけれど、今あなたに会っても何もお話しできないのよ。ごめんなさいね』

「どういうことですか？　少しでいいんです、お時間をもらえれば――」

『いずれわかるわ。どうしても理由が知りたいと言うのなら、悠馬さんにお聞きなさい』

　それきりプツリとインターフォンが切れ、雅人は呆然と立ち尽くす。

（悠馬が既に……取締役に手を回してる？　だから誰も僕に、連絡を返さないのか）

　父からは、何も言われていない。おそらく悠馬はまだ社長である彼に話をしておらず、先に他の取締役を押さえにかかったのだろう。

　社に戻った雅人は仕事が手につかず、オフィスのデスクで頭を抱える。弟の包囲網がじりじりと自分を追い詰めていることに、今さらのように気づいていた。

　まんじりともせずにホテルで一夜を過ごした翌日、朝から降っている雨に憂鬱になりながら、雅人は出勤する。オフィスに入って一時間ほどが経った午前十時、内線で父から呼び出された。

『社長室まで来い。今すぐだ』

「……っ」

　ついに父にまで手が回されたのを悟り、雅人の胃がぎゅっと縮み上がる。

　重い気持ちで社長室まで行くと、室内には父と悠馬がいた。

「――ここに呼ばれた理由はわかっているな」

　厳しい表情の父にそう言われ、雅人は悄然とうな垂れる。彼が苦々しい表情で言葉を続けた。

「不正取引だと？　役員として充分な報酬をもらっているくせに、お前は一体何をやっているんだ。もしこれが明るみに出たら、宇津木商事うちの体面は大いに傷つく。会社の屋台骨を揺るがすつもりか」

「…………」

「そもそも愛人に子どもを産ませたことも、脇が甘すぎる。本来は八嶋家の令嬢を嫁にもらう時点で、きちんと処理をしておかなければならなかったはずだ。つくづくお前という人間は後継者として不適格だったと、身に沁みて感じたよ」

　父が深くため息をついたところで、悠馬が一歩進み出て社長のデスクに数枚の書面を置く。彼は淡々とした口調で告げた。

「取締役全員分の、書面決議だ。彼らは兄さんがインサイダー取引に関わっている報告書、並びに証人となる社員の音声データを精査して、副社長としてふさわしくないという意見で一致した」

　予想していたとおりの展開に、雅人はかすかに顔を歪める。父が再び口を開いた。

「本来取締役であるお前を解任しようとするならば、株主総会で決議されなければならない。だが取締役本人が自ら辞任するのは、任期の途中であっても認められている。大勢の前で解任理由を明らかにされるような事態は、お前も望まないだろう。わかったら自分から身を引け」

「父さん、僕は……っ」

　最後に何としても申し開きをしたくて、雅人は必死に言い募る。しかし父の態度はにべもなく、こちらを見ずにうんざりしたように告げた。

「――雅人。これ以上私を、失望させるな」







　その後、一体どうやって社長室を出たのか、雅人は覚えていない。

　わかっているのは、自分が悠馬に完全に敗北したということだ。父はこちらの味方をせず、取締役たちも自分を副社長として「不適格」だとした。ならば会社には、もう居場所がないことになる。

　廊下を歩いていた雅人は、ふと向こうから専務の宇津木浩二がやって来るのに気づいた。海外出張から戻っていたらしい彼は、雅人に歩み寄って足を止める。

「連絡できなくてすまなかったな。その様子だと、社長ともう話をしたのか」

「……納得がいかない。僕を差し置いて弟の悠馬が副社長になることが、叔父さんも正しいと思いますか？　宇津木商事は、代々長子が後継者になっていたはずだ」

　浩二がかすかに目を見開き、そして憐れむような眼差しを雅人に向ける。彼は諭す口調で言った。

「悠馬は、とても優秀な人材だよ。会社の未来を考えるなら、彼のような人間こそが陣頭で指揮を執るのがふさわしい。それに血筋だけに胡坐をかいている者に、誰もついていきたいとは思わない。そんなのはナンセンスだし、時代にそぐわないからね」

　浩二は雅人の肩をポンと叩き、笑って付け足す。

「君は次男である私が兄に盲目的に従っていると考えていたようだが、それは違う。彼のほうが経営手腕に優れていたから、上に立つのを了承しただけだよ。私自身は長子だからといって無条件に利益を享受する人間は、納得できないな。もちろん不正で私腹を肥やして、会社に迷惑をかける自覚がない者もね」







　外は雨が激しくなり、道行く人は皆傘を差して足早に歩いている。

　結局自分のオフィスには戻らないまま、雅人は濡れた姿に嫌な顔をされつつタクシーに乗り込んだ。ぼんやりと行き先を告げ、気がつけば会社からだいぶ離れたとある高層マンションの前まで来ている。

　オートロックのエントランスをくぐり、エレベーターで最上階まで上がって玄関の鍵を開けた。するとリビングから、驚いた顔の美冬が出てくる。

「雅人さん、来てくれたのね。私――」

　彼女は濡れて髪も崩れた雅人の姿を見て、息をのむ。そして二の腕に触れ、気がかりそうに言った。

「どうしたの、こんなに濡れて。いつもの雅人さんらしくないわ」

「…………」

　雨の雫が前髪を伝い、涙のように足元に落ちる。気づけばここに足が向き、雅人は美冬の元までやって来ていた。

　彼女に会いに来る権利がないのは、よくわかっている。なぜならつい昨日まで、美冬と小春を金で片をつけることを具体的に考えていたのだ。

　しかし今の自分を受け入れてくれる場所は、ここ以外に考えられなかった。雅人はつぶやくように言った。

「……何もかも、失ってしまった。仕事も、会社の後継者の地位も……全部」

「えっ？」

「すまない。僕は君に甘える権利なんかないって、よくわかってるんだ。自分の都合で、君と小春を捨てようとしていたのに……僕は」

　雅人は不正取引がばれて宇津木商事の後継者の地位を追われたこと、それが弟の悠馬の計画だったことを語り、言葉を途切れさせる。

　そんな雅人を、美冬は声もなく見つめていた。やがて彼女は腕を伸ばし、雅人の頬に触れて、ポツリと言う。

「そう。……あなたはもう、宇津木商事の次期社長ではなくなってしまったのね」

「…………」

　雅人の胸が、ズキリと痛む。

　何もかも失くした自分に、まったく価値はない。突然こんな話を聞かされた美冬も、きっと呆れているだろう。

　しかし次の瞬間、彼女が発したのは意外な言葉だった。

「いいの、雅人さんが何も持っていなくても。私……本当はあなたの次期社長っていう肩書きが目当てだった。いつか奥さまから奪い取りたい一心で対抗意識を燃やしていたけど、気づけばあなた自身に心惹かれて……産まれた小春も、可愛くて」

「……美冬」

　雅人は顔を上げ、信じられない気持ちで目の前の彼女を見つめる。

　美冬がやるせない表情で微笑んだ。

「捨てられるんだってわかったときは、胸が張り裂けそうに悲しかったわ。お金なんていらない、ただあなたの愛情が欲しいって考えて、私たちを捨てる決断をしたあなたを憎いとも思った。でも――こうして最後に、私のところに来てくれてうれしい。仕事を失くしたからって、何もかもなくなったわけじゃないわ。私や小春はあなたの傍にいるし、人生は長いのよ。いくらだってやり直せるじゃない」

　美冬の言葉に、雅人は顔を歪ませる。

　こうして女に縋る自分は、きっとどうしようもなく弱い男に違いない。だが今は美冬の存在に、向けられる労わりに、心から救いを感じていた。

　彼女が笑い、明るい口調で言った。

「大丈夫よ、いざとなったら私も働くし、生活はどうとでもなるわ。とりあえずこのマンションから出て、もっと家賃の安いところに移りましょう。そして三人でやり直すの」

「やり直す……」

　そのとき家の奥から、赤ん坊の細い泣き声が聞こえた。そちらを見た美冬が、雅人に向き直る。

「小春が起きたみたい。そろそろお腹が空いたのかも。雅人さん、あの子を抱っこしてくれる？」

「――……」

　雅人は泣き笑いのような顔で微笑む。手放そうとしたものがまだ手元にあると知り、それに安堵するなど、本当に無様極まりない話だ。

　だが幼い我が子の声には、確かに心を慰められた。雅人は目の前の美冬の身体を引き寄せ、腕に抱きしめる。そして息をのむ彼女の耳元で、想いを込めてささやいた。

「……美冬」

「なあに？」

「君を傷つけてごめん。こんなに卑怯な人間を、君がこうして受け入れてくれるから……僕はまだ立っていられる。本当に感謝してるよ」

「…………」

　美冬の腕が雅人の背を抱き返し、優しく撫でる。彼女が言った。

「しょうがないわ、そんなあなたを好きになったんだから。でもこれからは、優柔不断じゃ駄目よ。小春のために恥ずかしくないお父さんにならなきゃ」

　美冬の意外な芯の強さは、やはり彼女が母親だからだろうか。これまで見ようとしていなかったその内面を頼もしく思い、自分自身の弱さを噛みしめながら、雅人はつぶやく。

「…………ありがとう」










エピローグ











　豪奢なシャンデリアが下がる店内は、着飾って笑いさざめく人の姿で溢れている。

　高級フレンチレストランで行われるワインをテーマにしたパーティーは、政財界から多くの人々が招かれ、とても盛況だった。主催者である著名なソムリエやフランスから来たワイン生産者たちが講演を行ったあとは、試飲会を兼ねた立食パーティーとなる。

　女性たちが集まると、自然と会話の内容は噂話ばかりだ。ワイングラスを手に持ちながら、会場の入り口付近にいるグループの女性の一人が口を開いた。

「ねえ、お聞きになりました？　宇津木商事のお話」

「お家騒動でしょう？　次期社長といわれていたご長男が、取締役を降りて会社をお辞めになったとか。仕事のできる次男の方が、副社長に格上げになったと主人が言っておりましたわ」

「それだけじゃありませんのよ。ご長男の奥さまは八嶋物産のお嬢さまですけれど、何と離婚されたあと、次男の方とすぐ再婚されて」

「まあ、ご兄弟を渡り歩いていらっしゃるってこと？」

「噂によると、お二人の関係はご長男と結婚してらした頃からで、ご長男はそれがショックで離婚し、会社をお辞めになったともいわれてるんですって。すごいお話よねえ」

　そのとき一人の女性が、「あっ……」と言って不自然に言葉を途切れさせる。

　中心で話していた女性が不思議に思って後ろを振り向くと、そこには華やかに着飾った宇津木百合が立っていた。

「あっ、わ、私……」

「――失礼」

　狼狽する女性に優雅に微笑みかけ、百合が堂々と店の奥に入っていく。隣には背の高いスーツ姿の男性がいて、彼女をスマートにエスコートしていた。

　二人を見送った一同は、すぐに顔を寄せてまたひそひそ話し出す。

「嫌だわ。聞かれてしまったんじゃない？　今のお話」

「お隣にいらっしゃる方が、新しいご主人なのかしら」

「ご主人はいかにも仕事ができそうで端正な方だけど、奥さまはあんな清楚なお顔でご兄弟をたらし込んだってこと？　そんなふしだらなことができる方には見えないわ。人は見かけによらないのねえ」

「あら、ああいった清楚な方こそ、裏ではすごいのかもしれなくてよ。だって男性受けが良さそうじゃない」





＊






　ワインをテーマにしたパーティーということもあって、会場にはさまざまな種類のワインの他、フランスの郷土料理が並んでいる。

　百合は生産者のフランス人男性に話しかけた。

「《こちらのワインは、どんなお味ですか？》」

「《果実味と新鮮味がある、辛口の白です。葡萄を育てる肥料は自然のものを使い、酸化に対する徹底した保護と低温のスロー発酵によって、アロマを最大限に引き出すことにこだわっています。お飲みになりますか？　マドモアゼル》」

「《ええ。いただきます》」

　ワイングラスを受け取ると、隣にいた悠馬が驚きの眼差しで言う。

「君がフランス語を話せるって、本当だったんだな」

「あら、嘘だと思ってたの？」

「ここまで流暢だとは思っていなかった」

「ふふ、さっきの男の人、わたしのこと〝マドモアゼル〟ですって。人妻なのにね」

「君は若いから、未婚に見えたんだろう」

　百合が悠馬と入籍して、二週間になる。

　前夫である雅人と離婚して二ヵ月後、家族を説得して籍を入れた。本来女性には離婚後一〇〇日は再婚ができない禁止期間が設けられているが、医師により妊娠していないことが証明された場合は、その限りではない。

（……妊娠、してなかったのよね）

　悠馬によって軟禁されていたあいだ、まったく避妊せずに抱かれていたため、百合はもしかしたら自分は妊娠しているかもしれないと考えていた。しかし検査の結果は陰性で、すぐに入籍することができたものの、複雑な気持ちを味わっている。

（もし妊娠していたら雅人さんに嫡出否認をしてもらわなきゃいけなかったから、面倒がなくてよかったんだろうけど。……本音を言うと、ちょっとだけ残念だったかも）

　――雅人と離婚協議をしたときのことを、百合は思い出す。

　話し合いの場に現れた彼は、それまでの王子然とした雰囲気は鳴りを潜め、ひどく憔悴していた。それに先立って雅人は宇津木商事を退職しており、彼をそこまで追い込んだのは悠馬だという。

　すっかり覇気を失くしていた雅人は、百合が離婚したい旨を申し出ると、素直に離婚届に署名してくれた。

（雅人さん、沈み込んで別人みたいになってた。……やっぱり弟である悠馬さんにすべてを奪われたのが、ショックだったのかしら）

　サインをしたあと、雅人は改めて自身の不貞を謝罪してくれた。そして今後について、百合に語った。

『……僕は美冬と、籍を入れるよ。娘のことも認知して、心機一転やっていこうと決めた。君には慰謝料を払うつもりでいる』

　結婚前から美冬と浮気して子どもまでもうけ、百合に精神的苦痛を与えた。その慰謝料を払いたい――と言われたが、百合はそれを辞退した。

『そのお金は……これからの生活や、お子さんのことに使って。あなたに謝ってもらっただけで、わたしは充分だから』

　雅人は百合の言葉を噛みしめるような顔をし、「……ありがとう」とつぶやいた。

　その後彼は美冬と籍を入れ、東京ではない地方都市に転居したらしい。おそらくこちらにはもう戻らないつもりだろうと、悠馬が語っていた。

　百合は持っていたワイングラスを傾ける。

「んっ、このワイン美味しい。悠馬さん、せっかくだからこれに合うお料理を何か食べたいわ」

「待ってろ」

　悠馬が料理を取りに行っているあいだ、百合はレストランのオーナーに話しかけられ、挨拶を交わす。元々の知己であるイベント主催者のソムリエとワインについて語り合っているところで、料理の皿を持った悠馬が戻ってきた。

「これは冷製ブイヤベースのゼリー寄せ、中に海老や魚介が入ってる。それからアリゴの豚ソーセージ添え。こっちはマグレ鴨のロースト、プルーン風味だ」

「美味しそう。食べさせてくれる？」

「……しょうがないな」

　わざといちゃいちゃするのは、先ほど噂話をしていた女性たちに仲の良さを見せつけるためだ。

　そんな意図がわかっているのか、フォークで百合に料理を食べさせる悠馬の目は、ひどく優しい。それでなくとも普段から百合を甘やかしているのに、今は砂を吐くほどだった。

（……あんなふうに言われるのは悔しいけど、想定の範囲内だわ。いろいろ噂されるって、最初からわかってたもの）

　兄と結婚してわずか三ヵ月余りで離婚し、その直後に弟と再婚したとあっては、恰好の話のネタだ。「三角関係か」と思われて当たり前で、現に百合の祖父や父、そして兄は、いい顔をしなかった。

　それを百合は、一生懸命に説き伏せた。

『悠馬さんは、雅人さんの不倫に悩んでいたわたしを支えてくれた人よ。どうしても彼と結婚したいの、ね、いいでしょう？』

　百合は雅人に結婚前からつきあっている女性がいたこと、彼女が子どもまで産んでいること、自分と雅人が一度も枕を交わしていないことを説明し、彼との離婚が正当なものであると主張した。

　その上で、相談に乗ってくれた義弟の悠馬をいつしか愛してしまった経緯、愛人と子どもに免じて雅人へのペナルティは課さないでほしい旨、宇津木商事との仕事上の繋がりを維持してほしいことを多少の嘘を織り交ぜながら話し、それらをすべて了承させた。

　晴れて結婚が許されたとき、悠馬が感心した顔で言った。

『君の交渉力には、驚いた。語学力といい、つくづく社会に出ないのが惜しい人材だな』

『あら、社交で生かせるかもしれないわ。あちこちの集まりには、外国の方もいらしているでしょう？』

　入籍したのをきっかけに、百合と悠馬は宇津木家の家を出て、都心のマンションで暮らしている。

　彼の両親とは感覚的に相容れず、会っても表面的な会話しかない。だが義父の明人が経営者として雅人を切る判断を下し、次男である悠馬を後継者にすることを決めたのは、素直によかったと思った。

（結局、この人は望むものをすべて手に入れてるのよね。……わたしも含めて）

　夫となったばかりの悠馬の端正な横顔を、百合はじっと見つめる。

　こうして二人で出掛けるようになってから、百合は彼の容姿が女性たちの注目を集めているのに気がついた。自分が兄弟を渡り歩く悪女のごとく言われているのは、きっとやっかみも含まれているのだろう。

　一方で悠馬は、兄を追い落として父親の会社の後継者となり、その妻まで奪った野心家として見られているらしい。「事実なので、まったく気にしない」と、彼は笑っていた。

「はあ、酔っ払っちゃった。ワインもお料理も、美味しかったわね？」

「ああ」

　ほろ酔い気分で自宅マンションに戻った百合は、上機嫌だった。

　日中にハウスキーパーが整えてくれる室内は、きれいに片づいている。リビングの大きな窓からは東京の夜景が一望でき、まるで宝石箱をひっくり返したようで美しい。

「ねえ悠馬さん、ネックレス外して」

　百合が甘えると彼は微笑み、ネックレスの金具に手を掛ける。外したあとでうなじに唇を落とされ、百合はクスクス笑った。

「くすぐったい」

「君の後れ毛が色っぽくて、ずっと触れたくて仕方がなかった。こうして髪を上げてると、きれいなうなじを他の男に見られてしまうのが業腹だな」

「馬鹿ね」

　今日の百合は首周りにビジューが付いた華やかなドレス姿で、髪を結い上げている。

　後ろから腰を抱いてきた悠馬が、首筋にキスをしながらささやいた。

「君がこんなふうに酔うなんて、珍しい。いつもよりだいぶ陽気だ」

「だって美味しいワインばかりだったんですもの」

「もしかして、あの陰口を気にしているのか？」

　悠馬が言っているのは、店に到着したときに聞こえてきた女性たちの会話だ。

　彼は抱き寄せる腕に力を込めて、言葉を続けた。

「君があんなふうに言われるのは、俺のせいだ。八嶋社長が言っていたように、せめてもう少し時間を空けて籍を入れればよかったのかもしれない」

「ううん、そんなことないわ。あなたと早く結婚したかったのは、わたしも同じなんだもの」

　――想いが通じ合って以降、悠馬は情熱的な恋人になった。

　常に愛をささやき、スキンシップを欠かさず、百合を蕩けるように甘やかしてくる。そんな彼の愛情を疑う気持ちは次第になくなり、いつしかその腕の中にいることをとても幸せに感じるようになった。

　百合はクルリと身体を返して悠馬に向き直り、微笑んで言う。

「外野に何を言われたって、全然平気。だってわたしはあなたに愛されているのがうれしくて、その気持ちを恥じるつもりはまったくないんだもの。言いたい人には言わせておけばいいわ」

「まあ、そうだな」

　微笑んだ彼は百合の身体を抱え上げ、寝室に移動する。そしてベッドに横たえると、ネクタイを緩めながら覆い被さってきた。

「ぁっ……悠馬さん、シャワー……」

「あとでいい。そんな可愛いことを言って、俺を煽る君が悪い」

　目元や頬にキスを落とされ、百合は笑う。目の前の悠馬の顔に両手で触れて言った。

「ねえ、こんなに毎日していたら、いずれわたしに飽きちゃうんじゃない？」

「たぶんずっと飽きないんじゃないか？　俺は元来、惚れっぽいほうではないからな。見た目も中身も、君よりいい女なんかそうそういない」

　彼の言葉を面映ゆく聞いた百合は、引き締まった背中に手を回し、抱きしめる。そして思いを込めてささやいた。

「好き、悠馬さん。……ずっとわたしを離さないで」

「愛してる、百合。いつか君が俺を嫌いになっても、絶対に離してやらない。逃げるくらいならいっそ殺してやるから、覚悟しろ」

「ふふ、怖い」

　執着を示すかのような熱を孕んだ眼差しは、百合の中の官能に火を灯す。

　たとえ外からは歪に見えようと、自分たちにとっては互いが唯一無二で、純愛だ。抱きしめる力の強さ、身体の重み、その匂いを感じながら、百合は幸せな思いで目を閉じる。

　そして夫となった男がもたらす快楽に素直に身を委ね、甘い声を上げた。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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